
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　章







『伝説』だ。生ける『伝説』が目の前にいる。




　ダークエルフの『伝説』がこの深い樹海にある事は線の細い少年、クラオス・ノックバーンも王都の宮廷魔法学園で見聞きしていた。ダークエルフという名前だけなら絵本の中では悪い魔女と同じくらい有名でもある。しかし実際に目にするのはもちろんこれが初めてだ。

　見た目の年齢は一五、六歳程度の女の子。だが極めて長命な彼女達の実年齢は推し量れない。背丈はクラオスよりやや低い程度。腰まである長い銀髪に、水の珠たまを弾はじく小麦色の肌。瞳は大粒で、宝石のように赤かった。顔は小さかったけどやたらと美しく自己主張してくる。左右へ長く伸びた、人間ではありえない長い耳が小こ刻きざみにぴこぴこ揺れているからかもしれない。ダークエルフは樹海で狩猟や薬草採取をしてたくましく生活しているらしいが、均整の取れたしなやかな肢体はむしろバレエや体操競技を連想させる。お嬢様よりも可か憐れんで酒場の踊り子以上に艶なまめかしい。それでいて、見ている事で多少の罪悪感をトッピングしてくれるほど神秘的。

　メモを取るのも忘れていた。これでは見習いとはいえフィールドワークの研究者として失格だ。しかし今は、ド腐れ師匠の嘲る顔なんて頭に浮かばない。そんな余力はどこにもない。

　ところでクラオスは何な故ぜこれほど詳細にダークエルフの外見を説明できるのだろう。

　答えはこうだった。




　素すっ裸ぱだかであった。

　せせらぎの聞こえる清流のほとりで水浴びしている真っ最中だったのだ。




　奇妙な沈黙があった。

　緑の匂いの強い、深い深い樹海の中。立ち並ぶ針葉樹の木々がわずかに開けて木漏れ陽が差し込んでいるのは、丸い石が敷き詰められた河原だった。とはいえ水深は浅い。現に、やたらと透明度の高い水はすらりと立ったままのダークエルフのすねくらいまでしか届いていなかったし、あちこちの水面から白くて鋭い岩のようなものが突き出ている。

　木漏れ陽も清流の水面も、キラキラでいっぱいだった。

　お風ふ呂ろの時でも絶対外さない派なのか。ダークエルフの少女、その右の長い耳では金と赤い宝石のイヤリングがキラキラしていた。世界は光り輝いている。褐色の耳長少女は水辺で直立し、しなやかな両手を頭の後ろにやった状態でかっちり固まっていた。おそらく水に濡ぬらした長い髪をいったんまとめようとした格好のまま、美しい瞳をまん丸にしている。とっさに隠すという選択肢すら頭に浮かんでいないらしい。天然でござる。

　クモの巣みたいに糸を引く草木をかき分け硬直した少年は、数秒空けて絶叫する。

「うわあああッ!!　女の子ってそうなってんのお!!!???」

『へよと。ぬ、ぬね？』

　ダークエルフ語なのか、唇は開くけど奇妙な音階がこぼれ出た。

　今さらのようにびくっと小さく震えた少女が体をくの字に折って両手で体を覆うけど、緩い。ガードがメチャクチャ甘い。今は驚きの方が勝っているのか、隠そうとしている場所と隠さなくてはならない場所がマッタク嚙かみ合あっていなかった。クラオスとしても指摘したいけど本格的なダークエルフ語は流石さすがに分からないッ!!　思わず片手で顔を覆って控え目に人差し指でちょいちょい指し示しても褐色少女側が気づいてくれる様子はこれっぽっちもないし!!!!!!

　……ていうか、えっ、ええー？

　ずっとずっと、それこそ絵本を開いていた小さな頃から追い求めるダークエルフだ。幼い頃の夢なんて浮かんだり消えたりと色々変遷するものだが、ここだけは揺るがなかった。王都の宮廷魔法学園に入り、選択授業で変人と名高い『あの』ド腐れ師匠の元で生せい物ぶつ過か学がくを学び、魔法生物の中でも特にダークエルフを集中的に極めると決めるくらいには。

　だと、いうのに、だ。

　これは間違いなく歴史的瞬間、生ける『伝説』との感動の遭遇だが、何とも説明のしづらい状況に陥ってしまった。この場面、王都の学会に説明を求められたらやっぱり微に入り細に入り明かさないといけないのだろうか。（見た目は）年とし端はもいかない少女が真っ赤になった顔を両手で覆うサマが目に浮かぶ。何かひどく個人のプライバシーを害する気もするが。

　でもいる、目の前に。手を伸ばせば長い耳に触れそうなほど近くに!!

　もう一ひと目め惚ぼれだった。どこがどうとかではない。長い銀の髪もしっとりした小麦色の肌も特徴的な長い耳も美しい赤の瞳も、見た目はクールなのに裸を見られているのに怒るも泣なき喚わめくもなく頭がパンクしている純じゆん真しん無む垢くな辺りも全部が全部だ、パーフェクトだ!!

　……今日までモテないで良かった。

　もはや目尻に涙さえ浮かべるクラオスであった。むしろだ。敢あえてである。これまでのじめっとした学園生活は全て、人生の初めてとは最高にすべしという女神からの粋なアシストだったのかも。そうであってほしい。そうでもないと衝動的に女神の首でも絞めてしまいそうだ。

　でもちょっと待て。まだ浮かれるな、ただただ一心不乱に心の下半身を磨いている場合ではない。これは大事な遠征、生せい物ぶつ過か学がくの研究でもあるのだ。メモを取り論文にまとめ提出する必要がある。そんな中でダークエルフを普通にダークエルフと呼ぶと種族なのか個人なのかで混同が起きるかもしれなかった。王都の学校に通う宮廷学者見習いのクラオスは即座に警戒した。早い内に個人名をつけた方が良いい。ではひとまずこの丸出し少女は【スレンダーさん】で！　一体褐色少女のどこを見て命名したかについては言及を控えた方が良さそうだ。

　そして小さな頃から神秘の種族を捜し続けた少年は、彼女達の『伝説』も知っている。




　確か、知らぬ間に武器や防具を全部奪われた……つまり一いつ糸し纏まとわぬ状態を目撃されたダークエルフはその相手と結婚しなければならない、という極めて強力な約束事があったはず。




　生せい物ぶつ過か学がくの文化風俗的に言っても珍しい話ではない。見み目め麗うるわしい精霊が水浴びの最中に羽衣を奪われて結婚を迫られる説は古今東西そこらじゅうにあるし、素顔を見られたアヤカシが泣く泣く人里を離れるといった話も事欠かない。彼女達、人ならざる魔法生物にとって『全装備を奪われて無防備な瞬間を押さえられる』というアクシデントはそれだけ重要な事柄なのだ。

　そんな中でも狩猟と薬草採取を軸に生活サイクルを作るダークエルフは、強さを非常に重視する。特に、誰にも知られず確定で必殺の位置を独占する気配消しを重宝するのだ。だから服を奪われ無防備な裸を見られる位置まで音もなく接近する技術は、強さ弱さに直結する訳だ。

　強い者と番つがいになりたい。人間以外ではむしろ一般的な価値観である。

　となるとクラオスはこの娘に、【スレンダーさん】から結婚を迫られてしまうらしい。

『に、にえおく』

　現に少女は頰を赤らめて恥ずかしがっているが、この期ごに及んでまだ両手を使ったカラダの隠し方が嚙かみ合あっていない。というか、構わない？　まさかあなたになら見られても構わないと申すのか。とにかく銀髪褐色の【スレンダーさん】は驚きながらも唇を開いたのだ。

　いきなり叫ぶのではなく、明らかに向こうからコンタクトを取ろうとする格好で。

『うぬつ、ちしばえとつえぬねあせなえろひ？　にえおくづえぜりおぼぬひ？？？』

　改めて彼は上から下までダークエルフの少女を観察。そして頷うなずいた。

　……結婚して、と言っていると思う。

　いいや絶対そうだ。何だか明らかに文字数が多過ぎる気もするけどわざわざ悪い方に考えたら人生負けだ。少女の赤い瞳がそう言っている。伝わってくるのだ、念は噓うそをつかない!!

　思わぬアクシデントであった。だけどここで人間のクラオスが人間のルールに従って一方的にそんな事はできないなどと言って突っぱねたら、この娘のその後はどうなるだろう。そのままクラオスが樹海から街へ帰ってしまったら？　シミュレーションしてみよう。結婚したいではなく、しなければ、だ。この娘がそれを無視した場合は集落の中で決められた強力なルールを守れず、村八分にされ、『婚約』を解消できないので次の恋を実らせる事もできない。それでは長い長い人生、【スレンダーさん】はずっと一人ぼっちになってしまうではないか！　人間なんかよりもよっぽど永い、永遠にも等しい時間をずっとずっと!!　寂しい夜には一人でごそごそすると!?　いやちょっと見てみたいけど、でもずっとそれじゃダメなんだッッッ!!!!!!

　それは悲劇だ。そんな悲劇は止めなくてはならない。

　……分かった、僕も覚悟を決めよう。

【スレンダーさん】は本場のダークエルフ語を使っているらしい。同時に人語も話せるバイリンガルかどうかは確認が取れていない。よってクラオスは多少大おお袈げ裟さな身振り手振りを交える。両手を大きく広げ、大きな声で、彼は一語一語はっきりと発音してあげなくては。

　ゆっくりと少女へ歩み寄り、ばしゃりと音を立てて川の中で片膝をつく。

　クラオス・ノックバーンは小麦色のすらりとした手を取る。

　そして王子様モードで彼は言った。




「夜の営みを前提にお付き合いしていただきブガッ!!!???」




　最後まで言わせてもらえなかった。

　一体いつの間に近づかれたのか、後ろから別のダークエルフ達が二、三人現れ、思い切り乱暴に取り押さえられたのだ。そのまま腕や頭を押さえ付けられ、うつ伏せで足元に組み敷かれる。クラオスには驚く暇もなかった。浅い水辺なのに足音がしないとかいよいよ達人か？

　ちなみに彼女達は素すっ裸ぱだかではない。白い革のベストに青のタイトスカート、赤い宝石、腰の矢筒や腕に通した長い弓。典型的な狩猟系のダークエルフだ。でもみんながみんなダークエルフだと絶対混乱する。混同は良くない。微に入り細に入り、そう腋わきの下したから尖とがった耳の付け根まで研究するためにも早めに命名だ。よし、溢あふれんばかりの大きなおっぱいにおでこの人は【グラマラスさん】、目つきの厳しいビシバシ系ポニーテールお姉さんは【リーダーさん】だ。

　そして両手の自由を封じられてから少年は今さら気づいた。ノートを取るべきだった。頭の中の記憶だけだと、後で思い返して論文を書く時に些さ細さいな覚え間違いを防げなくなる。よってどんなにくだらない事でもしっかりメモ。フィールドワークの基本である。

『きえサエヌ！　ぬいばしいぬにしをねねいざいぬいくぐふえれしいばえろ!?』

『しひへに……サウあせなえむたいり!?　れらおひもせぐしんこふぬえいばそくと!?』

　小さな悲鳴があった。ようやっと水浴びダークエルフの【スレンダーさん】の中で時間の流れが元に戻ったようで、顔を真っ赤にしてわたわたと両手で体を隠している。男のクラオスとばっちり目が合った時よりも慌てている感じがちょっとユーモラスではあった。

　まあそうか。クラオスはそう思った。

　都合が良過ぎる、虫のいい話だ。

　……ただ乙女の水浴びを真正面から覗のぞき見みしてしまった不届き者を捕まえるにしても、水辺でうつ伏せはやめてもらえないかなー？　顔面はすっかり水の中に没していて、息を止めるのにも限界ってものがあるしっ。あるいはこれは大変お美しいダークエルフさん達の足湯を思う存分喉越しで嗜たしなみなさいという女神からの粋な計らいかもしれがぼがぼごぼウッ……。







　白。急に眼前が白く塗り潰されるほど明るくなった。目隠しを外してもらったのだ、今までずっと気絶してたのではなく両目を塞がれていたとクラオスが気づくまでに何秒もかかった。

「うっ？　むう……」

　目の感覚が元に戻るが、まだクラオスには自分が見ているものを頭で処理できない。

　少年は直立で両手を後ろに回され一本の丸太に全身を縛られていた。分かった途端に、指先を糸で縛ったような痛みがあちこちで自己主張を始める。だが顔をしかめる余裕もない。

　白い革衣装の狩猟系、クールな【リーダーさん】が緑の宝石と絹のゆったりとした装束を纏まとうおそらくは神官系の───ええと、あれはひとまず【メガネさん】と呼ぼう───お姉さんの長い耳元へ口を寄せ、片手で唇の動きを隠すようにしてそっと話しかけている。

『よ、よこちおひぜらいべふきんれむせつ、ケヨスレイすい。けいけらおづくる、ちおにおうぼぬえしにねぬれちおばそさび』

『えつせくつうろむえ。しにふれらおひもせづ、みおとなきえつるへよこプータイニくこなえばせいばせむおぢ』

　足元には乾いた干し草の山。そしてこちらを取り囲むダークエルフの美人や美少女達の手には、お昼だっていうのに松たい明まつが。特定の誰かだけ、といった感じがしない。白い革衣装と大きな弓が目立つ狩猟系の他に、これまた純白の薄い絹でできた装束を纏まとう神官系のダークエルフや、横からお母さんの腰に引っつく透けるように薄いワンピースの幼女まで集まっていた。

　全体の総意。何かの犯罪っていうより、そういう儀式といった香り。

「こっ、ここまで……？」

　完全に処刑の構造だった。王都でもたまに見かける例のアレだ。

「お風ふ呂ろを覗のぞいただけでここまで!?　完全に消毒しないと派のヒト達ばっかりなのか!?」

　さっきの人は、【スレンダーさん】は!?　丸太に縛られて身動きが取れず必死に首を動かすクラオスは、自分を取り囲む群衆の中にほっそりした腰に片手をやる一人の少女を見つけた。

　縄をぎしぎし鳴らしながら少年は叫ぶ。

「助けて【スレンダーさん】！　君の口からこれはやり過ぎだと言ってくれれば、あっ!?」

　クラオスは絶句した。ぷいって。ぷいって顔を横に逸そらしたか、今!?

　……、というかだ。

　そろそろ根本的な疑問がクラオス・ノックバーンの頭の片隅にもちらつき始めていた。




　知らぬ間に武器や防具を全部奪われたダークエルフはその相手と結婚しないといけない。

　人間側にやたらと甘あま々あまなこの『伝説』は……本当に本当なんだろうなッッッ!!!???













第一章　トライアルアンドエラー、始まり始まり
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　その深い深い森は、『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』と呼ばれていた。

　一歩でも迷い込んだら二度とは出てこられない呪いの樹海。おかげで樹海の入り口にあるこの小さな宿場街には猟師なんて職業は存在せず、こうして食堂に並んでいる肉料理も遠い遠い別の地方から馬車で運ばれてくる、鹿や牛を塩漬けにした保存肉ばかりだ。水に浸して保存用の塩分を抜いてから調理するこれはこれで独特の風味があるのだが、毎日は飽きそうだ。

　赤毛の少年、クラオス・ノックバーンの皿には五センチくらいの薄くて丸い塊が添えてあった。魔法誘導体の一つ、巨大な魔女カボチャのヘタだ。普通の人はまあ食べない。街の外の草原ではでかくて重たい雑草扱いで、馬車を扱う人達からも嫌われていたはず。ただまあ、魔法を使うにも色々条件がある。クラオスの場合は硬くて不ま味ずいヘタを火や香辛料で柔らかくすれば済む程度だが、人によっては苦み取りや毒抜きが必要なものを食べたり飲んだりしないといけない。目的のために諸もろ々もろ工夫してコックさんに加工をお願いするのも使い手の仕事だ。

　……これ、ヘタ〇個で欠乏状態になると頭痛や眩暈めまいに襲われるんだよね。大変だって思う人もいるかもしれないけど、ようは丸一日何も食べないとどうなるかって考えれば良い。摂取するのが当たり前になっていれば、口に入れるのが大変だなんてそもそも悩まないし。

「矛盾ですけどねえー。こうして毎日美お味いしいお肉が届けられている事からも分かる通り、『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』の中にも馬車が通るための街道くらいは敷いてある訳ですし」

　向かいの席では艶つややかな長い黒髪に眩まばゆい白の肌が輝く、見た目だけなら美人な宮廷学者がお上品にナイフとフォークを動かしていた。こちらもやはり、テーブルに並んだ品を見ればどんな魔法を使うか分かる。彼女の場合、魔女カボチャのヘタはない。

　レイカ・キックプリーツ。

　分厚い黒のマントに花飾りをつけた魔女の帽子とインテリなメガネ。これでもかというくらいメリハリの利いたボディラインがくっきりと浮かぶ、すべすべしたシルクのキャミソールみたいな漆黒のタイトドレスを纏まとうド腐れ師匠は昼から赤ワインを派手に呷あおりつつ、

「ぷはあー☆　やっぱり昼ひる吞のみはダメ人間の嗜たしなみですねえ!!」

「一言一言がほんとに最低だなあんた」

　いちいちツッコミを入れる余裕もなかった。おっと、と小さく呟つぶやいたレイカが近くの壁に立てかけていたホウキの柄でクラオスの頭のてっぺんをぶっ叩たたいたのだ。

「いだっ!?」

「静かになさい、一番弟子」

　クラオスのすぐ後ろでがちゃりと重たい金属音が鳴り響く。どうやら少年の頭を低くしたかったらしいのだが、グリップは硬くて重たい航こう海かい杉すぎだ。大陸間の横断に使う巨大帆船を造るのに使うアレ。頭を叩たたかれたはずなのに軽めに吐き気がするほど痛い、もう声も出なかった。

　重たい鎧よろいの騎士団が近くを横切っただけだが、不自然な前傾で群衆に身を隠すレイカは、

「……参りましたね。今、騎士団の連中に顔を見られる訳にもいかないし、今後はお店に顔を出すのではなく、一番弟子にサンドイッチでも買ってきてもらうしかないかしら」

「あんた今度は何やった？」

　赤毛の少年が低い声で尋ねるとテーブルへ突っ伏して（自分の大きなおっぱいを柔らかく押し潰した）ド腐れ師匠はメガネの奥でぱちりと片目を瞑つむり、

「誤解ですう☆　先生は世のため人のため今日も粉骨砕身の心構えで働いておりますよ？」

　それからド腐れ師匠は『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』へ足を運ぶ理由について小声で説明を始めた。

　この辺りは最終確認だ。流石さすがのクラオスも何も聞かずに樹海へ挑むほど愚かではない。艶あでやかなほつれ毛も気にせず上機嫌になっていくレイカを見て、改めて少年はため息をつく。

　一段落ついた頃クラオスにはこんな言葉しか出なかった。

「……最悪だ」

「ある程度は荒事になるって分かってついてきたクセに☆　何だかんだ言っても美人で優しいおっとり先生を一人で旅させるのは不安だったかなー？」

「何言ってんですか、『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』は極めて稀まれでもダークエルフの目撃談があったでしょ」

　ダークエルフはあちこちの処女林で目撃されている。

　ただし一つだけ注意しなくてはならない。

「人間に、ダークエルフ達の集落を見つけるチャンスがあるのは生涯一度だけです。……二度目はない。諦めてその森を出てしまえば、そこに住む彼女達の集落には絶対辿たどり着つけません」

「『伝説』ですよね？　ちゃんと統計取ってます一番弟子？」

「黙って聞け。こっちは方々の森を回ってはせっかくのチャンスを台無しにしてきたんです。集落どころかダークエルフの背中をちらりと見る事もできずに！　『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』だろうが何だろうが、これでしくじったらもう海を渡って地図にない島にでも挑むしかなくなります!!」

「はあ。よくよく徹底していますねえ、あなたも」

「何しろ代々の先輩諸氏はダークエルフを追いかけながらも結局幻の集落まで辿たどり着ついた人なんてまともにいないじゃないですかっ。みんな失意と共に歳としだけ喰くって学校を卒業して実家に帰って家業を継いで……。絶対に嫌です!!　僕は選択授業で一般分類に収まらないファンタジーな魔法生物を専門に取り扱う生せい物ぶつ過か学がくを選んだんだ、だったら何があっても必ず本物のダークエルフさんを見つけてお嫁さんにするんだあッッッ!!!!!!」

「あそこは『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』、石畳の街道から一歩でも外に出たら遭難確定と言われる難所ですよ？　そもそもダークエルフなんて子供向けの絵本の中でも悪者扱いされているのに」

　それを言ったら魔女だって絵本の悪者の代名詞だろうに。今日では長い偏見の歴史に幕を下ろし、宮廷に出入りするエリート職の一つとなった。逆に言えば、ダークエルフだって『そう』なるかもしれないじゃないか。クラオスは唇を尖とがらせる。いいや自分が『そう』するのだ。

「……はあ。選択授業でこの私を選んだのならその情熱をフィールドワーク全般に差し向けてくれるとありがたいんですけど、この子は地層や水脈の調査だとてんでダメなんですから」

「あのう、逆に小麦色のおっぱいも健康的なお尻もないモノにどうやって興味を持てと？」

　レイカ・キックプリーツはミニスカで胸元の強調も激しい（年齢感からして一種の婚活かしら？）看板娘から、新しく注いでもらった真っ赤な液体を薄い手袋で覆われた指先でグラスごと小さく回し、目元をうっとり細めながら、

「バカ弟子、ダークエルフの何がそこまであなたを駆り立てるんです？　こんな持て余し気味の、ちょっと体が左右に揺れてきたほろ酔い無防備魔女を放っておいて」

「ふふふそいつは珍しく良いい質問ですバカ先生。そりゃあダークエルフって言ったら光を弾はじく銀の髪に躍動的な小麦色の蠱こ惑わくボディ、本人に自覚がないのに派手派手露出な服ばっかり選んでしまうのもたまらない。人間と馴な染じんで人里でも普通に見られる基本のエルフじゃない、あんなすりすりと自分からすり寄ってくるくせに歳としの差何百歳を見せびらかして人間相手に恋バナなんて期待していませんーなんて駆け引きを知り尽くした鉄壁ガードなんか張ってこない!!　そう！　合言葉は純粋。僕達は未いまだに大自然の中で生きる滅法強くて孤高でそのくせ年の功の博識インテリなんだけど実はちょっぴり天然であちこち抜けてる脇がガラガラ純粋なダークエルフじゃなくちゃダメなんどぅわああああああああああああーっっっ!!!!!!」

「リアルにキモチワルイなあなた」
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　虚うつろな目をしたクラオス・ノックバーンは思い出の中から帰ってきた。

「ぁー……」

　絶体絶命である。現実から逃避したところで事態は何も変わってくれない。

　なんかもう、そういう儀式なのか。丸太にくくりつけられたクラオスを囲むようにして、黄色い宝石とレースの下着よりもすけすけな羽衣で体を覆ったダークエルフの踊り子さん達がくるくる回っていた。背を反らし、足を大きく上げて、縦長のおへそが躍動するたびに、金の鎖や腕輪なんかのアクセサリ同士がぶつかり合ってシャンシャン音を立てる。髪や肌から汗の珠たまが散り、ショートヘアのお姉さんから女の子の甘い香りがふわりと漂う。でも何だか料理の前の下した拵ごしらえみたいで素直に喜んでもいられない。

　ここは集落なのか、そうじゃないのか？　とにかくダークエルフ達が支配する深い深い『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』、人里は遠く、叫んでも助けは来ない。一緒に樹海へ足を踏み入れたはずのド腐れ師匠は一体どこだ？　先に捕まって一足早くローストされたのか、気絶したクラオスを捨て置いてとっとと逃げ出したのか。とりあえず聞いていた伝承は間違いで、正しくは『ダークエルフの裸を見た人間＝死』らしいのだが、ド腐れなら他にも色んなタブーを踏んづけそうだし。

　今ここでクラオス・ノックバーンは一人ぼっち。夢にまで見たダークエルフ達から何な故ぜか丸太の柱にきつく縛り付けられ、足元には干し草を積まれて、松たい明まつ片手の皆様にぐるりと囲まれて大注目だ。薄いレースの踊り子お姉さん【ショートヘアさん】も武装した白い革衣装のハンター【リーダーさん】も基本的にへそ出し、おっぱいの谷間も太ふと股ももも容赦なくぐいぐいさらけ出している。よくよく見るまでもなくすっげえー露出だ。もう一度言う、ぐいぐいである。

　極限の状況であった。

　長い人生で一人見かけるだけで珍しい、憧れのダークエルフのお姉さんが見渡す限りいっぱい。でも丸焼き直前でもある。なので生存本能に変なスイッチが入ったと少年は信じたい。

　……いっ、いけない……。

　とにかくこうなった。

　……待て待て待てっ、何で!?　いかんちょっと大きくなってきた……!!

　人には言えないオトコノコの事情があるのでここは穏便にいったん前まえ屈かがみになりたい少年だったが、生あい憎にくと太い柱に縛り付けられて直立不動なのでどうにもならない。されてる、ガンガンに注目されてるっ、お母さんらしき背中に隠れた褐色の女の子（よし分かった、ひとまず【幼女さん】と名付けよう）から魅惑のおねいさん（あっちは【泣きぼくろさん】で！）まで、誰も彼もがこっち見てる。母親の真ま似ねでもして銀髪三つ編みに一筋黒い人工の毛束を混ぜ込んだ例の白いワンピース幼女がじーっと身を乗り出してきてるっ？　もう真面目な顔をしているダークエルフの皆様方にバレていないのを強く願うばかりだ！

『……、』

　そして件くだんの水浴び少女。未来のお嫁さん、【スレンダーさん】は片手をほっそりした腰にやったまま、ぷいっと顔を横に逸そらしていた。ただなんか、その横顔がちょっと赤くなってる気がする。引き結んだ唇がもにょもにょ動いているが、口の中の独り言はここまで届かない。

　……バレてないよね？

　クラオスは切に願った。バレてないよね!?　ねえ!?　お願い女神様!!　しかし縛られたままどれだけ暴れたって意思疎通の方法がないのだ。確認などできない。言葉が通じないのが、こんなにも不安な気持ちにさせるだなんて……!?　クラオスはぎりぎりと歯は軋ぎしりする。はっきり言って王都の学校で居眠りして以来の大ピンチだ。ほんの五分の失態である。ついうっかりで寝起きのアレな状況に陥った時、己が不可抗力を必死に隠そうとする少年を見てあのド腐れ師匠は確かに口に片手を当ててお上品に笑ったのだ。あらあらまあまあ。そんなに可か愛わいらしいモノを頑張って漲みなぎらせちゃって、今日の先生ちょっとせくすぃー過ぎちゃったかなあー？

　……いやあああ!!　絶対にいやよおーあんな展開いいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?

　がくがくがくがくーっ!!　と、押し寄せる悪夢に赤毛の少年の全身が震える。

　体はきつく縛られていて抜け出せそうにない。仮に縄抜けしても、周りは松たい明まつや弓矢を持ったダークエルフ達がびっしり。目の前で脱走をやらかしても速攻で袋ふくろ叩だたきが待っている。

　魔法は使える。

　だけど使いどころを間違えれば、自分から死の合図を送る羽目になる。

　さて、たっぷり矢毒を塗った弓矢でスマートに急所を貫かれるのと、木を割って薪や松たい明まつを作るための鈍い鉈なたや斧おのでバカスカ頭を叩たたき割わられるのはどっちが悲惨だろう？　どっちを選んでも、あるいは何も選ばなくても、どうやったって楽に死なせてもらえるとは思えない。

　……あれ？

　汗はだらだら、呼吸もおかしい。笑ってほしくはないけど、全く笑いが起きない事で赤毛の少年は今さらだけど何かに気づきつつあった。

　……まっまずい。ひょっとして冗談じゃ済まないッッッ!?

　クラオスは思う。こっちはやっと銀髪褐色お姉さん達の手で寄ってたかって縄で縛られたという現実に理解が追い着いてちょっと胸が高鳴ってきたのに、えと、本気のきちゃいます？

「待ってよ待って！　だってダークエルフの集落には辿たどり着ついたっ、念願のゴールじゃん!!」

　人語で叫んだら空気が固まった。

　びくっと強こわ張ばった踊り子さん達の舞いが、束つかの間ま途切れてしまう。踊りの急ブレーキに誘われ、銀髪の先から汗の珠たまがいくつも散った。互いの言葉は通じなくても、理不尽に対する怒ニりユのア感ン情スくらいは向こうにも伝わってしまったのかもしれない。

　何か、とてもまずい沈黙があった。人語は彼女達を警戒、興奮、沸騰させてしまうのかも。

　そもそもここは本当にダークエルフ達の集落なのか？　その割には建物のようなものは見当たらない。ひょっとしたら儀式場、処刑場は別枠で用意されているのかもしれない。

　その場合はゴールに辿たどり着ついていない。全力で焼却炉に向かって頭から滑り込んでる。

　把握できない事ばかりだ。それは分厚い壁のような圧迫感でクラオスを追い詰めてきた。

　……こっ。

　少年の喉が干上がる。死は間近に迫っている。どういう手順の儀式かは知らないが、足元に積まれた干し草に手違いで火の粉の一つでも被かぶったら、それだけで生きたまま火柱となってしまうかもしれない。ギンギンなのがバレちゃうか否いなかとかもうそんな次元の話ではなかった。

　……コンタクトだ。コミュニケーション!!　相手は憧れのダークエルフ、種族が違うって言ったって見た目はほとんどおんなじなんだ。まあ耳はとんがってるけど。心臓もあれば脳みそだってある。同じ形をしてるなら情だって通じるだろ、きっと話せば分かってもらえるはず。僕達の新婚初夜はまだ終わっていない！　ちくしょう緊張してきた、おっお義か母あさん、あなたも一緒にお嫁さんにください!!

　幸い、エルフ語については多少の心得がある。ダークエルフ語とは勝手が違うと思うが、全くの部外者となる人間の言語で話しかけるよりは同じエルフ系の方が通じる可能性はある……のではないか？　例えばここにバイリンガルなダークエルフがいるとして、ダークエルフと人間の組み合わせよりも、ダークエルフとエルフの組み合わせの方がありそうだし！

　しくじったら本当に火ひ炙あぶりだ。クラオスは水分の足りない舌で唇を舐なめる。

　……ええと……ルールが、知らなかったから……多分こう!!

　あんまり滑舌の性能に効果があるとは思えなかったが、それでも縛られたままクラオス・ノックバーンは一つ一つ区切るようにはっきりとエルフ語で言った。

　絶対に間違えてはならない。確かこうだ。




「すこかたおずくを。びおぬわつすすせにヨーヨれけやつうそす！　ねらをてそをたぬいるでけふこ、ぢんうをにせずかぬめよけたをすずかふさろだけもんう？」
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　あ、あれ？

　時間が軋きしんだような硬い硬い沈黙に、クラオス・ノックバーンはちょっと笑った。

　楽しい、のではない。絶対に違う。

　間違ってはいないはずだ。ひょっとしたら多少発音がおかしかったかもしれないが、それでもクラオスはきちんとエルフ語でみんなに話しかけたのだ。なのに、ひやりどころではない。見た目がキツそうなポニテの【リーダーさん】はもちろん、母親の背中に隠れていた【幼女さん】まで笑顔の一つもなかった。誰もがさめざめと泣くお葬式の真っ最中に一人だけ鼻で笑ったらどうなるか、というのにも似た場違い感。何か、今、なんか致命的な何かを踏んだ。言葉も通じないのにゴリゴリとした異物感が手触りで分かる。やっちまったと。クラオスは自分の感情を処理しきれなくなっていた。人は自分の頭の中で勝手に設定していた『ここだけは安全』というレールを理不尽にぶっ壊された時、最後に笑うのかもしれない。

　恐る恐る、丸太に縛られたままクラオスは未来の嫁こと【スレンダーさん】の方を見た。

　褐色少女はくびれた腰に片手をやり、もう片方の手を額にやって、そっと息を吐いていた。

　呆あきれた、というか、なんか諦めたように。

　……待って待って待って！　やり直したい。今のナシッ!!

　そんな少年の考えとは裏腹に踊り子っぽい【泣きぼくろさん】や、あれはツノ？　羽？　頭の両サイドに尖とがった金の飾りをつけた神官系の【メガネさん】のひそひそ声がさざなみのように広がっていく。

『はかケヨスレイすい。くわ、カロホひせれうえぬひくせる？』

『……ちおづレーネヨ。ぬねくひかいづぬ、むそむそそことなよるはぶ……』

　クラオス・ノックバーンは部外者の『人間』であるが故に、そもそも伝説扱いのダークエルフの内情なんぞ詳しくは知らない。人間が自分の言葉で話しかけるよりも、エルフの言葉を使った方が親近感だって湧くだろうと思っての事だったのだが。

　まさか、だ。ひょっとして。今さらのように、選択肢を選んでから嫌な予感が縛り付けられた少年の脳裏によぎる。それだけは絶対にない、頼むからやめてくれと願いながら。

　もしかして。

　……人間が知らないだけで、エルフとダークエルフってすっごく仲が悪い……？




『ふぜやを!!!!!!』




　意外にも、知的な印象のあった【メガネさん】から偉そうな号令があった。周囲で一斉に松たい明まつが振り上げられ、少年の足元へ投げ込まれる。山のように積まれた干し草の上へと。
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　炎と煙が視界を全部覆い尽くしていった。

　怖いと思う余裕すらなかった。目と鼻がじくじくと痛む、全身を熱いというより針でびっしり刺されるような痛みが埋め尽くしていく。直接的な痛みや苦しみは、人間が一番最後まで守るべき思考の自由をバラバラに分解してしまう。

　もう何も考えられない。人間だろうがダークエルフだろうが、放った火の勢いは一緒だ。

「かはっ、がはごほ!!」

　激しく咳せき込こみ、身をよじっても後ろ手で丸太に縛り付けられた体はそれでも自由にならない。魔法は使える、だけどタイミングを誤った。火ひを点つけられた今になってから慌ててあの魔法を使ったところでもう遅い。やっぱり危険でも早い段階で試すべきだったか。そうすれば、どれだけ低くても脱出の可能性くらいはあった。殺されるにしても、結末は自分で選べた。こんな、何もしないまま生還〇％で処刑、なんて最悪も最悪の結末だけは避けられたはずだ。

　……僕はこのまま死ぬのか。

　どうしようもない理不尽に、しかし鼻や喉の粘膜を炙あぶる激痛のせいで絶叫すらも許されない。でもどうして？　疑問があった。結局【スレンダーさん】の裸を見たのが悪かったのか、エルフ語を使ったのが悪かったのか。原因すらはっきりしないまま何もできずに殺されるのか。

　いつの間にか、ぼんやりとした頭に思考が戻っている事にクラオスは気づいた。直接的な痛みの感覚が麻ま痺ひしてきたからかもしれない。だとすると、真っ当な恐怖心はこれから襲いかかってくるのだろうか？　順番が逆だろう、と線の細い少年はちょっと笑う。まるで幽体離脱して己の体を見下ろすように、自分の話が他ひ人と事ごとみたいに思えてきた。

　その時だった。あるいは、だからこそだろうか。

　何か妙だと思った。

　多い。何がと聞かれれば、煙だ。こうしている今も綿菓子みたいに真っ白な煙がクラオスの視界を丸ごと奪っているが、それにしても多過ぎる。煙のせいで涙腺を刺激され、自分の意思とは関係なくボロボロと大粒の涙をこぼしながらもクラオスは思う。乾いた干し草に松たい明まつを投げ入れたにしては、こんなに煙が多いのは何な故ぜなんだ？　不完全燃焼となる理由がない。もっとごうごうと火柱が立ち上っても良いはずなのに……。

　と。

『……づえぜりおぼ』

　ありえない位置から声があった。

　意味は通じなかったが、明らかに音源はこの炎の中からだ。

『えむぬるちにくるめなゆんくるぬえ。うぬつあねぐせなうざるわろ』

　煙がひどくて目と鼻の先すら見えない。だけどその涼やかな声には聞き覚えがあった。

　まさか……【スレンダーさん】？

　……でも何で？　ダークエルフの水浴びを覗のぞいた罰、なら彼女が助けに来るはずないのに。

　ぐっと、体を手前に引かれた気がした。丸太にロープでくくりつけられているのだ、そんな風にしたって動くはずもない。なのにあっさりクラオスの体が正面に倒れ込む。足元の干し草に膝をつく前に、誰かが体を支えてくれるのが分かる。明らかに人の意思が込められていた。

　ひんやりとしてしなやかな、男のクラオスは持っていない感触。押し当てた胸と胸を通じて誰かの鼓動が伝わってくる。あれ？　【スレンダーさん】なのに意外と『ある』ぞ……？

　相手にとってクラオスは重過ぎるのか、とんとん、と何度か後ろへ足踏みするところまで分かる。どこの誰だか知らないが、幽霊ではない。きちんとした体を持った誰かだ。

　……縄抜け。

　でも炎の中なのに？？？

　いいや、そう見えているだけで実際にはそれほどでもないのか？　この不自然な状況自体、この娘がダークエルフ達の儀式に何かしら手を加えた結果なのかもしれない。

「う、あ」

　疑問はあるが、結論を出す余裕もない。分厚い煙は辺りを囲む【リーダーさん】や【グラマラスさん】ら、弓を持つダークエルフ達の視界を遮るだろうが、少年の肺も満たしてくる。

　意識を手放す、という感覚はなかった。

　最後の一線がどこにあったのかも把握できないまま、線の細い少年の意識はすとんと落ちる。




　　　４




　頭ががんがんと重たい痛みを発している。それでも悶もだえ苦くるしむだけの感覚が残っているという事は、クラオス・ノックバーンはまだ生きているという事だ。

「……ぅ、く……」

　意識が戻っても、派手に飛び起きる力さえ残っていない。何がどうなってここにいるのか思い出せなくてモヤモヤする。

「づっ、うう」

　仰向け状態で分かるのは、深い深い樹海。両手で抱え込めないほど太い針葉樹の木々や大きな岩。それらは緑の苔こけに覆われ、まるで一つの塊だ。今は昼間らしいが、頭上を覆う枝々で薄暗い。木の根元にカラフルな塊が転がっていた。一メートル以上あるオレンジ色の魔女カボチャや赤い亡霊カブが自生している。ただ皮は盾のように分厚く、料理には使えないヤツだが。

　たっぷり時間をかけて、クラオスはようやくうつ伏せに転がる。毛足の短い絨じゆう毯たんみたいな感触は、緑色の苔こけか。指先が震えて全身まともに動かない。ここはどこだ？　どうしてこんな樹海の中に倒れている？　疑問は次々と浮かぶが、次の瞬間に全部吹っ飛んだ。

　耳の長い誰かさんがこっちを見ていた。銀髪褐色のダークエルフが地面にぺたりとお尻をつけてハの字座り、おっかなびっくり首だけ伸ばしてこっちを覗のぞき込こんでいたのだ。

【スレンダーさん】。

「わあッ!?」

　びくっと震えて、華きや奢しやなダークエルフの少女は座ったまま無理に後ろへ下がろうとした。実際には白い革衣装をみちみち鳴らし、横に体勢を崩すので精一杯だったようだが。

『ぬと、ぬね？　しむろ、てりとにうぶわぬえばねいざいしんえと!!』

　足を崩したまま褐色少女はわたわたと手を伸ばすが、自分が下がった事でむしろ地面に置いた弓へ届かないらしい。【スレンダーさん】。見た目はクールな印象だったが、すっかり混乱に陥っているようだ。起き上がる事もできないクラオス相手に勝手にへたり込み、空回りを続ける内に目尻に涙すら浮かんできている。まるで暴漢に遭遇したいたいけな少女だ。

「何だ……？」

　煙にやられた頭で、ぼんやりと思い出す。

　火ひ炙あぶりにされそうになった時、猛烈な煙の中で縄を解いてくれたのは、

「ひょっとして、君が助けてくれ、」

　がっ、と少女の指先が地面に置かれた弓に触れた。

　クラオスの背筋がかなり本気で震えたが、両手で顔を庇かばう事もできない。体がろくに動かないのだ。しかし褐色少女はこっちの言葉なんて聞かず、一目散に樹海の奥へと駆けていく。

　後には誰も残らなかった。

「あのう」

　しばらく待って、寝かされたままクラオスは急に心細くなってきた。

「体が痺しびれっ、これ、ええと何がどうなって……いつになったら起きれるのお？？？」

　返事なんかない。

　ぎゃあぎゃあという野鳥の鳴き声と、樹海の木々のざわめきだけが少年を包む。

　そして気づく。

　改めて気づかされる。

　一人だ。どうしようもなく一人。えっと、あれ。もしもこのままずっと動けなかったら？　水や、食料はどうする。地べたを歩き回る虫達が集まってきたら……？　いきなりだった。自覚した途端、樹海の全部がこちらに向けて倒れかかってくるような、分厚い圧が襲いかかってきた。

　餓うえて息絶え、動物にでも貪むさぼられて。

　最後は辺りの岩や樹木みたいに白い骨までびっしり緑の苔こけでも覆われる、とか……？？？




　絶叫する。




　叫び、叫んで、ダークエルフ達が今も自分を血眼で捜しているかもしれないと思いついても、それでもクラオスはやめられなかった。自分の声はただただ深い樹海に吸い込まれていく。ぼろぼろと涙がこぼれてきた。孤独がこんなに恐ろしいものとは知らなかった。自分を追っているのなら、どうしてダークエルフ達は今すぐ現れないのだ。理不尽な怒りすら頭に浮かぶ。

　……クソ馬鹿師匠のヤツは一体どこに？　一緒に樹海の調査に来てたろ、まさかぼっぼぼぼ僕を置いて一人で逃げたとかじゃないだろうな！　あああ、あああああああああッッッ!!!???

　妄想は何の役にも立たなかった。何があったにせよ、師匠なんか助けに来る訳ない。

　誰も来てくれない。自分で生きるしかない。倒れたまま、クラオス・ノックバーンは事態を理解した。その上でちっぽけな少年がまずすがったのは、炎でも武器でもなかった。

　……【リーダーさん】に、【泣きぼくろさん】。他には何人いた？

　文字を。

　己の爪で苔こけを削る。たった今見聞きしてきた全てを、改めて思いつく限り並べていく。

　……狩猟系と神官系で衣装が分かれていた。踊り子さんは三つ目か、いや多分神官系の一部門。ワンピースの【幼女さん】はどっちつかず。まだ見習いで役職に就いていないとか？

　ふう、と重たい息を吐く。まだ痺しびれは残っているが、奥歯を嚙かみ締しめ、ゆっくりとクラオスは首を横に倒す。自分が今記したものを客観的に眺めて、自分自身へインプットを促す。

「水辺で取り押さえられたはずなんだけど、すぐにそこで僕を殺さなかった理由は？　あの川が神聖なのか、あるいはわざわざ火を使う事に意味でもあるのか。おっぱい、ふともも、嫌がる【スレンダーさん】の長い耳を根っこまで咥くわえてみたｉ……ハッ!?」

　いつの間にかやりたい事リストになってる、注意が逸それたのは並べる情報がないからか。実際に見聞きした事など半分も覚えていない……。煙にやられたとはいえ、自分の記憶がいかに頼りないかを思い知らされ愕がく然ぜんとした。すでに何を忘れたのか思い出せないのに、もやもやした喪失感だけがクラオスを襲う。特に、自分の命の心配ばかりで火ひ炙あぶり儀式の詳細の観察を怠ったと強く後悔する。これでは学者失格だ、ド腐れ師匠に鼻で笑われても文句は言えない。




『ぬと、ぬね？　しむろ、てりとにうぶわぬえばねいざいしんえと!!』




　どういう訳か少年を火ひ炙あぶり広場から連れ出してくれた【スレンダーさん】の言葉だけが、意味は入ってこないのに響きだけ脳裏に浮かび上がる。まるで遠い国の歌のように。

　ここだけは鮮明に。

　もちろんいきなりダークエルフの言葉を全部分析するのは難しい。あれは、言語学者が何年かけても解析できなかった暗号みたいな言葉だ。でも絶対に法則性はある。それ以外にも、普段着ている衣服やちょっとした仕草からでもダークエルフの習慣や風習は摑つかめるはず。

　習慣や風習。

　何だそんな事か、で流してはならない。【スレンダーさん】の裸が全てのきっかけなのだ。

　分かっていれば地雷なんか踏まなかったし、逆手に取れる。何しろ躊ちゆう躇ちよなく他人の命を奪うほどのルールだ、それはそれはダークエルフ達自身の心も縛るはず。……例えば何があっても彼らが絶対に近づかない聖域・神域でもあれば、そこに身を隠す選択肢もあるのだが。

　……とにかく体を起こそう。

　少しずつだけど力は戻りつつある。クラオスはうつ伏せのまま右手を強く意識した。掌てのひらを苔こけだらけの地面に押し付け、体重を掛けようとする。




　ずっ、と。いきなり地面の感覚が消えた。




「うわあ!?　あああああああッ!!」

　クラオスは鼻先を地面にぶつけ、痛み以上に驚いていた。歯を食いしばって、のた打ち回りたい衝動を必死で殺す。改めて見てみれば、すぐそこは断崖絶壁の崖になっていた。もう少し体がずれていたら底が見えないほどの谷底に落ちていたはずだ。

　心臓が激しく鳴っている。

　無理にでも緊張から逃げようとして、全身が不足を訴えていた。地図がない、ロープがない、ナイフもない、水筒もない。弓も欲しいしランプも欲しいしテントも寝袋もみんな必要だ。

　……道具なんてただ生きるだけで大量にいる。手ぶらで闇雲に樹海の外を目指したところで助かるのか？　アウトドアに必要な、最低限の道具ってものがあるんじゃないのか？？？

　ここからは一人。でもだから最初の方針で迷うのは禁物だ。樹海の外に出たければ、むしろ奥に向かうべき。文明の利器を持っているのはダークエルフ達だけだ。当然頭を下げれば道具を貸してくれる訳じゃない。【スレンダーさん】以外、他のダークエルフ達だと問答無用でクラオスは丸焼き。地図もナイフも集落へこっそり忍び込んで拝借する程度は考えるべきだ。

　逃げろ。そう思うのが自然……なはずだ。

　でも。

　集落に挑めるのは人生で一度だけ。樹海の外に出てしまえば、二度とチャレンジできない。

「……なんか集落に着いたら【スレンダーさん】のお恥ずかしい趣味をうっかり窓から覗のぞき見みしちゃってそこから始まる秘密の共有生活とか始まらないかなあ、マジで……」

　妄想くらいは口にしないと全方位から迫る深い緑に押し潰されて死んでしまいそうだ。

　そもそもである。

「ここは、どこだ？」

　森。いいや樹海か。剝むき出だしの大自然は人間を拒絶する。

　竜の森、墓守の緑、色々言われているが呼び名はやはりこれが一番有名だろう。

　不ふ出しゆつ樹じゆ海かい。

　当たり前の疑問と共に重たい頭を振って、線の細い少年はようやく辺りを見回す。ごつごつした岩が緑色の苔こけに覆われ、一面には果物の生なりそうにない太い針葉樹や低い茂みが立ち並ぶだけ。目印らしい目印がないので、自分が今樹海のどこにいるかは判断できない。

　すっかり体は冷え切っていた。

　元々陽の光が遮られた、じめっとした深い樹海ではあった。しかしここまでか。王都で雑に買った外がい套とう程度では全く防寒の役に立たない。先ほどから妙に体の動きが鈍いのも煙を吸い込んだだけではなく、眠っている間に体温を奪われ続けたせいかもしれない。

　先が思いやられる。商店の売り文句は役に立たない。あれは薪も分厚いテントも十分馬車に積み、行列で安全な街道を進み、奇麗な野営地で集団生活を行う商人達の旅支度なのだ。

　と。

「これは……？」

　苔こけむした地面に押し当てて体重を支えていた手が何かに触れた。純金らしきキラキラした金属に、小さな赤い宝石。イヤリングが片方だけ落ちている。

　誰かの落とし物だろうか？　思わず【泣きぼくろさん】や【ショートヘアさん】を思い出す。ひらひらした踊り子さんの衣装は全身宝飾品のカタマリみたいだったが、こんなデザインのイヤリングはなかったように思える。とにかく目立つのだ、エルフ系の細長い耳は。自然と注目していたらしく、満足にメモも取れない中でもそこだけははっきりと断言できた。

「耳……」

　自分で呟つぶやいて、クラオスは自分で言った言葉からの連想があった。

　どういう訳か遭遇してしまった、水浴び【スレンダーさん】の一いつ糸し纏まとわぬ柔肌を。

「そうだ、【スレンダーさん】の耳。確か水浴びの時もこんなのつけてた！」

【スレンダーさん】については未知の部分が多い。最初に裸を覗のぞかれても悲鳴も出さなかったくせに、火ひ炙あぶり自体は食い止めようとしなかった。それでいて今度は干し草に細工をして大量の煙幕を張り、どうにかしてクラオスをここまで運んできた……？

　謎だらけだ。

　言語の話だけではない。この『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』にはクラオスの知らないルールが働いていて、解明しない限り自分の身に起きた事すら答えを出せない。もちろんそれができるのは今ここにいる少年だけだ。自分の体を動かし、自分の頭を働かせ、自分の命を懸けて答えを探せ。

　そしてクラオス・ノックバーンはイヤリングを掌てのひらで転がしながら、小さく頷うなずいた。

「……ま、せめてこれくらいはあの娘に返しておくか」

　どっちみち、ダークエルフの集落には用がある。そっと置いていっても構わないだろう。いいや、その場でたまたま【スレンダーさん】と鉢合わせしてしまっても悪くはない。

　というか、怖いは怖い。

　だけど【スレンダーさん】ともう一回会いたいのも事実なのだ。

　……何しろ初しよっ端ぱなからいきなり全裸で水浴びだもんなー。次会ったら何がどうなっちゃうんだろう。見たい、ああ、超見たい！　巨大クモの巣に囚とらわれてべとべとな【スレンダーさん】とか、でっかい蛾がの鱗りん粉ぷんを顔いっぱいに浴びてめろめろになる【スレンダーさん】とかッ!!

　ダークエルフ達は死ぬほど怖い。

　でも【スレンダーさん】だけは怖くない。

　認識はこれでオーケー。無理して複雑に考える必要はない。つまりクラオス・ノックバーンにとって、子供の頃から夢見た理想のダークエルフは世界で一人、あの娘しかいないのだ。

「となるともう結婚しかないな……」

　何しろ一つの森で集落にアタックできるのは生涯一度だけで、諦めて外に出てしまったら二度と出会えないのだ。世界で一人。それなら『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』を出る前にプロポーズをしたい。絶対したいッ！　そして開通したいのです、【スレンダーさん】といつでも繫つながる道を!!

　クラオスは掌てのひらの上で装飾品を軽く転がす。金細工に赤い宝石。『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』には、これを作るだけの文明がある。言葉があり、道具がある。問題はこれが彼を広場で丸焼きにする目的で使われた事。正しい理由で集落から拝借できれば、生きて樹海を出て嫁と結婚する道が開ける。

　しかもこの落とし物は、使える。何しろ金属。彼は手頃な大きさの枝を拾い上げる。

　彼が欲しかったのは手製の槍やりでも釣つり竿ざおでもない。

　……書ける。

　純金は柔らかいから気をつけなくてはならないが、じめっと湿った木の枝の側面に刻みつければ文字を書ける！　王都の羊皮紙ほどではないが、それでもいったんは手に入れたはずの経験をぽろぽろこぼす愚を繰り返す事だけは避けられそうだ。分かったつもりが一番怖い。

　そう。見慣れた紙やインクのペンなんてどこにもない。

　今さら自分の体をまさぐって調べると、着ている衣服以外、ほんとに全部持ち物は没収されたようだ。最低限の登山ナイフや保存食の干し肉、それから身分を明かすための学生証すらない。周囲は三六〇度じめじめの深い樹海、終わりなんかどこにも見えない。着の身着のままでこんな秘境に放り出された事自体、間接的な処刑なのではないかと疑いたくなる状況だ。

　単純に生きるための衣食住に、おそらく追っ手として逃亡者の捜索タイムに入ったであろうダークエルフ達をどうやり過ごすか。ポニテの【リーダーさん】やおでこの【グラマラスさん】の弓はスポーツ用じゃない。樹海で集落を守り、そして日々の食料を得るため大型の獣を仕留める飛び道具だ。しかもおそらく矢毒も各種揃えてある。生身の人間がもらったら一発であの世行き。いくらダークエルフ研究を望む学者でも、この身で証明するのは真っ平だ。命のやり取りなら殺す方じゃなくて育む側でお願いしたい。

「まず第一に寂しいのはやだ、一人じゃ心が壊れる。やだやだやだっ!!　何とかして嫁に会って話をしよう絶対しよう。ついでに集落で十分な道具を貸してもらえたらカンペキだ。ある程度は自力でサバイバルできないと『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』の外には出られそうにないし……」

　生き残れ。

　生き残らなくては【スレンダーさん】と結婚できない。

　舞台演劇のクライマックスよろしく、感動的なプロポーズと同時に息絶えてしまったらナニもできないのだ。あのぴこぴこ動く長い耳を前にして指一本触れられずに命を落とすとか、化けて出るどころの未練じゃなくなるに決まっている。よって、今なら小石や木の枝一本だって値千金だ。金属製品なんて次はいつお目にかかれるか分かったものではない。

　孤立無援。

　またしても、だ。不足を感じ、自分一人では対処のできない状況に直面すると、急激に暗い樹海がぐっと全方位から圧迫してくる妄想に襲われる。小さな子供のようだが、孤独ひとりは怖い。

「くそ……」

　クラオスは体の調子を確かめる意味でも、全身にゆっくりと力を加えて立ち上がる。

　怖い。

　ド腐れ師匠の無茶ぶりは毎度の事だが、ヤツにも制御不能というのは流石さすがに初めてだ。

　安全な脱出のために敢あえて樹海の中心へ向かうにあたって、ストレートな狩猟系の弓ももちろん怖いが、神官系も不気味ではあった。ダークエルフの魔法はあまり詳しく明かされていない。もしも目には見えない呪いを使ったり、幽体離脱でこっそりこちらを追跡してきたら？　馬鹿馬鹿しくても一〇〇％は否定できない。はっきり言えないから、怖いのだ。

　何より、丸太でくくりつけた人間に松たい明まつの火を放ったところからも分かる通り。

　見み目め麗うるわしいダークエルフ達は、自分と似たような顔立ちや体を持つ人間に対してそうした力を使う事に全く遠慮をしない。それがクラオスには一番恐ろしかった。

　別に王都だって平和な訳じゃない。選択授業の研究レポートの提出に手間取って暗い夜道を歩く事になった時は、不意の強盗などに遭うリスクもゼロではないだろう。だけど、そういうのとは違う。野生の熊に旅行者が襲われるのと同じ、これは人間のルールの外にある殺さつ戮りくだ。悪い事を悪い事と認識して襲いかかってくる強盗とは毛色が全く違う。

　あるいは、善なる行為としての暴力。多数決の過半数を牛耳られ、『正しい事』を操られる集団の恐怖。人間の丸焼きなど誰も気にしない。迷宮入りではなく、事件として扱われない。

　いずれにせよ、ここでは、たとえ人間が死んでも何も残せない。

　何一つ。

　ぶるっと。今さらのようにクラオス・ノックバーンは身震いして自分の体を抱いた。より正確には、これからメモの代わりに使おうとしている何の変哲もない木の枝を。自分から蓋をしていた恐怖の正体なんて冷静に分析するものじゃない、と強く後悔する。

　……とにかく【スレンダーさん】を見つけて、この樹海を出ないと……。

　あれだけの数のダークエルフ達がひしめく『秘境』についてはとても惜しいが、まずは安全の確保。アタックできるチャンス自体は生涯一度だが、樹海を出る前に集落へ辿たどり着つけばいくらでも行き来できるようになるはず。つまり場所さえ分かれば大規模な調査は後に回せる。

　よって最優先は嫁だ。ノート代わりの木の枝を腰の横、ズボンのベルトに挟んでおく。

　さあ、ダークエルフの集落はどっちだ？

　嫁をもらって樹海の外へ出るには、弓なり地図なり文明的な道具が欲しい。

「【スレンダーさん】はおへそも太ふと股ももも剝むき出だしだった。つまり藪やぶの中に突っ込むような装備じゃない……。獣道だ、ダークエルフだって通りやすい道を自然と選ぶはず」

　呟つぶやいて、兎とにも角かくにも少年は歩き出す。緑色の苔こけは大きな岩まで侵食し、大荒れの海みたいなうねりを作っていた。木々のトンネルが頭上で陰口みたいにざわざわ揺れている。木の枝からロープで縛ってたくさんぶら下げられた布ぬの袋ぶくろは何だろう？　恐る恐る近づいて中を見てみると、黒土が詰まっているだけだった。意味不明だ、ダークエルフ達の神話や宗教っぽい何か？　例えばその昔は倒した敵の首を切ってそこらじゅうの木にぶら下げていたとか……。

　その時だった。下草が踏みつけられ、一本の細いラインと化している獣道を見つけた。

　推測だか妄想だかも分からなくなってきたが、クラオスはそれでも油断はしていないつもりだった。ひとまず追っ手の影はない、はず。こんな場所で足を挫くじいたら地味に大変だ。だからうねうねと走る木の根や三つ置かれた丸い石にも十分気をつけて足を運んだはずだった。

　ばぢんっ!!　という鈍い金属音が足元で炸さく裂れつした。

「えっ？」

　痛みの感覚はない。頭の中には疑問と、理不尽な状況に対するどこの神様宛てとも決めていない抗議文。とにかく視線を下げたクラオス・ノックバーンはむしろキョトンとしていた。

　右の足首に何か嚙かみついている。

　それは鈍い色をした鋼でできた、大きな獣の顎よりも大きくて無骨な仕掛け。




　大型動物用のトラバサミだった。

　いいや、ひょっとしたら最初から対人用として作られたものかもしれないが。
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　倒れ込む。

　足をやられた。具体的には右足の足首の少し上、脛すねの辺りへ左右から食い込んでいる。Ｄを二つ組み合わせたような、一対のギザギザの金属板に挟まれている。サイズ的には大きめの麦わら帽子を二つに折った、といった感じ。足を動かした程度で抜け出せるとも思えない。

　じゃらりという音があった。狩猟を得意とするダークエルフ達が置いたトラバサミは太い鎖で繫つながれ、地面に打った鉄てつ杭くいで固定されているようだった。鎖の長さは一メートルもない。

「いっ……」

　トラバサミ。頭で名前を意識し、急に現実が襲いかかる。血や肉というより骨を圧迫される独特の痛み。指先を分厚いペンチで摑つかまれぎりぎり潰される感覚よりもずっとおぞましい。

　爆発したような激痛と、それ以上にこれまで遭遇した事のない種類の暴力。

　さながら小さな子供が初めて蜂に刺されたように、クラオスの頭が癇かん癪しやくめいた叫びを要求する。反射的に従おうとする体を、少年は必死に抑え込もうとした。

　ダメだった。

　自分一人では解決できない問題がある。急激に孤独がぶり返してきた。

「……痛ばぎゅわぶえっ!?　なんっ、これ！　食い込、刺さ？　がぎゅるわ!!!!!!」

　横倒しに倒れたまま体を丸めても、不気味な痛みはなくならない。どんどん強くなる。足がつったのに体が硬くて足の親指まで手が届かない、といったような。クラオスはなけなしの力を振り絞って現実に立ち向かう。膝を折り、震える両手をトラバサミに差し向けていく。

　固い。

　強固だ。バネ仕じ掛かけの罠わなだが、これが可動部品なのが信じられない。最初からこういう型で溶けた金属を固めたのでは。そうとしか思えないくらいびくともしない。下手に隙間に指を入れてこじ開けようとしても、ギザギザの金属で指の腹を切るか、足と一緒に挟まれそうだ。

　次、金属製品を見かけるのはいつになるか分からない。

　小さなイヤリングを拾った時、そんな風に考えていた愚かな自分に笑いそうになる。

　かさりと微かな音があった。

　先ほどまで聞こえなかった葉擦れの音だ。まさか追っ手が、強きよう靭じんな合成弓を手にしたダークエルフ達が近づいてきたのか。そう思ったクラオスだが、違う。今のはついうっかりの足音なんかじゃない。相手はわざと小石などを投げて音を立て、こちらの反応を窺うかがっている。

　すでに誰かが罠わなにかかった事は勘付かれた。その上で、抵抗はなさそうだと知られたら？

　ぞっとした。

　自分を取り囲む松たい明まつと、目や鼻に強烈な痛みを与えるあの煙が脳裏に蘇よみがえる。ただどうやっても、鍵でもかけてあるのではと疑うくらい強固に嚙かみつくトラバサミは外れそうにない。

　太い鎖を摑つかんで引っ張る。地面に打った鉄てつ杭くいと繫つながっているのだが、こちらも抜けない。おそらく土に刺しているのではない。地中に埋めた大きな岩か何かと連結されているのだ。

『……きちるこほいづぬ。なひうえなえろゆひふよこちおあといばしえ、つひも』

『ふと、ふえ！　「むか」ひりおねふすたわむたいり。ふよこみじせなうざぬえに』

　茂みの奥から声が聞こえる。聞き覚えがあった。言葉も通じないのに懐なつかしさすら覚えるのは奇妙な感覚だが、単純な声の高い低いや抑揚などから頭が勝手に判断しているのだろう。

　命の危機。

　分かっていても、危うく涙腺が緩むところだった。遠のくのだ、孤独が。

　そして泣いている場合ではない。何かがゆっくりとこちらへ近づいてくるのが圧で分かる。

　これも確認作業の一つか。あるいは安全の確認を終えて始末するフェイズへ移ったのか。

　クラオスはあれだけの足の痛みを見失う。重たい頭が恐怖でくわんと揺れた。

　身動きが取れない分、弓や鉈なたを持ったダークエルフ達に囲まれたらもうおしまいだ。火や煙の痛みが頭の奥から滲にじみ出でる。あれは我慢できない。煙は勝手に涙や鼻水を絞り出す。

「ぐっ……」

　普通に手足を使った程度で切り抜けられないなら、もう奥の手を使うしかない。

　つまりは、魔法。

　だけど手ぶらで何でもできる訳ではない。クラオスの場合は、魔法誘導体がいる。『力』自体は自分の体で生産できるが、こいつを取り込まないと器用に制御できないからだ。

　トラバサミに挟まれた足を引きずり、すぐそこ、一メートルはある巨大な魔女カボチャにすがりつく。だけど爪を立てても、拳で叩たたいても、拾った石を摑つかんで叩たたいてもダメだった。皮は盾のように分厚くて、とてもじゃないけどてっぺんのヘタまほうゆうどうたいだけ抉えぐり出だせる状況ではない。

　足音は近い。自分の心拍に耐えられず絶叫したくなるのを堪え、クラオスは隣に目を移した。巨大な魔女カボチャに寄り添うように、大きな塊がもう一つある。赤い塊の正体は、同サイズの亡霊カブだ。根菜だと思うのだが、生長し過ぎて土の中からはみ出てきたらしい。

　魔法誘導体はカボチャだけではない。

　巨大な亡霊カブでもいける。とはいえもちろん一メートル以上もある巨大な実が食べたい訳ではない。そもそも無理だ、魔女カボチャ同様に亡霊カブもまた意地悪なくらい硬過ぎる。

　ただし、亡霊カブにはそもそもヘタなんてついていない。

　てっぺんで揺れている、奇妙に青い花。厳密にはその下だろうが、もう気を配る余裕はなかった。鎖を限界まで延ばし、花ごと全部嚙かみ千ち切ぎる。喉の拒絶を抑え、無理にでも吞のみ込こむ。

　植物のヘタは、花を下から支える萼がくが変形してできたものなのだ。

　補給は終わった。

　少年の目がよそに向く。

　……準備完了。あとはっ、『標的』だ！　傷がない方が紛れやすい!!

　クラオスは苦味でいっぱいになった口の中で小さく呟つぶやく。

「三質より『塩』を選択。ウリ科、一年草、観賞用、雌し雄ゆう同どう株しゆ、つる植物。角形、芒ぼう星せいの角を数えるが如ごとく我は汝なんじの本質を捉えたり。角形は放出、芒ぼう星せいは集中、併せて力の管理の象徴なり。我は汝なんじを知る事で、我は汝なんじと同化せん……」

　トラバサミに嚙かまれたまま身を屈かがめると、地面の落ち葉の上に手で正方形を描いていく。土まで抉えぐるのは怖いので、うっすらと。正確な四角で火水風土を思い浮かべて架空の陣に立つ。記号は理解の助けでしかなく、いかに複雑な魔法陣を描けてもその意味が分からなければ何もできない。逆に言えば、理解さえできれば大仰な陣はいらないのだ。三質を四属性で把握し天と地を結べ。だがこんな簡単な仕草も強固な鋼の罠わなが邪魔してきた。それでも言い切る。

「カムフライズ・デコレーション、我はここに汝なんじとなる!!」




　魔法は使える。

　やるとしたら……きっとここだ!!




　ぼん!!　という白い炸さく裂れつは煙ではなく蒸気。

　人間が手に入れた人間以上の力の象徴だが、もちろん現実にある現象ではない。魔法を使っているのだから。そして非現実な蒸気が晴れた後、そこに線の細い少年はいなかった。

　あるのはこんもりと膨らんだオレンジ色の塊だ。

　一メートル以上の丸い岩にも見えるが、実際には魔女カボチャだ。ただし食用にしては巨大過ぎる。観賞用なのでポタージュにして食べられるような品種ではないのだ。当然、こいつには顔も手足もない。足がないのだから当然、トラバサミが挟むべき部位も存在しない。

　ばちんっ、とつっかえ棒を失ったトラバサミが凶暴な音を立てて今度こそ完全に閉じる。ついでに、蒸気のおかげで地面の落ち葉に描いた正方形の陣も吹き散らされた。

（くそっ、バレたら終わりだ）

　擬態化魔法・カムフライズ。

　これがクラオス・ノックバーンが唯一使える魔法。手から炎は出せないし、大空を飛べる訳でもないけれど、それでも少年はあらゆる動植物に化ける事ができる。

　カラフルな岩に似た巨大な魔女カボチャに擬態化する事でひとまずトラップからは逃れたが、危難は終わらない。追っ手のダークエルフ達はすぐそこまで迫っている。

　バレたら丸焼き。

　今のところ嫁以外は全く信用ならない。母親の背中に隠れていた小さな幼女さえも、だ。

（動いているところを見られたら一発でおしまいだ！　狩人かりゆうどレベルの動物の細かいクセなんか分かりっこない。だから元から動かない魔女カボチャに擬態したんだ。絶対動くなよっ!!）

　驚くほど近くの茂みをかき分け鮮やかな白い革衣装と大きな弓で武装したポニーテールのダークエルフ、【リーダーさん】が顔を出す。しかし純金に赤い宝石と、普通の服にもガツガツ使っている。ダークエルフの間では価値が違うのだろうか？

『うわ？』

　彼女は一人きりで足元を見て怪け訝げんな顔をしている。

　魔女カボチャには肺も心臓もない。なのに心の中では暴れ回る鼓動が鳴りやまなかった。

　白く色抜きした革衣装に赤い宝石の【リーダーさん】はその場でゆっくりと腰を折って片手を膝に当てると、腰の矢筒から一本の矢を抜く。思案し、地面に転がるものを金属製の鏃やじりでつつく。

『んぬぐにぜなえろ……？　びおえおしにばせりお』

　カラフルな魔女カボチャや四属性の陣ではなく、近くに転がっていたトラバサミに。

　どうやら罠わなが閉じた状態で放置してあるのが引っかかっているらしい。それはそうだ。野生の獣が脚を挟まれたとしたら、力業で抜け出せるようなものではない。罠わなにかかり、なおかつ金具の仕掛けを外して器用に抜け出せる存在など逆に限られている。

　のだが。

（わっ）

　クラオス・ノックバーンとしてはそれどころではなかった。

　カタブツっぽいポニテ【リーダーさん】は立ったまま腰を折って不自然なトラバサミに集中している。すぐ近くにある魔女カボチャの存在に気づかずに。良いい事だ。そのはずだ。だがすぐ近くで背を向けた状態で腰を折っているのだ。冷静に想像してほしい、この位置関係を。

　目の前いっぱいにある。

　ぎゅちっという青い革のミニスカートが軋きしむ音まで聞こえる至近。秘境レベルの森でちらりと目撃するだけでも珍しいダークエルフ。よもや、だ。その丸いお尻がクラオスの顔（？）から数センチの辺りに留とどまり、視界全部を埋め尽くしている、だと!?

（わわわあッ!!　いやあの、こんなつもりじゃ、ダメだ謝るに謝れない。命が惜しい……!!）

　こうして間近で観察してみると色々と分かる。丸いお尻の話ではなく、狩猟系の持つ弓だ。複数の木材や動物の腱を張り合わせたコンポジットボウ。矢毒なんかなくても力業で熊を殺せる代物である。ぶっちゃけ、王都の傭よう兵へい達たちよりずっと質が高い。辺境の樹海だからと侮あなどってはいられない、どんな分野の道具であれ現場で使われ続ければ経験が蓄積される。求められる技術は伸びるのだ。ますますバレたらおしまいであった。このお尻は絶対黙っていよう。
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『サエヌ！』

　ビクッ!!　と、危うくデカい魔女カボチャが垂直に飛び上がるところだった。

　ポニーテールの【リーダーさん】ではない。後からやってきた別のダークエルフ【グラマラスさん】が腰に手をやり、【リーダーさん】に声を掛けてきたのだ。……というか、

『よひへいせとふやえてらおれとねてりとさとそろ。ちむとねうとくおぬ、よびこあのとなうろくるづえぜりおぼぬびにきゆおぬり』

『そとそめむたいロエガロすい!!』

（あっ……。なんか【リーダーさん】が【グラマラスさん】にぺこぺこしてる。もしや、先にやってきたのも使いっ走りの偵察役だったから……？　け、結構下したっ端ぱだったのかも？？？）

　この分だと、本当の力関係はおでこ全開な【グラマラスさん】の方が強そうだ。

　改名するかどうかクラオスは真剣に迷ったが、そうすると後で記憶を掘り返したり記録を見返したりする時に混乱しそうだ。結局は最初に決めた名前で統一するのが一番だろう。

　そしてそれどころではなかった。

『しひけいけらおぜづ、うんななえろひふんくろ。ばゆづくるしちけみいあきしつろぬり。へにあきとなえろすえてらおふにれしぎせぐえてべいしんえ』

『みいにおねそめむた……けよと!?』

　内股で驚いた【リーダーさん】が後ろにひっくり返り、意外と可か愛わいらしく尻餅をついた。

　一メートル大の丸い岩、いいやオレンジ色の巨大な魔女カボチャクラオスの上に、である。

　褐色お姉さんの褐色お姉さんらしいタイヘン肉感的なお尻で少年は踏み潰される。

（ぶぎゅうっ!?　かっ、顔が!?　イロイロいっぱいにい!!）

　カボチャはカボチャなのに人並みの五感と思考を備えていた。やり過ごして生き残るためとはいえ、クラオスの胸（？）の中が罪悪感でいっぱいになる。そして申し訳ない。大変申し訳ないが……でもやっぱり嬉うれしいものは嬉うれしいよちくしょうッ!!　ここんとこ不幸続きだったのが良くない。ちょっとしたラッキーなのに、変な揺り返しで頭（？？？）が眩くらみそうだ!!

　全力の念で思わず擬態化が解けそうになるのを必死で堪えるクラオス。

　乱されてはならない、集中を。乱されちゃりゃめえ!!

（流されるなアっ！　ぼっぼぼぼ僕には未来のお嫁さんがいるんだ。考えろ、ここで僕がふらふらしたら一人残された【スレンダーさん】はどうなる!?　彼女を夜な夜なもぞもぞする娘にさせる気かっ、とにかく長命なダークエルフなのにィいいい!!）

　気づいていない【リーダーさん】は（初見の印象と違って）警戒心が皆無。天然ほんわかお姉さんは立ち上がらず、太ふと股もも同士を擦こするようにして、そのままデカい魔女カボチャをベンチ代わりにするつもりのようだ。クラオス・ノックバーン、初めての経験にまさかの延長が入る。

『ち、ちしひニルブスメぬひばそぐ』

『んくとなえろ。ぜらくえひびおぼとづとなぐこせらおそろ、エムビケしいぬニルブスメぬいぢくくろゆひく。むせなぜれけばのさづたろにふきゆかぬえ』

　ダークエルフ研究に熱心なクラオス・ノックバーン、しかしここで得たぬくもり重さ丸みしっとり感を論文にしたためるかどうかすごく迷った。公共の福祉と個人のプライバシー、二つの正義が激しくせめぎ合っている。あとクラオス側も初めてのキスより先にヒップで顔を踏まれた経験はちょっと世間に公表しにくい。おかしい、何なんだこのねじ曲がった経験値は!?

（……と、ともあれ。ダークエルフ達の目はかい潜くぐっている？　このままじっとしていれば僕に気づかずそのままよそへ行ってくれるかも……）

　そんな風に思った矢先だった。ざわざわぞわぞわというさざなみのような殺気を知覚した。いやクラオスには格闘家や暗殺者のような技術などない。もっと直接的な五感（？）だ。

　いる。緑色の絨じゆう毯たんみたいな苔こけの上に何か小さなものが這はっている。それも一匹ではなく、列を作って。一つ一つはリゾットの米粒ほどしかない小さな虫だが、その正体を知ってクラオスは自分の喉（？？？）が干上がるかと思った。

　シロアリだ。

　魔女カボチャが食用にならないと言ってもそれは人間の話。木の幹を食い破るシロアリには関係ない。そして完全な擬態化なので、おそらく連中もクラオスの存在に気づいていない!?

『「ねきえ」ひさいゆうれむそせは……』

『うう。ねいざいふびおせなううえおていめりおぬくきれあんずんずじおたえせなふづよくめねほけとさろひづをおぬ。きくざばぜらくえひびしねえつとなえてぐむろんくれづ』

『にこねうむえねきえふりこぬえ。よたえひこむぬびねきちんわぬえにええひばそぐ』

『ぜらくえひさゆひつてふもせをへにひねきえあすしにめあくこそづをお。めぞこるえふぜれけばくこみせなみせえゆひづぐ、せりこぜぐぬさわぶぬぐこふゆつぬえ。えちじお』

（……長なげえっ!!　長くて分からない!?）

　巨大なカボチャクラオスに腰掛けるポニーテールの【リーダーさん】と立ったままのおでこ全開な【グラマラスさん】は何やら深刻な顔でじっくり話し合っているが、こちらとしては早く立ち去ってほしい。すっかり腰を据えちゃった無防備ダークエルフさんのやわらかヒップの重量感なんぞ楽しんでいたら来る。シロアリが群れを成して襲いかかってくる!!　小さな虫だからと言って侮あなどれない、家屋の柱すらズタボロにするシロアリの顎なら盾より硬いカボチャを食い荒らし、クラオスの息の根を止められるだろう。じわじわと、自分より明らかに劣る虫けらの大群に嚙かみ砕くだかれて腹に収まり、ゴマ粒より小さな糞ふんとしてそこらじゅうに排出されていく訳だ。端からゆっくり齧かじられていくと知りながら、悲鳴の一つも出せずに殺される。樹海に撒まき散ちらされた、惨みじめ極まりない死体を隠してもらえる事もない。

（～～～ッッッ!!!!!!）

　クラオスの恐怖が限界を超えた。あるいは、熱湯を浴びせられるとびくびくしていたところへバケツいっぱいの氷水を頭から被かぶせられた感覚が近いだろうか。身構えていたものとは全く別の種類の恐怖をいきなり叩たたきつけられた事で、心のダメージが倍増してしまったのだ。

　巨大な魔女カボチャは動かない。動いた瞬間をダークエルフに目撃されたら一発でバレる。

　にも拘かかわらずクラオスは行動に出た。デカい魔女カボチャのてっぺんからちょこんと飛び出たつるの部分を使い、自分の上に腰掛ける【リーダーさん】の丸いお尻を小さくつついたのだ。

　反応は劇的だった。

『けようと!?』

　両足をばたつかせて飛び上がった【リーダーさん】が顔を真っ赤にし、両手で青いミニスカートのお尻を押さえながらさらにぴょんぴょん跳ねた。【グラマラスさん】が呆あきれたように、

『えとつえびおせつ？』

『えと、えむ、ぬねく、んつせひきせれねぬねくえむ……と!?』

『むぜりクギテヨよぎおわえクボぬいなもせひにおことづぢ。びこもせねすすわつくびおくづさつせくやなきさ。ちわえぜりおひぜくいふうつかい』

『おー……』

　騒ぎは起きるが、さほど緊張感はない。虫に刺されたと考えたらしい。【グラマラスさん】から窘たしなめられた【リーダーさん】は涙目、口を小さくもにょもにょさせ、立ったまま腰を折る。

　両足を肩幅くらい開いて、腰を折り、自分の股ぐらでも覗のぞき込こむように。

　わあー、日頃から樹海で体を動かす皆様は体が柔らかいなあ、とか感心してる場合じゃねえ。

（あ、あああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああーっ!?）

　チラリとかじゃない、クラオスはがっつり全部見ちゃっていた。しかも思いっきりローアングルから。しかし回避不能だったのだ、何しろ巨大な魔女カボチャは動いちゃダメなのだから！　論文にしたためるかどうかかなり迷うビジュアルが目の前いっぱい無防備に展開される。

　とっさの事とはいえ、つついた場所が悪かった。

　涙目の銀髪ポニテお姉さんは確認のため鉤かぎ状じように曲げた指先でもって、ただでさえ汗でぴたりと貼りつく極薄な下着の布をちょっとずらしていたのだ。

　横に。

（あうう、あうあう、ぐわあーもおおー!!　【スレンダーさん】【スレンダーさん】【スレンダーさん】【スレンダーさん】!!）

　もうなんか邪じや念ねん除よけの呪文みたいに心の中で唱え続けるクラオス。

　もやもやと浮かび上がるのは縦長のおへそが眩まばゆい大変スレンダーな水浴びシーンだった。

　なんか増幅した。両手があったら頭を抱えたい、何な故ぜこんな時だけ天罰はこないのだ？

『かかに……ふわつれにくふせなえぬえめつえばそ』

『みる、ちひまいねセヲウレぐえろぢ。うえとるづとついぜよぬえく？』

　樹海で暮らすダークエルフ達にもシロアリは厄介者らしい。おでこ丸出しな【グラマラスさん】が白い革衣装を彩る赤い宝石を揺らし、大変豊かな胸元から取り出したのは枯れた薬草を紐ひもで縛ったような何か。ホウキのキーホルダー的なアイテムへ水筒の水を垂らして湿らせると、ぴっぴっと水滴をシロアリの列に振ふり撒まいた。……どんな効果があるか不明だが、実際にあれだけ強きよう靭じんな害虫のシロアリが悶もだえ苦くるしんでいる。ただ人間と虫では薬の効き目は大きく違うという話もあったような？　向こうはようならしいではなく確定で使っている。

　ダークエルフは矢毒を使う。薬だって自給自足だろう。魔法学園がないから、で相手を侮あなどるのは良くない。体力だけでなく、知力の面でも人間が負けている可能性だってある。

『にねくこししねふえぬえいづ、りちあうつをお』

『せくせごつえなけねびしま？　ねきえふししばにげわ、びしねゆうせうにぐうれむたい。くんあんつとなねきえあつとつんさばゆうろむえね……』

『びいぬなぜぬあとくとつねたり、にきこまふえさぬえふぞづ』

　シロアリの列を順番に死滅させるためか、彼女達は流れで背を向けて、よそへ去る。まだ感覚が残っているのか、ポニテの【リーダーさん】は時折お尻を小さくもじもじ揺らしていた。

（……いやあー。すごかったなあ、今の。大自然は新しい発見の連続か）

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたクラオスだったが、沈黙が冷たい風のように体を冷やしていく。

　そう、彼女達の背中が茂みの向こうに消えても、しばらくクカラボオチスヤは動けなかったのだ。今度こそ自家生産の妄想だと分かる。自分で判断できているのに、怖くて仕方がない。尻餅？　つつかれて意外と可か愛わいらしく飛び跳ねた？　下着をちょっと指でずらしたって？？？　それはそれは嬉うれしかったけど、でも残念ながら何の担保にもならない。彼女達はクラオスの存在に気づいていなかっただけなのだから。

　もしも何かのきっかけで彼女達が引き返してきたら？　正面から鉢合わせしたら？　少年の存在に気づけば、あんな柔らかい空気は即座に吹き飛んでしまう。

　そのまま数分経たって、時間の感覚がぐんにゃり歪ゆがんできたところで別の限界がきた。

　これ以上黙っていたら心が潰れてしまう。

「ふうっ……」

　たっぷり息を吐いて、クラオス・ノックバーンは擬態化を解いた。人間の力と文明の象徴、白い蒸気の幻影と共にベンチ大の巨大な魔女カボチャは線の細い少年に戻る。

　ひとまずは撒まいた。ダークエルフは魔法で騙だませる事も分かった。彼女達のお尻はとても柔らかかった。言葉では語り尽くせないが、敢あえて一語を選ぶなら『激甘プリン』だった。

「それじゃあ今度はこっちの番だ。彼女達を追っていけば……」

　幻となる、ダークエルフの集落が見つかるかもしれない。

　ちょっと演技がかった口振りでクラオスは呟つぶやいていた。何しろ一人ぼっちは超寂しい。小さな成功であっても、自分で自分を鼓舞しないと孤独に押し潰されそうだ。

「擬態化魔法を使えば何やってもバレないって分かったんだ。ううー、無駄に命の危機ばかり押し付けやがって。スケベなイタズラでもしてくれようか免疫ゼロの無防備ちゃん達い!!」

　と、その時だった。

　何か違和感があった。もちろんクラオスには気配や殺気を推し量る第六感など備わっていない。違和感の正体は木漏れ陽だ。地面に落ちる木々の枝の影に、一部膨らんだ塊が見える。

　ゆっくりと顔を上げると、だ。




　アーチ状に広がる木々の枝の一つに、無言で佇たたずむ褐色少女がいた。

　気になるあの娘は嫁の【スレンダーさん】だった。




「きゃああー!!　いっ今の全部聞かれてたあー!!!???」

　お風ふ呂ろの鼻歌を全部盗み聞きされていたような気恥ずかしさに飛び上がりそうになったクラオスだったが、向こうは何だか絶対零度だった。地べたに降りてくる様子もない。

「違うの違う深夜ハイってあるじゃんあれに似た感じで無事に命の危機をやり過ごして心のタガが外れていたんです普通はあんな事言ったりしないんですお願い軽蔑しないでえ!!」

　人語で言っても意味はなかった。なら今の独り言を聞かれても問題はなさそうなのだが。

　高低差があるので下から覗のぞくと、樹上の枝でしゃがみ構えの人（？）は割と下着が全開だ。ガードの甘い人は真っ赤な革ぱんつであった。天然なのにセクシーかよ。しかし衝撃と感動に震えている場合ではない。彼女は何だか怒っているようだ。後ろのフードで頭をすっぽりと覆っていたが、ウサギみたいな飾り耳がピンと立っていた。カワイイ。

　さっきも言った通り、人語は通じていないはず。しかし、だ。

　……あっ、でもヤバい。擬態化を解いた瞬間を見られたって事は、【リーダーさん】のしっとりヒップご堪能の件も全部バレてる……!?

　今さら気づいた時だった。【スレンダーさん】は肩に通して携帯していた大きな合成弓を手に取ると、腰の矢筒から手作りとは思えないほど奇麗に整えられた矢を一本引き抜いた。

　……捜していたのに。もう一度会えたらって夢に見ていたのにっ。

「まっ」

　きりきりきりきり、と無言で弓を引き絞る。冷たい感じの褐色少女は無言でゆっくり息を吐いている。鋭い鏃やじりなんか鉄製だった。しっかり返しもついている。このじめっとした樹海でどうやったら作れるのだあんなもの!?

　未来の嫁とのイチャイチャが始まった。

「待って待って待って!!　てっ照れ隠しですよね？　そこ本気で必殺の一撃をもらっちゃうと唯一の平和主義っていうか非致死性ダークエルフっていう称号がなくなっちゃうってば!!　やだ怖い誰かこの嫁にテレカクシって通訳してえー!!」

　とにかく蛇行だ、拝んでもダメならもう必死に逃げるしかない。

　いかに弓の達人と言っても、木々の乱立する深い樹海なら一直線の射線をキープするのも大変だろう。矢の制御に魔法を併用しない事を祈るしかない、ホーミングなら打つ手なしだ。

　硬い葉や枝で少年の手足や頰は擦すり傷きずだらけになる。ついさっきトラバサミにかかった事すら忘れてしばらくがむしゃらに走り回ったクラオスだったが、やがて気づいた。立ち止まり、荒い息を吐いて背後を振り返る。ざわざわと風で揺れる枝葉の音しかしなかった。

【スレンダーさん】はいない。

　そして、

「……け、結局。一回もぶち込んでこなかった、な」




　　　６




　安心したところで、かくんときた。

　一難去ってまた一難、ではなく先延ばしの問題が再燃したのだ。よろめき、大木の幹に手をつき、体を支えきれずにずるずる座り込む。顔をしかめ、お腹なかを押さえてクラオスは思う。

　……くそ。やっぱり、あれだけじゃ足りなかったか。

　擬態化魔法には魔法誘導体が必要だ。発動には、魔法誘導体である魔女カボチャのヘタがいる。でもきちんとしたヘタになれない、代用品の亡霊カブの花に嚙かみつく程度では不完全だ。そして不足した場合は体の中で『力』が暴れて体調を崩す。感覚的には脱水症状が近いか。

　……思い返してみれば、捕まってからどうやって広場に運ばれたのか、その広場からどうやって逃がしてもらえたのか、途中経過が頭の中からすっぽ抜けているんだよな。ずっと昼だと思っていたけど、もしかすると知らない間に丸一日以上眠らされていたのかも。

　カムフライズに限らず、大抵の魔法はリスクを伴う。

　だから魔法は広く一般化されても学問として研究・管理されているのだ。

　今まで危機感なんて覚えた事はなかった。安全な王都で研究する分には、いくらでも魔法誘導体は手に入るのだ。それこそヘタを潰して作ったスムージーを見てうんざりするほどには。

　だがここでは違う。

「や、ばい」

　呟つぶやきが、声になっていなかった。

　座り込んだ状態からさらに横に倒れていく。不自然な姿勢のまま、少年はもう動けない。




　魔法は使える。

　だけど決して万能じゃない。




　はあ、はあ、と。

　まともに手足も動かないのに、クラオスは自分の吐息がうるさくて仕方がなかった。力が抜けたのではなく、制御が利かない。心臓は早鐘を撞つくようだし額の冷たい汗が止まらない。

　……カボチャのヘタは？　どこかに魔法誘導体はないのか。

　ヘタ何個で数えられる魔法誘導体は食べれば補給できるが、ずっとそのままにはできない。擬態化魔法を使えばしっかりなくなるし、何もしなくても時間経過で人体から減っていく。損失は大体二四時間で全損だが、常に擬態化魔法のストックをキープするためには、半日に一回くらいは補給をして『あるタイミングでゼロ』に陥らないよう時間差を設けておきたい。

　ちなみにヘタ自体はあんまり美お味いしくないので無む暗やみに頰張りたくないが、どう成分を圧縮して食べやすくしても貯金の限界はおそらくヘタ五つ程度。それ以上は逆にバランスが崩れる。

　とはいえ、この弱った状態で、今から硬い魔女カボチャのヘタなんか毟むしり取とれない。

　半はん端ぱと言い切った亡霊カブの花すら見つからない。

　……こんなので死ぬのか？　罠わなにかかるのでも追っ手に捕まるのでもない。魔法を使うタイミングを誤った。たったそれだけで……？？？

　現実はシビアで、死期もドラマチックとは限らない。ダークエルフの集落に侵入するとか樹海の外に出るなんて次元じゃない。これでは嫁ももらえない。今まで王都の演劇を観みて斜に構えていたクラオスだったが、やっと脚本家や演出家の考えが分かった。人が死ぬのだ、せめて感動ドラマがあってほしい。意識的か無意識下かはさておいて、そんな願いでもあったのだろう。

　ふと。

　クラオス・ノックバーンは何かの視線を感じた。

　ダークエルフではない。倒れたクラオスと目が合っているのだし、視線の位置は相当低い。今さら少年に首を動かすほどの力はない。最初から目の前にあったのに気づかなかったのだ。

　首を傾かしげているのは、何だ？　まん丸な体と特徴的な前歯がトレードマークの、手乗りネズミ。王都でもペットショップの人気者。ただ、金魚と同じで自然界にいるのを見るのは初めてだ。一体どこで拾ったのか、オレンジ色の魔女カボチャの欠片かけらを小さな前脚で抱えている。

　死と恐怖に包まれた樹海の中でも、手乗りネズミはこんなにも無防備に懐なついてくれる。

　の、ではない。

「……、」

　気づいた。

　気づくのが遅れた。

　カリカリと小さな音があった。視線の先、放り出したクラオスの掌てのひらの辺り。手乗りネズミからは巨大なはずだ。握手を求める形で伸びた二本の前脚が、少年の指先を抱え込んでいる。

　そのまま、カリカリと。何か赤い赤い不自然な色彩が目についた。

　模様や擬態の注意点は人の目を信じすぎるな、という点だ。手乗りネズミが愛くるしいのは人間から見た感覚に過ぎない。つまりこいつもこいつで生きるために危険を遠ざけて食料を得るために自らを最適化している獰猛な獣なのだ。

　ああ、と少年は思った。

　無意識の内に『候補』から弾はじく必要はない。食うか食われるかの大自然で、食べ物を探すのは当たり前。こんな小さな手乗りネズミさえ食料を求め、より弱い生き物から搾さく取しゆを繰り返してたくましく生き延びている。だから、死にかけたクラオスが他の動物から狙われるのは当然だし、そんなクラオスが生き延びるため必死になって行動しても不思議ではない。何一つ。




　先に『食った』のは手乗りネズミの方だ。

　なら、ルールには従ってもらう。強者が弱者を『食っても』良いいなら泣き言は聞かない。




　がッ!!　と。自分でも信じられないほど強い力で、クラオス・ノックバーンは五指を握る。手の中で何かが潰れる感触と、甲高い小動物の悲鳴が響き渡った。骨でも折ったか。王都なら動物虐待と胸を痛めただろう、だが相手の『ルール』に合わせた少年は眉一つ動かさない。

　そのまま口に運ぶ。

　そう、巨大な魔女カボチャの欠片かけらを抱えていたという事は、こいつは分厚い皮で守られた魔女カボチャの皮や中身をくまなく齧かじっている。つまりヘタの成分も体に収めているはずだ。

　人間以外は魔法誘導体を分解できなかった、はず。

　フグの毒はフグが作っている訳じゃない、と言っていたのはド腐れ師匠だったか。生物濃縮。魔女カボチャや亡霊カブを虫が食べて、その虫を小動物が食べて、と繰り返す内に魔法誘導体は様々な生き物の間を渡り歩いていく。クラオスはそれを横取りするだけで良いい。もちろんヘタを直接食べた方が確定でカウントが取れるので安全だが、今は間接でもあるだけマシだ。

　あるいは、理屈に逃げたのは五感の炸さく裂れつから意識が逃げたいからか。

　ガリゴリと硬い感触を嚙かみ潰つぶして、無理にでも吞のみ込こんでいく。口には合わない。鉄てつ錆さびに変な苦み、ブラシみたいな毛の塊が喉に引っかかる。食道の奥へ押し流すまでに何度も何度もえずいたが、強行。両目でボロボロ涙をこぼし、無理にでも吞のみ込こむ。ごくんと音を鳴らす。

　食った。

　食ってから、クラオスは力なく笑った。

　本来なら毛皮は剝はぐのだろう。内臓を取って血抜きをして適切に保存し、食べる時も良く洗って下味をつけて加熱して奇麗に盛り付けるはずだ。いや、そもそも肉があるからってネズミなんか食べない。まだしもザリガニやカタツムリの方がグルメ食材として認められている。

　それでも食った。血も内臓も骨とかその他諸もろ々もろ、すでにクラオスを動かす力として全身に回り始めている。そのおぞましさに、今さらのようにクラオスはのた打ち回って両手で自分の喉をガリガリと搔かき毟むしったが、そこで気づくのだ。

　小動物には魔法誘導体の成分が確かにあって、脱水症状めいた欠乏の痛みが薄れていく。

　つまり、無意味に暴れるだけの体力と気力が戻っている、と。

「ちくしょう……」

　敵なんかどこにもいなかった。ダークエルフも樹海の動物も、自分が生きるための行動をいつも通りに繰り返しているだけだ。不慣れな樹海で七しち転てん八ばつ倒とうしているのはクラオスだけ。

　それでも生き残った。

　世界の運命でも変えた気分になって、でもクラオスはうずくまって震えていた。

「ちくしょうが、うう……。ふざけやがって。生き残ってやる、何があっても。僕は絶対に生きてこの樹海から出てやるからなあ……ッ、うぶっうえ」

　口の周りは人気者の愛玩動物の血でべとべと、気味の悪いピエロみたいな顔で。自分を広場で処刑しようとするダークエルフ達に追われる事実も忘れ、少年はボロボロと涙をこぼす。

　誰も聞いていなかった。

　泣き言はただ深い樹海に吸われて消えていく。

　圧倒的な孤独。モノやサービスで溢あふれた王都と違って、自分が何もしなければただ死ぬだけの自給自足環境。それだってクラオスの命を脅おびやかす立派な『怪物』だ。




　　　７




　生きるために必要だと感じた事をしろ。

　クラオスはそう言い聞かせ、まず木の枝を拾う。筆記用具代わりのイヤリングも。

　鋼鉄のトラバサミは魅力の塊だったが、【スレンダーさん】の弓からがむしゃらに逃げ回ったせいで来た道はどっちやら。そもそも地面に打ち込まれた鉄てつ杭くいや鎖を外せないだろうけど。

　……ゼイタクはナシっ。小さな石でも棘とげだらけの枯れ草でも良いい、とにかく武器を。

　地面、すぐ近くの石ころへ目をつける。サイズは五指で握り込める程度。太い枝の先につけて即席ハンマーにしてもよし、そのまま投げて飛び道具とするもよし。実際狩猟で使うガチの弓相手に戦えるかは怪しいが、強引で良いいから心細さを埋めないと一歩も進めそうにない。

「……？」

　と、クラオスは気づいた。実際に手に取ってみると石はすべすべしている。角が取れて丸まっているのだ。まるで河原に敷き詰められている石のように。

　おかしい。こんな樹海の湿った土の上にあるものじゃない。

　トラバサミにかかる前にも丸い石をよけたような？　ノート代わりの枝を指でなぞって確認しつつ、少年は拾った丸い石を元の場所に戻してみた。三つが正三角形の各頂点に収まる。

　何かある。クラオスは口に出してからごくりと喉を鳴らすと、屈んだまま辺りを注意深く観察する。ノート代わりの木の枝でゆっくりと地面をつついてみた。

　くさむらに硬い感触があった。丁寧にかき分けると、丸い岩が二つ地面に埋めてある。おそらく狩猟用。知らずに切れ目に足を挟めば岩がズレ、嚙かみつかれて骨まで砕かれる仕掛けだ。

「サインだ……。これはダークエルフ達のサイン!!」

　これで分かった事もある。当然ながら、ダークエルフ達も自分の罠わなにかかりたくはない。入り組んだ樹海で迷う訳にはいかないし、崩れやすい崖や洞窟も情報共有する必要がある。何かしら、部外者の人間に気取られない形で仲間にだけ危険を知らせるサインを用意していた訳だ。

　もちろん三つの丸い石だけじゃないはずだ。罠わなの位置の他にも、樹海を管理するダークエルフ達は同時に何種類ものサインを並べなくてはならないのだから、他にも色々な小道具が使われているのだろう。大自然の素しろ人うとがパッと見たくらいでは分からないような形で。

　……自然にはできない人工物を探せ。

　よそから運んだ不自然な枯れ葉の山や、黒土の地面に似合わない赤土。木の幹の小さな傷、落ちているのに動物達が近づかない毒物まみれの果実。何でも良いい、違和感を見つけ出せ。

　理解し、盗み見れば安全な場所を進める。ダークエルフ側から見た『安全な場所』は彼女達との遭遇率を上げるかもしれないから注意が必要だが、利用にせよ回避にせよ、やはり手探りよりも指標がある方が強い。何しろ人間が使う街道や樹海の出口にもサインは設定されているかもしれないのだ。『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』で暮らすダークエルフ達からすれば、危険の象徴として。

　あくまでもダークエルフの集落に繫つながる獣道を探すか。

　人間達が往来している石畳の街道を目指すか。

　何にせよ、樹海の中を安全に進む方法さえ分かれば、クラオス側から手札を広げて選択肢を選べるようになる。今度はこっちが【スレンダーさん】を射止める側に回れる。

「カムフライズだ……」

　ごくりと喉を鳴らす。終わりの見えない深い樹海、太陽の光も届かないじめっとした大自然。だけどクラオスは、目の前が大きく開いていくのを確かに感じた。

「擬態化をするには、まず対象となる動植物の正確な観察が必要になる。見た目はもちろん、細かい癖や生態まで学ぶために。だからいつもと同じ事だ、大丈夫。ぶっつけ本番で命を賭ける訳じゃない。いつもやってきた観察を繰り返すだけ……」

　今ここに見み目め麗うるわしいダークエルフはいない。だけど一人ぼっちで一方通行であっても、クラオス・ノックバーンは彼女達の息遣いを感じている。見逃してはならない。景色の中に隠れたサインを摑つかみ、死と恐怖で溢あふれ返かえった深い樹海を自由に歩くためには。
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　地面に丸い石を三つ三角形に並べたものはトラップ注意。

　二本の枝を小文字の『ｙ』に似た形に組み合わせたものは迷いやすい獣道を警戒せよ。実際に両方進んで（深い藪やぶに阻はばまれて半ば死にかけながら）確かめたが、長い棒が正解の道だ。

　棘とげだらけの草を編んで作った雛ひなや卵が一つもない鳥の巣は……自信はないが、おそらく獣の狩り場。こちらについては、動物の抜け毛や糞ふんなどからの推測だ。

　他には、目線の高さで木の枝に結んだ鮮やかなリボンは小こ賢ざかしい人間達の注意を逸そらすためのデコイだから要警戒。近くに別の罠わながある確率が高い。

　手頃な枝の側面に色々書き込んでいく内に、クラオスは顔をしかめる羽目になった。

　……先に方位を知る方法を考えるべきだったかも？

　木漏れ陽の奥、頭上の太陽を見上げる。切り株の年輪とか樹木についた苔こけの生い茂り方だか、色々ウワサは聞いた事がある。ただ具体的には？　方位を確定させないと地図は描けない。

　ダークエルフとの『会話』は続く。孤独と戦うクラオスの独りよがり、向こうが聞いたら顔をしかめる話かもしれないが、どんな形でも目の前に情報があるなら吸収しない手はない。

　いきなり全部は求めない。方位は諦め今はとにかく『サイン』の解明からだ。

「……これは、薬草の採取地かな？」

　クラオスは呻うめくように言った。また新しいサインを見つけた。元はどうやって確保したのか、掌てのひらよりも小さなカニの甲羅が地面に埋め込んである。色や形ではなく、匂いのサインだ。

　整備されていた。採取地より畑の方が近いかも。樹海の木々が少し開け、ここだけ陽の光が降り注いでいた。ベリーに似た小粒で鮮やかな果実がたくさん実っているのだ。魔女カボチャでも亡霊カブでもない、擬態化魔法に使う魔法誘導体はない。でもそれとは別に、単純に餓うえや渇きがあるのも事実。これを全部かき集め、まとめて頰張ったら？　餓うえより渇きに苦しめられる少年は喉を鳴らすが、慌てて首を横に振る。違和感。改めて注意深く観察する。

　……腰くらいの高さで生い茂っている果実なのに、どうして一つも齧かじられていないんだ？

　こっちはただ地面に寝転んだだけでシロアリと手乗りネズミ、二回も喰くわれかけたのに。

　ダークエルフの矢毒や【グラマラスさん】が使ったシロアリ対策の枯れ草の殺虫剤を思い出す。見た目は静かでも、実際にはうじゃうじゃ生き物が溢あふれているであろう深い樹海だ。不自然に奇麗過ぎるものは逆に怖い。薬効が分からない内から迂う闊かつに口にしない方が良さそうだ。

　……数に余裕がある時は、新しく見つけた食べ物は地べたに置いてしばらく観察するのもありだな。他の動物が普通に食べるかどうかをきちんと確認するべきだ。

　王都の好こう事ず家かが広大な自宅庭園で公開している『コレクション』を思い出す。コアラが食べているユーカリは有毒だし、ハイエナは腐った肉を好んで食べる。体の構造が違う以上は必勝法とは言いい難がたいが、何もしないでぶっつけ本番よりはマシなはずだ。

　と。

「っ？」

　クラオスは身を低くした。音。王都や整備された街道なら聞き慣れた馬の蹄ひづめだった。でも妙だ。絵本や童話と違い野生化した馬は樹海にいない。馬は臆病な草食動物なので視界が開けて逃げ足を発揮できる平原を好み、視界が悪く高低差の激しい森林は避ける。そして樹海にいないならダークエルフも馬は使わない。出会うきっかけがないから当然だ。なのに何な故ぜ？

　そこまで考えてハッとした。不自然な場所で不自然な動物がいるなら、答えは一つだ。人間が馬にまたがり、手綱を引いて走らせている。この近くに自分も通った街道があるのだ！

　いつの間にか自然・不自然や安心・警戒の基準が人間側より野生動物側に近づいていた自分に気づいて、クラオスは思わず笑いそうになった。途中で二回も気絶していたため正確な日数は知らないが、どうせ長くても一日程度だ。それ以上飲まず食わずだったら目を覚ます前に衰弱して死んでいる。だというのに随分と染まってしまったものだ。

　落とさないようにノート代わりの枝をベルトに差して、イヤリングはポケットにしまう。

「お、おい。おおい……」

　ふらふらと手を振って薬草畑から茂みをかき分ける。久しぶりに自分以外へ向けた声は、何だかひどく掠かすれていた。いつの間にか、孤独に慣れた心は人と話す事自体忘れかけている。

　それでも少年は強引に茂みを抜けた。

　倒れ込む。

　地べたの感触は固かった。ここだけは剝むき出だしの黒土や草ではない。多少は木の根に持ち上げられてデコボコしているが、それでも人の手で整備された石畳だった。街道だ。これだけでクラオスの涙腺が緩む。路面にキスしてしまいそうだった。ああ、人の文明に触れていると。

「たすけ、」

「うわあッ!?」

　そして誰かの叫びがあり、慌てて馬の手綱が引かれた。不機嫌そうな嘶いななきと共に良く鍛えられた軍馬の前脚が二本とも宙を泳ぐ。

　そう言えばずっと鏡を見ていないが、そんなにひどい顔になっているのだろうか。

　クラオスは疲労と渇きでぼんやりと思ったが、今さら表情を取り繕う余裕はなかった。

　馬にまたがるのは……意外だった。童顔。山岳仕様の軽量化を施した鎧よろいを纏まとっているが、この金髪の少年、ひょっとしたらクラオスより年下かもしれない。正規の騎士とは思えなかった。

「どっ、どどどどなたですかいきなり!?　危うく撥はね飛とばすところでしたよ!!」

「……て、い。……がくえんの、クラオス・ノッ……ーン。です……。生せい物ぶつ過か学がくを選択、レイカ・キックプリーツ宮廷学者の付き添いでこの樹海へ……」

　切れ切れの声に騎士（？）の少年は表情を引き締めた。馬をなだめ、鞍くらから降りてくる。

「『あの』キックプリーツ博士の調査隊!?　管轄は異なりますが、私はハードジューサー調査隊の護衛を任された者です。栄えある騎士レインブック卿きよう……の、見習いではありますが」

　……『あの』。一体どんな不名誉な伝説で名を馳はせているのだ、『あの』ド腐れ変態師匠。そもそもやっぱり専門の護衛を申請するのが常識だったんじゃないか。変態のくせに必要なところをケチるからあんな被害に遭うんだ。

　ともあれ今はここにいない誰かへ文句など言っていられない。ダークエルフ達に学生証も取り上げられた。『あの』だけで通じた事には天才の変態ぶりに感謝をしなくてはならない。

　今は報告をしなければ。正確に。

「僕達の方は、レイカさんとは離れ離れです。師匠は消息不明。僕はダークエルフ達の集落から逃げてきたところです……。危うく変な手順で処刑されかけ、今も命を狙われている」

「大変でしたね……とにかく我々と合流しましょう。大丈夫、物資に余裕はありますから」

　合流。その言葉を耳にして、クラオスの心に小さな棘とげが刺さった。

　一つの森につき、アタックできるのは一回だけ。このまま保護されて樹海の外へと連れ出されたら、ダークエルフの集落は見つけられなくなる。【スレンダーさん】とも会えなくなる。

　そこまで考えて、そんな余裕ができるものかとクラオスは自分の心に感心していた。

「正直、自分は言葉の中から噓うそを見抜く術すべに自信はないのでありますが、体の疲労の度合いは一目見れば分かります。人間はたとえ噓うそをつくためであっても、そこまで自分を痛めつける事はできません。今は温かいものでも食べて、早く体を休ませないと。ええと……」

「クラオスです。クラオス・ノックバーン。あなたは？」

「栄えある騎士レインブック卿きようの……」

「そうではなく、あなたの名前です」

　それからあの『栄えある騎士』は毎回つけているのだろうか？　言われている方は逆に恥ずかしいと思うのだが、貴族社会の流儀は謎だらけだ。

「これは失礼。自分はロインベルト、名門レインブック家で勉強させていただいている見習いの身ですので今は姓を名乗れません。ありふれたロインベルトです」

　馬の鞍くらに貴族の紋章らしき装飾があるが、クラオスは読み解き方を知らない。ロインベルトどころかレインブック家も（平民風ふ情ぜいが失礼な話だが）心当たりがない。ただ向こうも学生証の開示を求めず受け入れた以上、こちらが根掘り葉掘り聞き出すのもアンフェアか。ロインベルトは疲れ切ったこちらに気を配り馬に乗るよう促すが、クラオスは辞退した。乗り合いの馬車はともかく、本格的な乗馬に縁はない。こんな死にかけでは普通に振り落とされそうだ。

　腰からレイピアや短剣を下げた見習い騎士の童顔少年は馬には乗らず、クラオスに合わせて街道を歩いてくれた。わざわざ俊足の軍馬の手綱を引きながら、だ。

「……良いいんですか？　僕は助かるけど、街道で単独行動なら伝令か何か任されたのでは」

「たはは、恥ずかしながら原因は火の不始末でして。野営地の痕跡、焚たき火びの跡をきちんと埋めて消したと確認するまで帰ってくるなと。しかしあなたの危機を知る事に繫つながりました」

　幼げな割に実直そうな人柄だった。貴族や騎士という高慢なイメージからは程遠い。

「あと、さっきいくつか名前を並べていましたけど」

「栄えある騎士レインブック卿きようの話でありますかっ!?」

「いえその、ハードジューサー調査隊の護衛でやってきた、と」

　樹海の外に出るつもりはない。だけどクラオスにはやるべき事ができた。

　一方、幼い戦士はあからさまにしょんぼりしていた。主君の騎士（ファミリーネーム卿なら高位貴族っぽいが）について話したがりなのか。金髪の少年はちょっと唇を尖とがらせつつも、

「はい。ダークエルフに限らず、生せい物ぶつ過か学がくの権威との事です。うーん、何な故ぜか王都の生物コレクターから協力を得られなかったとかで、樹海で虫捕りするようでありますが」

　……そりゃそうだ。

　クラオス・ノックバーンは心の中で重たい息を吐いた。王都の学校はとにかく広い。なので直接会った事はないが、もしも伝説通りだとしたら件くだんの老人は『あの』レイカ・キックプリーツ宮廷学者の数段上を行く変態のはず。どういう理由で貴族階級の騎士達が平民の学者なんぞの盾を買って出たのかは不明だが、変態でも排斥されないという事は（王都の重鎮様の弱みを握るなどして）それなり以上にやり手なのだろう。『あの』ド腐れ師匠と同じかそれ以上に。

　実際に彼らの野営地まで近づいてみると、樹海の中でもちょっと開けた草原だった。大きなテントがいくつも固まっている場所がある。何やら騒がしかった。

　似たような軽装の鎧よろいと軍馬で身を固めた少年少女が慌ててロインベルトに声を掛けてくる。まだ見ぬレインブック卿きよう、受け入れている見習い騎士は一人ではなかったのか。

「おいっ、何をのんびり歩いてやがる!?　こっちはもう出陣だぞ!!」

「一体何が……」

「これからサンプル回収任務だと。ようやっと恥ずかしがりのダークエルフ様が顔を出しやがったって、例の『解剖博士』が大興奮だ。冗談抜きに勃起してるぜ、気味が悪わりぃ!!」

　変人の通り名は学校の外にまで広まっているらしい。

　クラオス・ノックバーンは顔をしかめる。

　胸に刺さる。

　彼は【スレンダーさん】と仲良くしたいだけだ。具体的には結婚したい。

　集落のダークエルフ達が何な故ぜクラオスを追い、火ひ炙あぶりにしたがるのかは謎だった。まさか【スレンダーさん】はダークエルフの姫で、お浄きよめの儀式でも邪魔してしまったとか。そう考えるとちょっと萌もえてきた。脅おびえや憎しみが遠のく。ほんとに姫ならレアリティが高過ぎる。

　分かっている、おどけたところで命を狙われた事実は変わらない事くらい。

　それなのに。

　なまじ解剖台がどういうものか、正確に思い浮かべられるのが仇あだとなったか。奥歯を嚙かみ締しめ、靴底でたんたんと土を踏み、堪えきれずに少年は口を開いた。罪に問うならクラオスの納得いく方法にしてほしい。例えば褐色美人の皆さんが寄ってたかって一週間くらい膝枕で甘やかしまくってくれるとか。それなら彼は笑ってダークエルフを許せると思う。絶対許す。

　解剖など当事者は望んでいない。変な横よこ槍やりを入れるな、これはクラオスと嫁の問題だ。

「失礼。ハードジューサー宮廷学者とはカイル・ハードジューサーで合っていますか？」

「あん？　何だこの全身くまなく汚きたねえガキは？」

「会わせてください、同じ学校の人間です。……僕は生徒ですけど」

　よほど急いでいるのか、大きなテントは畳む事なくこのまま出陣するようだ。テント内には六〇代の男性がいた。この深い樹海の中、王都の研究室でしか見かけない白衣を羽織って。汚れた白衣の肩には外出用のケープが取りつけられていた。

「君は……」

　会った事はないはずだ。

　だが羊皮紙の書類から顔を上げた片メガネの変人は何な故ぜかクラオスの事を言い当てた。

「ああ、『あの』レイカ君の一番弟子か。随分な格好だな、君からは汗と垢あかの匂いがする。それから血も。そちらもフィールドワークかね？」

「……僕の事を？」

　血の匂いで野外研究を思い浮かべるのはいかにも『解剖博士』らしい。それにしても、半々くらいの確率で摘つまみ出だされると思っていただけに不思議だった。

　カイルの表情は読めない。見えない、のではない。こうして真正面から顔を見ているはずなのに、四角い釣り堀で釣り上げられた魚の眼めよりも感情が伝わってこないのだ。

「『あの』レイカ君の選択授業についていける、いわば唯一の弟子だろう？　我々の間でも知れ渡っておるよ、ウチの生徒もあれくらいの忍耐力が欲しいものだと」

　全く褒められている気がしないのは何な故ぜだろう？　どこまでいってもド腐れ師匠のおまけとしてしか存在価値が認められておらず、しかもメリットは計算力でも記憶力でもなく忍耐力の一点張り。今日は活いきの良いいドＭが手に入ったと喜んで話す師匠の顔が目に浮かぶ。

「好こう事ず家かの許可が下りなかったので直接樹海までやってきたという話を聞きましたが」

「ああ」

「……やるんですか？」

「ああ。だとしたら何か困る事でも？」

　非難の色すら『解剖博士』は気づかない。彼はしわくちゃの指で羊皮紙の書類の端を弄び、

「本来のテーマはブラッシュゲインの骨格や副産物だったが、より需要のある素材が手に入るならそちらに目移りしても構わない。生徒の前ではお恥ずかしいが、これでも一定周期で成果を提出しなくては自分の居場所を保てない変人でな。ダークエルフは知名度が高い割に生態には謎の多い、生きた化石だ。門外漢のパトロン達を納得させるにはうってつけなんだよ」

「物覚えが悪くてすみません。ダークエルフでも？」

「ダークエルフだからこそ、だと思うのだが」

「人と同じように愛を語れる相手なのに」

「それは実際に解剖してみない事には分からないよ」

　変人の。変人な部分が、花開く。

　未来のお嫁さん。【スレンダーさん】も全部込みで、こいつはこんな事を言っている。

「例えばその動物が草食か肉食かを調べるには、腸の長さと内容物を調べるのが一番だ。何しろ直接この目で見る方法なら間違いがない」

　耳が長い。種族が違う。言葉や文化が理解できない。

　それだけで。

「ダークエルフのあの細い体にあれだけの『力』は納まらない。だとすると魔法を使う際に何かしら増幅するはずだが、具体的に体のどこで？　ひとまず腹はないな、おそらく胸か臀でん部ぶと予想するが、君はどう思う？　まあ、実際に刃物を通して開けば全部分かるはずなんだが」

「船の帆を張って世界地図を作っていた海洋侵略時代ならともかく、王都ではエルフ系の神官が客員として宮廷に招かれているような時代ですよ？　本気で言っているんですか!?」

「ああ、できる事なら彼女もやってみたいが、何な故ぜか毎回書類の申請が弾はじかれてな。すっかり辟へき易えきしていたところへ、ダークエルフの報告例が入ってきた。渡りに船とはこの事だよ」

　……次元が違う。

　魔法生物とはファンタジーの、くらいの意味だ。結局は同じ生き物なのは変わらない。だというのに。『解剖博士』の興味の矛先はクラオスには向いていない。黙っていれば、脅威にはならない。対してダークエルフ達は陰惨な風習に基づき彼を生きたまま丸焼きにしようとした。なのに、だ。気がつけばクラオスは自分がダークエルフ達の側に立っている事を自覚する。

　まだ、あっちの方がマシだと。

　草食と肉食の違いなんて、遠目に二、三日観察すれば分かる。地面に残る足跡や草木を齧かじった痕跡を調べれば誰でも答えは出せるはずだ。なのに、やらない。面倒だから省いて楽したがっているのではない。最初から『これ』しか思いつかず、『これ』しか信じられないのだ。

　カイル・ハードジューサーは深い樹海には似合わない懐中時計を腰のベルトから摑み、

「時間だ」

「ちょっと待ってください、話はまだ……!!」

「続きは帰ってきてからでも構わんかね？　ああ、邪険に扱っているのではないよ、君を歓待したい。つまり独り占めはしないよ。私としても、久しぶりにキックプリーツ研究室の話も聞いてみたいんだ。だから、今夜は君に立ち会ってもらいながらでも構わない」

　格下のシロアリや手乗りネズミから餌と思われた時も、それでも鳥肌は立たなかった。

　だけどこの人間は違う。結局一番怖いのは人間だと教えてくれる。ダークエルフが憎いのでも彼女達の純金や宝石が欲しい訳でもない。ただの癖や習慣で他人の体を切り開ける人間が。

　もちろん、だ。ここでジタバタしたって何も解決しない。クラオスは掌てのひらから炎を出したり雷を飛ばしたりできる訳ではない。魔法と言っても擬態化だけ。目の前にいるのはよぼよぼのじいさん一人だけど、テントの外には戦争のプロ、本物の騎士団がダース単位で控えている。

　分かっている、それくらい。

　ぎゅっと目を瞑つむり、歯は嚙がみして、胃袋に重たいものを感じながら、クラオスは呻うめく。

「……博士」

「何かね？」

「うちの師匠がウワサに違たがわぬド腐れ変態なのは認めます。朝起きて夜眠るまであいつはくまなく最低だ。あんな自堕落宮廷学者についていけるのは、今はもう、僕しかいないかもしれません」

　頭に浮かぶ。水浴びを見られても悲鳴より前に対話を選んだ【スレンダーさん】を。何らかのルールで火ひ炙あぶりだと満場一致で決まる中、たった一人だけ手を差し伸べてくれた女の子を。

　見捨てろと言うのか。

　解剖台に乗せられ、生きたままお腹なかを切り開かれて、一つ一つ内臓を小分けにされていくのをただ黙って見るのが正解だと。耳が長い、言葉が通じない、種族が違う。それだけで。

　クラオス・ノックバーンは両目をしっかりと見開いて、そして陶器のポットの持ち手に触れた。強く摑つかむ。ずしりと重たい液体で満杯になった鈍器を。

「でも、そんな僕でもあんたは無理だ」

「……、」

「博士。あんたの行動には愛がない」
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　結果は火を見るよりも明らかだった。

　重たい陶器のポットは床で砕け、クラオスは地面に突っ伏したまま身動き一つ取れない。

　後ろ手に縛られ、床に顔を押し付けられたクラオスを見下ろして老人は軽く手を振る。

「いい、いい。ここでトドメなんか刺してみろ、私がレイカ君に殺されてしまう」

　無傷のカイル・ハードジューサーの周りには負傷者用トドメの短剣を持つ騎士達が溢あふれていた。

　赤毛の少年を助けてくれた童顔の見習い、ロインベルトさえ。

「それにしても残念。まあ、今さら選択授業や弟子の申し出になど期待はせんよ。君はすでに人のモノだしね。だとすると、正しい知識の継承のためには万人にも分かりやすく伝えられる解剖書を作るしかない。そのためには一層詳しく彼らの中を見るしかないんだが」

　騎士達を連れ、『解剖博士』はテントの外へ出ていった。後はクラオス一人だ。

「くそっ……」

　もぞもぞと蠢うごめき、クラオスは後ろ手に回された両手の縄をぎこちなく解いていく。

　一度はダークエルフ達に丸太へ縛られ丸焼きにされかけたのだ。縄抜けくらい考える。……もっとも、手首を縛られる時に衣服の袖を縄に嚙かませるだけの単純極まりない小細工だが。縄抜けの基本は『隙間』。袖の布を引き抜けば手首と縄の間にわずかな自由が生まれる。

　刃物や鈍器ではないからだろう、テーブルの上に無造作に置いてあった木の枝やイヤリングを摑つかみ取とった。クラオスにとっては命の次に大切な経験の蓄積だった。命より上は嫁だが。

　とはいえ、だ。

　起き上がろうとして、クラオスはふらついて顔から地面に突っ伏した。

　縄は解いた。だけど弱ったままだ。

　単純に肉体的な極限の疲労に餓うえや渇き。手乗りネズミから魔法誘導体の成分は獲得したが、そもそも普通の体力が足りない。それに今さら追いかけて力ずくで止める……のは無理だろう。どういう手品なのか、あの老人は平民で変人のはずなのに騎士達を味方につけた。カイルの身に危険が及ぶ前に武力のプロが集団の力で速やかにモヤシ人間を制圧するはずだ。

　……擬態化の力、大型の獣に、いいやダメだ、外見を変えたって体力が戻る訳じゃない、騎士団は生活物資を置き去りにしてでも緊急出陣したんだからどこかに保存食なんかが山積みに、ああそれでも獣じゃ槍やりや弓には勝てない、彼らの武器は狩猟用より強い軍用なんだから……。

「……だから」

　空腹、渇き、痛みや苦しみ。フグの毒みたいに生物濃縮されていた魔法誘導体を手乗りネズミから間接的に奪っただけでは勝てない。床に倒れたまま意識を手放しても誰も文句は言わない。生物的に考えればそれで正解だ。

　でも。

　それでも。

「勝てないとか正解とか、それだけあれば嫁を諦められるのか？　本当に……？？？」




　がっ!!　と。

　歯を食いしばり、クラオス・ノックバーンはもう一度自分の力で起き上がる。




　よろめきながらもテントを出る。

　深い樹海には不釣り合いな、軍馬の嘶いななきと蹄ひづめの音が連続していた。

　何頭かはごつごつした岩や魔女カボチャ、木の根で足を挫くじき、トラバサミなどの罠わなにもかかったが、それだけで良く訓練された騎士団が全滅するなどという展開はありえない。

　追い立てられているのだ。

　あれだけ恐怖を振ふり撒まいていた樹海の主、ダークエルフ達が。

『せぐいせよふしてるませらおじおせなこづすえ！　ぬえりおふりおびお、ふえちおせなえろかいげあせぬぐるぐしひみおむばへけしめむそ!!』

『ししをごろせえぐすけねせくさなけつひふもしおづ、せらおるこひえてあせるわろんさねゆえくい。なありじそくこじひうろゆひづさとえなしえ!!』

　弓を手にした【リーダーさん】も【グラマラスさん】も、あれだけ静寂を武器にした狩人かりゆうど達たちがこの喚わめき声ごえだ。それだけ興奮しているのかもしれないが、最適のレールから外れている事自体がすでに負けの匂いを漂わせているように、クラオスには思える。

　到底、だ。彼女達の集落がこの辺りにあるとは思えない。

　いくら何でも、人間達が行き交う街道沿いに秘密の集落を作るはずがない。薬草畑へ立ち寄る途中か、あるいは散策中か。とにかく不運にも樹海の中で鉢合わせでもしたのだろう。

「……、」

　クラオスはトラップのサインに気を配りながら小高い丘に陣取る。

　ふと思う。『解剖博士』のやる事は許せない。誰彼構わず解剖台に乗せるあのクソ野郎からダークエルフ達を助ける。言い方は派手だけど、なら自分はどう違うのだろう。調べる方法が違うだけで、結局は相手の側に立っていない。何しろクラオスには彼らの言葉はもちろん、しきたりや風習も知らないのだから。何をやっても人間の側からの独りよがりになってしまう。

　その時だった。

『ひんー!?　ぬいぜよぬいぜよえとつえ!?』

『づえぜりおぼ、しとて』

　樹海では何をしたって目立つ。だというのに、また無駄が一つ。しかも今度は撒まき散ちらされる反応が大きい。冷静に小さな手を引くダークエルフがいた。長い銀髪に褐色の肌、見た目の歳としは一五、六歳程度。白く色抜きしたベストと青のタイトスカートなので、狩猟系だろう。

　イヤリングの輝きは片方しかなかった。

【スレンダーさん】だ。よりにもよって、彼女が集中的に狙われている。

　一方、大声を上げて手を引かれているのはおそらく広場で母親の背中に隠れていた【幼女さん】か。……母親はどうなったのだろう？　涙目で何度もしゃっくりしながら無理矢理走らされ、何度も何度も転んで泥まみれになっているワンピースの小さな影に、クラオスは顔をしかめる。【スレンダーさん】は見捨てる事もできず、泣なき喚わめく子供の背中をさすって励ましながら再度走り出している。少年はそれを見て、奥歯を嚙かみ締しめた。胸に疼うずく感情の名前を知る。

　……ふざけんな。

　湧き上がったのは、猛烈な怒りだった。人間の子供がいい歳としした大人達に囲まれ、寄ってたかって泣かされているのを見るのと全く変わらない、理不尽に対する耐たえ難がたい怒りであった。

　……僕は【スレンダーさん】と結婚する。これはもうそういう決まりなんだよ。結婚式とかどうすんだ、変態ジジィが大暴れしたせいで新婦側の来賓ががらがらになったら困るだろ。

　ダークエルフ達の手で火ひ炙あぶりにされそうになったり、トラバサミにかかったり。崖から落ちそうになったり、シロアリに喰くわれそうになったり……。確かに恐怖や混乱はあった。だけど心を焼くほどの明確な怒りが湧いたのは、ここが初めてだった。

　理不尽や不条理が許せない。それで、自分のスタンスが確定した。学者の卵として。

「もういい……」

　知らず、口からこぼれていた。もちろん状況はますますひどくなる。この『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』にいつものルールは通じない。クラオスは丸裸の一人ぼっちで、カイル率いる騎士団とダークエルフ集落の二つの勢力が激突しているのだ。『解剖博士』に手を貸せば敵はダークエルフだけだが、彼女達に手を貸しても仲間には加えてくれない。その場合、二つの勢力を同時に敵に回すだけだ。情にほだされて迂う闊かつな選択をすれば、おそらく生きては帰れない。

　でも。

　クラオスは手の中でぎゅっとイヤリングを握り締める。

　……あの火ひ炙あぶり広場で、【スレンダーさん】はどうだった？　誰に味方をすれば、自分にどんな得があるか。いちいちそんな事を考えながら僕を助けたとでも思うのか。

　それなら。ダークエルフにそれができるというのなら。

　人間にだって、絶対できるはずだ。

「独りよがりでも構わない」

　強く、もう一度呟つぶやく。

　何かというと理屈をこねたがる、言い訳探しの自分とはさよならしよう。

　たとえ、ダークエルフの言葉やしきたりが分からなくたって。母親を捜して回る【幼女さん】の涙を止められるのなら、これだけの窮地の中でも決して小さな手を離さなかった【スレンダーさん】が解剖台へ連れていかれるのを止められるとしたら。

　ダークエルフ達は、怖い。

　だけど愛いとしい嫁との結婚式には招待しよう。

【スレンダーさん】に惚ほれてもらいたければ、こう言える自分の『人間』らしさを貫け!!




「……きっとこの独りよがりは、無駄になんかならない」
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　丘を滑り降りていく。

　子供の手を引いて追われているダークエルフの少女と騎士団の軍馬達。その位置関係だけ頭に入れて見失わないようにしながら、赤毛の少年は等身大の盤面へと飛び込んでいく。

　まずは条件を確認する。クラオス・ノックバーンはダークエルフの少女【スレンダーさん】を助ける事にした。これは何があっても絶対に。ただしこの恩義は一方的なもので、おそらくダークエルフ側には通じない。普通に騎士団の前に立ち塞がったところで、【スレンダーさん】からクラオスの背中を弓矢で攻撃されるかもしれない。

　……集落全体の意志を無視してまで、どういう意図で助けてもらったかは見えていない。なので油断は禁物。何しろ言葉すら通じないんだ、『気き紛まぐれに人間を逃がしてやったら仲間を大勢呼んで戻ってきた、もう許さない』とか勘違いされたらどう転ぶか分かったものじゃない。

　感謝は期待していない。

　それでも銀髪褐色の少女を助けると決めたのは、何かを押し付けるためではない。

　その上で。

　……騎士団の方も真っ向勝負は難しい。彼らは彼らで、人間の中では戦闘のプロだ。格闘家より上、って意味で。その分野で尖とがった達人どもにぶっつけ本番で素しろ人うとが挑んで何になる。

　こちらに使えるのは擬態化・カムフライズの魔法だけ。

　しかも自分の頭がくらくら揺れるのがクラオスは分かる。脱水症状に似た重い頭痛。魔法誘導体の残量は少ない、何しろ体がふらつくのに無補給で飛び出してしまったのだ。……擬態化魔法は使えて一回。しかも成功したってヘタの残量ゼロ、そのまま気絶コースまっしぐらだ。

「だとすると、目的は騎士団を倒す事じゃない。そんなの誰にもできない。とにかく大きな混乱を作って、ダークエルフ達が逃げ切るための隙を作れればこっちの勝ち……!!」

　ドラゴンやグリフォンなど見上げるほどの大型魔法生物に擬態化すれば人間なんか一網打尽だろう、などと考えてはならない。彼ら騎士団は、それでも普通に倒して先へ進む。戦闘という分野を極めたプロというのはそういうモノだ。工夫をすれば戦いに勝てるなどと考えるのがそもそもの間違い。相手の土俵に上がればその時点で即死である。

　泣きじゃくる【幼女さん】の手を引いて逃げるダークエルフの少女も、長くは保たない。

『解剖博士』の目的は生け捕りからの解剖実験だ。だから追い立てる側のロインベルト達も（自分の行いに迷いながら、と信じたいが）わざと踏み込みを浅くしているが、絶対とは限らない。何かの拍子に体重五〇〇キロもある軍馬と接触してしまえば、女の子の体などぐしゃぐしゃだ。王都でもたまに見かける、暴れ馬と歩行者の交通事故みたいな目に遭って死ぬ。

　……嫁に指一本触れられる前に一泡吹かせる。必ずだ。

　化けるとすれば何だ？

　使うとすればタイミングはどこだ？

「……三質から『水銀』を選択。哺乳類、奇き蹄てい目もく、ウマ科、キングダム種、家畜化を経て再野生化、オリジナルなき生物。角形、芒ぼう星せいの角を数えるが如ごとく我は汝なんじの本質を捉えたり。角形は放出、芒ぼう星せいは集中、併せて力の管理の象徴なり。我は汝なんじを知る事で、我は汝なんじと同化せん」

　走りながら口の中で紡つむぐ。なりたいモノの特徴を、摑つかむ。

　全ては無理だ。それでは浜辺の砂粒や星空のきらめきを全て一枚の絵画の中に点で打っていくようなもので、きりがない。だから全体を捉えるための特徴をいくつかピックアップして、後は想像力で補えるように頭の中でガイドを引いておく。そこさえ間違えなければ意図して情報量を削られた油絵に目一杯リアリティが広がってくれる。

　決まれば、後は叫ぶだけで良いい。

　地面に正方形の陣を描くと、その中へ入る。三質を四属性で把握し、天と地を結ぶために。

　魔法はある。使うのはここだ。そう言えるだけの根拠を手に入れたのなら、一刻も早く!!




「カムフライズ・デコレーション、我はここに汝なんじとなる!!」




　ぼんっ、と。

　いっそコミカルにも見える蒸気の広がりと共に、クラオス・ノックバーンは全く別個の肉体を手に入れる。ただし視界がぐにゃりと歪ゆがむのは、両目の位置が変わったからではない。

（ばるけるけ、うえっ、眩暈めまいが止まらない……!?　こりゃあ行き倒れは確定か!!）

　歯は嚙がみするが、しかし心の中で笑う。当たり前だ。女の子を見捨てるよりこっちの方が一〇〇倍マシ。立ち位置さえ決めれば心の迷いも消える。言葉は分からないし、本音なんか直接確かめてもいない。だけどあのダークエルフの少女もきっと『こう』なんだという確信がある。

【スレンダーさん】の側に立ち、彼女と同じ世界を見てる。視界が大きく開けた気がした。

　今なら全く別個の肉体。ダークエルフや騎士団の前へ出ても、クラオスとバレる心配もない。

「なっ!?」

　ぶつかればガチの交通事故。だからとっさに見習い騎士のロインベルトは手綱を引いてブレーキを掛けてくれると思っていた。前に街道で見せてくれたように。

　改めて間近で見るロインベルトの顔は疑問と罪悪感にまみれ、しかも自分の行動を予期せず中断されたくせにわずかな安あん堵どまで滲にじませていた。まったく、騎士様は正直者だ。

（そうだよね。あんたにゃ土台無理な話だったんだ。落馬の危険を吞のみ込こんでまで見知らぬ誰かを思わず守ってしまう。そんな騎士になりたくて見習いやってる今のあんたに、集団で弱者を追い詰めて生け捕りにする命令なんか納得できっこないんだ。そうだろう!?）

　承服できなくても従わなくてはならない世界だってある。

　クラオスだって一度は怖おじ気けづいた。真っ向から『解剖博士』を止めようとしたって騎士団に殺されるだけだと。だから彼はロインベルトを非難しない。そんな資格なんかない。

（だったら僕が止めてやるよ。変な騎士道精神が邪魔してやりたくない事をやりたくないって言えないあんたの代わりに止めてやる！　これが僕なりの、あんたへの恩の返し方だ!!）

　ところでクラオス・ノックバーンは一体何にカムフライズしたのだろう。

　馬上にあったロインベルトが慌てて重量五〇〇キロもある軍馬の手綱を引いた理由は？

　答えはこうだ。




　牝ひん馬ば。

　それも同じ馬のオスから見ればこの上なく魅力的な、一頭のメス馬に擬態化したのだ。




「くっ……止まれ、誉れ高き駿しゆん馬ばヴェインブクス！　止まれってばあ!?」

　必死に押さえ込もうとするロインベルトだが、もう遅い。

　もちろんクラオスはゼロから擬態化はできない。よってそこらにいる軍馬達を参考にした。屈強な牡ぼ馬ばばかりだが、擬態化魔法においてクラオスが観察により目の前の動植物から切り取るのは、馬や牛などの『種』そのものだ。例えばダルメシアンに擬態化する場合、毛並、模様、性別、年齢など、ダルメシアンの一語の中で語られる特徴は全てこちらで選択できる。

　参考元をそのまま当てはめるなら『塩』、男性を優先するなら『硫黄』、そして女性を優先するなら『水銀』。クラオスは物質の形成で最重視される三質の中から一つを選択した。

（……ふむふむ。こんな感じかな、と）

　馬の生態について詳しく知っている訳ではないので外から見れば違和感の塊かもしれないが、とにかく多くの軍馬の眼前で小さく尻を振ってみると、それだけで劇的な変化があった。まるで禁止薬物でもぶち込まれた競走馬のように、軍馬どもの制御が利かなくなる。

　もちろんクラオスは観察を怠っていなかった。

（お馬さんらしく、随分と立派なモノをお持ちのようで。規律が第一の軍馬なのに去勢を徹底していないのは、引退後に血統書ごと種馬として売り飛ばすつもりだからか。騎士の見習いに支給されるような二軍扱いの馬なら、多少はレギュレーションが甘くなるって感じかな？）

　ロインベルトは保った方だろう。だが軍馬は彼のまたがる（馬まで褒ほめ讃たたえているのかあの童顔見習い騎士は）ヴェインブクスだけではない。

　蒸気機関よりもおっかない嘶いななきがあちこちから連続した。振り回される者、しがみつくのに精一杯な者、耐えきれずに振り落とされる者。散々だった。一頭が隊列を乱してしまえば、後はもう連鎖的に衝突やパニックが広がっていく。

　錬金術師が開発した薬品の中に、火薬というオモチャがある。火ひを点つけると派手な音を鳴らすから、戦場に投げ込む事で訓練された軍馬を混乱させるのに一役買っているのだとか。

（捉えた!!）

　まるで釣りでもするようだった。クラオスは見えない勝利の手応えを感じ取っていた。具体的な数値や指標はないが、これで【スレンダーさん】や【幼女さん】を逃がしてやれる。

　ただし。

（……おや？　注意を逸そらすのは構わないけど、この後どうしよう？？？）

　ふと気づいた。

　寒気が背筋（？）を撫なでていく。

　クラオスが恐る恐る振り返ってみれば、筋骨隆々、お馬界の荒くれ者達は鼻息も荒く、揃そろいも揃そろってメス馬のお尻に熱視線を送っていた。自分でやっておいて恥ずかしい。しかしくねりくねりと位置を変えたところで彼らの注目が途切れない。馬語についてはダークエルフ語以上に謎だ。だが彼らのつぶらな瞳は完全にこう語っちゃっていた。




　据え膳喰くわぬは男の恥。

　チャーミングなお嬢さん、今夜はみんなで寝かさないぞ☆




（あっ、ああああ、あああああああああああああああああああああああああああああアーっ!?）

　一度だけ【幼女さん】を庇かばうようにしていたダークエルフの少女へ振り返ってから、考えなしに近くの茂みに飛び込んだのは間違いだったのかもしれない。普段は黙って草を食はんでいる草食動物のくせに逃げる獲物を追う格好で、多くの軍馬達が一斉に殺到してきたのだ。

『うぬつ……？』

　背後から、【幼女さん】の華きや奢しやな肩を抱いて庇かばったままぺたりと座り込む【スレンダーさん】の呟つぶやきが聞こえてきた気がした。

　そういえば彼女には、魔女カボチャモードのクラオスが【リーダーさん】のヒップに押し潰された辺りで擬態化魔法を見られていたんだったか。




　　　11




　眩暈めまいが酷ひどい、汗を自分で制御できない。結構本気で死にそうだ。

　元々欠乏寸前でヘタの数はラス一。カムフライズを使って長持ちするはずもなかったのだ。

「うわあッ!?」

　慌てて白い蒸気と共に擬態化を解き、苔こけむした岩の陰に少年は転がり込む。ドドドドドドドドド!!　と凄すさまじい勢いですぐ表を超重量の軍馬達が駆け抜けていく。紙一重であった、後ちょっとで新婚初夜に童貞を失う前に道なき道で貞操を散らすところであった。寄ってたかってバケモノみたいなのをぶら下げた文字通りのお馬さん達に群がられて、夜明けまで。

「ど、ド腐れ師匠を変態なんて呼べなくなるところだったぞ、ちくしょう……」

　へたり込み、クラオスは額の汗を拭おうとする。

　しかし利きき手てが持ち上がらなかった。

　魔法誘導体の残量、魔女カボチャのヘタ〇個。欠乏状態に入った以上、確実に命を削った。脱水症状に似た重い頭痛どころか、吐き気まで出てきた。実際こんな簡単な事がもうできない。クラオスは歯を食いしばるが、眩暈めまいが消えてくれなかった。いよいよ限界がきたのだ。生温かくて気持ち悪かった額の汗が一気に冷えていくのが自分で分かる。

　……逃げ切った、よな？

　見た目だけなら一五、六歳の少女を思い浮かべる。もちろんダークエルフの実年齢なんか外から見たって全く読めないので、実は三〇〇〇歳の大ばあさんという可能性もあるのだが。

　大きな岩に背中を預け、ふらつく頭で考える。これで『解剖博士』の生け捕りになりましたでは割に合わない。助けた以上は幸せになってほしい。恩着せがましい話だが、命を賭けて恩を返した側としては大事にしてほしい。どうせ、もう二度と生きて会える気はしないし……。

　……ああ、イヤリングを返すのを忘れていたな。

　そんな風に思って、クラオスが観念して目を瞑つむろうとした時だった。

　それは来た。




　キュぐブワッッッ!!!!!!　と。




　透明な。

　どこまでも透き通る、受うけ入いれ難がたい破壊の爪跡だった。

　解き放たれた弓矢の軌道を後追いする格好で、強大な力を秘めた見えざる刺突が宙を舞う木の葉を抉えぐり飛とばしながら空気を貫いていったのだ。

　頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう。その一つ、『ワイバーンの突撃』。

　彼を狙ったものではない。分かる。なのに座り込む少年の体が浮かび上がり、余波だけで何メートルも吹っ飛ばされた。緑色の苔こけで覆われた柱とも岩とも言えない何かに激突する。

「か、はあ!?」

　木々をへし折らないよう配慮する余裕すら滲にじませ、恐るべき破壊が命の刈り取りを行う。『ワイバーンの突撃』だけではない。莫ばく大だいな空気の塊を叩たたき込こみ一点から全方位へ爆発させる『リントブルムの羽ばたき』、見えない圧力を極限まで増幅し苔こけむした大地ごと標的を踏み潰す『ドレイクの地じ均ならし』、人より大きな岩を難なく砕く『ワームの寝返り』、よりどりみどりだ。

　どっちがどっちに？

　王立図書館の封印区画に眠る古文書に断片的な記述を留とどめる程度しか情報のない頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうを人間が完全に復元したなんて話、宮廷魔法学園に在籍するクラオスも聞いたためしがない。

『ひい、ひい』

　よって、解答はシンプルだった。死の樹海の奥から、こんな命乞いが聞こえてきたからだ。

　木こ霊だまで重なる、しわがれた人語。

　つまりダークエルフ側ではない。

『わたしがいったい、私が一体何をした!?　ひい、全ての生物は等しくその謎を明かさなくてはならない。自由で満たされた世界を作るために!!　そのために解剖は絶対に必要だった、それだけだったのに……!!』

　消滅。そして水っぽい音の残ざん滓し。

　魚の眼めよりも感情の読めない人だった。

　あれだけ唯我独尊を貫いた研究者が、最後に残したのはこれ以上ないくらい惨みじめで分かりやすい命乞いだった。聞き入れられた様子はなかったようだが。とにかく粘ついた汚物を壁に叩たたきつけるような不気味な音が生命の全てをかき消していった。それが変人でありながら決して排斥される事なくしがみつき続けてきた孤独な老人の末路だった。

　そう。ダークエルフは人間と同じように考える、同じように話す、同じように行動する。

　なら人間と同じように魔法くらい使うだろう。いや、ダークエルフの生活様式や宗教観、技術レベルなど誰も知らない。だから扱う魔法も詳しい事は分かっていない。だったら何な故ぜ侮あなどる？　自分達以上、という可能性も普通にありえるじゃないか!?

　……頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう。

　クラオスの生存本能は、この瀕ひん死しの状況でも『観察』を選んだ。闇雲に挑んでも逃げ回っても助からない。だからこそ、彼は本能的な部分で少しでも無駄を省こうと足あ搔がいたのだ。

　……何の意味もなくいきなりあんなモノが出てくるだなんて思えない。絶対に何かがあるはずだ、誰にもできない頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうを支える核のような何かが!!

　チカチカと、記憶が瞬またたく。元々クラオス・ノックバーンは【スレンダーさん】の水浴びを覗のぞく前後から、ダークエルフの集落へ連れていかれるまでを良く覚えていない。例えば清流のほとりに出たのは分かるが、どうしてあんな所を歩いていたのか、とか。他にも抜け落ちがあったのでは。それは思い出すまで抜け落ちの存在に気づかせないほど深い傷だったのだ。

　だけど頭の引き出しが不意に開いた。

　今ならはっきりと言える。少年は余波だけで何メートルも吹っ飛ばされ、苔こけむした柱とも岩とも言えない何かに激突した。でもぶつかったこれは、そのどちらでもない。

　竜の森、という樹海の異名。

　素すっ裸ぱだかの【スレンダーさん】と出会った時あちこちにあったのは白く尖とがった巨大な牙だ。

　そして『解剖博士』の研究テーマは、当初ブラッシュゲインの骨格だったはず。

　つまりは、




『体長一〇キロオーバー。翼を広げれば丸々大都市を覆い尽くすほどの巨竜です。五〇〇年も前、まだ騎士団に正義の心があった頃に人間が一丸となってどうにか倒した天敵ですね』




　レイカ・キックプリーツ。ド腐れ師匠の言葉が脳裏によぎる。

　どうして護衛もつけず、口が堅い一番の弟子だけを連れて深い樹海に入るのかを。




『ダークエルフ達が着手しているのは、巨竜ブラッシュゲインの復活です。広大な樹海に横たわった遺骨へ肉をつけるべく巨大な魔法陣を敷ふ設せつして大地から力を吸い取り、かつての威容を復元しようとしています。あの状態からでも回復魔法が通じてしまうのはほんとバケモノですよね。成功すれば今の弱った人間なんてイチコロですよ。止めなくちゃならないのはもちろん、他の人間に見せる訳にもいきません。事は滅亡。ですが多くの人が危機とは関係なく大パニックを起こしたら、まず間違いなく世界は手に負えなくなりますからね』




　ダークエルフの集落に挑めるチャンスは一度だけ。

　諦めて樹海を出てしまえば二度と集落にアタックできない。

　つまり。のろのろとした動きで、少年は自分が寄り添う苔こけむした構造物を見上げる。

　それは三日月のように大きく湾曲した……肋骨だ。

　体長一〇キロ。木々の合間やせせらぎの中。巨竜の骸むくろはこの深い樹海の全体に横たわっていると見て間違いない。

　師匠はいない、騎士団も今そこで殲せん滅めつさせられた。そして平常運転に戻ったダークエルフ達は再び元の作業へ戻るだろう。誰にも手出しのできない樹海の奥で、世界を滅亡させるに足る巨竜ブラッシュゲインを復活させるために必要な儀式を全部。

　何のために？　決まっている、あの『解剖博士』を見れば良い。あれは極論も極論だが、それでも人間が彼ら魔法生物にしてきた仕打ちはあそこに全部凝縮されている。

　ファンタジーな、魔法生物。人は彼らの権利を認めなかった。人間と同じように考え、同じように行動する。そう分かっていながら希薄なモノとして扱う事で平等に負担を背負う義務を回避した。だけど虐しいたげられる者がいつまでも永遠に我慢をしていると思ったら大間違いだ。

　ダークエルフ側では、すでに強固な『理由』が醸成されている。

　吞のん気きに口を開けているのは人間側だけだ。

「……、」

　へたり込んで動けないまま、クラオス・ノックバーンは選択した。未来のお嫁さん。泣いている子供を見捨てる事もできず窮地に立たされた【スレンダーさん】を自分で助ける、と。

　決断の結果こうなった。

　少年は……本当に正しい事をしたのだろうか？




　ガッ!!　と、クラオスは自分の体にまとわりつこうとした黒光りする甲虫を摑つかむ。

　摑つかんで貪むさぼり、無理にでも吞のみ込こむ。




　おそらく虫や動物の死骸を食べて掃除する樹海の分解者だろう。王都でなら、レストランの裏手にあるゴミ箱でも覗のぞけば似たような種が見つけられるかもしれない。

　それでも食った。

　生きるため、禁忌を冒す。喉に引っかかるのは脚か、触角か。ぶよぶよした腹を嚙かみ潰つぶした時の、苦みの原因など知りたくもない。だけど無視して一気に吞のみ込こむ。彼は味や食感のために料理を嗜たしなんでいる訳ではない。弱肉強食のルールの中で生きる者は、誰に食われても文句は言えない。クラオス自身も肝に銘じなくてはならない、樹海で生きるための第一の鉄則だ。

「うええ……。ちくしょう、何で僕ばっかり魔法に魔女カボチャのヘタが必要なんだっ？」

　けどキリキリと見えない鉄の輪で額を締め上げられるような感覚が消える。どうも魔女カボチャや亡霊カブも食べる種族らしい。虫の体内から消えない成分を間接的に受け取ったのだ。

　まだ死ねない。

　街になんか逃げ帰れない。

　ここは街道から一歩でも踏み外せば遭難確定と言われる『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』。一応馬車が走るための街道は敷かれているが、定説は覆くつがえった。ダークエルフ達は人間を恐れていなかったのだ。平時なら人の往来くらいなら見逃したかもしれないが、今は違う。街道をのろのろ歩いて脱出を目指したら、まず間違いなく待ち伏せされて石畳の道路ごと頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうで抉えぐり飛とばされる。

　そんな愚行で命を散らす訳にはいかない。

　死んでしまえば、巨竜復活を止められない。【スレンダーさん】と会って問とい質ただす事も。

「ちくしょう、が」

　のろのろと。カタツムリよりも緩慢に、クラオスは起き上がる。応える声はない。ダークエルフ達が支配する深くじめっとした樹海に、再び全てを吸収する不気味な死の静寂が戻る。

　体長一〇キロ。翼を大きく広げれば大都市を丸ごと覆う、人間の天敵・巨竜ブラッシュゲイン。ヤツを復活させようとするダークエルフ達の試みは必ず阻止しないといけない、どんな手を使っても。一度ブラッシュゲインが野に放たれれば人間が作った世界など簡単に終わる。ド腐れで外道だが師匠は天才だ、レイカ・キックプリーツが滅亡すると断言したなら、これはもう現代の（アレで『弱体化した』と師匠は言っていたか……）騎士団では対処不能と見るべき。たった一つの始点から、全ての国家や組織が壊滅する。あれは生物の形を取った究極兵器だ。

「誰にすがれば良いんだ……」

　その上で、だ。

　ポケットの中のイヤリングを指先で弄ぶ。その感触を確かめる。

【スレンダーさん】。今思えばなんて間抜けなネーミングセンスか。だが一度決めた以上頻繁に改名すれば頭の記憶や物の記録がごちゃまぜになる。だからクラオスはノート代わりの木の棒の側面にイヤリングの先端で刻み付けた。紛れもなく、間違いなく、【スレンダーさん】と。

　ダークエルフの中でも特別な存在になりつつある銀髪褐色の少女。見た目だけなら一五、六歳の、おそらくは弓を扱う狩猟系。

　彼女は敵か味方か。本当に助けてしまって良かったのか。

　ぱんっ!!　と。

　クラオスは自分の顔を左右から挟むようにして、両手で自分の頰を叩たたいた。

　……迷うな、ブレるな、主観で前提を覆くつがえすな。どんな思惑があろうが、実際の行動として【スレンダーさん】が僕を助けたのは事実！

　現実は冷酷かもしれない、【スレンダーさん】も世界を滅ぼす集落の一員の可能性もある。読みが外れていれば巨竜の復活を阻止するチャンスを棒に振る。そんな事で世界は滅ぶ。

　それでも決めた。

　嫁は信じられる人だ。信じる事ができれば、おっかなびっくりでも前に進める。

　信じてるなら、挑め。彼女に惚ほれてもらえる男になれ。




「……一人ぼっちの戦争に勝って、全部の答え合わせをしよう」




　使えるのは擬態化魔法・カムフライズのみ。

　今日の食事すらままならない極限状況。ダークエルフ達が支配する樹海の中で生き残れ。

　勝てば、全てが丸く収まる。
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　すべすべというか、むにむにであった。

『うとふとふ！　よとぷれちぬつふそぬきぜよひおー!!』

　ダークエルフの一人、透けるように薄い白ワンピースの【幼女さん】がクラオス・ノックバーンの上にまたがり、はしゃいで体を上下させていたからだ。純金らしき頭の花飾りとか首回りの緑の宝石とか小さな子が危なっかしい。短いスカートのままである。危ねえな！

　まあクラオス・ノックバーンは擬態化魔法でオスの鹿に化けていた訳だが。

[image: ]

（お、おかしい。何な故ぜこんな事に……!?）

　すっかり陽は暮れていた。

　とにかくクラオスには擬態化魔法しかないので、使う準備を固めないとまずい。よって亡霊カブや魔女カボチャの持つ魔法誘導体が必要だが、なかなか手に入らない。まず、一度は化けるのにも使った魔女カボチャは論外。盾みたいに分厚い皮やヘタは鉄の包丁でも太刀打ちできない。そして補給目的で無理矢理花を齧かじった亡霊カブの方も花が咲いているものといないものでバラバラだ。広い樹海のどこかに咲いている可能性もあるが、茂みをかき分け、あるかどうか未知数な存在を探す体力と気力はなかった。

　そうなると狙いは普段亡霊カブや魔女カボチャを食べている動物を見つけての、間接摂取。

　ただこちらも楽ではない。これなら手に入るかもしれないが、大自然の中で生きる獣や魚を捕まえる術すべにも心当たりがなかった。時折木々の隙間や川の水面からちらちら影は見えるのに、口へ運ぶ前にご馳ち走そうは逃げてしまう。なまじこのちらちらが、すっげえー苦しい。

　このままでは死んでしまう。

　残量はヘタ一個未満。〇で魔法誘導体の欠乏に陥ると脱水症状に似た苦痛に襲われるのだ。

　よってハイリスクハイリターン、もはや最後の手段だ。どういう訳か絶対捕まえる事はできないけど、ちらちらと影は見えるのだ。同じ場所にいて観察できるのならこの手が使える。




　カムフライズで動物に化けよう。

　大人しい草食動物に擬態化すれば、それを狙う肉食動物が近づいてくるはず。




　欲しいのは魔女カボチャや亡霊カブの成分を蓄えた獣。肉食だと不適合な気もするかもしれないが、彼らは草食動物を食べる。つまり間接的に成分が移っている可能性が高い。

　広い樹海を闇雲に走り回るのではダメだ。

　生態系を意識しろ。動かない、硬い、手の出しようがない魔女カボチャや亡霊カブから、樹海全体にどんな影響が出ているか。それを意識すればクラオスにもチャンスはやってくる。

　もちろん半分欠乏状態からの無理矢理な擬態化だ。しくじって獲物がかからなければ、間違いなく脱水症状に似た苦しみの中でばたんきゅう確定の大ギャンブル。

　死闘を覚悟していた。何もできずに干からびて死ぬくらいなら、獣と戦ってチャンスを摑つかんだ方がマシだ。ギリギリまで追い込まれたクラオスはそんな風にさえ思っていた。

　が、鹿は小刻みに震えていた。

（【幼女さん】……。何な故ぜ無駄に引き当てる、この局面で!?）

　はぐれてしまった母親の件はどうなったのだろう。もう暗いのだが、ダークエルフの集落に帰らなくても良いのか。色々疑問は渦巻くが、ひとまず大きな怪け我がはないようで何よりだ。

　そして予想外の動きがあった。鼻先五センチまで寄ってきた【幼女さん】は恐る恐るといった調子で、何かを丸めた肉団子みたいなものを苔こけむした地面に置いたのだ。

　もう全力でがっついた。

　ペット用というか家畜用というか、わずかな塩っ気もない肉団子。ひょっとしたら本来は地面に置いて獲物をおびき寄せるのに使う死の撒まき餌えかもしれないが、お構いなしだった。たったゴルフボール二個分の塊。お腹なかなんか満たされない。でも確かに、久しぶりに人（？）の手で調理された料理（？？？）を食べた。鹿なのに思わず号泣するところだった。

（すげえっ、すげええ!!　頭の痛みが引いていく、欠乏状態がなくなっていくんだ。肉だ、火を通してる。魔法誘導体がきちんとある。やっぱり調理ってすげえええーっ!?）

　ヘタ二つ分はある。肉自体が亡霊カブや魔女カボチャを魔法誘導体ごと食べる動物だったのか、果肉やヘタを砕いて練り込んだのか。思いっきり食べてから鹿って肉を食べるんだっけと今さらなクエスチョンが脳裏をよぎるが、【幼女さん】は特に疑問を抱かなかったらしい。

『きーりせりせ。ちいぬねふるあそくたなきとつひくか？』

　頭の上に柔らかい感触があった。

　破顔した【幼女さん】が鹿の頭に小さな掌てのひらを乗せて軽く撫なでてきたからだった。このために地面に肉団子を置いて、頭を低い場所まで下げさせたのかもしれない。ほんっっっとうに、クラオスはしばらくぶりに優しくされた。……ガチで泣いちゃうぞこの野郎。

　ここまでは良かった。大成功と言っても良い。

　だが人知の及ばぬ大自然の中では、ちっぽけな人間の立てる予測など何の意味もないのか。

『ほおも。しよとこるえぐいぜりおばうわぶ、んせぐむつぐとなゆゆいづえぬえくひお？　ちおわ！』

（ぶぎゅう!?）

　思いっきり飛び乗ってきた、スカートも気にせず。背中一面に下着に包まれた小さなお尻の感触と重さが直接襲いかかってくる。鹿は思わず口の中の肉団子を噴き出しかけたが、向こうはお構いなしだ。やたらとハイテンションなスカートまたがり幼女むにむにさんは語る。

『うとふとふ！　ぜりおぶぬいぢへるつえきくひねいざいびゆひつせぬめにきゆとなそなきえなきとつぐ、おむぐういぬねよとくえにふ。よふれぬねじにゆむぬいばめろがけくひお？　ちおわ!!』

　笑顔が無防備過ぎる。こちらも人間、カナブンや蝶ちように化けてあのド腐れ師匠に何度リベンジしてやると思っても、お風ふ呂ろに着替えにと紛れ込もうとするたびに毎回バレてスリッパで半殺しにされて叩たたき出だされ続けてきた身の上だ。所詮擬態化魔法などこんなものかと卑下していたのだが……違ったのか。感性が純粋なダークエルフ達が相手だとこうも無防備になるのか!?　鹿は小さく震えていた。あの腹黒ド腐れと違って申し訳ない感が半はん端ぱではなかった。

　というか、

（痛い痛い痛い!?　こっ、腰が。鹿だと普通に力負けする。どうせ上からくるなら馬の時にしてっ、そしたらリアル騎馬に乗った位置って呼べてちょっと面白いから!!）

　塩や油と同じ、人は心が疲れると不謹慎な笑いを欲しがるものだ。ただ、お股を締めてロデオを楽しむ無防備【幼女さん】に翻弄されっ放しな鹿はホッとしていた。どんな理由であっても、この子の顔に笑顔が戻って。伝説の巨竜ブラッシュゲイン。全長一〇キロにも及ぶ巨大な骨の、完全復活。もちろん絶対に阻止しなくてはならないけど、でもそれは、何も知らない小さな女の子にまで『だってヤツらと同じダークエルフだから』で鞭むちを打つのは違う気がする。

　集落側に属する彼女のお母さんとは戦わなくてはならないかもしれないのに。

　いいや、そもそも『解剖博士』や騎士団の蛮行で命を落としている可能性すらあるのに。

　いつまでもこの子の側に立てるとでも思ったか？

（……、）

　鹿のクラオスに細かな表情を作る機能はなかった。それで良かったと思った。

　その時だった。

『……ちしばぬねせなろひ？』

　とんでもなく低い声が響いてきた。

　恐る恐る首を巡らせると、もう一つ影が増えている。白く色抜きした革のベストに青いタイトスカート、狩猟系の衣装に身を包んでいるのは魅力溢あふれる【スレンダーさん】だ。嫁よ、念を感じてここまで来てくれたのか!?　なんて喜んでいる場合ではなかった。

　彼女が恐ろしく冷たい瞳で、腕に通していた大きな弓を摑つかみ直なおしたのだ。

（あっ）

　クラオスは現状を確認する。何も知らない【幼女さん】と違い、【スレンダーさん】はクラオスが擬態化魔法を解く瞬間を見ている。本職の狩人かりゆうどさんは鹿のわずかな仕草からでも本物・偽にせ物ものを見抜く力もあるかもしれない。ならこの場面どう映る？　……誰もいない樹海で年とし端はもいかない幼女を騙だまし、這はいつくばって自分の背にひらひらワンピの獲物を乗せて、大股開きの下着越しすべすべむにむに祭りをご堪たん能のうするタイヘン通な紳士には見えないか？？？

『ききー!?　びおせつびおせつしもそや、ちぬつゆしえとねひとなめろくか!?』

（待って【幼女さん】！　知り合いがやってきたからってはしゃいで上下に揺れないで!!　ああっ、ち、違うんです【スレンダーさん】。あまりにも魔法誘導体が欠乏して生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだったからこんな選択をしただけであって、ああーッ温かいー!!）

『ほいと!!』

【スレンダーさん】の叫びと共に、空気を切り裂く鋭い音が鳴り響いた。

　続けて、シッパァァン!!　というド派手な打ちよう擲ちやくの音も。

　尻の辺りで擦すり傷きずへ練り辛子を塗りつけたような激痛が爆発する。冗談抜きにクラオスの両目で閃せん光こうじみた幻覚が乱舞した。何をされたか気づくまで何秒もかかった。

（あ、あがっ。す、すれっ、まさか弓から弦つるを外し、鞭むちっぽくしならせてぶっ叩たたいてきた!?　ちょっと待ってアレあの弓先の方に牙みたいなのついてるじゃんよ!?）

『びおせな!!　うぬつふ!!　ちお、えとゆえとゆむぐんろえひト!?』

【幼女さん】を降ろさなかったら嫁の叫びと連打がきた。

　意外と女王様気質アリな【スレンダーさん】に追い立てられるクラオスだったが、まだ【幼女さん】はクラオスの背中の上だ。ここで脱だつ兎との如ごとく逃げ出すと大変グルメな誘拐犯になってしまう。それはダメだ、生きるためなら虫でも食ったクラオスでも絶対にダメだ!!　小さな腰をぐいぐい動かし、高難度モードに突入したロデオをはしゃいで楽しむ【幼女さん】を先に降ろすため、痛みを堪えて身を伏せるオス鹿。しかしなんか唇を尖とがらせる【幼女さん】は【幼女さん】で不満げだ。重心を落とし、無防備過ぎるお股でもっとぐいぐい来る。

『ぬいぜよぬいぜよ、ゆおきんれく？　しひソピートふきゆせをえ。まぶろばぬえん、むづむづきつひせめふしわくるぜよぢ!!』

（小さく首を傾かしげていないで早く降りてえっ!!　嫁の打撃で変な属性に目覚める前にいい!!）

　華きや奢しや過ぎる体を前後に揺さぶってすっかりお気に入りモード、いつまで経たっても自発的に降りる気配を見せない【幼女さん】の下から震えながら腹はら這ばいでずりずり前進する鹿。どうにかして魔のお股トンネルを脱する。もう絶対に鹿の動きではないが、この際気にしていられない。叩たたかれまくりな熱っぽい尻の痛みが痛み以外の何かにすり替えられる前に逃げなくては、でないと小麦色の肌が眩まぶしい白い革衣装の嫁に野外で叩たたかれないと興奮できない人に改造されてしまう。目覚めるにしてもせめていたいけな【幼女さん】の見ていない場所でお願いしたい。

　そんな訳でさあ逃げろ!!

『ぶーくぶーく!!　そけぐうわぶづわねばゆしいぬしにそろひくせる。づわばゆええぬるやそぜくひきせればゆきえくさなえぬすえ、しひビソサガ!!』

　去り際、【スレンダーさん】から心なしか強めのお言葉をいただいた気がした。

　良く頑張ったわね坊や、でない事だけは確実だ。




　　　２




　痛みや苦しみ、餓うえや渇き、そうした感覚に苦しむ間は思考など働かない。熱したやかんに触れてしまった時、論理的思考より体の反射の方が優先されるように。とっさの閃ひらめきで何とかなるのは舞台演劇の名探偵だけだ。論理は、喉元を過ぎてからようやく追い着いてくる。

　追っ手や罠わなのサインに気をつけながらもすっかり暗くなった樹海を走り、走って、立ち止まり、鹿と化したクラオスがふと後ろを振り返ってからだった。やっと気づいた。

（……鞭むちみたいに叩たたいてはきたけど、やっぱり一発も弓矢は飛ばしてこないな）

　それから、頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうも。

　しばし考えたが、何も鹿のままでいる必要はない。確かにこれならクラオスを捜す他のダークエルフ達は騙だませるかもしれないが、今夜の晩ご飯として弓で狙われてはたまらない。

　白い水蒸気と共に擬態化魔法・カムフライズを解除しながらクラオスは思う。

　残量は魔女カボチャのヘタ二つ分。ただこれは生物濃縮された魔法誘導体の話で、普通に腹が減るのも事実だ。完全な空腹ではなく、ちょっと入れた事で逆に胃がもっともっとと大騒ぎしている。でも【幼女さん】周辺は今後警戒されるし、他のダークエルフに通用するか疑問だ。【スレンダーさん】は鹿を見て違和感を覚えた。別の人にも見分けられる恐れがある。

　そしてそれが【スレンダーさん】以外だった場合、狩猟用の弓矢と最悪の頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうがくる。

　……やっぱりギャンブルとしては危険過ぎるか。

　この樹海で他人から食料をもらうだけ、では考えが甘すぎる。やはり自分で魔法誘導体を安定確保し、食料調達やサバイバルの役に立て、ダークエルフ達の集落へ切り込むしかない。

　もう嫁を連れて樹海を出るために集落から道具を借りるだけなんて単純な話でもない。

　事は全長一〇キロに達する巨竜ブラッシュゲインの復活に関わる。

　何としても食い止めなくてはならないが、今のクラオスには材料が少なすぎる。食料や寝床などアウトドア全般もそうだが、もっと厄介なのは情報だ。『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』全体の地図やダークエルフ集落の位置。具体的に竜の骨に何をしてどう復活させ、そこに必要な魔法物資は何かなどの儀式の詳細や残り時間も全部不明。……つくづくあのド腐れ師匠は説明を省き過ぎだ。ただ説明のために地獄の底からカムバックするくらいなら是非ともそのまま死んでいてほしいが。

　……協力者がいる。

　よってクラオスは自然とこう思った。

【幼女さん】は無警戒の塊のようだが、それ故に秘密の共有は難しそうだ。平たく言うと、クラオスが内緒にしてねと言った内容をそのまま大人のダークエルフ達に話してしまいそうな筒抜けの怖さがある。善悪、後先の区別もなく。それでは彼は助からない。

　だとすると、やはり【スレンダーさん】か。

　しっかりと分別のつくダークエルフで、でも何な故ぜか人間のクラオスの命を救ってくれた女の子。たかが少年一人を助けたなら人類丸ごと滅ぶ事態も止めたくなるはず。てか早く暗い樹海で幼女を狙う紳士疑惑は解いておきたい、変に凝り固まると嫁の気持ちが砕けかねん!!

　言葉は通じない。文化や風習、しきたりやタブーなども不明。

　水浴びを覗のぞいたら火ひ炙あぶり、というのも謎だ。そこまでダークエルフは貞操観念が強いのか、あるいはあの水浴びも巨竜ブラッシュゲイン復活の儀式の一環だった？　例えば彼女はどうしても儀式に必要なダークエルフの姫で、身を清めるところを邪魔されてはならないとかで。ヤバい無益な妄想でちょっとタカブッテきた。怒りで沸騰する他のダークエルフ達もたった一人の姫のお世話をする巫み女こさんとかメイドさんとかって考えると途端にかわゆく見えてくる。

　……根拠は何もないんだけど。ダークエルフの世界はとにかく謎だらけ空欄だらけだ。

　ただ、

「ようは未来の嫁をメロメロにしろって事だろ。フラスコの媚び薬やくがなくてもできるはず」




　　　３




　必要なのはリサーチとアクションだ。

　腰の横にノート代わりの枝を差し、少年はそろそろと歩き出す。しっかり真っ暗闇の樹海だと罠わなや分かれ道を示す『サイン』を見逃しそうで怖かったが、これで意外と歩ける。王都では明かりが手放せなかったのに、一度慣れた目はわずかな星明かりでも風景の輪郭を捉える。

　……ただ、【スレンダーさん】がどこにいるか分からない事には始まらないな。

　ついさっきの話を思い出せ、今顔を出しても二人の仲なんか進展しねえよ。ネガティブな自分が頭の中で喚わめき散ちらすが、ならいつまで待てば【スレンダーさん】の頭が冷えるのだ？　というか頭が冷えればプロポーズが成功するなんて保証は？　こちらはとにかく時間がない。何しろ石畳の街道から一歩外れれば遭難確定というほど広大な『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』、闇雲に捜してもまず巡り合えない。目撃情報がある内に再度のアタックを始めるべきだ。後で泣きたくなければ。

　相手が怒った時ほど早めに会いたい。誤解は凝り固まった後の方が解くのも難しくなる。

　……僕はスレンダー好きだけど年下好きって訳じゃない。この違いを理解してっ、嫁!!

　よって、赤毛の少年が暗闇の中でまず探したのは自分の足跡だった。

「くそっ、これか？　違う、靴底じゃない。カムフライズで鹿になってたろ、うっ、お腹なかすいてきた、つまりこっちの蹄ひづめが正解、ちくしょうお肉の塊なんか想像するもんじゃない……」

　自分で吐いた唾を拾い上げるように不毛な作業だが、必要な事だった。足跡が分かれば辿たどる事ができる。来た道を引き返せば、【スレンダーさん】や【幼女さん】のいた場所へ戻れる。

　虫が鳴き声複数重なる真っ暗な樹海を、ゆっくりと慎重に進む。ある程度の距離を歩くと、見覚えのある場所が見えてきた。さっき【幼女さん】に襲われた、あの辺りだ。ただし、すでにそこには誰もいなかった。【スレンダーさん】共々、どこかに立ち去ったようだ。

　それにしても、注意深く観察しなければ気づかず通り過ぎていただろう。流石さすがは狩猟系、地面に落ちていたはずの肉団子の食べカスまで回収されている。

　……だとすると、足跡を頼りに【スレンダーさん】を捜すのは厳しいか？

　いいや希望を捨てるのは早い。注目するポイントを変更し、改めて草と土の地面を睨にらむ。

「あった……」

　狩猟系として完成された【スレンダーさん】ではない、もっと小さな靴跡がいくつか。多分【幼女さん】だ。意識して痕跡を消す【スレンダーさん】と違い、あの子はまだ追える。

　……にしても、また【幼女さん】か。冷静に考えたらすごく変態的な事をしてないかな？

　一抹の不安が脳裏をよぎるが、気にしている場合ではない。嫁なら分かってくれる、はず。元々こんな夜よ更ふけに【幼女さん】が何をしていたかは謎だが、【スレンダーさん】がきちんと保護しているものと───つまり今も一緒に行動しているものと───信じたい。

　その時だった、虫の鳴き声とは別にパキリという乾いた音を少年は確かに聞き取る。騒々しい王都ならまず聞き逃した響き。大自然の手で徐々に改造されつつある自分自身にも驚く。

　身を低くしてしばらく息いきを吞のみ、クラオスは目を細めて闇の奥に注目する。

『ききえしもそやー？』

　随分と間延びした声があった。しかも言葉の内容は読み解けないが、声色がやけに幼い。聞き覚えがあった。あれは【幼女さん】だ。声だけで違いが分かるとかいよいよ紳士か。

　しかも向こうはまだこちらに気づいていないらしい。

　ぱたぱたというか、ぽてぽてというか。

　あの人影、あるいはクラオス以上に樹海の扱いを知らないのではないか？　見ていて不安になる足取りだった。正直に言うと用があるのは【スレンダーさん】なので【幼女さん】をしつこく観察しても得られるものはなさそうだが、今ヒントを残してくれるのは彼女だけだ。

　……ついていけば【スレンダーさん】と合流できるかも。

　ダークエルフ達は昼の間も普通に活動していた。つまり単なる夜行性ではなく、ローテーション制でも築いているのだろう。だがそれだと半人前の【幼女さん】の立場が謎だ。何な故ぜ夜帯なのに出歩いている？　ダークエルフ達の文化では、寝る子は育つという考えはないのか。

　足の置き場に気を配り、辛つらい道のりでも口からの呼吸は避ける。クラオスが見よう見まねでそろそろと後を追うと、別の話し声が聞こえてきた。

　ビンゴ。

　背の低い茂みの向こうから、他のダークエルフの声があったのだ。ここからでは詳しく見えないが、人間のクラオスには決して向けられる事のない角の取れた柔らかい女性の声だ。

　……ビンゴだけど、【スレンダーさん】じゃなさそう。他のダークエルフならヤバいか？

　思わずそんな風に思ってしまったが、

『ヤレーよ、ぜらいべばけつぢー』

『うるちお、りこばけむせつんはかメワーヌすい。ちわぜようめいぬばきほをねせむせりおは？』

　そこでホッとしている自分にクラオスは驚いていた。

　茂みの奥から聞こえたのは、火ひ炙あぶり広場で【幼女さん】といた母親らしきダークエルフ。どうやら『解剖博士』達に仕留められる事なく逃げ切ったらしい。あの時【幼女さん】が【スレンダーさん】に手を引かれていたのは、混乱の中ではぐれた程度のものだったのだろう。

　……あの子が樹海で鹿とじゃれていたのは、空虚な現実逃避なんかじゃなかった。

　嚙かみ締しめる。

　今は衣きぬ擦ずれの音にも気を配るのだ。絶対に口に出す事はできない言葉だったけど。

　……ちゃんと楽しむ心は残っていた。この手で守る事ができた。どんなに間抜けな方法だろうが、騎士団を追っ払うために擬態化魔法を使ったのは僕なんだ。

　発見イコール広場まで連行されて再び火ひ炙あぶり。騎士団だって頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうで壊滅したというのに、我ながら吞のん気きなものだった。だけど荒すさみきった己の心の中に、母と娘が再会できた事を『良かった』と思える自分がまだ残っていた事がクラオスは嬉うれしかった。素直にそう思う。

　もちろんこんなのは独りよがりで、見つかれば容赦なく攻撃される。ダークエルフ達の頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうは重々承知。自じ業ごう自じ得とくとはいえ『解剖博士』は景色ごと魔法ですり潰された、見習いのロインベルトや騎士のレインブック卿きようとやらも不明。死は平等。油断すればクラオスも、だ。

　その上で、である。全部分かった上で、クラオス・ノックバーンは身を屈かがめたまま、そろそろと茂みに近づいていく。情報がなければ何もできない、ただ生き残る事さえ。

　……もっとだ、もっと近づけ。

　怖いけど、もっとだ。クラオスは祈る。まだ【スレンダーさん】を見かけていない。ダークエルフの中では話の分かる（いや言葉は通じないけど）彼女を捜し出して、どうにかして協力を取り付けないと巨竜ブラッシュゲインの復活を阻止する足がかりすら見つけられない。

　わずか一メートル程度の間合いを詰めるのに、たっぷり三分は使ったと思う。体内時計なんてとっくの昔にぶっ壊れていたのであてにならないが。茂みは均一な壁ではないので隙間からこちらが覗のぞけていないか不安で仕方がなかった。でも近づく。頼む、【スレンダーさん】もここにいてくれ。祈るような気持ちでクラオスは低い茂みに張り付いた。顔を出す訳にはいかないので、腰くらいの高さの茂みの細い枝と枝の隙間に注目する。ごくりと喉を鳴らす。

　……彼女達もこっちを覗のぞき込こんでいて、超至近距離で目と目が合ったらどうしよう？

　そんなホラーな妄想を、首を横に振って追い払う。ここで怖おじ気けづいたらおしまいだ。【スレンダーさん】捜索を諦めたら、全ての道が途切れる。

　クラオスは息を止めて、茂みに顔を寄せる。

　枝と枝の隙間から奥を覗のぞき見みる。次の取っ掛かりが待っていた。




　具体的には褐色の肌と肌が。

　なんか【幼女さん】が元気良く万歳ポーズで色々はだけた【お母さん】から服をｎ




「ッ!?」

　びくっと全身を震わせ、反射で親子から顔を逸そらすクラオス。

　しかしそっちはそっちで別の小麦色が待っていた。
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　……きゃああああああああああああああ!?　すっ、すれすれ【スレンダーさん】!!

　心臓が止まるかと思った。

　何な故ぜ。

　一体何が起きたらこんな壁もドアもない野外で小麦色の肌が弾はじけるというのだ!?　開いてるじゃん、もう白い革のベストに手を掛けてるし状況がメチャクチャだけど!!

『セヨーヲトニすいゆじやいぬすえは、ふふにんつせひじかえあつひいばせむとな』

『がとね。んつせひみおゆりろひくれねもさなぜらいべあせぬこてよぬるぬくとつせ』

　顔を背けた死角の方から、何やら【お母さん】が笑って【スレンダーさん】に話しかけているようだった。声が聞こえると母に視線が移りそうで心臓に悪い。クールビューティな【スレンダーさん】は目も合わさず上うわっ面つらだけなら素っ気ないけど、でも長い耳が片方だけぴくぴく動いていた。どうやら聞き耳を立て、親子の会話にはしっかり乗っているらしい。

　それよりも、

『ほお、ううるこてい』

　……あっ!!

【スレンダーさん】の褐色肌が月明かりに照らされた。ついにお胸を守る白ベストどころかインナーまで外してしまったのだ。【スレンダーさん】はスレンダーなのにわずかだが確実な起伏があった。というかベストの紐で寄せて上げてやがったな嫁。しかし微量だからこそダイヤの塊よりも尊い。ぷるるん様が目の前いっぱいに広がる。そして微量も微量とはいえ、少なくとも皆無というほど儚はかなくはないらしい。

　……というかこれ、全体的にどうすんだ!?　衣服や装備を奪われた（＝裸）無防備ダークエルフはその異性と結婚するんだろ。なんか誰も彼も肌とか見えていた気がするけど。

　どばっと、クラオスの額から妙な汗が噴き出す。

　無駄な時ほど人間は頭が高速回転していくものだ。空回りとも言う。

　……じゃあ、えっ、重婚？　一夫多妻制ありの世界観なの？　どうやらあっち見たくない方には親と娘の関係のヒト達もいるみたいですけど、ああ下手するとまさかのスレンダー系美少女ダークエルフ親子丼付き!?　しゅっ、しゅうしゅうが。こんなのもう収拾がつかない!!!???

　もしも【スレンダーさん】と【幼女さん】が姉妹の関係だったらどうしよう？　クラオスの人生経験の限界を超えつつあった。こんな二重三重に重なる丼は流石さすがに手に負えにゃい……。

　……違う!!　お、母娘は裸じゃない。ママンとかチラッと肌が見えた気がするけど素すっ裸ぱだかとは言えない。だからセーフッ！　僕は【スレンダーさん】一筋だし、ドンブリでもない!!

　しかも未確認情報だと、人間がダークエルフの裸を覗のぞくと広場で火ひ炙あぶりでは？　少年は暗い顔になった。流石さすがに困る。最悪の場合手間暇かけて何回焼かれるのだ自分ッ!?

　となると、あまりハッピーばかりでもなさそうだ。今、迂う闊かつにも草葉を揺らしたらどうなるかは想像もしたくない。こんなのバレたら流石さすがに嫁の愛が砕けてしまう。なのでなりふり構わずダッシュで逃げ出す、なんて好青年な振る舞いはできそうになかった。留とどまって生き残れ。

　それにしても謎が謎を呼ぶ状況である。広場で見た踊り子さんはハダカじゃないまでも褐色の肌を見せる事を神聖視していたようだし、これも何かの儀式だろうか？　そんな風に考えていたクラオスの耳に、何かちょろちょろという水音らしきものが聞こえてきた。

　……水音、まさか？

　そういえばこの辺りは緑の匂いが濃いというか、湿気が強い。川だ。カワイイ嫁は丸い石が敷き詰められた河原で服を脱ぎ、足元に畳んでいる。

　……そういう素潜りの漁、じゃないはずだ。

　観察を続ける限り、せいぜい【スレンダーさん】の膝くらいの深さしかない。

　だとすると、

「水浴び……？」

『？』

　ぴくんと特徴的な長い耳を揺らして顔を上げた【スレンダーさん】に、クラオスは慌てて両手で口を噤つぐんだ。思わず反射で一歩後ろへ下がりたがるのを必死で堪える。心臓がうるさい。何かヘマしたらしいが、さらに続けて足音でも鳴らしたら致命的だ。疑念が確信に変わる。

　未来の嫁に恋文やプレゼントを贈るにしても、タイミングはきっとここじゃない。

　……何で勘付く!?　今一体どこでミスしたんだ、僕は!?

　息を止めてじっと待ち、少年は自家生産の疑問と戦う。一糸もなく存分に柔肌をさらした【スレンダーさん】はしばらくこっちの茂みを見据えていた。身を屈かがめ、いつでも河原に置いた弓を取れる位置から。顔はシリアスだけどおかげで全部見えてるっ!!

　と、なんか視界に眩まばゆい肌が割り込んできた。耳が下に垂れたおっとり【お母さん】だ。せめて彼女は常識人であって欲しいのだが、何やらやたらと大きな胸元、水に濡ぬれた褐色の肌に湿った白い葉っぱが貼りついていた。どうも、ダークエルフ達はお風呂グッズを体につけて移動するのがデフォルトらしい。おかげで一応隠れているけど、ほとんど防御力ゼロだ。

　同じくうっすーい体にいくつも白い葉っぱを貼り、何かのつるを腰に巻く【幼女さん】が浅いせせらぎで子犬のように這はって首を傾かしげていた。ギリギリもギリギリだ。

『びおせつにぜよ、しもそや？』

『……ぬいばゆぬえ』

　やがて、だ。

　本当にゆっくりと、【スレンダーさん】は河原にある弓から指を遠ざけていく。まだ茂みが気になるようだが、【幼女さん】に手を引かれ【お母さん】のいる川に足を踏み入れていった。

　……確信までは、なかった？　あったら迷わず茂みに弓矢か鞭むちモードでビシバシだろうし。

　クラオスは背筋の強こわ張ばりをわずかに解く。それも命を削るようでおっかない。【お母さん】に背中を洗ってもらい、きゃっきゃはしゃいで両足を振り回す全身泡だらけの【幼女さん】よりも、とにかく水辺の大きな岩に腰掛けて掌てのひらに草のつるを巻く【スレンダーさん】に集中する。

　そう、泡。どうやら白い葉っぱはシャボンノキのお仲間らしい、揉もみ込こむと白い泡が出るようだ。それを掌てのひらに巻いた草のつるに擦こすりつけ、【スレンダーさん】は自分の二の腕を磨いている。背中を洗う場合は紐ひも状じようにほどいて両手で摑つかみ、上下にごしごしするようだ。

　なるほど、よくできている。

　思わずクラオスは感心してしまった。いや【スレンダーさん】の体にまとわりつく白い泡がコップ状に丸めた葉っぱで汲くんだ水を浴び、ボディラインに沿ってゆっくりと落ちていくのをガン見しているだけではなくこれは技術や文化の話!!　気づいた事なら他にもあるのだッ!!

　……『しもそや』。【幼女さん】の口から二回、【スレンダーさん】達を呼ぶ時に出たっけ。

　それから冒頭や末尾も気になる。最初なら私が、あなたは、といった人を指す言葉の頻度が増えそうだし、末尾はですますとかわよわねとか、ＴＰＯで変化が生まれるかもしれない。

　暇があればちょっとずつでもダークエルフ語についても分析していった方が良さそうだ。これについては、すらすら会話はできなくても単語を拾えるだけでもかなり変わる気がする。

　気がするのだが、本当にこれで正解か？　クラオスは次第に自信がなくなってきた。わはー、【スレンダーさん】たらゆったり水浴びしながら柔軟体操とかするのかー。そんな腰を下ろして、左右の脚を前後に大きく開いて、背中を後ろに倒して弓なりに反らすだなんてカラダがとっても柔らかーい、お胸がぷるぷるー。……いやいや違うのだ。今は魔性の嫁に魂を釣られている場合ではない!!　ちょっといったん冷静に考えてみるんだぷるぷるうー……。

　そして冷静になったクラオスは暗い顔をした。

　……いっ、一体何をどうやったらこの茂みの位置関係から【スレンダーさん】と仲良くなれる!?　なっ何をやってもピザより入念に焼かれて殺される以外の未来が見えない!!

　ダークエルフには水浴びの習慣があった。この樹海には何かしら石せつ鹼けん代わりに使える、消毒効果の高い薬草があるらしい。あとは体をごしごしするための草のつるや軽石も。

　……これだけか？　リサーチとしては弱い。うーん、例えば天然素材しか使った事のない【スレンダーさん】に王都のお風ふ呂ろグッズを差し入れするというのは？　いやダメだ、そんなの却下。そもそも都会の物資がない。異性からお風ふ呂ろグッズのプレゼントなんて、普通に気持ち悪そうだし。お近づきの印に当あたり障さわりは必要ない。いったんハダカから離れよう。あと王都のピザ食べたくなってきた、ダークエルフは石窯で焼いたピザとか食べた事はあるのかな。

　が、ここでクラオスは何かに気づいた。

　もう一度茂みの奥、清流で丹念に自分の体を磨いている【スレンダーさん】を観察する。

【幼女さん】や【お母さん】と違い、彼女だけは最初から弓で武装していた。服を脱いでしまったので、護衛目的ではないだろう。弓を使う事を想定した上で、親子の誘いに付き合った。つまり意味のある行動。少なくともこれから弓を使う上で不利になる話ではないはずだ。

　当然、本筋から離れる。これで直接【スレンダーさん】と仲良くなれるとは限らない。

　……でも、ひょっとして？
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　命からがら、だ。

　別に魔法の撃ち合いや地面に飛び込んで爆発を回避した訳ではない。クラオスは声を殺して茂みから離れ、暗い樹海を歩き、来た道を引き返しただけ。でもダークエルフとの鉢合わせは怖い。【スレンダーさん】以外は発見イコール火ひ炙あぶり広場へ連行だ。歩くだけで寿命は縮む。

　それでも少年の顔には希望があった。

「匂いだ……」

　嫁については場所さえ押さえてしまえば生活サイクルの中でまた会える。はず。

「髪か、服か。とにかく匂い！　樹海の獣達は人工の匂いで僕に勘付き、避けていた!!」

　月明かりに浮かぶ銀髪褐色の裸体を思い出す。【スレンダーさん】が丹念に自分の体を磨いていたのも、鼻が利きく動物達を欺くために必要な事だったのだ。

　洗えば落ちる。

　川を見つけるのは容易たやすい。植物や地質を調べた訳ではなく、単純に【スレンダーさん】達のいた場所から下流側にしばらく歩けば良い。彼女達と鉢合わせさえしなければ。そして先達から得た情報にすがる。どうせ全部丸洗いだ。少年は服も脱がず夜の川に向けて倒れ込んだ。

　心臓が止まるかと思った。

「ばはっ!!　つめたっ、寒い……!?」

　慌てて飛び上がり、クラオスは命からがら河原に這はい出でる。生まれたばかりの子鹿みたいに震えながら、信じられない目で夜の色を吸った川を二度見する。

　……あんなに楽しそうに笑っていたダークエルフ達は一体？　初めて【スレンダーさん】と遭遇した時もこうだったっけ。こんな冷水じゃ何分も経たたずに体の感覚なんかなくなるぞ！

　まさかダークエルフはそんなに体が強きよう靭じんにできているのだろうか？　理不尽に憤いきどおりすら覚えるクラオスだが、ふと思う。樹海で暮らす生き物は、人工物の微弱な匂いを感知して人間を避ける。では【スレンダーさん】は茂みの奥を怪しみつつ、何な故ぜ確信まで得られなかった？

「ていうか、おい、噓うそだろ……？」

　正確にどうだったかクラオスは覚えていない。というより、そもそも都会の生活に慣れた人間の鼻で違いを読み取れるものなのか。それでも、だ。ある予測くらいは立てられる。

　……まさかあの辺り、温泉でも湧いている？　河原を掘って出てきた温かいお湯でも川の方に導いて、ある程度ぬるま湯でも作っているのか？？？

　木の枝に刻んだ文字を目で追って、思い出す。幼女や人妻はともかく、まずは嫁。つるりとした水を弾はじく小麦色の肢体に鳥肌はなかったはず。あともしもうっすらとでも硫黄の匂いがあったのなら、まあ、褐色の狩人かりゆうどさんが茂みの裏にいたクラオスを見逃しても不思議ではない。

　ともあれ。

　ここからどうする？　ダークエルフ達は同じ川の中でもピンポイントで水浴びの場所を決めていて、熱湯が出る場所はきっと限られている。そしてそれは全部彼女達が押さえている。

　この悪夢みたいに冷たい川の水で何とかするしかない。

　でないと樹海の獣達とは一度も顔を合わせる事もなく、クラオスは餓死してしまう。

　食べ物を自在に獲得できれば擬態化魔法・カムフライズ含めて樹海での自由度は相当変わる。そもそもお近づきの印として、食料自体を【スレンダーさん】に差し入れしたって良いい。

　ここは王都ではない。この深い樹海で食料や生活物資がどれだけ光り輝いて見えるかは、身をもって経験させてもらっている。串焼き一本、羊皮紙一枚だってハンドメイドだ。ていうか半はん端ぱに肉団子二つもらった事や、これから食べられると期待した分だけ余計に腹が減る。

「……ちくしょう」

　がたがた震える体を動かし、少年はもう一度真っ暗な川に目をやる。

　一歩踏み出す、川の方へ。自腹の一つも切らずに貢みつぎ物ものなどできるとでも思ったか。

「ちくしょうが！　僕の愛が試されている……。待ってろよ未来の嫁え!!」
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　鏡なんかなかった。

　だから自分の唇が何色になっているか、クラオス・ノックバーンには答えられなかった。

「……、」

　叫ぶ気力もない。頭の上から足の裏まで冷たい水で濡ぬれそぼり、人間らしいぬくもりを全部捨て去った。全身の関節が油を挿し忘れた人形みたいにぎこちないが、責務は果たした。念のため、さらに足元の土や獣の毛を拾って頭にパラパラかけておく。

　変化は劇的だった。

　何か小さな光が見えた。最初、クラオスは蛍か何かかと思った。だが違う。暗がりに浮かぶ一対の黄色い光。それは夜行性の獣の瞳だ。月明かりを反射してギラギラと輝いている。

「ひっ！」

　不意打ちだ。しかも思ったより近い。クラオスが息いきを吞のむと、イノシシだかライオンだかも不明なナゾの獣は顔を背けて木々の奥へ引っ込んだ。ほんの一〇メートルくらいの距離だ。

　……彼らと同じ世界にいる。音さえ殺せば手の届く距離まで近づける。

　ダークエルフ達のサインとはまた違う、痕跡探しだ。暗くてやりづらいが、いくつか足跡と木の幹の低い位置に擦こすりつけたようなごわごわの体毛を見つけた。少年側は何も残さない、が理想だが深い樹海で落ち葉や下草を全く踏まずに歩くのは無理だ。せめて時間をかけて体重を置き、音を立てないよう気を配る。痕跡から痕跡へ、点と点を線で結ぶように夜の樹海を進む。

　……いた。

　暗がりで分かりにくいが、おそらくは鹿。

　単純に肉を腹いっぱい食べたい、というのも噓うそではない。ステーキ、カツレツ、丸焼き、何でも良いい。そして同時にあいつは草食だ。つまり亡霊カブや魔女カボチャのヘタを食べていて、それはそのまま体の中に残っている。成分を間接的に獲得できる可能性が高い。

　……さっきのあいつかな？　【幼女さん】から肉団子もらう時に観察させてもらった。

　やはり距離は一〇メートルもない。そして間に柵を挟んでいないで眺める獣は、想像以上に圧が強い。知識としては知っている。鹿は大人しい草食動物だ。重量八〇〇キロもあるヘラジカじゃないし、馬のように強きよう靭じんな後ろ足で蹴り殺される心配もない。少なくとも熊や虎と戦うよりはずっとマシなはず。そのはずだ。

　……しかしいけるか？　やれるか、本当に？

　デカい魔女カボチャの陰で身を屈かがめながら思う。こっちにはダークエルフ達と違って、狩猟用の弓や槍やりはない。頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうもない。人間なんて丸裸で樹海に放り出されれば強さは野犬以下だ。実際、取っ組み合いになったらどうなるか……。犬よりデカい動物など恐怖の塊だ。

　少年は屈かがんだまま、濡ぬれたマントの留め具を外す。地面からオレンジ大の石を拾って包む。丸めた部分を縛りてるてる坊ぼう主ずっぽくすると、坊ぼう主ずのスカート（？）を摑つかんだ。

　即席モーニングスターの出来上がりだ。ずっしりとした感覚に、クラオスはふと思う。

　手乗りネズミや分解者の甲虫とは勝手が違う。今度はクラオスから無防備な鹿を襲う。しかも扱い次第では【幼女さん】を笑顔にできる系の動物だ。考えるが、首を横に振るしかない。

　チャンスと考えるんだ。

　受け身だけでは生き残れない。こちらから挑まなければ肉も毛皮も手に入らないのだ。自分の命一つ守れない人間には、【スレンダーさん】と仲を深めて協力を求められない。

　ダークエルフはダメなのに、鹿なら殺して胃袋に収めるのか。

　自嘲気味に思う。この辺の線引きが肌感覚で分からない間は、彼女達と仲良くなれる日は来ないのでは？　そろりそろりとクラオスは黒い影へ近づいていく。音もなくゆっくりと。

　ぴくんと鹿が顔を上げた。

　だがそこは、もう三メートル。大きく踏み込んで鈍器を振り上げれば一歩の間合いだ。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」
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　最初の一発で、かなり重たい手応えがあった。

　角を片方へし折り、生暖かい液体が獣の頭の辺りから飛び散る。それでも息の根は止められなかった。暴れる鹿がその首を振り回す。クラオスの気管が引き千切られなかったのはただの偶然だった。低い茂みにもう片方の角が引っかかっていなければクリーンヒットだった。

　続けて鈍器を振り下ろす。もう無我夢中だ、疲れ果てた体にこんな力が残っていたのか。

「はあ、はあ……!!」

　何度目だろうか。弱って自力で立てない獣へ最後の一撃を振り下ろす。びくびくという脚の痙けい攣れんが止まるまで、じっと待つ。勝った。けど、急に起き上がるかもと思うと怖かった。

　随分と苦しめて殺した。本職の狩人かりゆうどが見たら顔をしかめるような有り様だろう。

「これは……女の子へのプレゼントにはできそうにないな……」

　ぐしゃぐしゃの頭を見下ろして、クラオスはちょっと両手で顔を覆った。

　当然狙いは【スレンダーさん】一択だが、【幼女さん】にも配慮した方が良いいな、と少年は考えた。笑って無防備にまたがってきたはしゃぎぶりを思い出す。この頭は見せられない。

　……けど干し肉とか、元の形が見えない感じなら、あるいは？　樹海に工場なんかないんだ。何でも手作りなダークエルフ達なら、手料理は愛が重たいって考えは育たない、よな？？？

　殊勝な事を考えているクラオスだったが、そこで腹が鳴った。食べ物からの連想か。

　ともあれようやくの食料。少しはクラオスが自分で食べてもばちは当たらない。肉を食えば今夜の餓うえを凌しのげる。しかも間接的に魔法誘導体を摂取すれば擬態化魔法の使用回数を稼げる。逃げ惑い、隠れ、命を繫つなぐ消極的な戦いじゃない。次は人間からダークエルフに切り込める。

　余裕ができれば、嫁と会って仲良くなれる。

　ついでにダークエルフ集落の場所も教えてもらえたら。

【スレンダーさん】は狩猟系の知識を駆使してクラオスの擬態化を見破ってくるが、具体的に『どこが』不自然か教えてもらえば弱点を潰せる。つまり、厳重に警備された儀式に忍び込む算段がつく。体長一〇キロの巨竜ブラッシュゲイン、人間を破滅に導く竜の骸むくろをダークエルフ達の手で復活させてはならない。ド腐れ師匠も騎士団もいない今、怖くてもクラオスがやるしかない。有象無象の気がかりを解決しないとチャペルで結婚式とはいかなくなってしまう。

　たった一人の協力で、全然違う。だからまずは冷静に考えるための『余裕』を手に入れよう。未来の嫁をきゅんきゅんさせる、柔軟な思考はそれからで良いい。

　横倒しになり、角も折れ、頭なんかぐしゃぐしゃになった鹿を前にしてクラオスは呟つぶやく。

「食うぞ……。こいつを食う、全てはそれからだ」

　しかし仕留めたばかりの新鮮な肉とはいえ、こいつにそのままかぶりつく訳にはいかない。擬態化魔法に使う魔法誘導体うんぬん以前に、普通にえずいて吐き出してしまう。

　……つまり火がいるのか。む、むおお。次から次へと。

　一瞬、嫁の水浴びを思い出す。源泉があるなら一〇〇度近い熱湯に投げて茹ゆでるのが簡単だ。ただ今から探して見つかるか、それもダークエルフ達に管理されている可能性が高い。

　やはり自分で点つけるしかない、火を。

　もちろんクラオスの魔法は擬態化だけだ。掌てのひらから火を出す事はできない。

　その上で……一番安易に想像するのはあれだろう。一本の木の棒を二つの掌てのひらで挟んで拝むようにぐりぐり回す、摩擦を使った着火法。だが無理だ。試す前からクラオスには悲惨な結果が目に浮かぶ。あんなの職人技だ。カムフライズで巨大な熊か何かになれば力任せに火を点つけられるかもしれないが、そんな大型動物は見当たらない。いたらいたで困るし。そうなると、

「仕留めて良かった……」

　クラオスは呟つぶやいて、横倒しでぴくりとも動かない鹿の腹を撫なでた。より正確にはごわごわした体毛を。質感を確かめ、何度か掌てのひらを往復させた。布巾を使って窓でも拭くように。

　ぱちぱちっ、と。闇の中で青白い光が瞬またたいた。

「静電気……」

　冬場にセーターやドアノブで痛い目を見る程度で利用価値などない万人の厄介者だが、王都の学校では瓶に詰めて利用しようとする一派があったはず。成功すれば魔法の世界を電気の世界に作り替えるくらいの大発明になるらしいが、どこまで本気かはクラオスには読めない。

　とにかく、

「これならやれる。火を使うのに特殊な道具や技術なんかいらなかったんだ！」

　辺りを見回し、月明かりの下で使えそうな乾いた葉っぱや綿のような植物を拾い集める。静電気自体は小さいが、鹿の毛皮を擦こすればいくらでも起きる。後はきちんと燃え移れば……、

「あっ、あれ？」

　予想したのと違う。静電気はある。ちゃんと落ち葉や綿にも接触している。ふわふわして乾いたものの方が表面積が大きくなって燃え方も激しくなるから、綿のようなものが最適なはずだ。正しい。知識としては合っているはずだが、現実の結果が伴わない。火が点つかない。

　……当たり前だ。髪の毛を逆立てて遊ぶ事はあっても、それで全身火柱になった人がいるなんて話は聞いたためしがない。

　ただの落ち葉や綿では、燃料として弱いのだ。だがこの深い樹海の中で、簡単に油脂や可燃ガスが手に入るとも思えない。一応、鹿の脂肪を炙あぶれば脂は取れるがそれには火がいる。

　……他に燃える、もっと燃える何か。ちょっと待て、僕は何か見てるぞ。前に何か……。

　考え、ノート代わりの枝に目をやり、クラオスは顔を上げた。

　失念していた。

「松たい明まつだ。ダークエルフ達は僕を焼き殺そうとした時に松たい明まつを使っていたじゃないか！」
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　松たい明まつは読んで字の如ごとくだ。獣の脂の代わりに松やにを使う。燃えやすい松やにをたっぷり蓄えた枝や材を乾いた草や茎で覆い、細い紐ひもで縛って束にすれば長時間使える照明器具の完成だ。確か棒のように練った松やにを乾いた葉でくるんだロウソクなんてのもあったはず。

　針葉樹ばかりの寒々しい樹海だが、探せばある。硬い樹皮に普通の樹液とも違う粘液がこびりついていた。ひとまず『虫がまとわりついていないネバネバ』で判断できそうだ。

　……くそ。空き瓶でもあれば、ここにあるだけ全部持っていくのに。

　嘆いても仕方がない。茂みの硬くて大きな葉でこそぎ、重たい粘液をすくい取っていく。独特の匂いが強いので扱いには注意がいりそうだ。服についたら最悪だ、永久に追われる。

　仕留めた鹿のある場所まで戻る。幸い、他の獣に横取りされているなんて事もなかった。再び腹の毛皮を擦こすって静電気を起こす。葉っぱにつけた松やにを近づけると、だ。

「うわっ!!」

　熱よりも、まず両目が潰れるほどの光にクラオスは叫んだ。もちろん実際にはロウソクよりマシ程度の小さな炎。だけど暗闇に慣れた瞳には十分過ぎるほどの刺激だ。最初に驚き、ダークエルフ達に気づかれるかもと心臓が縮み、でも一度手に入れた炎が惜しくて手放せない。

　危難はやってこなかった。ダークエルフは現れず、樹海は静かなままだ。

　クラオス・ノックバーンは思わず笑ってしまった。

「ふふっ、あははははははは!!」

　今度こそ、だ。今度の今度こそ、ようやく空腹から解放される。魔法誘導体さえあれば擬態化魔法だってやりたい放題だ。人を見つければ捕まえて丸焼きにするダークエルフ達が支配する深い樹海の中で、クラオスは出し抜いた。樹海の主以外でも生き抜けると証明したのだ。

　久しぶりの温かい食事。

　匂いを消すために冷たい川へ飛び込んだのも手伝って、想像するだけで涙が出るほどだ。

　しかし。ここで、彼は気づく。




　刃物は？

　分厚い毛皮に覆われた鹿の死骸から、どうやって新鮮な肉を取り出す？




「……、」

　ぽかんとした。手順を間違えたと気づくまで、いや現実を受け入れるまで数秒もかかる。

　刃物なんかない。手に入らない。空いた手で物言わぬ鹿の硬い体毛を鷲わし摑づかみにして引っ張るが、ちょっとやそっとでは千切れそうにない。床の絨じゆう毯たんを引っ張るような力強さがある。

　炎は、ある。これで邪魔な毛皮だけ焼いて取り除く？　想像するが、ちゃんと成功する光景が浮かばない。そう簡単に火は点つかないだろうし、点ついたら点ついたで多分丸焦げだ。

　では何だ。ここまで来てお手上げか？

　獣の死骸から毛皮を剝はぐほど強きよう靭じんな鉄の刃物なんて、一体いくつの工程を挟むのだ？　それまでまともな食事は望めないのか、本当に？　魔法誘導体はヘタ一個分も入手不可？？？　手元に肉を焼く炎があって、何よりこの手で仕留めた獣が目の前に転がっているのに!?

　くわんと、あまりの絶望に頭が後ろに傾いた。

　天を仰げば、のしかかるような星空。無数の点と点が結びついてクラオスの頭の中で壮大な星座を作っていた。それは女神様だった。神は笑って仰おつしやられた。ぶぶー、不正解でーす☆　とっととふりだしまで戻ってやり直してくださいね？

「ふ」

　彼は松やにの火種をゆっくりと地面に置いた。

　たっぷり時間を掛けて深呼吸し、そして自分の中で結論付ける。

「ふざけんじゃあねえぞ!!　くそったれがああああああああああ〇☆△□♂♀ッッッ!!!!!!」

　ガッ!!　と、マントでくるんでモーニングスターにしていた石ころを取り出して手で摑つかむ。

　皮を剝ぐ？　刃物で下処理？　お上品にできるか。とにかく何度も鹿の腹を狙う。頭は度重なる殴おう打だでぐちゃぐちゃだ。他の部位も繰り返せばそうなる。毛皮が裂け、脂肪や筋肉が潰れ、表に出てきた。ミンチ状の塊を近くにあった木の棒で擦こすり、火へ近づける。王都のキッチンで挽ひき肉にくを炒いためるようにピンクが灰色っぽく色を変えた辺りでクラオスは棒の先端ごと頰張った。

「うっぷ!?」

　……不ま味ずい。

　血の味しかしない。舌を出し、ごわごわした体毛をいちいち指先で摘つまんで取り出す。王都でこんなものを出されたら笑える罰ゲームを超えて、深刻な虐待でも疑うメニューだ。動物を愛する【幼女さん】はもちろん、大本命の【スレンダーさん】にも絶対オススメできない。

　それでも口には入る。食べても食中毒を起こさないものは食べるべき。何度も鹿の死骸を潰し、挽ひき肉にくを棒に擦こすりつけて火で炙あぶる。口に入れる。涙を堪えて吞のみ込こむ。その繰り返しだ。

「くそっ、この枝！　イヤリングで傷つけて記録を取っていたノートじゃあないか!?」

　またもや己のミスに気づいてジタバタするが、ぼろぼろこぼれる涙は悔しいのではない。

　こんなのでも、染しみ込こむ。

　急激な眠気が襲うのは、満腹時のあの感覚が近い。久方ぶりの肉の味と魔法誘導体の成分に溺れかかる。こんな剛毛と皮膚と潰れた肉のこびりつく木の棒で。王都でド腐れ師匠や女性騎士に振り回されながら日々のんびり暮らしていた自分の価値基準が壊れているのにクラオスは気づく。怖い。おぞましいが、ボロボロこぼれる涙はやはり恐怖や悲哀ではないだろう。

　明らかに手順を間違えている。もちろん分かっている。本来なら毛皮を剝いで腹を割き、内臓を取り出して、血抜きまで行うのだろう。調理の前にはしっかり洗って塩しお胡こ椒しようで下味をつけ、香辛料で臭みを取って、手頃な大きさに切り分け、熱したフライパンにバターを溶かしてからそっと下ろす。ああもちろん、油が跳ねるので事前に水分を拭っておくのも忘れずに。

「だけど、だから、どうした……」

　ゆっくりと吐き捨てた。全身の血管が膨らんでいくのが分かる。何かが行き渡っていく、それは肉体的な栄養か魔法的な魔法誘導体か。実際には食べ物が消化されるまで時間はかかりそうだが、とにかくクラオス・ノックバーンは泣き言をこぼすだけの力を取り戻していた。

「生きるってそんなに格好の良いいスマートな事じゃあないんだよ。ううっ……。ああ、ああ。僕は今こいつを殺して食っている……。ぐちゃぐちゃのぶちゃぶちゃで正解。腹を満たすっていうのは何かを殺して嚙かみ砕くだき、腹の中に収めるって事なんだか、うぶぐえ」

　そんな食事すら、いつまでもは続かない。何度も重たい石を振り下ろすと肉に変な苦みが混じってきた。確かめてみると、どうも毛皮についた草の葉を一緒に潰していたらしい。これ以上は無理だ。変に薬臭くて食べられない。毒だったら最悪だ。

　きちんと処理して干し肉にすれば数日は保つ食料。燻くん製せいにでもできたら、ひょっとしたら【スレンダーさん】へのプレゼント作戦にも使えたかも。それがたった一回の食事、魔法誘導体は魔女カボチャのヘタ一個分。後は丸ごとダメになる。普通なら眩暈めまいがする大損失だろう。

　だがクラオスは、得体の知れない何かを出し抜いた感覚に包まれていた。

　泣いて怒って吐きそうになり、そこにどんな意味があったのかは彼にも理解できない。

　クラオス・ノックバーンは今夜の死を回避した。きちんと食べ、次に繫つなげた。【スレンダーさん】の話はすっぽ抜けている。一人ぼっちで七しち転てん八ばつ倒とうな迷走状態。でもそれだけは事実だ。
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　朝になった。時計に支配されない一日は、陽の光で始まる。

「ぐ……」

　やはり王都の家とは違う。苔こけの地面で外がい套とうに身を包むだけでは関節がみしみし鳴るようだ。

　……筋肉痛、がっ!?

　指一本の動きで顔をしかめ、それでもクラオスはまず傍かたわらに置いた枝を摑つかむ。経験値の枝にイヤリングのピンで新しい日付を刻んだ。これが一月二月と重ならないよう願うばかりだ。

　クラオスは大自然の中で無防備に意識を手放しても生き延びられた。音もなく闇の中を歩むダークエルフ達に縛られて広場に連行される事もなく。何な故ぜか？

「思ったよりも効いたな、あれ」

　線の細い少年はちょっと離れた場所に置いておいた、三つの丸い石に視線を投げた。

　ダークエルフ達の『サイン』だ。意味はトラップ注意。

　分かっていれば回避だけでなく、彼女達を騙だますためにも使える。

　一緒に拾った『本物の罠わな』に獣でもかかっていないかなと覗のぞくも、流石さすがに望み薄か。落とし穴の底で垂直に刺さる毒矢を何本か拝借し、周囲のくさむらにセットし直しただけだが、見事に空振り。仕掛け方に作法でもあるのか。『サイン』のない罠わなは放置すると忘れた頃に自分で踏みそうなので、毒矢は全部回収し、数を数えてから元の落とし穴に投げ捨てて処理する。

　……もう少し笑えるトラップならな。舞台演劇にしょっちゅう出てくる定番のアレ、具体的にどう作るんだろ。こう、地面を踏んだら足首一本ロープで逆さに吊つるされるヤツ。あんなのあったら永久パンチラミニスカダークエルフにイタズげふん研究し放題なのにい。

　朝の木漏れ陽の中で少年は思う。改めて考えると詳細な仕組みが思い描けないものだ。

　さて、ここからどうするかだ。

　動ける内に水や食料の確保、も大切だが、そこに終始すると永遠に事態が好転しない。目的は【スレンダーさん】と仲良くなる事。後はダークエルフ達が企たくらむ巨竜ブラッシュゲイン復活を阻止して人類を救えればパーフェクトだ。【スレンダーさん】が味方になれば郷土料理を紹介してくれるかも。巨竜の復活を止めれば嫁を連れて樹海から王都に帰れる。そしたら一切の憂いもなく褐色美少女をお姫様抱っこしてチャペルで結婚式だ。あっはっは、未来は明るい!!

　がさりという音でクラオス・ノックバーンは我に返った。

　その場でゆっくりと身を低くする。アクシデントが起きた時は、叫んでバタバタと走り回るのではなくまず気配を消す。いつの間にか変なお作法が身についてしまった。

　……なんだっ、誰だ!?　狩猟系の嫁がこれみよがしな音を立てるとは思えないけど!!

　内心でビビっていると草の陰から何かが飛び出してきた。赤い眼めをしたウサギだ。

　しかし何な故ぜ？　疑問に思って、今度こそ息が詰まる。理由もなく変化はない。植物にアブラムシはつき、アブラムシの甘い汁にアリが群がる。歯車の集まりのようにその分布には無駄がない。なのに湯船からお湯が溢あふれるように無駄が生じたのなら、トラブルが起きている。

　つまり。

　……いる。誰だか知らないけど、狩人かりゆうどが近くにいる!?

　街道から一歩でもはみ出せば即遭難と恐れられる『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』だ、人間はない。おそらく狩猟系のダークエルフ。音を立てないよう細心の注意を払い、ウサギが逃げてきた方へゆっくりと首を回す。こちらが風下で助かった。風上だったらわずかな匂いでバレていたかも。

【スレンダーさん】以外だったら、素直に逃げるべきだ。

　恨み節全開で武装し、巨竜ブラッシュゲインの復活狙いなら会話の余地はない。仮に分かり合えるとしても【スレンダーさん】の仲介必須だ。まずは嫁、優先を間違えてはならない。

　しかし太い木の幹の裏からそっと覗のぞき込こんで、クラオスは思わず脱力した。

「……【スレンダーさん】かよ、くそっ心配して損した」

『？』

　聞こえてはいない、とは思う。だが長い耳をぴくんと震わせ、何気なくこっちを振り返った【スレンダーさん】の視界から隠れるため、クラオスはゆっくりと木の裏に引っ込む。動物達の動きを見て思ったのだが、こういった場合下手に急いで動くと逆に音を鳴らしてしまう。

　……しかし広い樹海の割に良く会うな。嫁め、もしやカラダが僕を求めている？

　ひょっとしたらこの辺りが活動圏内かも？　疑問もあったが、本題はそちらではない。

　さて【スレンダーさん】は至近、二〇メートルほど先だ。ここからどうする？　集落よりはマシでも、彼女も強きよう靭じんな合成弓と頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうで武装したダークエルフ。言葉は通じず、風習も未知数。今は平気でも連続でヘマすれば愛あい想そを尽かされ、殺しにくる可能性もゼロじゃない。

　命懸けの駆け引きに必要なのは、何だ？

　……分からなければ、まずは観察だな。

　わずかな気配を察知して野生動物を仕留める狩猟系の【スレンダーさん】をこっそり追い回すのは相当危険な気もするが、情報の蓄積がなければ作戦は立てられない。彼女がよそへ向かうタイミングに合わせて、クラオスもまた木の裏から別の茂みへとこっそり移動を始めた。

　鹿や変態ジジィを追うよりはずっとマシ。

　嫁はやっぱりお美しい。タイトスカート美少女のお尻を追える分だけ幸せだ。
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　こうして観察する限り、【スレンダーさん】は本気で野生動物と騙だまし合あいをしている訳ではなさそうだ。身を低くする事もなければ気配を消す気もない。すらりと背筋を伸ばし、ほっそりした指先で手持無沙汰に弓の曲線を弄びながら樹海を歩く。正直ちょっと美少女過ぎた。

　最初は巡回警備か何かかと思ったクラオス・ノックバーンだったが、どうも様子が違う。彼女は丸い石が三つ並べられた場所で止まると、立ったまましなやかに腰を折って頭の横に掌てのひらを当てて長い銀髪を押さえ、足元をチェックする素振りを繰り返していた。それどころか罠わなを撤去したり、鍵を外して太い鎖ごと回収したトラバサミを別の場所に仕掛け直したりも。

　……罠わなのメンテナンス？

　巨大な魔女カボチャの裏に丸まって張り付きながら少年は思う。見た目は地味でも大役だ。戦場でも魔法陣を使った地雷の原っぱが横行しているが、罠わなの配置はそのまま防衛線全体の布陣に関わる。一人の判断で動かすという事は、彼女は狩猟系でも相当高い位置にいるようだ。

　筋肉痛を堪えつつ、他にも丁寧に観察していて分かった事がある。

　クラオスは少し離れた場所で身を屈かがめ、地面にうっすらと残されていた痕跡を見る。

「ふうん……。足跡か」

　狩猟系のダークエルフは基本的に全ての痕跡を消して移動する。ただし直線で辿られない程度の間隔で目立たないように、わざと足跡を残している事にクラオスは気づいたのだ。

『きふりおセヨーヲトニすい。けりおゆふよえばそは』

『ちてるしち。りろぶいふえむきんとつにしを？』

　別の獣道から合流した同じ狩猟系の【リーダーさん】と挨拶を交わす【スレンダーさん】。彼女達の足跡を調べると、靴底が違う。一つ一つ手作りだから、という訳ではなさそうだ。

　……付け替え式の靴底とかでわざとデザインを変えてるな。ローテーションを組むために、班をいくつかに分けているのか。チームごとに足跡のサインで見分けがつくように、って。

　今日は足跡Ａはエリア１、足跡Ｂはエリア２で。そんな感じで割り振っているのだろう。同じダークエルフでさえ、班以外の人間が歩いていたら怪しまれる造りだ。

　……ただ、ローテーションさえ分かっていれば足跡から【スレンダーさん】を追うのは簡単そうだ。どうにかして同じ靴底を手に入れられればもっと簡単なんだろうけど。

　そして思う。ダークエルフには無駄がない。合成弓や靴底の件もそうだし、あの白い革衣装だって以下略だ。最初は目立って仕方がないと思っていたのだが、ようは深い樹海の中で同じダークエルフから獣と間違われて狙撃されないように、わざと目立つ色を選んでいるのだ。赤黄緑。衣服の宝石も身分や職業でも示しているのだろう。ウサギ耳のフードも、蝶の目玉模様が天敵の鳥から頭の位置を誤認させるのと似た狙いかもしれない。首を横に振っても長い耳に当たるリスクを消せないダークエルフ特有の防御策だ。

　だとしたら、だ。クラオス・ノックバーンは手の中にあるお宝へ目をやる。今では筆記用具の代わりとして手放せなくなった、数少ない金属製品。【スレンダーさん】のイヤリングを。バランス調整か耳飾りをつけた娘も一応いるが、ピアスばかり。イヤリングは彼女だけだ。

　これだけが、意味がない。

　無駄の塊という事は、きっとここに趣味の領域を割り振っている。

　クラオスはノート代わりの枝の側面に、イヤリングの突起で重要事項を書き込んだ。

「……意外とお洒落しやれか？　【スレンダーさん】」
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　最初から【スレンダーさん】の趣味は丸分かりなのだった。

　表面はクールでもメロメロに至るスイッチがちらちら見えている。

　ただしもちろん、この樹海の中で純金や宝石を見つけて複雑精緻な細工を施すだなんて、クラオスにはとても無理だ。そして最初から一〇〇点を目指す必要はない。それは大抵、プロとアマの実力差を思い知らされて挫折するパターンにしかならない。

　……堅い木の実に沢の貝殻。手頃な材料だって色々ありそうなんだけどな……。

　それからアクセサリの素材集めや加工をどうするかも重要だが、もっと先に知りたい事もあった。こちらはかなり危険だが、【スレンダーさん】と別れる前に必ず済ませておきたい。

　物陰でクラオスは屈かがんで、消せない跡まで残らないよう緑の苔こけの上にうっすらと正確に正方形を描き、陣の中で静かに宣言すれば良い。『見本』は木々の向こうにいる。

「三質より『塩』を選択。魔法生物、哺乳類、霊長目、エルフ上科、ダークエルフ科、暗がりを好む樹海の支配者。角形、芒ぼう星せいの角を数えるが如ごとく我は汝なんじの本質を捉えたり。角形は放出、芒ぼう星せいは集中、併せて力の管理の象徴なり。我は汝なんじを知る事で、我は汝なんじと同化せん……」

　今回は、そのままオリジナルの像を借りよう。

　ダークエルフだって動植物の一種だ。なら、こういう事もできる。




「カムフライズ・デコレーション、我はここに汝なんじとなる!!」




　白い蒸気の幻影が広がり、そしてクラオスは己の体に目をやった。

　銀色の長い髪が、肩から背中にかけて肌をくすぐっている。木漏れ陽を跳ね返しているのは健康的な小麦色の肌。これ以上ないほどくっきりと浮かび上がっていた。それもそのはず。ダークエルフの少女は体一つ、全裸だったからだ。長い銀髪が背中や首の後ろをくすぐる。

　魔女カボチャのヘタに余裕がある内に試しておきたい事でもあった。体の中にいくら溜ため込こんだって丸一日経たてば消化されて消えてしまう。それではもったいないのも事実だし。

　なるほど、と実際に行ってみてクラオスは小さく頷うなずいた。

（……他の動植物に擬態化する時は衣服や持ち物まで再現されない。考えてみれば当然だ）

「しまった、木の枝も巻き込まれたか」

　思わず呟つぶやくと、声も少女らしく変貌していた。首に手をやると喉仏がない。座った時に潰さないよう柔らかい純金のイヤリングは地面に置いていたが、単品では記録を取れない。

　そう、知りたいのは【スレンダーさん】の体のサイズだった。例えば指輪を作るにしても、彼女に指のサイズを測らせてもらう訳にもいかない。仲良くなるためにプレゼント作戦をするのに、サプライズを用意するために話しかけないといけない、では本末転倒だ。なら全身丸ごと擬態化で再現して、必要な値を測ってしまった方が手っ取り早い。

（……しかしまあ、これは何とも……）

　その場で小さく飛び跳ねてみると、男の体にはないものが二つ、上下に柔らかく揺れていた。【スレンダーさん】のくせに生意気な。ぺちぺちと自分の肌に当たる音が妙に生々しいが、馬鹿みたいに興奮している場合ではない。するよ？　するけど、今は封印!!　下したっ端ぱダークエルフを【リーダーさん】と名付けてしまったが、今回ばかりは正解だ。お風ふ呂ろの時にももしやと思ったが、これで確定。やっぱり合ってた、あいつ寄せて上げてた!?　今後も腕を磨こう、勝って兜の緒を締めるのだ。吞のん気きに興奮している場合ではない。ないってば。ぬ、ぬおお。

「こほんっ」

　しっかり目には焼きつけた。じゃあ深呼吸して仕切り直しだ、学者（の卵）側に意識を寄せる。それにしても、ダークエルフに擬態化すると裸になってしまうときた。これは新たな課題でもある。狩猟系なら白く色抜きした革衣装、神官系なら薄い絹の装束だ。この深い樹海の中であれだけの衣装を自給自足で調達するのは相当骨が折れる。となるとダークエルフに化けて彼女達の集落まで潜り込む、というアイデアの実現は簡単ではなさそうだ。

（それならハエとか蛾がとかに擬態化して潜り込んだ方がよっぽど……いやダメか。魔女カボチャに化けた時、シロアリに齧かじられそうになったのを思い出せ。ここは弱肉強食の大自然。無害でみんなの意識から捨て置かれている虫や小動物なんて、それこそ命を狙う天敵なんかそこらじゅうにいるぞ。大体、ダークエルフに見つかってハエ叩たたきで引ひっ叩ぱたかれたらどうする？）

【スレンダーさん】と仲良くなって協力関係を作る。やはりこれが一番。小さなネズミになって脱衣所の隅からおっぱい覗のぞくよりきちんと二つの手で揉もませていただきたい。色々考えさせられる成果の山だが、ひとまず中ちゆう途と半はん端ぱに方針転換してもろくな事にならなさそうだ。

　ぱたぱた、と耳元で何かが羽ばたいた。

「っ？」

　でっかい蛾がか何かかと思ってクラオスは反射的に掌てのひらを振ったが、軽く叩たたくと痛みを感じた。手ではなく、自分の耳に。改めて、恐る恐る指先で触れてみると確かに感触があった。細長く、ちょっと硬い耳だ。人間と違って耳たぶのようなものはない。自分でもどう表現したら良いいのやらだが、こいつは自分の意思で自由に動かせる。しかも左右別々に、だ。

　鏡がないので難儀したが、地面から拾い上げたイヤリングを長い耳につけてみる。

　そのままぱたぱた。

　……意外と重たい？　邪魔そうだけど、お洒落しやれを優先させたならよっぽどお気に入りか。

　この細長い耳が人間の耳とどう違うのか、どういう利点があるのかまでは把握できない。

　カムフライズは擬態化。そのものになる『変身』ではなく、見た目を真ま似ねるだけ。だから魔女カボチャに化けた時も五感はあったし、メス馬に化けた時も振り返って後ろを確認していた。極端な体格差で敵を押し潰すなどの特殊な例外でない限り、『化けて攻撃』もあまり効果はない。ドラゴンに擬態化しても、口から炎は出せないのだ。だから何となくの予想だった。

（猫に近い、のかも……。人間と違って注意を払うべき方向に耳を向ける事で一方向を集中的に聴音したり、左右の耳から聞こえる音の差異を正確に捉えて音を立体的に聞き分けて獲物との距離を精密に測ったり、とか。風音に魔法に、どこまで聞き取るかは謎だけど）

　ともあれ、今は本題。【スレンダーさん】の体のサイズだ。

　まるでお風ふ呂ろで体を洗うように自分の体に両手の掌てのひらを這はわせ、クラオスは測れる所を一つ一つ計測していく。一〇本の指はもちろん、手首や足首、両耳、首回り、あとアクセサリって言ったらどこにつける？　思いつく場所はひとまず地面に裸足はだしの踵かかとで数字を記録しておいた。魔法誘導体の消耗を考えると何度もカムフライズを繰り返す訳にもいかないし、いっそ基本的な身長体重やスリーサイズも含めて体を全部調べておくべきかもしれない。もったいないし。

　ダークエルフとなったクラオスは太い木の幹に絡からみつく……ヤドリギかネナシカズラ辺りの寄生根か？　とにかくメートル単位の細い紐ひも状じようの植物を毟むしり取とり、小指ほどの太さの根を剝むき出だしの胸の周りへ適当に巻きつけてみる。仕立て屋のメジャーと違って目盛りはないが、爪で根に傷をつければ一周分の長さは正確に保存できる。名案と思ったが、実際にやってみるとちくちく痛かった。その、なんていうか、いちごミルクより淡い色をしたてっぺんの方が。

「うーん、八〇センチはないかなあ。実際に目で見て測ってみるとまた印象が変わる……」

（……やれやれ。いよいよ『解剖博士』を笑えなくなってきたな、僕も）

　と。

　ぼとぼとぼと、という変な音が聞こえた。

「っ？」

　四本の脚で大地を踏み締める獣は両手で物なんか抱えないから、落とすといったアクションも取れない。ではあれは何だ？　今、誰が何をしたのだ。

　褐色（全裸）美少女クラオスが怪け訝げんに思って視線を振ると、茂みの奥に答えがあった。




　長い銀色の髪に小麦色の肌。全く同じ目鼻立ちをした少女が目をまん丸にしている。

　いいや、もちろんあっちが本物の【スレンダーさん】だ。




『う……』

　信じられないものを見るような目だった。

　視線を追って、クラオスはわずかに視線を下げた。そう、彼女は『同じ顔』を見ているというより、体の方に注目しているようだった。つまり裸のまんま大自然に放り出された胸や、おへそよりもっと下の辺りに。木漏れ陽が小麦色の肌の上を這はい回まわっていた。

　そして足元の地面にはある少女のスリーサイズががっつり全部刻みつけられていた。

　言葉は通じないけど、数字は読めるのかもしれない。

『ううう。ううううううう』

（いかんしくじった）

　バレてる。擬態化魔法は既出。まして今度は『自分と同じ』、モノを知っていれば一発で分かる。王都のドッペルゲンガーだの東国のトモカヅキだの、他の魔法生物を疑ったりしない。

『うぬつえとつえぬねあせなえろひ!?　ちわと、ちひ、んつせひくるづ、にねくこくこせなと!!　えむそごぬ……!!』

　何やら顔を真っ赤にして、目尻に涙まで浮かべてビシバシこっちを指差して叫ぶ【スレンダーさん】。落ちたのは矢筒に入れた矢のようだが、そっちまで気が回っていないらしい。

　しかし、何だ？

　大声で叫ぶ割に、騎士団をすり潰したあの凶悪な頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうは飛んでこない。

『んくとつ、んくれむせつ。うぬつぐびいぬむみおあとくとなえろくせるぬえさび、えむふきしるぬえばうざろ。ちいぬくとしおばしをすわなへをぶねとわなえくわつるんつせひふぜねぬろゆひ。づくる、にれうかぞ、ちひクルヅあぬいにくせな。きはぐえづくる……』

「……？」

（こないって、何で？　やっぱり……【スレンダーさん】とならコンタクトはできるっ？）

　何を言っているのか理解できないが、何か言ってるのなら対話の意志があるらしい。問答無用ではない。これはこれで別のチャンスかも？　もじもじしている【スレンダーさん】の真意は不明だが、通訳みたいにこちらの意思をダークエルフ語で集落に伝えてくれるかも。

　巨竜ブラッシュゲインの復活はやめてほしい。

　秘密が洩もれていると分かれば逆上してくるかもしれない。でも説得の価値はある。

　手を引かれて泣きながら樹海を走る【幼女さん】を見た時、胸が締め付けられた。

【お母さん】と再会できた事を知った時、素直に胸を撫なで下おろしたのだ。

　今は敵同士で、どちらかというと一方的に命を狙われる身の上だ。だけどできる事ならダークエルフ達と殺し合いは避けたい。【スレンダーさん】や【幼女さん】だけでなく、他のみんなも。馬鹿馬鹿しいかもしれない。でも昨日滅多打ちにした鹿みたいには扱えそうにない。

　ダークエルフの誰かが傷つけば、【スレンダーさん】や【幼女さん】は哀かなしむ事になる。【幼女さん】とは仲良くしておいてその【お母さん】とは殺し合うなんて矛盾は通らない。

　コミュニケーションの第一歩だ。クラオス・ノックバーンは（素すっ裸ぱだかの少女のまま）自分の胸の真ん中に手をやって、戦う意志がない事を示す。ダークエルフ語は解読できないし、半はん端ぱに齧かじったエルフ語は失敗の象徴だ。なので結局人語で話しかけるしかなかった。

「君は、




　キュガッッッ!!!!!!　と。直後に変な音が炸さく裂れつした。




　回る、視界が。ぐるぐる回る。

　意味不明だった。誰かに横よこ槍やりを入れられたのではない。正真正銘の、頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう。真正面で炸さく裂れつした空気の塊は、紛れもなく【スレンダーさん】から放たれた。

『えむひふぬいばそくと!?』

『ぶくゆひぐ。むみおあとくおぬるぜだいねうえぞあきこれ、ぬくむねさえくえこるえおぬぐせなきさ！』

　こっちは【リーダーさん】や【グラマラスさん】だろうか。他のダークエルフ達が慌てて【スレンダーさん】に合流していくのが、逆さになった視界に映る。ぐるん、ぐるんと何度も視界が回り、何回転もしているのにまだ地面と激突しない事実に胃袋をぎゅっと摑つかまれる。

　実際、何メートル飛ばされただろう？

　……ああ、そういえば【スレンダーさん】、『うぬつ』が多かった気がするなあ。特にこっち見て話す時。あれはあなたとか君とか、そういう意味か？

　浮遊している間、ぼんやりと考えて逃避する。直後に投石機カタパルトの着弾のようにクラオスの体が地面に激突し、柔らかな黒土を大きく抉えぐって、何回もバウンドした。バキバキと細かい音の連続は背の低い茂みを潰す音か。当然受け身を取るなんて考えもない。太い木々の隙間を縫い、岩みたいに硬い巨大な魔女カボチャのすぐ横を突き抜け、転がり転がって、やっと止まる。

（だめ、だ……）

　白い蒸気がぼわんと膨らんだ。裸身の少女から衣服を着た元の少年に戻るが、痛みそのものはなくならない。体が動かない。深い茂みに突っ込んだまま、意識が真っ黒に落ちていく。

　……やっぱりあの娘の考えが読めない。人間と同じ考え方をするっていうのがそもそも間違いなのかもしれないけど。【スレンダーさん】は一体何を考えているんだ？？？
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　最悪だ。時計はないけど、大空の色は朝帯ではさそうだ。昼から夕方の間といった塩あん梅ばいか。

「……何で生きているんだ、僕？」

　イヤリングとズボンのベルトに差した枝だけ確かめつつ、クラオス・ノックバーンは低い声で唸うなる。どうせなら裸の少女のまま起き上がりたかったが、とっくの昔に魔法は解けていた。

　何しろ完全武装の騎士団を端からすり潰していった頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうだ。結構な距離を転がった。大木や大岩に激突して頭蓋骨がぱっかり、なんて事態にならなかったのは奇跡に近い。深い茂みに体ごと突っ込んだせいで、ダークエルフ達は死体の確認ができなかったのだろうか？

　ともあれ。寝心地最悪のベッドのせいで全身軋きしみ放題だが、骨が折れた感じはしない。

「づ……」

　歩けるなら移動したい。呻うめいて茂みから体を引っこ抜くと、目の前で何かが揺れていた。

　白い花だ。ちっぽけな白い花。それを見てクラオスの動きがわずかに止まる。多分食べられないし、他の動物も誘えない。でもとても輝いて見えたのだ。引き抜いて手に入れるなんて考えはない。小さな火で暖を取る時の両手で包むような仕草で、その光景を嚙かみ締しめる。

　このわずかな感情の波を。心の余裕を絶対になくすなと、クラオスは強く思う。

　そしてどんな結果であれ擬態化魔法を使った後だ。前日食べたのは肉団子二つと雑に鹿、それも夜になれば消化でゼロになる。再び欠乏の時が近づいていた。食料を調達できないとまた餓うえと思考鈍化の時代に逆戻り。唯一の武器、擬態化魔法・カムフライズも使えなくなる。

　きちんと食べられて魔法誘導体に関連する食材、かつ確実に手に入る獲物。肉や魚はおろか異国の珍しい果物まで揃そろった王都のマーケット通りならともかく、この深い樹海では破格の条件だ。だが心当たりはある。何しろ静電気と松やにを使った『火』を手に入れたのだから。

「……むしろ容いれ物ものが欲しいよな、今は」

　適当に呟つぶやいて行動開始。狙いは獣や魚ではない。獣は殴り殺しても長期保存の方法は不明だし、釣つり竿ざおは流石さすがに加工難度が高過ぎる。竿さお、糸、針、どこから手をつけたら良いいのか。ただ針葉樹だらけの樹海でそう簡単にずしりと重たい果実が手に入るとも思えない。メートル単位のデカい魔女カボチャも論外。食用品種じゃないし、あまりにも分厚い皮は歯が立たない。

　その上で欲しいものは二つ。木の枝の記述から思い出しつつ、あちこち歩いて地面の小さな草を抜いた。【グラマラスさん】がシロアリを追い払うのに使っていた薬草だ。本来はドライフラワーのように乾燥させてから持ち運び、使う時は水に浸して『戻す』ものらしいが。

　そしてもう一つは樹上にあった。クラオスの頭よりも大きな物体。だが針葉樹の枝からぶら下がっているまん丸の正体は果実やヤドリギの塊ではない。

「蜂の巣……」

　丸いけど、スズメバチ……ではなさそうだ。壊された巣を再び包み込んだのかも。

　でもって蜂蜜は、どの花から採取するかで味が変わったはず。つまり亡霊カブや魔女カボチャから蜜を集めているものなら、蜂蜜に魔法誘導体の成分が集まっているはずだ。

　それに幼虫も食べられるらしい。王都のお嬢様ならきゃあきゃあ騒ぎながらフォークの先でつついて遠ざけるかもしれないが、クラオスはすでに虫の壁を乗り越えている。

　蜂の子は何があっても自分からは動かない、それでいて高品質の栄養源。

　蜂蜜にしても、あれだけの巣なら単純に数日分の糧かてになるはず。亡霊カブの花から蜜を集めている場合、間接的に魔法誘導体も手に入る。中に血と内臓を詰めたケダモノと違い、苦労して仕留めた後すぐに腐り始めるといった事もない。保存に専門的な知識は特にいらない。

「……それと、蜜みつ蠟ろうとかって接着剤にならないかな、アクセサリ作りの。木の実、石、貝殻。素材は色々あるんだ。嫁は大粒のダイヤじゃないと許さないとか言わない人だと信じたい」

　ここまで揃そろえば手に入れない道理はないが、膨大な働き蜂が邪魔だ。医者どころか救急箱の一つもない樹海だと、あれだけの護衛から一斉に襲われたら致命傷になりかねない。

　蜂蜜を求めて正面から巣を襲えば殺人熊さえのた打ち回る羽目になるが、クラオスはもう少しだけ頭を使う。具体的には草の茎で縛った薬草の束に松やにを塗り、そこにマントを擦こすって蓄えた静電気で火ひを点つけた。それを巣のすぐ下にアンダースローで軽く放り投げる。

　薬品臭い煙の効果は劇的だった。

　派手に暴れ回るが、黒い嵐みたいな蜂の大群は倒すべき敵を見つけられない。その間にも煙はどんどん丸い巣を燻いぶし、表面から大きな蜂がぼとぼと落下。巣の奥から膨らんだ女王蜂が這はい出でてきた。しかし耐え切れなかったのか、空中へ逃げられず地面に落ちる。

　王国の末路だった。女王を失った働き蜂は迷いに迷った末、やがて統率を失って散り散りに飛び去ってしまった。

「さて、後は最後の仕上げだ……」

　クラオスは油断しないでしばらく待ち、小石を巣に投げた。中に蜂が留とどまっている様子はない。そろそろと巣のある木の根元まで近づくと、長めの木の棒を拾って巣をつつき落とす。

　まん丸のまま落ちてきた。

　結構頑丈にできているのか、クラオスの頭より高い位置から落ちたのに割れる事もない。

「はあっ……」

　手に入ってしまった。だけどこれからどうしよう。【スレンダーさん】に取り入って巨竜復活を阻止する。そのお題目は、真正面からいきなり頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうを喰くらった事で瓦が解かいしたのでは？

　未来の嫁、【スレンダーさん】なら絶対に安全だ。

　確かに根拠は弱かった。でもここを崩された場合、クラオスはほとんど八方塞がりだ。

「……ほんとどうしよう？　こんなもの手に入れたって、はむ、いっそ協力者については【スレンダーさん】から【幼女さん】に狙いを変えるというのも、あっ美お味いしい、いやいやでも流石さすがにそいつは僕の中の倫理が、ぺろぺろ、僕には【スレンダーさん】という未来の嫁がいる訳で、ああちくしょうやっぱりうんめえーなあーハチミツうー……」

【幼女さん】からもらった味なし肉団子もなかなかだったが、蜂蜜は天然だろうが養殖だろうが同じ味だ。王都の市場に並んでいるものと同じ、というのは非常に強い。

　虚うつろな目でぶつぶつ呟つぶやいていた時だった。なんかきな臭くなってきた。比喩ではなく普通に焦げ臭い。蜂の巣を燻いぶすのに使った薬草、どうしたっけ？　燃えやすいよう松やにをつけ、静電気で火を点つけたアレ。……頭に何も浮かばないのが分かり、少年はフリーズした。ヤバい。

　クラオス・ノックバーンは震えながらゆっくりと後ろへ振り返る。




　ぼわーっ、と。なんか木の根元で真っ赤な炎が広がりつつあった。




「あっ」

　でっかいボールみたいな蜂の巣を取り落とし、慌てて立ち上がった。

　この樹海は何かしら、人の思い通りにはならない呪いでもかけられているのかっ!?

「あああアアアっ!?　ちょっと待って待て待てナシ！　これ全部ナシ!!」

　とにかく土を被かぶせて鎮火を試み、それでもチロチロ溢あふれてくる分については脱ぎ捨てた外がい套とうで全力のばさばさ。これでダメならもう打つ手なしだ。よそに川はあるけどバケツがない。

　最強の頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう。ありとあらゆる破壊をもたらす技術体系だが、不思議と一番分かりやすい炎は見てない。こういう事だったのだ。ヘマしたら森林火災になる魔法を使いたがる訳ない。ああそうか、そのために独立した火ひ炙あぶり広場があるのかもしれない。この閃き今いる？

「消えろっ、消えてよお!!　ドヤ顔で松やになんか使って悪かったからあ!!」

　最後はほとんど半泣きで、しつこく残った火の粉をバンバン靴底で踏んづけた。完全に鎮火を確認しても怖くてその場を離れられず、しつこいくらい上から土を被かぶせていく。

　何とか火は消えた。

　が、

「……こ、これどうしよう？」

　呆ぼう然ぜんと震えるしかない。オオゴトにならなかったとはいえ下草はあちこち黒く焦げ付き、それ以上にあっちもこっちも手で掘り返した黒土まみれ。誰がどう考えたって人の手が介入してる。バレたらまず間違いなくダークエルフ達は警戒するだろう。でも隠しようがない。

「……、」

　思考停止した。クラオスはでっかいボールみたいな蜂の巣を抱えてうずくまる。

「ひとまずこれ食べてから考えよ……」
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　いやあ、食べた食べた。

　そして濃密な甘さで舌が痺しびれるくらい蜂蜜を食べてお腹なかがいっぱいになっても新しいアイデアは降ってこなかった。クラオスとしては体が満足してちょっと眠たくなってきている。

「……そんな訳で逃げなきゃ、一刻も早く！」

　もう陽は傾いている。エリア全体の捜索も考慮し、今日は寝床を大きく変えるべきだ。

　蜂蜜から得たのは体感で魔女カボチャのヘタ一個分だが、摂取の時間帯を夕方にずらせたのはありがたい。これで夜に前日摂取分の消化が発生した後も、魔法誘導体を残せる。

【スレンダーさん】についても保留。寝ても覚めても食っても寝ても小ぼ火やを起こしても嫁の顔ばっかり浮かぶが、今後どうするかは安全な寝床を用意して邪魔の入らない環境で深く考えるべきだ。選択次第では、今後何を選んでも行き止まりコースまっしぐらかもしれない。が、

「っ」

　夕方、寝床探しの道すがらで何かに気づいた。クラオスはゆっくりと身を屈かがめ、茂みを遮蔽物にする。慌てて動くとかえって音を鳴らしてしまい注目を集めると思ったからだ。

　違和感は音。ダークエルフなのに珍しい。神官系の【メガネさん】が下草を踏み、近くを横切っていく。顔に焦あせりはない。巡回らしき【グラマラスさん】へ微笑ほほえんで軽く言葉を交わす。

『しいねてふ。ゼリゲイゴばそく？』

『ねとくばぬ。しいぬにけばゆきしつろにけねぬろ』

　ふうっ、と熱い吐息や首回りや頰の汗を布で拭う【メガネさん】の仕草は妙に色っぽい。

　どれだけおっかない相手でも、彼女達の間では笑顔のやり取りがある。やがて【メガネさん】は片手を振って【グラマラスさん】と別れ、夕暮れの別の獣道へ入っていった。

　……単なるジョギングだったのかもしれない。老いを知らないダークエルフにも健康志向やダイエットって考え方はあるのかな？　まあ若者も脂身ばかり食べてたら血管詰まるけど。

　当然だが、彼女達は舞台演劇の化け物と違っていきなり出現するのではなく、この樹海で暮らしている。サイクルがあるのだ。注意深く観察すれば、『サイン』以外にダークエルフの影もちらほら見えた。【お母さん】と一緒にベリーに似た小さな果実を摘む【幼女さん】がいる。

　……でもなんか、あれ？　屈かがんだ状態から立ち上がるたびに光を透かす薄いワンピースの幼女が腰の後ろを拳でとんとんって。腹話術っぽく声をあてるなら、どっこいしょ。似合う。ちょっと待て、まさかＢＢＡ？　むしろ【お母さん】の方が若いのかっ？　服装が狩猟系でも神官系でもないのは半人前だからじゃなくて、仕事を辞めて隠居したから？？？　わ、分からん。ダークエルフの生態が分からん！　ヤツら一定以上歳としを取ると折り返して縮むのか!?

『ネロナウすい、くるづよんるくーえ』

『よとぷれしわこるえばけぬえにえせりおぐえけぬえりは』

　他にも仲間達からへそ出し踊り子衣装を褒められ、照れ臭そうに自分の体を抱いて身をよじる【ショートヘアさん】もいる。動くたびに金の装飾や黄色い宝石がシャンシャン音を鳴らす。立場は踊り子さんの方が上っぽい。憧れの職業……なら、神官系のエリート上級職とか？

　やはり川の水で人工物の匂いを落としたのは正解だったらしい。以前と違って、距離があるとはいえ、随分と無防備な横顔を見せてくれる。

　そして、こうして息を殺し、遠くから観察する分にはダークエルフ達の表情も普通の人と変わらない。あるいは眠たそうに、あるいは笑顔を浮かべ、各おの々おのが一日を謳おう歌かしている。

　あの笑顔がいつか人間に向けられる日が来れば、とは思う。

　実際には体長一〇キロに達する巨竜ブラッシュゲインを復活させている最中なのだ。『解剖博士』が彼らに何をしようとしたのかを考えれば遠すぎる、全くの高望みかもしれない。

「……、」

　クラオスは立ち止まってしまった。何か、とても虚むなしい事をしているのでは。いきなり攻撃してきた【スレンダーさん】は意味不明、他のダークエルフ達はもう絶壁、【幼女さん】はＢＢＡだった。この理解度で何を変えられると？　人間がどんなに努力をしても『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』では実らない。ただ滅亡の時を迎えるしかないのでは。ここには銀の髪や褐色の肌が眩まぶしい少女達が目一杯いるのに、嫁という言葉があまりに遠い。なんかもう自分は一生独身な気がする。

　深い樹海の中、うじうじ少年は力なく切れ切れの夕空をいつまでも見上げる。

　ふとその夕空に黒い陰りが見えた。

　煙だ。

「ッ!?」

　慌てて振り返り、少年は自分が消したはずの炎があった方へ目をやる。しかしそれで分かった、方角が全然違う。ひとまず焼け跡から小ぼ火やが再燃した、なんて話ではないようだ。

　……なら、あの煙はどこから？

　一瞬、ダークエルフ達が料理でも作っているのかと思ったが、それにしては煙の色がいやに毒々しい。そう、自然とああなったというよりわざと色をつけているように見えるのだ。

　わざと。そこまで考えて、クラオスは思い至った。

　頭に浮かんだ可能性をそのまま口に出す。

「……狼煙のろし？」
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　狼煙のろしはとにかく目立つ。そういう信号なのだから当然だ。

　少年が恐る恐る近づいたのは、狼煙のろしを上げた誰かが怖いからではない。途中、小さな音を聞き取る。葉や枝を踏む音は足運びでごまかせるかもしれないが、白い革の衣装が擦こすれる音は完全に消えない。いる。部外者クラオスに分かるものが支ダー配クエ者ルフ達たちに見えないなんて話は絶対にない。

　樹海全体がぴりついていた。ダークエルフ達も松たい明まつを使うはずだが、火の管理にはうるさいのかもしれない。つい先ほど、現実にクラオスも危うく火事を起こしかけたのだし。

　そして、ダークエルフが狼煙のろしで合図を送り合う場面なんてクラオスは見た事がない。

　おそらく人間側だ。ド腐れ師匠か騎士団の生き残りか、とにかく少年以外にもいたのだ。

　……それにしても、自分から目立つなんて自殺行為だぞ。

　よっぽどの自信家なのか。何を根拠に？　『解剖博士』の護衛を務めていた騎士団はフルボッコされたはずだし、あの師匠も弟子を置いて逃げた時点でダークエルフの頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうを恐れているのは明白だ。……何かが嚙かみ合あわない。そしてこういう小さな掛け違えが嬉うれしい方のサプライズを運んできてくれたためしがない。特に、深い深い『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』に入ってからは！

　とにかく狼煙のろしのある方へ急ぐ。ダークエルフに気づかれないように……と言えてしまう自分にクラオスは驚いていた。随分と慣れたものだ。水浴びして人工の匂いを落とし、獣の体毛などで上書きして、物音と足跡に気を配る程度なのだが、知っているのといないのでは大違いだ。

　ややあって、

「っ？」

　静かに身を屈かがめた。足跡がある。ただチームごとに細分化されたダークエルフ達の靴底とは違う。より複雑で、つまり装飾過多。静穏性や滑り止めとは関係なく、隠れた意味もない。

　……鎧よろいの靴底かな？

　華きや奢しやなダークエルフ達と比べて裕福そうなその足跡は深く、重い。最初は巨漢と思ったが大きさは線の細いクラオスと同じか小さい程度。鎧よろいが重たいのだ、と予想を修正する。

　チカッと、クラオスの視界の隅で何かが瞬またたいた。

　木々の隙間だ。光の正体は金属、太陽光の反射。あまりに無防備だった。本職のハンターや射手のダークエルフ達が見たら鼻で笑うレベルだろうが、そんなクラオスでも簡単に読み解ける。いる。草木の奥から鋼の擦こすれ合あう響きがある。音もなく茂みに隠れ、見つからない事が最大の防御と考える狩猟系ダークエルフは関節で枝葉を挟みやすい重たい防具は好まない。

　だとすると、

「ろいんべるとっ」

「!?　ちょ、あなたは……？」

「ロインベルトさん、あれはあなたがやったんですか？　あの狼煙のろし」

　どうにか、ダークエルフ達より先に接触できたようだ。若干ながら非難の色を込めたクラオスの言葉に、見習い騎士が顔を覗のぞかせてきた。ひどい顔だった。年下らしい愛くるしい童顔を実直そうな表情で飾る、あのロインベルトはどこにもいない。目の下にはくまがあるし、髪だって手入れを怠ってぼさぼさ。一応は軽量化した鎧よろいも乾いた泥がこびりついたままだった。

　おそらく虫を食ってでも生き残ったクラオス同様に、何かしら樹海で『試練』と直面したのだろう。そして生き延びるための選択をできたから、ロインベルトは今ここにいる。

　クラオスと同じく、自力で火を手に入れたほどのロインベルトが何な故ぜ？

　ダークエルフ達が支配する深い樹海では、奇麗ごとなんか通じない。腰のレイピアやナイフではどうにもならないのだ。この短い間に嫌というほど思い知らされ、受け入れてきただろうに。何やらぼんやりしていて覇気がないロインベルトの肩を両手で摑つかみ、正面からクラオスは見習い騎士の瞳を覗のぞき込こんで、ゆっくりと言う。

「何をやっているんですか、とにかくここを離れましょう？　今に弓を持ったダークエルフ達も大勢やってきます、このままじゃ囲まれる！」

「……亡なくなられたのであります」

　どこか遠くを眺めてロインベルトは何か呟つぶやく。目の焦点はクラオスの顔と合っていない。

「栄えある騎士レインブック卿きようは最後まで気高く戦われて、その命を全うされました。何もできずに足がすくんだ自分を突き飛ばして、真っ赤にすり潰されて……!!」

「っ」

「だから殺します、自分はヤツらに報復を遂げなくてはならない。どんな手を使ってでも。ええ、分かっていますとも絵空事だってくらい。ダークエルフの扱う頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうはあまりにも強大で、こんな鎧よろいで弾はじけるような代物ではありません。今の自分は質も量も足りていない。だから補わなくちゃならないんだ、補って、おぎな、補わなくてはならないのであります」

　レインブック卿きようとは結局一度も顔を合わせていない。でもこれだけは分かる、心を縛るために庇かばった訳ではないと。ただ、部外者のクラオスが言ってもロインベルトには届かない。

「質も量も足りていない、だから狼煙のろしを上げた……？」

　だから、分かる所から切り込んだ。

　根本的なズレを感じる。

「とてもじゃないけど間に合わない！　ここから王都までどれだけかかると思っているんですか。そもそもいくら狼煙のろしが目立つって言っても、王都から見えるものじゃありませんよ」

「いえ。増援の連絡自体は壊滅時に放っています、伝でん書しよ鳩ばとを使ってね」

　ズレが埋まる。嫌な予感がした。『解剖博士』が割り込んできた時と同じか、それ以上の。

　ロインベルトははっきりと言った。




「今のは現場入りした増援に対する合流の合図であります。『彼ら』はすでに樹海にいるはず。騎士団の精鋭、アクシデント解決の専門家。『ラストリゾート』と呼ばれる注力部隊がね」




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　深い樹海に爆音が吹き荒れた。片側から一方的、ではない。以前見たダークエルフ達の恐るべき横殴りの頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう、飛び道具や爆発とは別に、逆サイドから別種の殺傷力が襲いかかる。

　雷光。つまり電気。そりゃあ王都のニッチな実験室ではネオン管の可視化実験をしているし、クラオスも静電気と松やにを組み合わせて火を獲得した。でもこれは、レベルが違う。人の手で飴あめ細ざい工くのようにねじ曲げられた雷撃。全く異なる文明が暗い樹海を削り取るようだった。

「前衛、突出し過ぎるな！　負担は私に押し付けてくれて構わない!!」

『ぜりおづいばせりお、んつせつてぐきせむくすわろづぬいな……!?』

「黙れ怪物、人間様を使った犬いぬ追おう物ものを随分と楽しんだようだな。声の元をすり潰してくれる」

　一方的な人語の命乞い、ではない。双方から言葉の応酬がある。続く。敵意剝むき出だしの女性の声だった。『あの』ダークエルフ達ですら攻めあぐね、次の手に迷っている。

　ラストリゾート。すなわち切り札、最後の手段。

　しかし人間とダークエルフの間の戦力差は絶対だったはずだ。どんな精鋭が派遣されたにせよ、魔法という分野で人間がダークエルフに勝てる訳がない。なのに。

「何が、

　思わずクラオスが呟つぶやきかけた時だった。

　どああ!!　と。すぐ近くの茂みから、黒い影が複数飛びかかってきた。クラオスには悲鳴を上げる暇もなかった。口を塞がれ、ロインベルトともども地面に押し倒される。

「エルゼーン卿きよう！　対象ロインベルトの保護に成功しました!!」

「不明一。ただし武装なし、そして人間です。こちらの少年も共に救助しても!?」

　押し倒したのは拘束のためではないらしい。身を伏せないと危ないからだ。そしてクラオスは顔をしかめる。エルゼーン卿きよう。残念ながら聞き覚えのある名前だ。それも不名誉な方で。

　軍馬にまたがっているのは、ショヴスリという巨大な槍やりを腕一本で軽々と抱えた女性騎士。コウモリの異名を持つ派手なものだが、左右の刃は敵の攻撃を受け止め確実に仕留める実戦用途だ。鎧よろいもロインベルトよりずっと華美。上体が鎖を繫つなげたチェインメイルなのは両腕や上体の可動を最優先した超攻撃的スタイル、一方両足を膨らんだ金属装甲で覆うのは軍馬から振り落とされないようしっかりと鞍くらに己を固定し、靴底や踵かかとにある拍車やスパイクを使い分けて的確に指示出しするためか。

　遠い遠い東の閉鎖国家にあるハカマの格闘家が、上着を脱いで腰に引っ掛け、もろ肌をさらすとあんな感じのシルエットになる。鎧よろい自体に運動強化といった記号や魔法陣は織り込んでいないようだ。そういう加工は軍馬の首回りや胴体を包む金属装甲の方に集中している。人間の筋や腱けんでは逆に痛めつけられかねないくらい撤底した、強固なブースト機能が。

　美しいスカイブルーの瞳に、髪は足首近くまであるツインテールを豪快に巻いた巨大な縦ロール。しかもありえない事に色彩は未熟なレモンイエローだった。自然に溶け込むような色彩ではない。普通の金髪とは明らかに違うのだ。蛍光というか、メタリックというか。王都の学校で、電気を可視化するために行われていたネオン管の実験をクラオスは思い出す。

　もちろん医療用以外の髪染めなんて上流階級限定の嗜たしなみだ。しかも頭皮にバシバシダメージを与える鉱物染料ではなく、純粋な植物由来だと貴族社会の中でも使える者は限られる。

　徹頭徹尾、馬上の人だった。

　長い髪を膨らませ、左右に分ける事自体、馬に乗るのを意識したお洒落しやれなのだろう。

　お洒落しやれ。

　あまりにも遠い言葉だ。流石さすがに香水までは使っていないようだが、それでもうなじや胸元から甘い匂いが少年の鼻を刺激する。髪や服に残るわずかな香料で餓死寸前まで追い詰められたクラオスとしては自殺行為にしか見えなかったが、自力で潤沢な衣食住を持ち込み、自分の位置を察知するダークエルフ達を真っ向から返り討ちにするだけの力があれば両立できる。お洒落しやれのために、それを選べる。規格外の女性騎士はそんなポジションに立っているのだ。

　彼女は軍馬にまたがったまま、櫛くしで自分の髪を梳とかしていた。魔女の力の源、という伝承でも利用しているのか。擬態化魔法を制御するための魔法誘導体とは違う、彼女のルールだ。

　櫛くしを折って捨て、肩にかかった馬鹿デカいクロワッサンみたいな髪を片手で払うと、

「む？　どうした、その愛くるしい顔はノックバーンの坊やではないか」

「……僕はあなたの幼おさな馴な染じみではありませんし、歳としで言ったらこっちが年上です」

　外から王都の学校にやってきては、たびたびド腐れ師匠に相談を持ちかけていた人物だ。確か戦闘集団の統率方法について蜂や狼おおかみ、ライオンなどの群れの作り方を参考にあれこれ教えてもらっていたはず。それがエルゼーン・リヴザイだった。歳としは一個下なのにこの風格。すでに人を見下ろす事に慣れきっている。見下す、とならない辺りはいくらか可か愛わいげがあるが。

　……身分差は絶対なので、年下相手でも屈辱の敬語を使うしかないけど。

　ちなみにウチのド腐れ師匠の変人ぶりに散々振り回されて泣かされてきたのか、いつの間にかクラオスはマスコットみたいな扱いに納まっていた。密室で相談を持ちかけては暗がりでイチャイチャ返しされるほどに、表で待ってるクラオスの真っ当な常識人ぶりが眩まぶしく見えるらしい。特にド腐れから打ちのめされた後は（つまり毎回だ）まるでくまのぬいぐるみみたいにぎゅーっと抱き締め頭を撫なでて少年の髪の匂いを嗅ぎ、それはそれは存分に『癒やされて』から研究室を退出なされる。そう、年下で赤の他人のくせに近所のお姉さん的上からポジション。くそう、ちょっと普段から良いい物食べておっぱいを目一杯育てているからって偉そうに。（何だかんだで逆らえない事も含めて）歳や学年がものを言う学園生活的に不名誉で仕方がない。

　背丈の倍はある槍やりを手に、チェインメイルのせいで網タイツやボンレスハムのように歳とし不ふ相そう応おうのおっぱいをぎっちぎちに強調させている事にも気づいていない人は小さく笑って、

「可か愛わいい子には旅をさせよ、か。至言だが、坊や、その身なりだと今回もまた結構な目に遭っているようだな。レイカさんは？」

「……消息不明、です」

「そうか。……ヤツら皆殺しにしてくれる」

　ちょっと待ってほしい。

　研究室に入り浸るポンコツ女性騎士がいつの間にか『ラストリゾート』などという特殊部隊を率いているのも不思議だし、何な故ぜ彼女の雷光はああもダークエルフ達に『効く』のだ？　見たところ、馬上から巨大な槍やりを振るって魔法の砲撃を行うのはエルゼーン一人のようだ。たった一人の人間が並み居るダークエルフ達をまとめて吹き飛ばし、押し返す。……これまで枝にまとめてきた法則から明らかに外れている。どうして許される、そんなルール違反が？

　考えても答えは出ない。つまり観察が足りない。答えは奥からきた、木々の隙間からもう一頭軍馬が現れたのだ。白馬には一二歳程度の金髪少女が細い脚を広げてまたがっていた。

　いいや違う。

　透けるように薄い、緑色の神官装束を纏まとう少女の耳は鋭く尖っている。

「ホープエルフ……。国こく賓ひん扱いの!?」

「ロースヘラとでも呼んでおくれ、お若いの。頭に聖女とつけてくれても構わぬが」

　見た目は子供のようなのに、ひどく老ろう獪かいな言い回しだ。口元を片手で隠し、優雅に笑う。

　ダークエルフと違い、ホープエルフは人語を使う。エルフ語はエルフ語で独立した言語が存在するのだが、長い金の髪をなびかせるロースヘラは（上から）人間に合わせるつもりらしい。

　それにしても全員ぴちぴちダークエルフ、年下なのにおっぱいのでっかい女性騎士、そして今度はババア言葉の小さなホープエルフときた。この樹海、まともな年齢感を保てているのはクラオスとロインベルトくらいらしい。ちょうど良いい感じの女の子はいないのか!?

「ダークエルフなど所詮はエルフ上科の端。いかにその力を振りかざそうとも、エルフを極めたわらわには勝てぬ。頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう？　竜の名を持ち竜を制圧する魔法とな。ハッハ、たかが小技だろうが。まず絶対討伐のできないブラッシュゲインを想起してから、一段も二段も劣る別の竜に狙いを変える事で意識のハードルを下げて魔法で狩り出すだけのくせに。まあ、王都の図書館で誤字だらけの古文書を睨にらみつけているよりはマシかのう」

「……、」

「そこな娘にはわらわの属性を貸与した。そりゃあ一発一発はさぞかし『痛い』だろうよ」

　……桁が違う。

　変へん人じん揃ぞろいで知られる王都の学校にだってホープエルフなんかロースヘラ一人しかいない。というより、ホープエルフはダークエルフのような集落を持つ種族とは呼べないのだ。

　数少ないエルフの中でも最強の力と最高の頭脳を持つ者だけが、ホープエルフと呼ばれる別個の存在、つまりホープエルフ科に昇華する。規格外のロースヘラを普通のエルフ科に収めておくと学会が混乱する、ならばいっそ新しい分類を作ろう。そのレベルの実力者である。

　王都に一人どころではない。そもそも一つの世界に一人しかいない。

　仮に凶きよう刃じんに倒れた場合、その損失は計算できない。それを安全な王都から出して、こんな樹海まで連れてきた？　人間はどこまでの覚悟をもってこの問題を片づける気なのだ。

　ロインベルトが軍馬の足元で跪ひざまずいた。泥の上、しかも馬上の主が気きに喰くわなければいつでも蹴り殺される位置で、敢あえて自らの頭こうべを垂れる。それもある種の作法なのかもしれない。

「栄えある騎士レインブック卿きようは、最さい期ごの瞬間まで気高く戦われました」

「そうか」

「……どうか報復の刃をお貸しください。責務を果たせぬ半はん端ぱ者ものに何なに卒とぞ、最後の慈悲を」

「こんなナマクラで良ければ、いくらでも」

　装甲から新しい櫛くしを抜くエルゼーンは即答であった。ダークエルフ達は『貴族』を殺した。人間とは異なるルールが支配する深い樹海でなら、さほど珍しい話ではないのかもしれない。『解剖博士』の件を考えればあそこで人間が殺されるのは自じ業ごう自じ得とくですらあるとクラオスは思う。だが人間達にとっては事情が違う。『貴族』はコケにされてはならない。だから敗北の歴史を塗り潰すため、採算度外視で精鋭の注力部隊やホープエルフまで送りつけてきた。

　馬上の女性騎士はちらりと横目でホープエルフを見やって、

「有効な手は？　借り受けた魔法で一人一人すり潰しても良いが、ダークエルフの正確な人数は不明だ。これだけ広い樹海で、隠れ潜んだり死んだふりで数を誤魔化されると厄介だぞ」

「なあに、わらわはエルフ上科全体の頂点に位置する存在だが、木こっ端ぱの亜あ種しゆ風ふ情ぜいとはいえヤツらの弱みも十分に理解しておる。任せておくれ」

　ぴっ、と存在自体が伝説と化した青い瞳のホープエルフは小さな人差し指を立てた。

　笑って言った。




「樹海に火を放ち、くまなく焼き尽くせばよい。樹海で生きるダークエルフどもは、樹海の外で生きる術すべなど知らぬからな。それで残らず鏖おう殺さつよ」
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　良心が。

　クラオス・ノックバーンの頭の中で、細い線が焼き切れようとしていた。

　正しいか、正しくないか。それだけ言えば馬上の女性騎士やホープエルフ達の言い分だって合っているのかもしれない。寄ってたかって集団から殺されかけたクラオスやロインベルトを救出し、これまでやられた仕打ちを倍にして返すため戦いに赴く……という正義。正しい、合っている。光り輝くとはこういう人の冠として載せるべき言葉なのかもしれない。

　だけど。

「レーヴァザスター連結魔法陣」

　小さな王冠を載せた金の髪をなびかせ、緑色の神官装束を纏まとう耳長少女（？）は囁ささやいた。

「火に油、などという原始的なイメージは捨てておくれ。重要なのは風と湿度よ。樹海の空気より水分を奪った上でたっぷり風を送り込む。自然界にない魔法の追い風だ、これはかなり速いぞ？　ダークエルフ達の足ではどこまで走ろうが逃げ切れん」

「街道の出入口は別働隊に塞がせてあるが、街への煙害は避けられんな……」

　がりがりと。馬を降りた見た目一二歳程度の金髪少女は、木の枝を拾うと細い腰を折って両手で地面に擦こすりつけている。数十メートル規模と広大だが、仕草は幼子の落書きに見える。

　ただし、真上から眺めれば複雑で巨大な魔法陣を描いているのが分かったはずだ。自分の足元に正確な四角形一つが限界のクラオスとは次元が違う。下手するとド腐れ以上だ。同時に、ホープエルフでもここまで複雑に描かないと制御できない事をするつもりなのだ。

　一般にはその存在すら知られていない電飾実験みたいに鮮やかな黄緑色が躍る。馬鹿デカいツイン縦ロールを揺らし、馬上のエルゼーンは腕の装甲から櫛くしを抜いてこう呟つぶやいていたのだ。

「ホープエルフ殿。そんなもので何とかなるのか？」

「かつて、馬鹿デカい王国の端っこを切り取って分離独立したがる一派がいた。ま、海の向こうの大国が新しい国境に守られた軍港を調達し安全に呪符の機雷を撒くためだったのだが」

「……、」

「その時王わ国ら側わがやったのがこれ。難攻不落のシャークオーシャン要塞は丸ごと巨大な石窯と化し、三日三晩燃え続けた。依頼した王の側近は死体を数えるのを断念したらしいの」

　無防備に小さなお尻を突き出し、立ったまま足元の地面と向かい合い、厚底靴のロースヘラは魔法陣を二つ用意している。風と湿度を連結し、一斉に樹海を『整える』ために。

　静電気一つで必ず森林火災が起こる、完全発火環境を積み上げる。強大な魔法の力と永遠に等しい寿命を持つエルフ達の中でもさらに頂点に位置するホープエルフ、彼女がやると言えば必ずその通りになる。こと魔法の分野でロースヘラが仕損じる可能性は皆無だ。

　ダークエルフの暮らす樹海は、消えてなくなる。クラオス達がそうする。

　それで良いいのか？　という疑問がさっきから少年の頭の中で膨らんでいた。もちろんダークエルフなんて赤の他人だ。それどころか一方的に残酷な方法で命を狙ってくる存在だ。だけど、どれだけ独りよがりでもクラオスは見てきたのだ。彼女達の暮らしを。【お母さん】に甘える【幼女さん】や、【グラマラスさん】にお説教されている【リーダーさん】……。

　それに一度は自分を助けてくれた【スレンダーさん】も。

　その笑顔は決してクラオスには向けられないかもしれない。

　だけど、『だから』で全部台無しにしてしまって良いのか？

　笑ってくれないから、与えてくれないから、嫁になってくれないから。

　それは、とても哀かなしい事だけど。でもクラオスは、自分の頭で考える好き嫌いが他者の命まで一方的に左右するほど重大なものとは思えない。

　問題の核もズレている。ダークエルフ達が憤いきどおって攻撃したのは『解剖博士』カイル・ハードジューサーだ。いきなり地元に来て、自分よりも大切な家族を生け捕りにして解剖するなんて話になれば誰でも必死に抵抗して当然だ。なのに、気がつけば高潔なレインブック卿きようの仇あだ討うちに話題が変じている。これでダークエルフの善悪を問うのか。人の言葉が通じない彼女達は、誰がレインブック卿きようかも知らないのに。悪意を持って個人を『狙う』なんて話、できる訳ない。ロインベルト自身、彼は自分を庇って死んだと言っていたではないか。

　何だ？　どうした？

　結局自分はどっちの方向に動きたい。クラオス・ノックバーンは自問する。樹海のダークエルフ達はそんなに魅力的か？　せっかく助かった命を棒に振るほど。

　嫁は。

　自分は【スレンダーさん】を、どう思っている。

　確かに一度は火ひ炙あぶりから助けてもらったが、ついこの前に対話を試みようとして最初の一言目で殺されかけた。つまりフラット、イーブン、五〇と五〇。『彼女だけは優しくて、正しい』。このルールだって崩れたのに、この期ごに及んでまだダークエルフを庇かばうのか？

　だとしたら、何な故ぜ？？？

「そうか……ちくしょう、そういう事だったのか……」

「ん？　どうした坊や」

　馬上で鮮やかな髪を隠しもしない女性騎士、エルゼーン・リヴザイが年下らしいキョトンとした目で言う。少年は気に留めない。ピアスで飾られた大きな耳をぴこぴこ上下させ、小さな両手で長い枝をぎゅっと摑つかんで延々と魔法陣を描き続けて複雑化させるホープエルフに、

「失礼、聖女ロースヘラ」

「ほっほ。呼んでも構わぬとは言ったが、実際に冠をつけられると照れるのう」

　木の枝を動かす手を止めず、気軽な感じでホープエルフはこちらへ振り返る。ながらでできる程度の認識なのだろう。平和に暮らすダークエルフ達を丸焼きにして滅ぼすくらい。

「して、何用だ？」

「いえ、後学までに。レーヴァザスター？　この魔法陣は完成にどの程度かかるんですか」

「そうさのう。長くはかからん」

「つまり何個も何個も簡単に作れるようなもの？」

「そちには無理だのう。簡単なようで奥が深い、これは全ての職人技に当てはまる鉄則だ」

「そんなものですか……」

「道具の問題もあるしの。連結系を描くのは容易たやすいが、正確な位置を知るには普通の磁石ではダメだ。占星象徴六分儀。王都の特別なルートでも取り寄せるのには苦労させられたぞ」

「なるほど、」

「それでも下絵はもう終わると思っておくれ」

　心臓が止まるかと思った。

　ただ付け足すように、小さな手の甲で額の汗を拭うロースヘラは青い瞳を細めてこう言った。

「巨大な地上絵だ。星を見て細部の歪ゆがみを修正となると、夜明け辺りまで待ってたもれ」

「ははあ、なるほどねえ」

　何度も小さく頷うなずきながら、クラオス・ノックバーンはゆっくりと魔法陣に沿って歩く。先達が見せつける多大な資料を観察していく。木々の間を縫うとはいえ、数十メートル単位の巨大な魔法陣。全体で王都の競技場に匹敵するサイズだ。自然とある程度エルゼーン達から離れた辺りで、線の細い少年は樹海の木の裏へさり気なく身を隠した。

　二回ほど振り返る。挙動不審全開な仕草で誰もついてきていない事を確認すると、ダッ!!　とクラオスは全力で騎士団の野営地から遠ざかった。

　……【スレンダーさん】の考えが読めない。どうして僕を助けたり殺しに来たりその時々で態度がチグハグになるかだって？　そんなの当たり前じゃないか。

「はあ、はあ！」

　……同じ立場になればすぐ分かる。周りに他の目があったら演技で誤魔化すしかないって！　正面から頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうを喰くらっておいて、死なない程度に吹っ飛ばされるってのも妙だった。僕がカムフライズで【スレンダーさん】に擬態した時、近くに【リーダーさん】達がいたじゃないか！　あの時はああやって僕を助けるしかなかったんだ!!

　着々と、時計の針のように準備は進む。

　つまりこのままでは脱出方法を見失うほど広大な『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』全体を吞のみ込こむ森林火災が発生する。ここでロースヘラやエルゼーンから離れるのは自殺行為以外の何物でもない。

　それでも逃げた。

　止められない。ホープエルフのロースヘラと『ラストリゾート』を指揮するエルゼーン・リヴザイの二人は凶悪過ぎる。戦う前から擬態化魔法では対処不能な事が、分かってしまう。

　気持ちなんかぐちゃぐちゃだった。ひょっとしたら人間もダークエルフも関係なく、クラオスはただ誰かが死ぬ場面を遠ざけたがっているだけかもしれない。チキンでもいい、卑ひ怯きよう者ものと呼ばれても構わない。それのどこが悪いんだとクラオスは叫びたい。

「あああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　実際に出てきたのは、もう言葉ですらなかった。

　致命的な事をしているという自覚はあった。静寂を味方につけて誰よりも早く必殺の位置取りを完了させるダークエルフ達が、これだけの騒ぎを聞きつけない訳があるか。

　頭上の枝から、何かが降ってきた。

　重たい。だけど柔らかくて温かい。この樹海で地面に組み敷かれるのは初めてではなかった。人間の精鋭部隊から、狩猟系のダークエルフに相手が変わっただけだ。

　その相手は長い髪に褐色の肌、宝石のような赤い瞳。白い革のベストに短めの青いタイトスカート。特徴はその体格に不釣り合いなほど大きな弓と、片方しかないイヤリングの持ち主。

【スレンダーさん】だった。

　よりにもよって。こんな時でも少女の優しいぬくもりは問答無用で少年の脳に突き刺さる。

『びおせなねざつひ？』

　子供みたいに泣きじゃくるクラオスに、褐色少女は顔を近づけてこう尋ねてきた。距離五センチから、𠮟責でもするように。今からでもまだ戻れると、そう突き返しているように。

『うぬつふうひにけくとなえつ。ぬひねびおせなんずんずぜらくえねねざつひ!?』

　ぐっ、とクラオスは喉を詰まらせる。

　それからゆっくりと首を横に振って、彼は震える唇を動かした。

　少女の言葉を、別の言語でなぞるために。

「どうして、にげたの？」

『と……？』

　もちろん【スレンダーさん】に人語で話しかけたって何も得られない。だけど彼女は、クラオスの顔を見て何やらキョトンとしていた。変だ。いやに嚙かみ合あっているぞ、と。

　馬乗りにされたままクラオス・ノックバーンは盛大に舌打ちして、これまで学んできた全部をぶん投げた。何が『しもそや』だ、何が『うぬつ』は『あなた』だ。単語や文法なんか一個一個理解しなくても、辞書なんか作らなくても、ルールなんてもっとシンプルだったのだ。

「たった二文字先にずらしただけか！　くそ、何でこのタイミングで解けちまうんだッ!!」

　自然と生まれた言語とも思えない。ひょっとしたら自分からわざと崩していったのかもしれない。

　こんなのに世界中の言語学者が振り回されて、何年も時間を無駄にしたと思うともはや笑いたくなってくる。単純過ぎる事でかえって死角に入ってしまったのか。あるいは長年の経験から、ダークエルフ達は最も人間の死角に落ちやすいのが逆にここだと学習していたのか。

　どうして彼女達がそこまでして人間と同じ言葉を禁じたのか、経緯は明白だろう。

　人間が、怖かった。もう騙だまされたくなかった。

　だから封じた。

　クラオス・ノックバーンは拙い口振りで、一音一音ゆっくりと分解しながら発音した。




『ぎぼこくねにふは、けきめみひのしこにとぶばぐがんわくかろる』

『ぬなうあ!?』
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　今度こそ、だ。

　確定を突き付けられ、【スレンダーさん】が両目をまん丸にした。口元に片手をやってる。

　頭の中で変換できれば二つの言葉に違いはない。そのまま少年はダークエルフ語で喚わめく。

『言葉が分かってしまった以上は、もう逃げられない!!　君の悲鳴が聞こえる、君の脅おびえが透けて見える、君の考えている事や気持ちが伝わってくる！　だから教えてくれ、君は何がやりたい？　その口から君の言葉で教えてくれよ!!　巨竜ブラッシュゲイン、あんなものを復活させてダークエルフ達は何をしようとしているんだ!?』

　待った。

　待って、そしてクラオス・ノックバーンは恐るべき言葉を耳にした。

『……なんの、はなし？』

「……、」

　首を傾かしげて、不思議そうに。仕草が可か愛わいいのが、逆に怖い。ぞわぞわと。火ひ炙あぶりにされかけた時とも、『解剖博士』と向き合った時とも違う感覚がクラオスの指から全身へと行き渡る。

　言葉が通じるのは、プラスに働くだけとは限らない。

　言葉が通じるからこそ、相手を騙だましたりとぼけたりもできるようになる。

　まさかこの娘は、笑顔で愛を偽れる心の持ち主なのか。

　そんな風に思った。

　でも違った。

『私達は、ブラッシュゲインの復活なんて話は知らない』

『なら……』

　ぐずぐずと鼻を鳴らし、半ば自暴自棄になってクラオスは叫んでいた。

　至近の少女へ、半ば八つ当たりでもするように。

『これまであった事は一体何だったんだ？　僕は広場で火ひ炙あぶりにされそうになった。散々ダークエルフから追い回されて、味方なんか誰もいなかった。言えよ!!　あれだって、どうせ巨竜の復活に関わっているんだろ。そりゃ確かに悪かったって思うけど、いくら何でも覗のぞきで死刑なんて変だ！　だから君は儀式の鍵を握る巫み女こさんか何かで、身を清めるための水浴びを覗のぞかれちゃならないってルールがあるとかじゃないのか!!』

【スレンダーさん】はふるふると首を横に振った。

　何かが嚙かみ合あわない。そしてこういう些さ細さいな掛け違えは放置してもろくな事にならない。

　銀髪褐色の少女はゆっくりと、一語一語区切るように言った。

　理由を。

『けたえてらお、せの』




　きせいちゆう、しぬ。




　変換し、クラオス・ノックバーンはちょっと唇を嚙かんだ。

　目の前が真っ暗になった。
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　寄生虫、死ぬ。

「いや、えっと、ちょっと待ってよ……」

　木の枝に記録を刻み付けるのを忘れるほどだった。夕暮れから夜へと移りつつある樹海の中で、クラオス・ノックバーンは思わず呟つぶやいていた。こちらにまたがる【スレンダーさん】がゆっくりと首を横に傾かしげるのを見るまで、自分が人語で呟つぶやいている事も忘れていた。

　二文字ずらす。

　意識してダークエルフ語に変換し、改めてクラオスは話しかける。

『待ってよ！　寄生虫？　それって僕の体にいるの？？？　だって巨竜ブラッシュゲインの復活はどうなったんだッ!?』

『意味不明なんだけど。あなたは予防の花粉も使わずに特に危ないヤツの骨や牙が直接突き刺さった糸を引く粘の草木を抜けてきた。「竜の虫」にやられたって判断されてもおかしくない』

『ブラッシュゲインは!?』

『しっ』

【スレンダーさん】は長い耳をぴくんと動かし、彼にまたがったまま視線をよそへ振った。

『……誰か近づいてくる、でも人間の足音だけじゃない。鉄の音も聞こえる？』

『エルゼーン達かっ？　こんな木の根だらけの深い樹海で蹄てい鉄てつをつけた軍馬を取り回すような連中なんて騎士団くらいしか知らない！』

『またあれに追われると厄介ね。ついてきて』

　ようやっと【スレンダーさん】がクラオスの上からどいた。お股のぬくもりと重さが消える。なくなってから気づくものというのもあった。タイトスカートの女の子が両足を開いて自発的にまたがっていただくだなんて経験、なかなかあるものでもないだろうに。

「泣かないもんっ、生きていれば次のチャンスはある!!」

『私達の言葉で言って。とにかくこっち』

　てっきり東西南北どこかへ走るのかと思ったクラオスだが、またしてもこの樹海は予想外を突き付けてきた。身を屈かがめた【スレンダーさん】は、草の中に埋まった紐の持ち手を摑つかんだのだ。そのままがぱりと真上に開けると、一辺八〇センチ程度の正方形の穴が顔を覗のぞかせる。

「えっ？　なに!?」

『ダークエルフ語』

　二度目の警告だったが、とっさに出る言葉はご容赦願えないだろうか。先に潜った【スレンダーさん】が小さく手招きする。閉所恐怖症でなくて良かった。クラオスがいそいそ潜り込むと、【スレンダーさん】は謎の蓋を閉じる。正真正銘の暗闇だが、彼女は懐ふところから何か取り出した。ガラスでシールドされた、目薬の瓶みたいに小さなランプ。ただ今火を点つけた感じはない。

『あっ、危ないなあ。ずっと火を点つけたまま隠し持っていたのか。……その、胸元に……』

『私達ダークエルフは落雷現場から火を拾う事は許されても、自分で点つける事はしないの。あっあと胸元は関係ないっ!!』

　何でだろう？　クラオスには疑問だった。火水風土の四属性は自然のものであって自分から作ってはならない、だから例えば落雷なんかの自然発生したものを拾っている、とか？　確か人も原人が火を使い始めてから一〇〇万年近く点ける方法が思いつかなかったらしいけど。

『……火を点つけない、か。これだけ観察してても片へん鱗りんも見えなかったな。ああでも、わざわざ集落を離れてまで川の水だの温泉だの混ぜて水浴びをしていたのって、今思えば』

『かんさつ？』

『あっ、いや!!』

【スレンダーさん】のジト目には笑って誤魔化すしかない。こんな反応がある娘なのも含めて、直接ヒアリングできるか否いなかで相当違う。正直、もっと冷たい嫁に愛を注ぐイメージだった。

「だけどこれもこれで悪くない、最高だ!!　満たされ過ぎて僕の方が妊娠しそう!!」

『？』

　周りに目を向けてみよう。ここは土を掘って作ったと思おぼしき、長い長い横穴だった。高さはなく、腰を曲げて進まないと頭をぶつけてしまいそうだ。【スレンダーさん】が頭上を気にしている理由は地上を闊かつ歩ぽしている騎士団だろう。こっち、と身振りで示すと、唯一の明かりを持つ彼女が先に進む運びとなった。成し遂げた男クラオス・ノックバーン、ついにオフィシャルなご許可を得て褐色美少女の丸いお尻を追い回す事に。革のタイトスカートは魅力の塊だ。

『それにしても何なんだ、ここ……？』

　クラオスが彼女達の言葉で呟つぶやくと、中腰で先を進む【スレンダーさん】の長い耳が片方ぴくぴく動くのが分かる。前にも見た仕草だ。どうやら完全無視ではなく、少しは気にしてくれているらしい。話が分かり、癖が見えてくると嫁がますます可か愛わいらしく見えてくる。

　横穴はあちこち枝分かれしているが、ただスコップで掘ったという感じはしない。だとしたら逆にダークエルフ達が立って体を動かせるくらいの高さをキープすると思うし、なんか素材が変だ。壁、床、天井。黒土だけでなく表面に半透明の膜みたいなのがびっしり貼り付けられている。厚さは一センチ以上。ガラスとも水晶とも違う、不思議な素材だった。

　目と鼻の先で腰を曲げて小さなお尻の丸みを見せつける【スレンダーさん】はこう答えた。

『人間は知らないと思う。何しろここはダークエルフ達だって気づいていないはずだし』

『えっ？』

『じゃなかったら、広場からあなたをこっそり逃がせなかったでしょ』

　どうやら火ひ炙あぶり広場とも繫つながっているらしい。しかしますます謎だった。ダークエルフも知らない抜け道という事は、【スレンダーさん】が一人で全部掘った？　たとえ魔法を使っても無茶な作業量だと思う。そもそも何のために？　ダークエルフ達は弓矢の鏃やじりや装飾品に金属を使っているようだが、その辺の鉱物資源を個人で独占しているとでも？？？

　……装飾品。そうだアレを返すのを忘れていた。

　クラオスは思い出した。そもそも最初の繫つながりは片方だけのイヤリングだった。今や彼にとっても大切な筆記用具だが、本人が目の前にいるのだ。いつまでもそのままではまずい。

『あのっ。僕を助けてくれた時、君これを落としたよね、』

　言いかけた時だった。くるりと【スレンダーさん】がこちらを振り返った。対話に応じてくれるかも。そんな風に思うクラオスに、彼女は空いた手で何かを摘つまんで見せつけてきた。

　……白い蛇？　いいや、虫!?　デカいッッッ!!!???

『ぐねぐね』

「ひっ!?」

　三〇センチ以上ある虫とか尋常ではない。今までにない気味悪さだ。

『これがそこらじゅうに穴を空けているの、粘液で壁や天井を固めるから崩れる事もない。今は緊急だし仕方ないけど、竜の虫の寝床に長くいたくないの。分かったらちょっと黙って』

『こっこれが……こんなのが、ぼくのなかに……？』

『どうかしらね』

　ガラスとも蠟ろうとも違う、不自然な半透明の膜。壁が不自然に塗り固められたのもこの虫が何か分泌しているから。つまり、ヤツらはどこにでもいる？　ダークエルフが支配する樹海の知られざる顔に少年は震え上がる。『解剖博士』がコレクターから欲しがったのはこれか。

『あれっ？　でもこいつを追い出すのが火ひ炙あぶり儀式の正体って言うなら』

『……、』

『何で君は儀式を邪魔して僕を逃がそうとしたんだ？　ええっ、待って、中断……。じゃあ僕の中は今どうなっているの!?』

【スレンダーさん】がこの狭い屋内（？）で火を使っているのも『酸欠』という症状を知らないのではなく、ひょっとしたら色が抜けて白くなった虫達には光を嫌う習性でもあるのかもしれない。改めて、少年は真っ暗闇で放置される自分を想像する。絶句の一言だった。

　そこからしばらく、生きた心地のしない探検ごっこの末、だ。

『この辺り』

「？」

【スレンダーさん】が洞窟の途中で立ち止まったのだ。地図なんかが使える環境とは思えない。彼女にだけ分かる目印でもあったのか。腰を折った状態で【スレンダーさん】は天井へ空いた掌てのひらを押し当てると、そのままゆっくりと開ける。四角い蓋のようだった。上はじめっとした深い樹海のはずだが、クラオスは両目が潰れるかと思った。これで日没寸前なのか。

『大丈夫……みたいね。早く上がって。竜の虫に潜り込まれたら、ほんとに香煙で体の中まで燻いぶさなくちゃならなくなる』

『ほんとにって……』

『竜の虫は確かに危険な寄生虫よ。あれはブラッシュゲインの骨がある限り、そこからいくらでも湧いてくる。だから私達は、耐性を持たない人を樹海から追い出すしかなかった。馬車で街道を通り過ぎる程度ならともかく、あなた達に定住は無理よ』

　なんて事だ、とクラオスは思った。何が『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』だ。実際にはダークエルフ達は必死になってみんなを逃がすために脅おどかし続けていただけだったのだ。

　地上を観察し（フトモモの注意が甘い）【スレンダーさん】はそっと息を吐いて、

『だけど煙で燻いぶして竜の虫を追い出す儀式だって、それはそれで荒療治なの。完治は一〇〇％、ただし途中で耐えられず悶もん死しした場合は計上せず。こんな手術をしたいと思う？』

『……、』

『竜の虫を放置したら死亡確定だから、長老達は良いい事をしたと判断しているみたいだけどね。怪しい者はみんな燻いぶせ。あなたは必要のない治療を受けて死ぬタイプね。だから助けた』

　先に上がった【スレンダーさん】が短いスカートからぱんつを見せてくれた。ガワは硬質なレザーなのに、今日の一枚は意外とオトナな白レースだ。そんな技術がある事にも驚いたが、考えてみれば踊り子の【ショートヘアさん】なんかもすけすけ羽衣衣装だったか。

　やはり何事もこの目で見なければ。下着は下着だけでは伝わらないのだ、その奥にうっすらと小麦色の肌が透けてこそ脳内で恐るべき破壊力が炸さく裂れつする。フィールドワーク万歳だ。

「わはー。生きる目標ができた。覗のぞくのではなく、いつかこれを脱がす人になろう……」

『なに、また人間の言葉？　とにかく早くして』

　怪け訝げんな顔の【スレンダーさん】は気づかない。細くしなやかな手一本でクラオスを力強く引っ張り上げると、四角い蓋を閉め、二重のガラスで断熱でもしているのか、用済みの目薬大のランプを薄い胸元に忍ばせる。

　かなり歩いたと思ったが、ここはまだ深い樹海の中だ。

　一体どこまで広がっているのか。王都でド腐れ師匠の旅支度を手伝った時に地図は眺めたはずだが、竜の虫なんて特大の秘密があるとはいえ人を見つけ次第脅おどして追い返すダークエルフ達が管理する『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』だ。石畳の街道から出ない人間が奥まで踏破して測量したとも思えない。外から見ただけの大雑把な予測で地図を描いたとしたら、盛大に間違えているのでは。

『巨竜ブラッシュゲインについて知りたいって言っていたよね』

　そうだ。その話はどうなったのだ。

『だったらついてきて。私一人の口から説明したって信じられるとは限らないでしょ』

『ど、どこに……？』

　ぱちりと片目を瞑つむって【スレンダーさん】はこう答えた。

　ダークエルフは排他的な種族、という認識はやはりズレがあるのかもしれない。

『私達の集落』
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　歩いている内にすっかり夜になってしまった。

　これくらいの暗さでは、ダークエルフ達は火の明かりに頼ったりしないらしい。狩猟系の技術や矜きよう持じもあるのだろうが、それ以上に迂う闊かつに火を使う事への忌避感情もあるはずだ。

　虫の鳴き声に、のしかかるような星空。

　このサイクルはいつまで続くだろう。世界に一人しかいない、ホープエルフのロースヘラ。金の髪の少女が拵こしらえる連結魔法陣『レーヴァザスター』は下絵が完成し、最終調整を始めている頃だと思う。巨大な地上絵の完成は夜明け前との事だが、具体的な期限は未知数だ。

　巨竜ブラッシュゲイン復活を阻止するために。

　種族の壁を越えて、人間を守るために。

『最悪……』

　これから大規模な森林火災が起きる。

　説明に、隣を歩く【スレンダーさん】は額に手をやった。おかげで腋わきがガラガラだ。眩まばゆい。

『よりにもよって、緑の中で暮らすエルフが炎を振りかざすとか……』

『えっ？　それってそんなに変なのか』

『変よ。だとしたら、ますます時間がない。下に潜っても助からないだろうし……。どうにかして集落のみんなを焚たきつけて、ホープエルフと戦う準備を固めないと』

『でも……』

『言わないで』

【スレンダーさん】が遮るように言った。

　ロースヘラとその力を借りたエルゼーン・リヴザイ。王都から派遣された精鋭の中の精鋭。あの二人は破格だ。現に一回、頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうを自在に扱うダークエルフ達が束になっても難なく返り討ちされている。しかもエルゼーン側は本気でなく、魔法陣の準備を警護しただけだ。

　銀髪褐色の少女は適当な感じで前を指差した。

『そこよ。私達の集落』

　クラオスは思わず木の枝を取り落とすところだった。扱いがスーパー雑だ。

「うそだろ……。チャンスは生涯一度、幻の集落だぞ」

『私達に分かる言葉で言って』

　唇を尖とがらせてむくれる【スレンダーさん】は超ちよう可か愛わいかった。

『……なんか普通だな。もっとこう、結界で守られた秘境っぽいのをイメージしてたのに』

『出入りするだけですごく疲れる集落なんか誰が住みたがるの？　そもそも、自分から樹海に入りたがる物好きなんて滅多に現れないし』

　ついに物好き扱いされてしまった。クラオスはそっと息を吐いて、

『まあダークエルフ好きなところは認めるけど』

『んぶっ!?』

『あれ？　なんか変換間違えていたか。二文字ずらすだったよね』

　ま、まちがえていない……と顔の赤い【スレンダーさん】が蚊の鳴くような声を絞り出す。

　とにかくかがり火を見つけた。特に塀や柵は見当たらないが、漠然と木の柱を組んで造った門だけが樹海の一角に置いてある。歩ほ哨しようらしきダークエルフの少女が二人いた。

「うーむ。右は【三つ編みさん】、左は【そばかすさん】かな……」

『なにぶつぶつ言ってるの？』

　癖で命名したら【スレンダーさん】にジト目を向けられた。そうだ、ダークエルフ語が分かるなら本名を聞けば済むだろう。でも途中でブレると論文書く時に誰が誰だかぐちゃぐちゃになるし、どうしよう……!?　震えるクラオスだが、もっと泡を食ったのは見張りの二人だ。

『なっ、何ですかその人!?　ヒト？？？』

『しかも「駆除の儀」の途中で逃げ出した人ですよね！　ばっちい!?』

『泣くぞこの野郎!!　特にそばかすの方抱き着いて頰ずりしてやろうかッッッ!!!???』

　クラオスが横から嚙かみつくと二人の歩ほ哨しようが飛び上がり抱き合っていた。柔らかい小麦色のほっぺ同士が密着している。槍やりと斧おのが合体したような武器、ハルバードも宝の持ち腐れだ。

　耳長批評家はかく語りき。

『……やっぱりダークエルフは弓だよなあ。次に分厚い古文書？　いいや鞭むちかなあうふふ』

『あ、あのう……。それでこの大層キモチワルイ御方は一体……？？？』

『ロゼーナ、それからパトリシアも。彼は人の裸を覗のぞいて事あるごとに両足の間へ潜り込もうとする股ぐらハンターだけど大丈夫よ。ご覧の通り、話せば分かる人間だから』

　フォローになっているのか、いないのか。ぱちりと片目を瞑つむった【スレンダーさん】がクラオスの身柄を請け合うと、ハルバード二人組はあっさり武器を引いてくれた。

　なんか夢が壊れる。順当だけどレアな感じがしない。こう、命懸けの試練とかないのか。

『集落、秘密の、ああ、拍子抜けだ……』

『誰彼構わず刃物を向けるような集落なんか作ってどうするの。ほら早く入って』

　クラオスは形だけのゲートを潜り、【スレンダーさん】と一緒に敷しき地ちをまたぐ。

　魔法や結界の効果、ではないと思う。

　一線を越えた途端、ざわざわという違和感がクラオスの全身を包み込んだ。音だ、声だ。ここは生活感に溢あふれた音で満たされている。それからあちこちにかがり火が置いてあった。ひょっとしたら、敢あえて光や音を出しているのは獣けもの除よけの意味でもあるのかもしれない。

　内外で明らかに世界が違う。文明に触れている、そんな気分をクラオスは味わった。

　針葉樹を組んで造ったらしきログハウスがいくつもある。それらの合間でいくつかのグループが焚たき火びを囲む。そう言えば住居の窓から明かりはない。小さなロウソクやランプはともかく、ダークエルフ達は基本的に屋内へ火は持ち込まないらしい。考えてみれば、彼らは集落の外にある川や泉で水浴びをする風習があったはずだ。つまり各家庭にお風ふ呂ろはない。

　ログハウスは、釘くぎは使っていないらしい。

　というか、

『そうか……。分解して丸太を持ち運べるようにしていたのか。いくら探しても見つからないっていうのは、広い樹海の中を常に移動している集落だったからだ!!』

『えっと、だから何なの？』

『そこは顔に陰影をつけて驚けよ!!』

『？？？』

　フツーに暮らす【スレンダーさん】はキョトンとしていて、この感動を共有できそうにない。ともあれ、場所だけ枝に記録しても意味はなさそうだ。移動ルートの決め方が知りたい。

　肉の焼ける美お味いしそうな匂いがする。そしてやっぱりダークエルフは塩を振る。当たり前な顔で香草まで。サラダやシチュー、穀物を使ったパンやリゾットらしきものも見えた。それを陶器で作った器に入れて配る。樹海を極めればそこまでできる。虫や生焼けミンチ肉を食ってた新参者のクラオスには途方もなく上の次元だ。いくつ工程を挟むのか、想像もつかない。

　どうやらそこらの樽たるに砂鉄が詰めてあるようなので、ここから鉄製品を作るらしいが。

『わあ、なにー？　耳たぶついてる!?』

『ニンゲン？　これニンゲン？？？　おおおー、はじめてさわった……』

　警戒心がないのか、小さなダークエルフ達がぱたぱたと寄ってきた。小さいけど普通に白い革衣装だ。体と服装のアンバランス感がすごい。そしてどうやら彼らは【幼女さん】と違ってＢＢＡではないらしい。大人達は……遠巻きだった。ただ【スレンダーさん】が一緒という事で、ある程度の信頼はあるらしい。即座に弓に毒矢を番つがえて迎撃、という感じはなかった。

　と、子供達の一人が屈んだクラオスの耳たぶを指先でもみもみしながら言った。

『ここまで大変じゃなかった？』

『？』

　それはまあ、ここに至るまでの道のりは思い出したくもないレベルの失態と地獄絵図なサバイバル時空だったが、ダークエルフのおチビ達が言いたいのはそういう事ではないらしい。

『お姉ちゃんは樹海のガイドっていうか、説明したがりだから。世話好きなのは分かるけど、ずーっとおしゃべり聞かされていると疲れるでしょ』

　えっ？　とクラオスはちょっと真剣に驚いた。

　子供達の方は冗談を言っている訳ではないようで、口々に追従していく。

『茂みの奥で弓を構えてじっとしているのすごいストレスだって話、良く聞くし』

『お仕事終わると思いっきり絶叫しているよね、滝の裏とかで』

　ねー？　と頷うなずき合あっている子供達の口を押さえる事もできず、【スレンダーさん】が急にわたわたし始めた。両手もそうだが長い耳も激しく揺れてる。

『ちっ違うの誤解しないであなたが躓つまずくたびにケアに回らなくちゃならないのは非効率だから前もって予備知識を与えておくのは私にとってもプラスに働く訳でこれは決して一人で黙っていると疲れるとか寂しいとかそういうのじゃ、』

『なるほどこれが説明したがりか』

『そういう返しは良いいからっ。余計なお世話だよ!!』

　冷静になれば、確かに【スレンダーさん】はクールな印象が強かったけど、でも常に一人きりという訳でもなかった。他のダークエルフ達と一緒にいる方が多かったような……？

「……まさかあちこちでコンタクトしてくれたのも、単純に寂しがりだったからじゃ……」

『人間の言葉は読み解けない。ちゃんと私達の言葉で言って』

　両手でぎゅっとウサギ耳のフードを被って威嚇しながら【スレンダーさん】は言った。

　言葉が通じると印象も随分と変わってくるものだ。

　というか、だ。ダークエルフ、全然排他的じゃないじゃんか。意思疎通ができてしまうと、クラオスは絶句するしかなかった。『解剖博士』はこれを刃物で切り開き、エルゼーンは仕方がないで丸焼きにしようというのか？　世界の何がねじれたらこんな事になってしまうのだ。

　子供達の中には大きな紙の本を抱えている子や、石か木の棒で描いたと思おぼしき地面の落書きも見られる。ひょっとしたら彼らの間に伝わる童話や絵本などもあるのかもしれない。

　ダークエルフの子供達は落ちていた木の枝を二つに折っていた。焚たき木ぎではないらしい、二人で分け合っている。フードを取った【スレンダーさん】はわずかに目を細めて言った。

『絵本の伝説よ』

『？』

　ギザギザの面をくっつけて合言葉の代わりにする、割符のようなものだろうか？

　そんな事よりクラオスが焚たき火びの傍そばでひらひら舞い踊る踊り子さんをじーっと眺めていると、【ショートヘアさん】はこちらへ投げキッスを放ってきた。きゃーえっちーにはならない。

　……そうだ、言われてみればナゾの儀式や茂みから覗のぞき見み以外で、初めてじゃないか？　向こうから受け入れられた状態でギャラリーになれるだなんて。いくらでも見て良いのか、あれもこれも無制限か!?　メモだメモ、ノートを取れ。これはもう正面からじっくりダークエルフの生態を観察する他あるまい。こいつはきっと、人類初の壮大な研究レポートになるッ!!

『ふんっ』

「ばごあっ痛い!?　なにっ、スネ、すれんっ今蹴った!?」

『人語で言われても意味分かんないし』

　なんかほっぺたを内側から膨らませた【スレンダーさん】がそっぽを向く。ただし例の長い耳が片方だけぴくぴく震えている。目線は外しても、聞き耳が止まらないお年頃らしい。

　というか、だ。

『……なんかお風ふ呂ろの時も入念に柔軟やってたし、まさかほんとは狩猟系のエースじゃなくて神官系の踊り子さんに興味があるんじゃぐばあ!?』

『おっおおお憶測でものをしゃべらないで!!　私の名誉に関わる話だしッ!!』

『にぎりこ、グーで、今……』

『あとお風ふ呂ろがどうとか言っていなかった？』

　これ以上ヤブヘビをつつくとグーを体のどこに突っ込まれるやら。嫁のコブシを迎え入れるにはまだまだ修行が足りない。全力で首を横に振り、クラオスは話を合わせていく事に。

　……うう、ひらひらすけすけを着て舞い踊る【スレンダーさん】が見たいのに。

『そうだよね！　ダークエルフはやっぱり弓を構えているところが良く似合うし!!』

『そ、そう？』

『君はワイルド系だから華やかな踊り子さんって感じじゃないもん！　あっはっは、この起伏の乏しい貧相なナリで踊り子さん？　ないない、絶対ないって!!』

『……、』

　少年は何な故ぜか足を踏まれて飛び跳ね、バランスを崩して本職の踊り子さんに抱き着く羽目になった。汗の珠たまが散り、体は熱く、もうしなやかの塊であった。しかし口元へお上品に片手を当てて小さな悲鳴を上げる【ショートヘアさん】本人はちょっと楽しげなご様子だったが。

　……しかし。

　涙目ながらも、クラオスは不思議に思った。いくつか針葉樹の丸太やデカい魔女カボチャをくり貫ぬいて作ったと思おぼしきカヌーやボートのようなものが並べられていたが、こちらは削りが粗く、ごつごつしていて、ひどく粗末な印象だ。というか雑な船はあるのにオールは見当たらない。ならどうやって船を操るのだろう？　他、釣つり竿ざおや網のようなものもなかった。どうも、ダークエルフ達の間では魚を捕まえるという文化はあまり発達していないようだ。

『あの、あのう』

『なに？』

『ダークエルフってみんな揃そろいも揃そろってカナヅチなの？』

『ぶつよ？』

　いよいよ機嫌を損ねてしまった。通じたら通じたでトラブルだ、言葉とは難しい。しかし確かに、そもそも泳げない種族なら川や水辺に近づこうとしないはずだ。

「そうだよな、あれだけ毎日昼に夜に水浴びしているお風ふ呂ろ好ずきなんだから」

『何かこの人語から不穏スケベな響きを感じる……？』

　……水辺は匂いを洗い流す、汚れを捨て去るものの象徴であって、何かを拾ったり獲得したりって風には考えないのかな？

『うふふ肌の汚れを洗い流すかあ』

『ねえ何を想像しているの？　あなたさっきから挙動がおかしいよ、ねえってば!!』

【スレンダーさん】は遠い目をして微笑ほほえむクラオスの両肩を摑つかんで揺さぶっていた。

　そして平和な風景だった。

　火を囲んでご飯を食べているダークエルフのお姉さん達は笑い合っていた。元気良く茶ちや碗わんやお皿を差し出している子供達は火の番をする女性におかわりをねだっているのだろうか。打楽器や笛の音に合わせて黄色い宝石を揺らして踊りを舞っている薄着のお姉さんも一人や二人ではない。肩を寄せて星空を指差している親子は、星座でも教えているのかもしれない。使っている道具は違っていても、ここにあるのは王都の定食屋や広場で見かけるのと同じ笑顔だ。

　違和感があった。巨竜ブラッシュゲインの復活はどうなっているのだろう？

　人間達への恨みつらみでギスギスか、厳しい統制下で外出禁止令かと思ったのに。そもそも【スレンダーさん】の紹介だから、が通じるのか？　人間憎しで仕方がないはずなのに？？？

『だから言ったでしょ』

　横から【スレンダーさん】がクラオスの顔を覗のぞき込こんできた。

　腰の横に両手をやり、ちょっとほっぺたを膨らませて。

『巨竜ブラッシュゲインの復活なんて、私達は知らない』

　太い木の枝という枝にロープを縛り、人の頭くらいの布ぬの袋ぶくろをたくさんぶら下げているものがあった。前にも見かけた不気味なオブジェだ。が、実際には子供達が笑いながら木の枝でバシバシ叩たたいていた。ただの遊具だったらしい。ルールは不明だが。

　片手を腰に当てたまま【スレンダーさん】は不思議そうな顔で耳をピクピクさせ、

『どうしたの、両手で顔を覆って』

『何でもない。後ちょっとこっち見ないで……』

　……恥ずかしい。カルト的な儀式かと思って脅おびえていた自分なんか思い出したくもない。

　しかしこれだけ高度な文明がある割に、やっぱり一つだけ欠けているものがあった。着火だ。摩擦にせよ火打石にせよ、あれだけ巧みに火を操っているのにダークエルフ達が火を点つけている様子がない。焚たき火びや松たい明まつは基本的に今ある火を移して増殖させているらしい。

　神聖視されている祭壇や洞窟の奥か、あるいは長老の家か。一体どこで保存するかは知らないが、もしも不注意でその火が消えたら文明が全部止まる。そういう脆もろさを垣かい間ま見みた。

『とにかく長老ね』

【スレンダーさん】はそう言った。

『詳しい話はそっちから聞いた方が早いでしょ。ひょっとしたら私も知らない古文書なんかを持っているかもしれないし』

『ええと、長老って一番偉いババアって事？　一体誰？　【幼女さん】が一番奥の玉座で踏ん反り返るとか悪夢みたいなビジュアルはできれば回避したいなーと思ってるんだけど』

『ヨウジョサンって誰？？？』

　案内されたのは他のログハウスからはちょっと離れた場所にある、それでいてこの集落で一番大きな家屋だった。ここまでいくと、もう家より屋や敷しきって言い方の方が似合いそうだ。彼女達の集落が移動式だとすると、大きな建物はそれだけ物理的な負担になる。権力が窺うかがえた。

　ちなみにアポは必要ないらしい。アットホームな大ボス様は屋や敷しきの奥で待っていた。

　長老さんの正体は白い絹と緑の宝石、頭の左右につけた尖とがった純金飾りの……、

『【メガネさん】かあー』

　まあ順当かもしれない、とクラオスは品定めモード。【メガネさん】は【スレンダーさん】よりもっとオトナの女性で、つまりおっぱいが大きい。たゆんでゆっさであった。身に纏まとう衣装も白く色抜きしたレザー系ではなく、透けるような純白の絹でできたゆったりとした神官装束だ。まんま神官系なのだろう。オトナで、知的で、神官系。安定した食料か古くから続く宗教か、どちらも実権を握る資格はありそうだが、ダークエルフ達は後者を選んだらしい。

　一方の【メガネさん】は何やら不審者を見るような目で自分の体を抱き、長い耳をぴくぴく。かえって自分で下からおっぱいを持ち上げてしまっている事には気づいていないようで、

『おい何だ、このいきなりの無礼者は。メガネを掛けている人を指差して「おいメガネ」はよっぽどの野郎だぞ？』

『そういう人なんです。私だっていきなりやられたし。そ、その、水浴びの瞬間を……』

『ああ。貴様がいきなり連れ出したおかげで「駆除の儀」も宙ぶらりんだったな』

『あらあら、大した検査方法もなくたって伝統だからというだけで何の説明もなく人様を縛って燻いぶし殺そうとした方がよほどいきなりだと思いますけど』

　おや？　とクラオスは何かに気づいた。

　二人の間で、ばちっ！　という変な火花が散った。絶対散った。

　互いにおでこをぐりぐり押し付け、【スレンダーさん】と【メガネさん】の応酬が続く。

『……前から思っていたが、貴様やっぱり目上の者を敬う気持ちが欠落しているだろう？　無愛想なクセにとにかく説明したがりで会話がないと寂しくて死んじゃうウサギ病のくせに』

『いいえー？　誰かがポストに就かなくちゃならない仕事って大変だと思いますよ。たとえ私達が日々樹海を走り回って手に入れた鹿や猪いのししを手ぶらで食べるだけの人だとしてもねえ』

　今はケンカしている場合ではない。いつロースヘラ達が樹海に火を放つか読めないのだ。

　クラオスはおもむろに床の上で仰向けに寝そべった。

　荒療治である。

『お美しいお嬢さん方、長くなりそうならここはいっそ腰を据えてじっくり好きなだけやってみてはどうか。ほら立っていないで、片方は僕の顔に、もう片方は腰の上にどっしりと座って向かい合って！　三人で仲良く、末永くよろしくな感じで!!!!!!』

『何をどうしてこんなゲス男を信頼して集落まで連れてきたのか説明を求めたいっ!!』

『？』

【メガネさん】は涙目で叫ぶが、イメージできない【スレンダーさん】はキョトンだった。

　どうやら何かと説明したがりらしい【スレンダーさん】だが、あまりにも高度で難解な状況は理解できず、見送ってしまったのかもしれない。下手に嚙かみついた【メガネさん】の方が顔を真っ赤にしてほっぺたを限界以上に膨らませ、両手をグーにして小刻みに震えている。

　そしてクラオスも何となく気づく。

　……どうも表向きの最高権力者と、実際の力関係はまた別みたいだぞ？

【メガネさん】がじろりとこっちを見た。

『何だ？　今何に気づいた？　おい人間、その口で言ってみろ』

『いえそんな、ダークエルフの秘密に気づく事などとてもとても【メガネさん】様』

『呼び方メガネのまんまだしさんに様を重ねておちょくっているし!!　わ、わ、私がこの集落で一番偉い長老だっていう事を忘れているのかあー!?』

　くわあ!!　と両目を見開いて両腕を振り上げ（ておっぱいを縦に揺らすと）、屋敷の外に控えるダークエルフ達が無言で応じた。複数の木材や動物の腱けんを張り合わせ強度を高めたコンポジットボウ。並の傭よう兵へい団だんを凌りよう駕がする得物から放たれた矢が、クラオスの鼻先を掠かすめたのだ。

　外からガラスの窓をぶち破り、向かいの壁かべ際ぎわの棚にある一番高そうな酒瓶を貫く形で。

　両腕を振り上げた格好のまま【メガネさん】は固まり、そして小刻みに震えていた。

『あ、ああ、あああああ……』

『（かりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかりかり）』

『よっよせ！　何だそれは人間、木の枝に何を書き込っ、こんな記録を残すんじゃあない!!』

　身も世もなくすがりついてくる愛され系の長老に、【スレンダーさん】は片目を瞑つむって、

『より実用的だからって屋や敷しき周辺の護衛を狩猟系でばかり固めておくからこういう事になるんです。神官系は何もできないって自分からバラして回るようなものだし』

『えと？　つまり？？？』

『私は回復魔法の専門家なのだ』

【メガネさん】はほっぺたを膨らませたまま、腕を組んで無自覚に大きな胸を持ち上げ、

『とにかく寿命の長いダークエルフはなかなか体にガタも来ないからな。万が一なんて機会はそうそうない。私の魔法はそれこそ治せないものがないほど研がれているが、用がない』

『ほらほら、こういう困った時の相談役でしょう？　普段は役に立たなくて構いませんから、食べて寝て楽した分だけ困った時くらい働いてください』

　……日々の生活を守る狩猟系と、困った時の神官系、か。

　そういう役回りだと、【メガネさん】を笑うのは筋違いではとクラオスには思えてくる。ようはそれだけダークエルフ達は平和にやってきて、【メガネさん】はいざという時に備え続けているという話なのだから。医者と軍人は、お呼びがかからない方が良いのだ。

『何だ人間、その憐あわれみの目は？』

『……いや、世の中にはガチですごい人もいるんだなって感動してるトコです。手柄ばかり考えて街中の銅像の数を数えている、ウチら人間のクソみたいな王様とは大違いっていうか』

『ひどい皮肉だなっ、ふん!!』

【メガネさん】は子供みたいにむくれてそっぽを向いてしまった。不覚にもちょっと可か愛わいいと思ったら、クラオスは足を踏まれて飛び上がった。

『……、』

　腕組みする【スレンダーさん】がもっとむくれていた。もっと可か愛わいい。

　本気の尊敬に気づいていない【メガネさん】は小さく舌打ちして、

『用件は何だ？　私を訪ねてきたとなると、その時点でただ事ではないのだろう？』

『巨竜ブラッシュゲイン』

　クラオス・ノックバーンはまずこう切り出した。

　その上で、

『ただし竜の虫とかいう寄生虫以外で、です。僕はダークエルフが巨竜の骨に細工をしていて、ブラッシュゲインの復活と世界の滅亡を目もく論ろんでいると……まあド腐れですが一応の師匠から教えられてきました。人間側は、ええとホープエルフのロースヘラとかもいますけど、概おおむねその流れで話を進めている』

『でも、ブラッシュゲインの復活なんて私達は知らない』

【スレンダーさん】はそう言った。

　ただし、人間のクラオスではなくダークエルフの長老に向けて。

『……ひょっとして、私達にまで何か隠している？　だとしたら早い内に説明しておいた方が尾を引かないと思うけど』

【メガネさん】はゆっくりと両手を挙げた。ぺろりと子供っぽく舌を出す。

　自分の護衛、屋や敷しきを囲む狩猟系の皆さんが言う事を聞いてくれないのは自覚したらしい。

『細工？　私達が細工だって？』

　その上で、クラオスはどこか安心していた。【スレンダーさん】は話せば分かる人だった。ダークエルフのみんなも笑って食事を楽しんでいた。長老格の【メガネさん】だって実際には茶目っ気の強い人だった。この集落は、温かい。優しさで溢あふれている。それは今まで過酷で嫌な予想外しか見てこなかった樹海と比べれば明らかだ。

　だけど少年は失念していた。この集落は切り離されていない、ここもまた予想外を連発する『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』の一部だと。うっすらと笑って両手を挙げたまま【メガネさん】は言った。




『もちろんしてるよ。するに決まっているだろう』
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　意味が。

　頭の中から生まれた空白でクラオス・ノックバーンは喉が詰まりそうになる。意味が分からない。こいつは今、その口でなんと言ったのだ？

　そして少年が空白に喘あえぐ間も、時間は進む。

『キャサリンッッッ!!!!!!』

　ガシュッ!!　と摩擦で何かが焼けつくような音が響き渡った。【スレンダーさん】が腕に通していた弓を引き抜き、構えて、腰の後ろの矢筒から抜いた矢を勢い良く番つがえたのだ。

　合成弓。あるいは頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうの上乗せもあり。

　真正面から明確な武器を突き付けられても、ダークエルフの長老は笑ったままだった。

『落ち着け』

『神官系はこの樹海で何をしていたの？　私達狩猟系には内緒で!!』

　その言葉だけで、クラオスは卒倒するかと思った。

　そうだ。どうしてこの可能性を考えなかった？　狩猟系と神官系。ダークエルフは同じ集落の中でも明確に職業や派閥を分けて生活していた。これはかなり前、言葉が通じるようになる前から分かっていた事ではないか。そして集落が一枚岩でないとしたら、ありえる。

　狩猟系と神官系では思惑が違う可能性だって。

　もしそうだとしたら、狩猟系の【スレンダーさん】から安全の担保をもらうだけでは足りない。神官系を束ねる【メガネさん】がどう動いているかは読めない。

　巨竜ブラッシュゲインの、白骨からの復活。

　私の魔法はそれこそ治せないものがないほど研がれているが、用がない。……【メガネさん】は自分の回復魔法について、そこまで豪語していたではないか!?

　にたにた笑う長老は挙げた両手の指を軽く動かす。指の体操ではなく、面白がるように。

『不審に思うなら今すぐその弓を使って私を殺せば良いが、その場合はブラッシュゲインを止める事はできなくなるぞ。誰にもな』

『……脅迫のつもり？』

『だから』

　低い声を出す【スレンダーさん】に、両手を緩く挙げたまま【メガネさん】は短く区切って言った。聞き分けのない子供へ言い含めるように。

『落ち着け。私は全部説明する、恥じるような事でもないのだしな』

　緊張の密度が、固体のレベルにまで達するかと思った。

　不安な均衡。

　それを破ったのは狩猟系でも神官系でもなかった。

「かっ、は……」

　最初に呼吸困難でぐらついたのは、クラオスだった。耐えられず横にふらついた少年の体を支えるため、【スレンダーさん】は弓を引くための力を抜いてしまう。

　気持ちの悪い汗でいっぱいだった。なけなしの魔法誘導体を求めて暗い樹海をさまよった時だって、こんなに削り取られはしなかった。ド腐れ師匠はどこを切り取っても最悪だったが、ヤツのはまだイタズラだった。どれだけ最悪でも、必ず『次』は担保されていた。

　……【メガネさん】は違う。一回限りで、次なんかないんだ。憧れのダークエルフ。言葉の通じる相手から本気で裏切られるっていうのは、こんなにも魂を削そがれるものなのか。

「なにが、結局。あんたは、一体……？」

『人語で話しかけられても変換など付き合わんよ』

　長老はそっと挙げていた手を下ろし、代わりに肩をすくめた。

『認める。我々はこの樹海全体に横たわる巨竜の骨に魔法的な細工を続けてきた。竜の虫の発生を抑えるとか、そういう理由からではない。ヤツの復活そのものに干渉するためにな』

『あなた……!!』

『待った』

　ぐったりした少年を支えながら嚙かみつこうとする【スレンダーさん】を引き止めたのは、当のクラオスだった。青くなった唇で、それでも彼はこう切り込む。

『「干渉」って何だ？　「復活そのもの」とわざわざ分けて言った理由は？』

『鋭いな』

　片目を瞑つむった【メガネさん】は指を一本立てて、

『結論から言えば、巨竜ブラッシュゲインは遅かれ早かれ復活する。骨のままでも、大地から無理矢理力を吸い上げて回復魔法に似た状態を作る。あれは最初から、そういう風にできている。外から魔法的に干渉できるのは遅かれ早かれの部分をコントロールするくらいかな』

『……あなたはそれを促進している？』

『ある意味では』

　再び、少年の頭がぐらつく。つまりどういう事だ？　巨竜ブラッシュゲインは黙っていれば一万年後に復活するけど、神官系が手を加えれば一年後に復活できますとか、そういう話か？　永遠に等しい寿命を持つダークエルフにとっては一年先も一万年先も変わりませんと？

　首を横に振る。クラオスは【スレンダーさん】を信じる。彼女を通して見つめたダークエルフは、寿命が長いだけでそこまで時間の流れから乖かい離りする心の持ち主ではないはずだ。

『角形、芒ぼう星せい』

「っ？」

　絶望しかけたクラオスの思考が、わずかに引き戻された。長老の言葉は擬態化魔法・カムフライズでも使われる記号だ。例えば角の数が八つでも、八角形か八はち芒ぼう星せいかで意味は全く違う（まあ八芒星は頂点の結び方でも形が変わるがここでは省略で）。一般に角形は力の放出、芒ぼう星せいは力の集中を示すはず。だがそれをどうしてここで……？

　くすりと笑って。

　ダークエルフの長老は最後の答え合わせをした。




『私達神官系は力の流れを促進した上で、一ヶ所に溜たまらないよう勢いをつけてわざと四方八方へ飛び散るようにエネルギーの川を決壊させている。簡単に言えば空回り狙いさ』




　ぽかんと、だ。

　今度の今度こそ、クラオス・ノックバーンは言葉もなかった。

『つ、つまり……』

　本当に長い間を空けて。

　震える声で、クラオスはこう聞き返した。

『ダークエルフは、巨竜ブラッシュゲインを復活させるために動いていた訳じゃ、ない？』

『何だ？　長老たるこの私が悪意満点の黒幕だった方が良かったか？』

『いっいや!?』

　クラオスが慌てて否定すると、【メガネさん】は口元に手をやってくすくすと笑った。

『巨竜の骸むくろが大地から吸い上げる力は莫ばく大だいだ。ただ放出を示す角形を置くだけでは不足でな、力が弱いと飛散しきれずむしろ再び集まってしまう。漏じよ斗うごの中へ引き込まれるように。よって、いっそ派手に飛び散らせるためには勢いが必要だった訳だ。敢あえて芒ぼう星せいを置いてでも』

　そこまで説明すると、ダークエルフの長老は長い耳をゆっくりと上下させ、

『……それに、部分的には私が黒幕で間違ってはいないかもしれん』

【メガネさん】は淡く笑っていた。

　お呼びがかからない方が良い。そんな長老は、だけど逃げられなかった。

『巨竜の力を促進した上で空回りさせる。では暴れて川から溢あふれ出でたエネルギーはどうなる？　結局は、違った形で世界に牙を剝むくのさ。地震とか竜巻とか、そういう災害の形でな』

『……、』

『世界が全部滅亡するよりはマシだろう。だが被害は決してゼロじゃない。もしも我々が起こした災害によって世界にたった一人しかいない誰かを奪われた人がいたとすれば、私は世界の全てを巻き込んででも殺すべき憎い仇かたきとして映るだろう』

　それでも必要な事だった、と言ってしまうのはクラオスにとって他ひ人と事ごとだからか。彼は命を奪った側でも奪われた側でもない。もしもそうなら、まず正論が出てこない。そのはずだ。

『じゃあ、ちょっと待て』

　さらに、別の問題も浮上してきた。レベルとしてはこちらの方がより大きい。

『ロースヘラやエルゼーン達はこの「不ふ出しゆつ樹じゆ海かい」を火の海にして強引に決着をつけようとしているんだ！　遅くても夜明けまでには。もしそんな事になったら……!!』

『まあ、困るだろうな。世界の危機だ』

　人間側のブラッシュゲイン復活を阻止するための作戦で、当のブラッシュゲインの復活が決定づけられてしまう。ひどい皮肉だ。しかし全部分かった上で、長老はこう尋ねてきた。

『しかしそれを知ったところで我らに何ができる？』

『何がって……』

『解剖好きの変人ども。度を越した連中は我らの手で始末をつけたが、問題は収まったか？　……より酷ひどくなった結果が、貴様が見たとかいうホープエルフの魔法陣だろう。善悪じゃない。手袋投げてレイピアで決闘しなかった。お宅らの手順に従わなかったというだけで』

「くそっ!!」

　ダークエルフ語に置き換えるのも忘れて、クラオスは毒づいていた。

　エルゼーン達は悪者ではない。だけどブラッシュゲインの真実は話せない。ド腐れ師匠は言っていたではないか、世界滅亡という衝撃が無用なパニックを広げる、と。例えば、世界の滅亡を望むカルト宗教が現れたら？　例えば、被害の規模をコントロールして特定の国だけ破壊しようとする軍隊が現れたら？　混乱が何を生むかは分からない、というか十中八九人間の管理体制なんか破綻して想像よりひどくなるだろう。だけど穴だらけの計画であっても世界滅亡のトリガーとして機能はしてしまう。だから、怒れる人間には説明できない。

　そして説明ができなければ、ダークエルフと人間のいがみ合いは永遠に続く。人間はダークエルフを恨み続ける。負の連鎖を切るためには、何が必要だ。少年はぎゅっと両目を瞑つむる。これは相当辛つらい選択肢になる。せっかく見つけた本当の仲間の手てを借りる事もできなくなる。

『分かった……』

　でも言った。

　ここまで辿たどり着ついたクラオスはこう言いたかった。




『僕が一人でやる。ダークエルフがロースヘラやエルゼーン達に危害を加えなければ、貴族様の恨み節は僕に向くだろ！　それで【スレンダーさん】達は解放される!!!!!!』




　ぽかんと、であった。

　ダークエルフ達の長老。あの老ろう獪かいな【メガネさん】からそんな顔を引き出せただけでも言ってやった意味があったか。そんな風に考えたクラオスだったが、全然ポイントが違った。

　直後に、赤毛の少年の体を支える少女からすっごく冷たい声が放たれたのだ。

『……【スレンダーさん】って、なに？　それひょっとして私の話？？？』

「いけないっ」

『どこ見てそんな名前をつけた!?　私の一体どこを見て!?』

　襟首を摑つかんでがっくんがっくん人様を揺さぶる【スレンダーさん】は顔が真っ赤で、ちょっぴり涙目だった。意外とコンプレックスだったのかもしれない。

　一方、珍しく腹を抱えて笑っていたのはオトナな【メガネさん】だった。

『ぷっ。あっはっは!!　そうかそうか、ここにきて【スレンダーさん】ときたか!?』

『ここぞとばかりに勝ち誇って……!!』

『いや違う、ベストの紐で寄せて上げてもその程度な胸の話じゃない』

『胸って決めつけた!!　まだ誰も何も言っていないのに今長老が無慈悲に確定させた!!』

『だから』

　ダークエルフの長老はメガネを軽く上げ、目元の涙をほっそりした指先で拭いながら、

『私は【メガネさん】で、貴様は【スレンダーさん】。他にも色々名前をつけてきたんだろうが、君は結局誰の本名も知らなかったんだな』

『あ』

『そして相手が名前も知らない誰かであっても、そこの彼は一向に構わなかった訳だ。目の前で苦しめられている人を見かけたら、もうそれだけでその命だって差し出してしまう。……とんでもないお人ひと好よしだな、君という「人間」は』

　人間、とダークエルフの長老は言った。

　個人を指す『人』とは違う。明確に、自分以外の種族を指す言葉として。

　それは【メガネさん】にとっても何か大きな区切りだったのかもしれない。

『認めよう、君はもう我々の一員だ。この樹海に入るたび、我らが集落は君を招き入れる』

　改めて。

　真正面からクラオス・ノックバーンの正面から、彼女はこう告げたのだ。

　敬意を表するために、その頭を下げて。

『そして、信じる以外に支払えるものもなさそうだ。このキャサリン・アップル、あなた様に感服した。我らダークエルフの運命と、ついでにブラッシュゲインの毒どく牙がにさらされ続ける世界全体の行方。全部預ける。どうか思う存分やってくださいませ、我らの優しい英傑様』
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　わいわいと夜の賑にぎわいが素朴な集落を包んでいた。

　狩猟系の【スレンダーさん】や神官系の【メガネさん】達がどうしても守りたかった光景。クラオス・ノックバーンはかがり火や食事風景をその目に焼き付けた。

　ここから先は、自分一人だけの話じゃなくなる。

　この肩にみんなの命や未来が乗ってくる。

　……光栄だ。

　線の細い少年はそう考え、明かりから離れる。優れた弓の腕に頂ちよう竜りゆう魔ま法ほう、何より個人ではなく集団。ダークエルフ達の戦力は魅力の塊だが、それでもクラオスは誘惑を振り切った。

　ダークエルフが好きだ。

　だったら巻き込めない。人間の問題は、人間が片付ける。

「こんなものかな、と」

　考えながら、クラオスはそっと息を吐いた。

　材料はマッチ棒より細くてしなやかな木の枝。ダークエルフ達の話だと、これは鳥の巣やリースの飾りなどにも使われているものらしい。贅ぜい沢たくな石は使えそうにないから、砕いた貝を石の表面で削って丸く整え、蜜みつ蠟ろうを添えて固定するくらいしかできなかった。

　指輪。戦術に必要というよりは、自分の未練にケリをつけるためでもあった。

　嫁の心を摑つかむためのアクセサリ作戦を、宙ぶらりんのまま終わらせたくない。でもそれも、これで一区切りだ。済んだのなら戦いに集中しよう。

　ここから先は、人間と人間の醜い業ごうのぶつかり合いだ。

『ちょっと』

　だというのに、集落を出たところで声を掛けられた。

　何な故ぜ一番に守りたい嫁が一番にやってくる。どこまでこの樹海は人間の予測を裏切ってくるのだ、どう見たってあれはダークエルフの【スレンダーさん】じゃないか!?

『ま、待ってよ!!　【スレンダーさん】が顔を出したら何の意味もないじゃん!!』

『スレンダーさん、ねえ？』

　げふん、とクラオスは咳せき払ばらいした。でもそれ以外に腰へ片手をやる少女の呼び方が分からないのだから仕方がない。しかも途中で名前を変えると後で論文にまとめる時に絶対苦労する。【リーダーさん】や【幼女さん】だって実態とはズレたままでも貫いている。誤解のない正確な記述のためには、【スレンダーさん】にも吞のみ込こんでもらうしかないのだ!!

『だってあなた、一人で夜の樹海を歩いて目的地まで行けるの？　ロースヘラだかエルゼーンだか知らないけど、広大な「不ふ出しゆつ樹じゆ海かい」のどこにいるか覚えているんでしょうね』

『……、』

　自信はなかった。ひょっとしたら迷いに迷って半べそでタイムアップ、もありえたのか。

【スレンダーさん】は片目を瞑つむって胸の真ん中に掌てのひらを押し当てると、

『ほら、私がいないと困るでしょ。決闘の場所までなら案内する』

『あ、ありがとう』

『ただ、こっちに流れ弾がきたら思わず弓を手に取るかも。正当防衛なら仕方がないよね』

『困るよ【スレンダーさん】っ！』

　そんな風に言い合いながら、【スレンダーさん】と二人で夜の樹海を歩いた。

　デートと呼ぶには闇が濃すぎるし、その辺でがさごそ鳴っているのは大型の肉食動物かもしれないのでおっかないのだが、それでも破格の待遇だろう。茂みに身を潜め、地面に残された足跡から相手の位置を推測して回っていた頃に比べれば、二人の距離はずっと近い。

『これ』

　彼女は白いベストの胸の谷間から何か取り出した。

『最後にまともな食事を摂とったのはいつ？　戦う前に倒れられちゃ敵かなわないし』

　ありがたい。

　何しろ基本的にハンドメイド。という事は見み目め麗うるわしいダークエルフの【スレンダーさん】の手料理だし！　ありがたい、結婚しよう!!　思わずがっつこうとしたクラオスだったが、

「んう？」

　思わず人語で呟つぶやいて怪け訝げんそうに見るクラオスの視界に収まっているのは、小さな瓶だ。中にはモモだかリンゴだかブドウだか、とにかくカットして砂糖に浸つけて水分を抜いたであろう、白く粉をふいたドライフルーツが何種類かまとめて詰めてある。

　この針葉樹の樹海に果樹があったのかというのも驚きだが、それ以前に、だ。

　……何だろう、このセンス。そう、にこにこ笑うおばあちゃんからあんまり嬉うれしくないお菓子を強くオススメされた居心地の悪さは。生きるためなら小動物でも黒い甲虫でも容赦なく嚙かみ砕くだくクラオスだが、そういうゲテモノとはまた違うやんわりした拒絶感が発せられる。

　せっかくの手料理である。

　嫁の料理だ。

　白っぽい粉をふくほど激甘な愛。すっかり乾き切った手料理。振り払う事もできず、さりとて受け取る気にもなれないクラオスの微妙な顔を見て何か勘付いたらしい。【スレンダーさん】の目尻が不愉快そうに吊つり上あがっていく。

『なに？　食べられないとでも言うつもり？』

「いやあははは。アリガタクウケトッテオキマスウ」

　どうせ人語なんか通じないと思って雑に演技したら【スレンダーさん】が摑つかみかかってきた。やっぱり自信作だったのか、否定されると哀かなしいらしい。軽く目尻に涙すら浮かべ、蓋を開けた小瓶の中身を強引にクラオスの口の中へとぶち込んでくる。ざらざらと。

『ほら食べろ!!　どうだ実際に食べてみると美お味いしいでしょ、美お味いしいって言ってよ!?』

「もがもがふがー!?」

　もがもがに人語もダークエルフ語もなかった。

　ドライフルーツはドライフルーツでやっぱり招かれざるおばあちゃんのお菓子味だったが、なんかほんのり温かかったのは新鮮だ。ずっと【スレンダーさん】の谷間に挟まれていたのだから当然か。白い革のベストでぎっちぎちにすれば谷ができるのだ、多分八〇センチ未満だろうけど。ドライフルーツは強心剤ではないはずだが、意識した途端にクラオスの心臓がうるさくなってきた。

　しかし砂糖。いよいよどうやって手に入れたのだ？　南国のさとうきびという線はひとまずナシだとして……。あるいは、食用にならない魔女カボチャでも煮詰めている？　そこそこ歩けるようになったつもりのクラオスだが、ダークエルフの暮らす樹海はまだまだ謎が多い。

　そしてどんなおばあちゃん味だろうが、食料は食料だ。元々は狩りで獲物が手に入らなかったり、うっかり遭難して現在位置が分からなくなった時の保存食なのか、小さい割にかなり強烈だった。糖分の高い果物をさらに砂糖に浸つけるのもそうだし、乾燥して小さくしわくちゃになった果物は腹の中に入ると水分を吸って膨らむのかも。意外とずっしり溜たまった気がする。

『もしかしてこれ、魔女カボチャの他に蜂蜜か何か使ってる？』

『あら。樹海のご馳ち走そうが理解できる程度には鍛えられていたのね』

　それは僥ぎよう倖こう、蜜が亡霊カブや魔女カボチャと絡からめば魔法誘導体を間接補給できる。

　……概算で擬態化魔法・カムフライズ換算なら五回、樹海初のマックスだ。

　これで、騙だまし騙だましでも戦える。鉄や銀で武装した騎士団の精鋭や神話レベルのホープエルフ相手に一体どう立ち回るかはまだ見えていないが、選択肢を並べるくらいなら手が届く。

『ねえ』

　小瓶の中身がなくなって納得したのか、【スレンダーさん】がしっとり話しかけてきた。

『本当に私の名前も知らないくせにこっちが根負けするほどしつこく構ってきたの？』

『えっと、あのう』

　受け入れると由ゆい緒しよ正ただしい公認ストーカーに陥りそうなので曖昧に濁しつつ。

　クラオスもクラオスで気になる事はあったのだ。

『それを言ったら、そっちはどうだったんだ？』

『うん？』

『どうして最初の火ひ炙あぶりで僕を助けたの？　ただの博愛で誰でも助けたって言われるとすごく哀かなしいんだけど……』

『……忘れているのは薬のせいかしら』

『何の!?』

　矢毒や薬の調合にも詳しい狩猟系ダークエルフが言うと迫力が違う。まあ頭に作用するものだと、特に最初に捕まって広場に向かう前後と火ひ炙あぶりから救出される前後に、それぞれ不自然な記憶の空白があるのは事実なのだが。

『さて問題です』

【スレンダーさん】は、ほっそりした指先で長い耳を軽く弾はじいた。

　厳密には、一つしかないイヤリングを。

『あの水浴びで最初に出会った時、私はこれをどっちの耳につけていたでしょう？』

『……？』

『……あなたほんとに人のハダカ以外何も見ていなかったのね、ドスケベ』

　図星だがご本人様の前でだけは絶対に認めてはならぬであった。

　そして新たな疑問も湧いて出る。

『どっちの？　最初は両方についていたんじゃなくて？？？』

『あなたはね』

　くすりと笑って、【スレンダーさん】は先を続けた。

『金具がバカになって落ちやすくなったイヤリングを拾って私に届けるために、そこがどんな場所かも知らずに粘の草木を抜けてしまったのよ。だから水浴びの現場で出くわした』

　美談も何もあったものではなかった。

　その後は寄生虫だの騎士団だの巨竜だのに散々翻弄されまくって、いつしかこんな所まで流れ着いていた。派手なの地味なの含めて、途中で何回死にかけたかは数えたくもない。

　思わず片手を額にやるクラオスだったが、【スレンダーさん】にとっては違うらしい。

『そんな些さ細さいな事、って思うでしょう？』

　とても優しい目つきだった。

　拍子抜けの極みだと思う。それなのに。

『……でも私にとっては大切な事だったのよ。左右でセットの贈り物が運命の男女を引き合わせてくれる。まあ、根拠のある儀式というよりおまじないやジンクスに近いけどね。でもあなたは、ずっと昔に母が読み聞かせてくれた絵本の世界を私の前に広げてくれた。長い長い時間の中で根拠がないと諦めかけていた事に、あなたは具体的な形を与えてくれた』

「……、」

　そういえば、集落では子供達が枝を折って二人で分け合っているのを見たような？

　ただ、結局はそれだけだったのだ。特別な美談なんかない、前世からの因縁なんかない。少年と少女は互いの名前すら知らない状態から始まって、でも、見も知らない人が苦しめられているのを見て、双方共にどうしても黙っている事ができなかった。

　子供の頃の夢を追い続けた、ひどく似た者同士。

　特に示し合わせた訳でもないのに、二人は同時に小さく笑った。

　だったら最初から惹ひかれ合あう訳だ。

　言葉なんかが分かるよりも前に、言葉なんかが分かった後だって。

『全部終わったら、色々話してちょうだい』

『うん』

『私も色々話す。あなたに知ってほしい事はいっぱいある』

『うん』

『だから』

　これまでとは何かが違った。

　虫の鳴き声とも夜行性の動物とも違う。もっと雑多で横暴な、気配の膨らみを感じる。

　人間だ。

　こんな不ぶ躾しつけなモノを好き放題ばら撒まける生き物なんて、他にはいない。真まっ直すぐ前を見据えて、【スレンダーさん】はこう言った。決意の声が震えないよう、そっと力を込めて。

『あんなヤツらに負けないで。帰ってこなかったら、あなたを絶対に許さないから』
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　がかっ。

　どォォォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!!!!!　と。




　冗談抜きに稲光が天から地へ炸さく裂れつし、太い針葉樹が縦に真っ二つに引き裂かれた。

　樹海の木を無む暗やみに傷つけられたからか、あるいは支配者の許可なく樹海の中で火をちらつかせたからか。【スレンダーさん】の目つきが剣けん吞のんなものになっていく。

　静寂の中に身を隠し、相手に気づかれぬまま必殺のポジションに陣取るダークエルフとは真逆。自らの立ち位置を大きく誇示して戦場を囲み、正面からの接近戦を好む騎士の戦い方。

　雷光。それは恐るべき天罰か、あるいは人間の新たな文オモ明チヤの象徴か。

　縦に裂けた大木が左右に倒れていき、奥から誰かがこちらを見据える。腕の振りや武器の自由度を保つためチェインメイル程度の極端な軽装を選んだ上体に対し、大きく膨らむ両足という歪いびつな鎧よろいのシルエット。左右に大きく広がり、足首まで届く巨大な縦ロールのツインテール。ショヴスリと呼ばれる穂先の左右にコウモリの羽のような刃をつけた複雑な槍やりを、片手一本で軽々と構える。

　スカイブルーの勝ち気な瞳に、王都の学校で行われていたネオン管を使った電光実験じみた黄緑、未熟なレモンイエローの光。自然の力を全否定するような蛍光色の髪を揺らす女性騎士。

　クラオスは彼女の名前を知っていた。

「……エルゼーン・リヴザイ」

「久しいな、坊や」

　自分から軍馬を下りたのは、速度より小回りを優先しているからか。的確に追尾して逃さず仕留める。そういう意志を感じられた。いつでも殺せる構えを取りながら、あくまでも精鋭の注力部隊『ラストリゾート』の指揮官は卑劣な逃亡者へ手を差し伸べる。

　空いた手で膨らんだ髪をいじっているのは、確か彼女なりの魔法の制御法だったはず。

「ホープエルフのロースヘラ殿は思ったより早く魔法陣の最終調整を終えるつもりのようだったが、君が見つかるまではと私が最後の一筆を止めていた。さあ、早くこちらへ。一面に横たわった巨竜の骨ごと樹海を焼き払うのはそれからで良いい。他の騎士達はもう外に出ているよ」

　一度は歩み寄る、命を拾うチャンスを与える。だが振り払われる前提。その上で圧倒的な力で命を刈り取る。決闘の白い手袋は、相手に投げさせる。そういう騎士の追い込み方だ。

　クラオスは足元に唾を吐こうとして、ここがダークエルフ達の愛する樹海だという事を思い出した。【スレンダーさん】の前で粗末に扱う事はしたくない。

　代わりに告げた。

「戻る気はない、と言ったら？」

「残念だ。……坊やの事は気に入っている、これは本当だよ。だから君を殺さなくても済む理由は、そちらに作っていただきたい。是非」

　もちろん、だ。

　あのダークエルフ達が束になってもエルゼーンは意に介さなかった。たった一人で絶大な魔法を振るい、その全てを押し返して撤退させた。真正面から人間のクラオスが戦いを挑むなど愚の骨頂。彼は、ダークエルフから生き残る術すべを学ばせてもらった身の上だ。そういう騎士の決闘に引きずり込まれるな。相手に気取られず、必殺のポジションを独占して、そして自分は無傷で勝つ。これがダークエルフから知恵を拝借したクラオスにとっての『ベスト』だ。

　……そのためには何が使える？　ズボンのベルトに差した木の枝には知識が蓄積されているけど、これは『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』やダークエルフ達についてばかりだ。人間相手には応用のしようがない。つまりこっちにできるのは擬態化魔法・カムフライズだけ。その上で、何を擬態化の対象に選んでどのタイミングで使えば盤面をひっくり返せる？

　そしてもう一つ、非常に重要な条件があった。

「ホープエルフ、ロースヘラは？」

「呼んだかえ？」

　かさりと厚底靴で下草を踏んで、もう一つの影が無造作に現れた。小さな王冠と緑色のゆったりした神官装束の、見た目は一二歳くらいの金髪少女。世界で唯一、他に替えの利かないホープエルフ。彼女は愉快そうに、それでいてちょっとだけ唇を尖とがらせてこう言った。

「もう、聖女とはつけてくれなくなったのだな。わらわは寂しいぞ、学生？」

　エルゼーンの戦術の中心には、ホープエルフの魔法がある。どういう理屈かは知らないが、ロースヘラは自分の属性を他人に『貸せる』らしいのだ。つまりエルゼーン・リヴザイは自分の魔法に借り物の属性で特殊な色をつけている。もしも先にホープエルフを撃破できれば、女性騎士の足を引っ張るくらいはできるはず……？

　その価値は分かっているのだろう。アンバランスな鎧よろいを纏まとう女性騎士は意外そうな顔で、

「下がっていろ、ホープエルフ殿。ここはあなたの出る幕ではない」

「よいではないか。学生、よもやわらわを先に倒せば、などと考えてはおるまいな？」

「っ」

「あっはっは!!　かわゆいかわゆい。エルゼーンに貸したのはいくらでもある力の属性、その一片。力の全てを過不足なく管理するこのわらわが、先に倒れるかのう？」

　……やっぱり、そう簡単にはいかないか。

　エルフとして生まれておきながら、あまりにも魔法の力が突出しすぎて同じエルフの中に収めておけなかった化け物。わざわざホープエルフという種族を別に作り再定義しなくてはならなくなった超高次存在だ。前衛の女性騎士の隙をついて頭でっかちなホープエルフの懐ふところに飛び込めば……なんて話が通じる訳もない。その程度ならエルフの枠からはみ出す事もない。

「これは騎士の対話だ。咎とがなき坊や、どうか君には下がっていてもらいたい」

　がちゃりと、重たい槍やりが動く。

　その穂先がクラオスではなく、隣の少女に移る。見た目の距離など、あの雷光の前にはどれだけ意味があるだろう？　エルゼーンははっきりと【スレンダーさん】を狙っている。

「……そしてダークエルフよ、理由はどうあれ貴様は栄えある騎士レインブック卿きようの命を奪った。罪は贖あがなえ。貴様達のルールでは理不尽と呼べる天てん秤びんに命と命を載せたとしてもだ」

　こんな演劇じみた『しきたり』を順番通りに消化している場合ではない。

　クラオスは歯は嚙がみした。仮に騎士団の理屈でダークエルフ達が皆殺しにされた場合、後に待つのは巨竜ブラッシュゲインの完全な復活と、人間を含む世界の滅亡だ。清廉潔白な散り際を望む騎士団なら失敗に勝手な理屈をつけて絶滅を受け入れるかもしれないが、巻き込まれる方はたまったものではない。外からやってきた人間の彼女は知らないのだ。この問題の根本的なねじれ、巨竜ブラッシュゲインを巡る顚てん末まつが。しかし迂う闊かつに口に出せば、別の問題が生じる。

　あのド腐れ師匠、レイカ・キックプリーツは何な故ぜ護衛もつけず、口が堅い一番弟子だけを連れて深い樹海へやってきたのか。

　巨竜ブラッシュゲインやその復活、世界滅亡なんて衝撃を無駄に広げないように、だ。

　もどかしい。ただ頭の中で条件を並べていく内に、クラオスはおかしな点に気づいた。

　そう、

「何だ？　何でなんだ……？？？」

「坊や？」

　怪け訝げんな顔をしたエルゼーン・リヴザイだが、彼はそちらを見ていなかった。クラオスが注目しているのはその隣で特徴的な長い耳を揺らす小柄な少女だ。

「人間が、巨竜ブラッシュゲインの顚てん末まつを知らないのは分かる……」

　おや、という意外そうな声があった。

　わなわなと震える少年を、滑稽な見世物でも眺めるような目つきで見返している者がいる。

「頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうなんて未知も未知、事前予測不可能な超技術だったからな。だけどロースヘラ、あんたは初めてやってきた時ダークエルフ達の使う魔法を見て嘲あざ笑わらっていたよな？　たかが小技だろうがって。つまり、あんただけは魔法の仕組みを理解できていた。だとしたら樹海のあちこちにある竜の骨を見ればすぐ分かったはずだ。実際には大地の芒ぼう星せいは復活のためじゃなくて、勢いをつけて力を散らすために配置されていた事。巨竜復活を阻止するために今まで頑張ってきたダークエルフ達を滅ぼせば、逆にブラッシュゲインの復活に繫つながってしまうのも」

　その上で。

　ロースヘラが何も知らないふりをして人間の騎士団に手を貸していたとしたら？

　どこまで計画的だったかは知らない。『解剖博士』と一緒に始末されたレインブック卿きようの件を聞いて渡りに船だと考えたのかもしれないし、あるいはこうなる事を見込んだ上で『解剖博士』の護衛にレインブック卿きようをつけた可能性だってある。

　だって不釣り合いなんだ。

　もう一度、冷静に考えろ。いくら世渡りが得意で他人の弱みを握っても、あの変人だ。『解剖博士』カイル・ハードジューサーの愚行は名誉と秩序を重んじる騎士から見ても違和感の塊だし、学者とはいえたかが平民を守るために王都を離れて何もない樹海まで長期滞在に付き合うなど、そんな日当で命を切り売りする傭よう兵へいみたいな仕事は貴族のする話じゃない。もっと何か、直接の上下関係や政治的な圧力で言い含められでもしない限り、（もちろん会った事もないレインブック卿きようとやらの人柄は知らないが）普通の貴族なら首を縦に振るとは思えないのだ。

　そう。例えば、世界に一人しかいない国賓待遇のホープエルフから頭を下げられ、断るに断りきれなくなった……とか。

「あんたの狙いは、人間に協力して問題を解決する事じゃない」

　だとしたら。そんなセッティングを施し、仕掛けが無事に作動した報告をロインベルトの伝でん書しよ鳩ばとから受け取って、陰でこっそり笑っているとしたら。

「なあエルゼーンさん。そこの二枚舌は、こう言っていなかったか？　レインブック卿きようを紹介したのはわらわだから、どうか普段の所属は忘れてこの手で弔いをさせておくれ。急な旅支度で忙しい騎士団のあなたに向けて、そんな風に」

　クラオスが適当に言うと、女性騎士は絶句していた。それが答えだった。つまり自然な形で戦列に加わるお涙頂戴の言い訳まで用意していた訳だ。遠方でいつ衝突が起きても違和感なく完璧にすらすらと提案できるよう、最初から。

　確定だった。

　青い瞳のホープエルフ、ロースヘラの本当の目的は、




「邪魔なダークエルフ達を排除して、巨竜ブラッシュゲインを完全な形で復活させる。何も知らずにその手で復活の手伝いをさせられた人間を、一人残らず撃滅するためにだ!!」













第四章　ファーアンドアウェイ、真なる力を示す
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「おい……？」

　暗い暗い夜の樹海で、訳が分からないといった顔で口を開いたのは、足首近くまである巨大なツイン縦ロールを揺らす女性騎士、エルゼーン・リヴザイだった。

「坊や、さっきから何を言っているんだ。巨竜とか、一人残らず撃滅とか、」

　スケールが大きすぎて、人並みの感覚ではついてこられないのかもしれない。

　しかし、だったら何が妥当なサイズだというのだ。世界でたった一人しかいない、存在自体が伝説と化しているホープエルフが黒幕だった。ロースヘラが起こす陰謀だ、どんなサイズの事件だったら納得できる？

　逆に国や世界くらい滅んでくれないと釣り合いが取れない、とは考えられないのか。

　対して、全部暴かれたロースヘラはにたにた笑ったまま。見た目は一二歳程度の金髪少女。だけど陰いん謀ぼう如ごとき、露見しても何も変わらない。そんな傲岸不遜な態度を隠しもしなかった。

　頂点たる存在は言った。




「ああっもう……。これくらいでいちいち勝ち誇るでないわ、このオシむりんが!!」




　人語の中に何か混じった。ため息をつきながらその小さな掌てのひらを差し向ける。クラオス・ノックバーンではなく、傍かたわらで困惑していた女性騎士、エルゼーン・リヴザイに向けてだ。

　光も音もなかった。

「がっ!?」

「エルゼーンさん!!」

　線の細い少年は叫ぶが、迂う闊かつに近づけない。彼の見ている前で、あれだけ強きよう靭じんだったエルゼーンが膝から崩れ落ちていく。未熟なレモンイエローの派手な髪が、流星の尾のようにワンテンポ遅れて後を追う。彼女は倒れたままぴくりとも動かない。自然の色彩を拒絶して、常に孤高の存在として君臨し続けたエルゼーン・リヴザイが、その顔まで黒土にまみれていた。

　いくつもピアスをつけた大きな耳を揺らし、ホープエルフは立てた人差し指をくるくる回す。

「今は認識が追い着いておらんようだが、正しく状況を把握すればどうせそちの側につくだろうからの。貸していた属性を、返してもらった。非難しないでおくれ、人間ども？」

『魔法を使って実力を底上げさせた上で、それがないと肉体を保てないように制御難度も少しずつ上乗せしていったのね。属性の幅が広がっている間は、その事にも気づけない』

　ダークエルフの【スレンダーさん】が、ロースヘラを睨にらみつけながら呟つぶやいていた。

　何かしらの副作用があったのだ。そして当然、それを説明していたはずもない。普段は言葉巧みに利用して、いざとなったらいつでもバルブを締めるようにダウンを取れる。二人の間に仲間意識があるとはとても思えなかった。少なくとも、二枚舌のロースヘラの方からは。

『強烈な欠乏状態。派手に魔法で失敗した弊害の典型例よ。いくつもの櫛くしを使って体内の「力」をコントロールする事で制御をしているようだったけど、実際にはそれだけじゃ全然足りなかった。足りない事を知っていて、そこのホープエルフは保険のために黙っていたんだ……』

「わらわの獲物はダークエルフ。人間であるそちは逃がしてやっても構わんのだがのう」

「断る。どうせ巨竜ブラッシュゲインが復活したら世界なんか滅ぶだろ」

「分からんぞ？　わらわがせっせとダークエルフを滅ぼしている間に、人間達は団結するかもしれん。ああはなりたくないと。ようく考えておくれ、今の萎しぼんだ人類にできるかどうかは知らんが、ブラッシュゲインだってかつては一度滅ぼされたのだしのう」

「どっちみち同じ事だ」

　言葉を吐き捨てるようにしてクラオスは突き付けた。

「断る。絶対に【スレンダーさん】は渡さない、集落のダークエルフ達もだ」

「その心は？」

「せっかくの結婚式に、新婦側の席だけがらがらじゃあ彼女も困るだろ」

　単なる軽口のはずだった。

　だが、ぴくりと、ロースヘラの眉が微かすかに動いた。青い瞳が片方歪ゆがむ。世界に一人しかいないホープエルフ。規格外の魔法を振るい、たった一人でダークエルフ全体を押し返す力すら属性の一片に過ぎないと吐き捨てた存在。そいつの、何かに触れた。そんな手応えがあった。

「そこまで言うのなら、試してくれよう……」

　分かりやすい杖つえや剣のようなものはなかった。

　ぎゃりぎゃりぎゃり!!　と何か硬い物が擦こすれ合あうような音が連続する。ロースヘラが下着の横の紐から抜き、真上に軽く放り投げたのは巻き物だった。それはひとりでに広がると、羽衣のようにホープエルフの両肩や背中を彩いろどっていく。何が描かれているでもない。白紙の巻き物には等間隔で穴が空いており、色とりどりの色鉛筆が刺さっていたのだ。まるで機関車のレールと枕木の関係のように。色彩はおそらく七二。もちろんこの状況でチマチマ数えた訳ではないが、魔法分類上重要な色彩の数がそうだった。そして刃物や鈍器でないからと言って、侮あなどってはならない。縄なわ梯ばし子ごで考えろ。巻き物みたいに丸めても空間的にあんなコンパクトに収納できないはずだ。そこにも魔法を使っているのかもしれなかった。例えば、二次元と三次元を使い分け、巻き物を巻いている時は無数の色鉛筆を紙面の中に閉じ込めて収納している、などだ。

　ホープエルフが樹海を丸ごと焼き尽くそうとした時も、巨大な魔法陣おえかきを使ったではないか。ヤツの腕は、画材や筆記用具を軍勢や要塞を攻め滅ぼす大量破壊兵器に変える。

　一本。

　ロースヘラの小さな指先が薄い青の色鉛筆を引き抜き、くるくる回すと、まだ何も描いていないのに鋭く尖とがった先端から光が迸ほとばしった。金属すら焼き切る紫電の輝きが、外へ逃げる事も許されず一点へと圧縮されていく。それが分かる。

　必殺の得物を手にしたホープエルフ、ロースヘラは笑って言った。

「……極限の状況において目に見えない、言葉にできない繫つながりがどこまで保つか」

『チッ!!　【スレンダーさん】、いったん逃げ、

「きひひ、このホープエルフに向けて不遜にもあれだけのご高説を垂れたのだ。是非とも、死の瞬間まで千切れぬ絆きずなを見せておくれ、学生？」




　ガカァッッッ!!!!!!　と。視界が、真っ白に焼けた。
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　とにかく走る。目も耳もろくに回復していない。ただ恐怖を感じるのはクラオスがまだ生きているからだ。あの時、【スレンダーさん】がとっさに強く手を引っ張ってくれなければ間違いなく蒸発していた。クラオスは嫁の細い手首だけしっかりと摑つかみ返かえし、夜の樹海を走る。

　もう人と人、手順に縛られた貴族様との戦いなんて次元じゃない。

　まず生き残れ。相手の視線を振り切り、ひっそりと死角へ潜って、安全かつ必殺のポジションに着くのだ。ベストの展開は、無傷で勝つ事。冗談抜きで最強魔法の使い手。規格外の力を持つホープエルフ相手に一対一の削り合いなどしても意味がない。

　走りながら、【スレンダーさん】は別の事が気になっているようだった。

『ああ……ホープエルフにまで【スレンダーさん】呼びが定着しそう……』

　黙るのも選択肢の一つだ。言葉を覚えたからと言って何でもしゃべれば正解とも限らない。

　それにしても、クラオスの方がダークエルフの手を引いて先導する日がやってくるとは思わなかった。一直線に走れば飛び道具の餌え食じきになる。藪やぶ、木の根、岩、魔女カボチャ、崖。様々な障害物に邪魔される深い樹海の中で、そもそもいつまでも真まっ直すぐになんか進めない。

　近くの大木の裏に二人して身を潜めた。

『いつ覚えたの、こんな技術……』

　大きな遮蔽物に隠れ、常に複数の退路を確保。本職の狩人かりゆうどである【スレンダーさん】が思わず感心したような目を向けてきたが、今はプロからお墨付きをいただいて鼻を高くしている場合ではない。……実は【スレンダーさん】、【幼女さん】、【お母さん】達の水浴びを覗のぞいた辺りだとは答えたくないし。今、ため息一つで愛あい想そを尽かされたら真剣におしまいだ。

　来る。

　ざわざわと、ぞわぞわと。樹海に明確な異変があった。おそらく彼らなりの鋭敏な感覚に従い、急激にこの場から虫や小動物が遠ざかっていく。それこそ大災害の前触れのように。

　奥を覗のぞき込こんでみると、ふらりふらりと頭の王冠を左右に揺らしながら、小さな影がこちらに近づいてくるところだった。やはり、誤魔化せない。ロースヘラはクラオス達が隠れている大木を初めから捕捉している。正確に。羽衣のように巻き物を両肩や背中側に浮かばせ、カラフルな色鉛筆からどれを抜き取るか、迷い箸にも似て小さな指先をさまよわせながら。

「わらわに遠慮する必要はないぞ、学生……」

「っ」

「二対一では気が引ける？　あるいはこの小さな体に刃を突き立てる事に抵抗でも？　ああ、ああ。そういう事なら全て心配はいらぬ。人間の騎士というのは思った以上に正義だの感情だのと不安定で使い勝手が悪いのでな。わらわの方でも、帳尻を合わさせてもらおうかのう」

『……なに？』

　こちらに寄り添いながら、【スレンダーさん】は弓を引き絞るかどうか迷っているようだ。

『あいつ、何か持っている。あれは……剣？』

　色鉛筆だけじゃない。他にも魔法をブーストする武器を持っていたのか。どこから取り出したなどと今さら聞かない。そもそもあの巻き物の色鉛筆だって嚙み合わないのだ。

「Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．……」

　ゆっくりと、区切るような発音があった。

　クラオスは何かの呪文かと思った。だが違う、続けてロースヘラはこう宣告したのだ。




「ジエンドオブドラゴン。かつて巨竜ブラッシュゲインにトドメを刺した魔剣。ひとりでに宙を舞い標的を殺すこやつを鞘さやから解き放てば、まあ、二対二とも呼べるだろう？」




　喉が。

　まとめて砂漠みたいに干上がるかと思った。

　それは、まあ、あるんだろう。クラオスは考える。世界のどこかには。五〇〇年前だったか？　とにかくこうして実際に巨竜ブラッシュゲインが樹海で白骨をさらしているのだ。だったらこの広い世界のどこかには、こいつにトドメを刺した武器があって然しかるべきだろう。でも、今か？　よりにもよってここで出てくるとか、皮肉にしたって効き過ぎだろう!?　道理でダークエルフ達の頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうをたった一人で圧倒する訳だッ!!

　……まったく、次から次へと!!

『【スレンダーさん】、伏せろッ!!』

　ぎゃりんっ!!　という耳にしただけで年単位で寿命を削りそうな抜剣の音があった。

　鞘さやから解き放たれた。

　とっさにクラオスが銀色の頭のてっぺんを掌てのひらで摑つかみ、無理にでも下げさせたのは正解以外の何物でもなかった。次の瞬間、クラオスが両手で抱える事もできないほど太い針葉樹の幹や巨大な魔女カボチャがまとめて斜めに切断される。横一直線の断面は、彼ら二人が伏せた頭のすぐ上だった。そのままだったら胴体ごとやられている高さだ。

　鍔つばを中心に三角の光の帆が三つも飛び出し、剣の刃の平べったい部分、左右両サイドからも王都の学校にある実験室のバーナーみたいな青い炎がいくつも噴き出していた。風に乗って、浮かび、飛んで、舞い上がるために。

　いびつな魔剣はいったん標的を喰くいそびれると、光の帆を広げ、ほとんど直角の軌道で真上に飛び上がった。夜空を遮る枝葉の天井を丸ごと突き破り、よりにもよって天空から正確に再照準してくる。空を飛べるなんて聞いていない。もしも天空を縦横無尽に切り裂いて地面を走査したら大木や大岩の裏に身を潜めても上から覗かれる。クラオス達が硬い枝や草で手足を傷つけながら無理に全力疾走しても、障害物のない夜空を飛び回る武器の方がずっと速い。

　つまり、逃げも隠れもできない。かくれんぼが成立しない以上、気配を消して物陰から一撃必殺を狙う、ダークエルフの戦術は根本的なところから崩れてしまう。

　……規格外だッ!?　無機物の瞳なんて規格外すぎる!!

　こっちはただでさえ羽衣みたいに色鉛筆の巻き物を広げたホープエルフ、ロースヘラの爆発みたいな攻撃魔法だけでも生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなのだ。ましてあんな魔剣で常につつかれ、せっかく身を潜めている遮蔽物から考えなしに表へ追い出されたらどうなるか。

　ホープエルフの魔法で蒸発か、魔剣の一撃で体を両断されるか。クラオスにはいよいよ死に方くらいしか自分で選べる選択肢がなくなってきた。本当に勝てるのか、あんな怪物。

「くそっ!!」

　補捉。光の帆を畳み、刃の左右から噴き出す炎で微調整しながら剣が垂直に落ちる。天空から迫る極限の魔剣を避けるため、クラオスはとにかく【スレンダーさん】の手を摑つかんで駆け出す。まるで小さな隕いん石せきの衝突だ。斬るというより、地面へ着弾と同時に全方位へ細かい石や衝撃波が撒まき散ちらされる。見えない壁に背を叩たたかれ、クラオスはつんのめった。体の中の空気が無理矢理に吐き出されるが、転倒だけは避ける。【スレンダーさん】の手は、決して離さない。

　……考えろ。

　必死になって樹海の中を走りながら、クラオスは奥歯を嚙かみ締しめる。

　死ななければ考える事ができる。人工の目と規格外の魔法の大砲、最悪の敵相手でも。

　……もう勝負に挑んだ後だ、今さら引き返せない！　それにこの肩に乗ってるのは僕一人の命だけじゃない。ダークエルフ達が、【スレンダーさん】の命運も乗っかっているんだ!!

『あそこ!!』

　逆に強い力で銀髪褐色の少女から手を引かれた。とっさに引きずり込まれたのは緑色の苔こけで根元を覆われた巨大構造物。どこの部位かは知らないが、巨竜ブラッシュゲインの骸むくろだ。

　天空に上がるのではなく魔剣が地面スレスレを薙いだ。すぐ裏でガギンと不気味な音が響いてクラオスの心臓が縮むが……痛みや恐怖を感じているという事は、まだ生きている。

　ホープエルフの魔剣を、しのいだ？

　だが少し離れた場所でロースヘラは嗤わらっていた。

「ハハッ、何度も盾になどなるか！　わらわが鞘さやから解放したＴ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．は、そもそもそいつを殺すために作られた魔剣だ。今の人間どもは、製法さえ忘れておるようだがの!!」

「ちくしょ……!!」

　やはり安全地帯などない。音もなく樹海を進み、安全地帯を見極めて、一撃必殺のポジションから弓矢を放つ。無傷で勝つ事を最上とするダークエルフの戦い方ではダメだ。圧倒的な火力で闇を拭い、遮蔽物をまとめて薙なぎ倒たおしていくホープエルフの魔法についていけない。

　制御、増幅、あるいは冷却用か。この樹海を厚底靴で歩くロースヘラは時々懐ふところから取り出した宝石みたいなベリー系の果物を口にしていた。とはいえ近づいて魔法関係の補給を邪魔する余裕はない。絶大な魔法と神話の剣。考えなしに懐ふところへ突っ込むには危険が大きすぎる。

「っ」

　トドメは刺せないかもしれない。だけど固定の盤面を引ひっ搔かき回まわせるとしたら、やはり鍵はクラオス・ノックバーンの擬態化魔法・カムフライズか。エルゼーン経由で話が伝わっているリスクはあるが、それでも使い方次第ではロースヘラの虚をつく事だってできるだろう。

　だが、具体的にどうする？　使えるのは五回。ただし何を何回試そうが、樹海にいる生き物の中で、あのホープエルフを打倒するほどの可能性を持った動植物なんてどこにいる!?

　……あるいは、ストレートな腕力？　あるいは、毒でも持った生き物？

　頭の中で並べてみるが、どうにもしっくりこない。ホープエルフは存在自体が伝説で、彼女の意を汲くんで天空に上がって地面を睨むＴ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．は、今では白骨をさらす巨竜ブラッシュゲインにトドメを刺した魔剣だ。なんていうか、地に足がついていない。熊とかライオンとか、ここまできて今さら既存の最強生物決定戦なんぞやったところで何になる？　ああいう神話レベルの何かを持ってこない限り勝負にならないのでは。そんな気さえしてくる。

　ただし、だ。

「あ」

　赤毛の少年は根本的な事に気づいた。『それ』ができるかどうかは分からない。試した事なんてない。だけどクラオス・ノックバーンがこれまで頼ってきた擬態化魔法・カムフライズの条件を一つ一つ改めて並べていく。定義がこうなら、そういう事だってできるのでは？

　もちろん、机上の空論にはこれまで何度も振り回されてきた。

　現実なんて思い通りにいかない。ぶっつけ本番なんて大体は散々な結果に終わった。

　それでも。

　萎い縮しゆくしない。クラオスは希望を捨てずにこう思う。いけるかもしれない、と。

『【スレンダーさん】、行くぞ。僕についてこい』

『なに？』

『最低でも五つの確定が取れれば良い』

　不思議そうな顔をするダークエルフの少女に、クラオスは正面から言った。

『……神話を味方につけるんだ。僕の魔法ならできるはず!!』




　　　３




　何をするにも、とにかく命を繫つなぐ必要があった。なので基本的には逃げの一手。クラオスと【スレンダーさん】は互いに最適だと思う道を提案してパートナーの手を引っ張り合い、ギリギリのところでホープエルフの魔法や天空からサーチをかけて飛来する魔剣をかわす。獣道や藪やぶの中でも迷わず進む。少年一人の考えではなく、【スレンダーさん】と二人の意見がごっちゃになるから読みにくいのか。ロースヘラの照準がブレる瞬間を少年は何度か感じていた。

　いつまでもは続かない。そんな事は分かりきっている。

　死神に追い着かれて肩を叩たたかれる前に、クラオス達の目的を達せられるかどうかだ。

『次はっ!?』

『あっち!!　速く走って!!』

　ガカァッッッ!!!!!!　と。

　落雷というよりもはや太陽に近い爆発的な閃せん光こうが炸さく裂れつした。だが今までよりも距離が遠い。ホープエルフには優れた魔法の力いろえんぴつがあっても、体の方は厚底靴込みであのサイズだ。一歩一歩の歩幅が短い以上、クラオス達より歩みは遅くなる。その分、光の帆を広げる魔剣が先回りして二人の退路を通せんぼする頻度が増えてきた。もちろん無む暗やみに突っ込めば刃で両断、立ち止まれば魔法の閃せん光こうで蒸発だ。常に退路を複数頭に入れて動かないと追い詰められる。

「集落の方には近づいていないだろうな……」

『何で急に人語なの、えっちな事とか呟つぶやいてる？　とにかくこっち。次のが見えるはず！』

　あらぬ誤解と共に【スレンダーさん】に手を引っ張られながら少年は走る。段差がきつくなってきた。滝が近いのかも。速度は落とせないが、焦あせって滑落したらおしまいだ。

　がさりと後ろから草を踏む音があった。少しでも樹海に慣れた者はあんな音を出さない。

「ほうれ」

　天敵知らずの最強、見た目だけなら一二歳程度の金髪少女。やはり高低差や不安定な足場のせいでこちらの速度が落ちたのか、背後からロースヘラが迫ってきている。

　少し離れた場所から小さな手が動く。赤い色鉛筆が唸うなる。近くの岩に描き込まれた魔法陣は複雑な螺ら旋せんに似ている。違う。『永遠に上り切れない階段』と同じ、典型的な騙だまし絵えだ。現実にはできない図形でも絵画なら、力を通せば見かけの上では際限なく増幅されてしまう。

　力が膨らむ。

　一線を越えて、三次元の世界へ解き放たれる。

「ここで仕舞いか？　わらわをもっと楽しませておくれ」

『っ、【スレンダーさん】!!』

　悠長に足場を選んでいる場合ではない。白い光が瞬またたいた途端、岩盤が崩れて滝そのものが大きく抉えぐり飛とばされた。クラオスはとにかく【スレンダーさん】の細い肩を両手で抱いて、ごつごつした斜面から飛ぶ。自分自身をクッションにして少女を守る。そんなイメージだったが、実際には白い爆発によって不自然に宙を舞った。想像よりかなり遠くまで体が持ち上がる。

　落下の感覚に胃袋を摑つかまれる。

　とにかく舌だけ嚙かまないようにクラオスはあらかじめ歯を食いしばる。

　ダークエルフの少女を強く抱きしめたまま、背中から地面に叩たたきつけられた。柔らかい黒土だったようだが、気にしていられない。衝撃で内臓が縮み、まともに呼吸もできなくなる。

「があっ」

　ごきり、という鈍い音が炸さく裂れつした。切り傷や打撲なんていう普段馴な染じみのある痛みじゃない。もっと別の、初めて出会う痛みが体の中から爆発する。

　……折れた、でもどこが？

　想像もつかない。クラオスは体を弓なりにしたまま、絶叫もできずにひたすら咳せき込こむ。

「がばっ!!　がはごほっ、あがはあ!?」

『ばかっ。一体何をしているの!?』

　がくがくと震える手を、【スレンダーさん】が両手で摑つかんでくれた。異音がしたのは背中の方だったが、両腕は何とか動く。となると背骨や肩けん甲こう骨こつではなく、肋ろつ骨こつ辺りだろうか？

　言葉が出ない。

　口をぱくぱくさせるクラオスは、自分の脳裏で何かがチラチラ瞬またたいているのを感じた。明確な死の恐怖。とんでもない激痛。そういったものがクラオスの蓋を開けようとしている。

　脳裏に浮かんだのは、一番始めだった。




　ダークエルフは危険な存在だとド腐れ師匠に脅されていた。巨竜ブラッシュゲインを復活させて恨み節全開で人類に復ふく讐しゆうをすると。




　だけど、どうしても憧れのダークエルフを諦めきれなくて。




　イヤリングを拾って。ひょっとしたらこれきっかけで知り合って仲良くなれるかもなんて下心ももちろんあって。




　彼女の背中を追ってネバネバの草木の奥へ向かって、そして、そこから全てが始まった。




　記憶に抜け落ちがある訳ではない。全部思い出したってこれだけだった。

　特別な美談も重要な情報も含まれていない、ありふれた出来事の一つでしかない。

　背中が痛い。呼吸も何かおかしい。それでも必死に口の中で呟つぶやいて、胸元から何種類かの薬の小瓶を取り出し、何やら掌てのひらから蛍みたいな淡い青系の光の粒子を出し始めた【スレンダーさん】をクラオスはその手で食い止めた。ダークエルフの魔法を系統立てて把握できた訳ではないが、淡い光を見る限り多分回復系っぽい。だけど今魔法の力で不自然に折れた骨を接つぐ速度だけ底上げされても、絶対安静にできない限り逆効果だ。変な形で固めてしまいかねない。

　そう。

　まだ休めない、こんな所でリタイアできない。

　どこまでいっても深い樹海全体からすれば部外者で、災いの素だった自分。そんな人間のクラオスのために種族の壁を越えて顔を青くしてくれる心優しい少女を、この手で守りたい。

　美談なんかない、責務や義務感で戦っている訳じゃない。

　放っておけなかった。どんなに些さ細さいな事であっても。アクセサリを拾って、きっとこれを落としたままにしておいたら先に行ったあの娘は寂しがるだろうなって思った。名前も知らない女の子だ、そもそも種族だって違う。イヤリングにどれだけの思い入れがあったかなんてもちろん知らない、落とし物をした本人だってすぐに忘れてしまう程度の話かもしれなかった。

　それでも。

　こんな些さ細さいな事でも放っておけなかったんだったら。

　大切な女の子が命まで狙われている状況で、潔いさぎよく死んでなんかいられるか!!

「はあ、がばぐ、あッ!!」

　顔をしかめ、己の体に鞭むちを打って、クラオスは無理矢理にでも起き上がった。肋ろつ骨こつが折れるというのがどれくらい危険なのか、安全な都会暮らしの少年には理解できない。下手に動くと折れた骨が内臓を抉えぐるのでは。そんな考えも脳裏をよぎるが、今はそれよりも、だ。

　血の味がする唇を嚙かむ。

　痛みを堪える。【スレンダーさん】を庇かばった選択だけは間違っていない、そう信じて。

　世界の滅亡なんか知った事か。

　神話レベルのホープエルフや魔剣がどれほど規格外かなんてどうでも良いい。

　この娘だけは。ダークエルフの少女だけは、何があっても絶対に生還させる。特別な美談なんかない、いくら記憶の中をひっくり返したって何も出てこない。だからどうした。助けたいと思ったのは自分自身だ。そこは間違いない。だったら自分の決断くらい自分で貫け!!

『行くぞ、【スレンダーさん】……。まだやれる、チャンスは残ってる……』

『うあ、うええ』

『大丈夫だ』

　思いきって頭を撫でてみた。

　言葉が分かっているなら、こう言える。目尻に涙まで浮かべてくれる未来の嫁に。

『僕が君を幸せにする。どんな手を使ってでも、必ずだ』

　こんな痛みがどうした。巨竜ブラッシュゲイン、そいつにトドメを刺したＴ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．？　全部知った事か。ホープエルフ、ロースヘラ。そっちが何百年越しの因縁を持っていようが、ちっぽけで短命な人間のクラオス側に遠慮する理由なんか一個もない。




　この一ひと目め惚ぼれは、世界の全てに勝る。

　迷わず断言できないようなら最初から恋なんかするか。




　ひょこひょこと不自然な足取りでも、クラオスは再び走り出す。横から【スレンダーさん】に支えられながら。一秒でも早くこの娘の涙を止める。それだけ考えて。

　刃物みたいに硬い草の葉や茂みの小枝に肌を切り裂かれる。木の根や地面に埋まった石ころさえこちらの足を挫くじきに来ているのではと邪推したくなる。体の芯からなけなしのスタミナが搾り尽くされていく。体の中、背中側で得体の知れない痛みや熱が自己主張を続けている。

　永遠に続くようなこの深い樹海も、いつかは終わる。

　ダークエルフの【スレンダーさん】は樹海から出ようとはしないはずだし、遮蔽物を失ってだだっ広い平原に放り出されたらいよいよクラオスには勝ち目がない。

『あとどれくらい!?』

『次で最後だ……。けほっ、逆転のチャンスはまだある!!』

　……もうちょっと、あと少し。

　その時だった。頭上。空気を切り裂く甲高い笛のような音がクラオスの耳を貫いた。青い光の尾を引いて天から地へこちらを狙っているのは最強ランクの魔剣、Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．だ。

　肋ろつ骨こつとはいえ、やはり折れた骨のハンデは埋めきれなかった。明らかにクラオスの遅れのせいで付け狙われている。とっさに、肩を貸していた【スレンダーさん】がクラオスの体重を放り捨てた。支えを失い、草だらけの地面に少年は顔から倒れ込んでいく。痛みが爆発する。

　このまま逃げてくれても構わない。

　そう思ったクラオスの耳に、ぎゅちっ、という軋きしんだ音が滑り込む。よりにもよって振り返ったダークエルフの少女は長い弓を構え、木々の隙間から覗のぞく夜空に狙いをつけていたのだ。

『……れらおひてくるふねこむわなゆ、とくえくつせづえばふらおりおねふつるこ。きおりおせ、はるえあすづやり。しわしちてりおれらおむみおひへにとぬれ』

　口の中で呟つぶやく。

　何かが規則性をもって鏃やじりに集約されていくのが、クラオスにも分かる。

『我が手を離れて飛び立て、「ニーズヘッグの咀そ嚼しやく」!!』

　弓が天に反逆した。空中の一点で竜を斬る剣とダークエルフの矢が正面衝突、大爆発が巻き起こる。Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．が蓄える力が全方位に散らばり、周囲の木々をざわざわと揺らす。

　が。

　ビュン!!　という鋭い音が爆風すら貫いた。

　ダークエルフの頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうをも切り裂いて、Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．が真まっ直すぐに迫る。そこはやはり巨竜ブラッシュゲインにトドメを刺した剣、光を失ったまま落雷のように落ちていく。




　構えた弓を切り裂き。

　銀髪褐色の少女の体を貫いて。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　もう、クラオス・ノックバーンは呼吸もなかった。

　目の前の全てが受け入れられない。

　空中で衝突があった。剣の内側に蓄えられていた力の大部分はそれで散らばったのだろう、少なくとも地面にクレーターを作るような爆発力はない。だけど、根元までしっかりと突き刺さった剣の存在感はあまりにも邪悪であった。

　それを。

　あろう事か、【スレンダーさん】は柄や鍔を両手で押さえ込んだのだ。無理に引っこ抜こうとしているのではない。逆に、体の中に押し込めておけばすぐ近くにいる少年を守れる。もう立てないくせに、そんな考えで血まみれの両手に最後の力を込めている。最後。

『やめろっ!!』

　肋骨の痛みとかどうでも良い。とにかく草を摑つかんででも立ち上がり、雄お叫たけびを上げてクラオスは走り出した。お腹なかを貫かれたまま地面へ横倒しに転がった小さな影に向けて。

『もういい、僕はそんなの望んでない!!　ひっく。一人で生き残って、ううえあっ、何が楽しいんだ!?』

　すがりつくと、彼女は小さく笑っていた。失血で目の前も見えていないのかもしれない。

　一言しかなかった。

『良かった……』

　と。

　俯うつむく。せっかく彼女達の言葉を覚えたのに、クラオスの口からは何も出てこなかった。




　結婚。

　するのだ。




【スレンダーさん】は嫁にもらう。どんな壁があっても。

　そして嫁という生き物は荷物なんか全部クラオスに押し付けて、家事も頼って、仕事も任せて、日々何もない穏やかな時間を自分のために使っていれば良いのだ。そうやって自分の方法で美しく磨かれていく嫁を眺めているだけで、クラオスは最高に幸せになれるのだから。

　それを。

　よりにもよって……ッ。

「……笑ってんじゃねえよ」

　見た目は若々しいダークエルフが実際には何百年、何千年生きているかなんてクラオスには分からない。だけど、それだけ時間があってこんな簡単な事も学んでこなかったのか!?

　もう、どっちの言葉で話しているのかも覚えていなかった。

　嚙かみ締しめ、堪えきれず、ボロボロ涙をこぼして少年はただただ絶叫する。

「わがままを言って欲しいんだ。ひっく、犠牲なんか求めていない。幸せになって、笑顔になって、満たされて欲しい。自分の嫁に腹を切るよう強要して笑う男なんかいてたまるか！　ふざけんなァっ!!　つまらない執念をうじうじ引きずって泥臭く死ぬのなんか俺がやる雑用だろうが!!」

　喉が裂けるほどに。

　そこまで声を張っても至近の少女に届かないのではと、脅おびえてしまったから。

「だからお行儀良く笑ってんじゃあねえ!!　ぶええ。受け入れるなよ、頼むから死にたくないって、今すぐ血を止めてって言ってくれよッ!!　それが当たり前で、そういうわがままに応える事で僕は胸を張れる人間になって、そんな僕の強さを全部君が自分のために使い倒して幸せになれば良いだろ!?　なのにっ……それなのにッッッ!!!!!!　おおああ!!」

「おやおや」

　ギャリギャリギャリ!!　という七二色の色鉛筆をまとめた巻き物の擦こすれる音。

　声があった。

「……そろそろ諦めもついてきたかえ？」

　クラオス・ノックバーンは肩で息をしながら、そっと背後を確かめる。もう樹海の端だ。木々の隙間の向こうは大平原ではなく、地獄の底まで続くような断崖絶壁。逃げ道はない。

　羽衣のような巻き物を空中に携え、頭の小さな王冠を揺らしてロースヘラが嗤わらう。

　ばしゃりという水音があった。

　視界がチカチカして気づかなかったが、ホープエルフはせせらぎへ無造作に足をつけていた。くるぶしくらいの深さに、緑や水面から飛び出す白くて鋭い岩のようなもの。竜の牙。

　ここは。

　そうか、最初に嫁と出会ったあの清流までやってきたのか、とクラオスは思い至った。

　涙でぼやけた視界の中で、ロースヘラはまだ無傷。見た目だけなら子供っぽい柔らかそうな肌はそのままだ。全身擦すり傷きずだらけで肋ろつ骨こつまで折ったクラオスや、巨竜にトドメを刺した魔剣でお腹なかを貫かれた【スレンダーさん】とは大違いだった。

　もはや、左右の肩の高さも違う赤毛の少年にはあらゆる感情がなかった。

　×す。

　得体の知れない痺しびれで満ちる中、ただ、声もなく唇だけがそう動く。

「よくもまあ一〇キロ近くも走ったものよ。丸々樹海を横断したのではないかえ？」

「そりゃどうも……」

「どちらの首から刎はねてほしい？　感動的に抱き合い崖から飛ぶ自由も追加してやるかの」

「……そういえば、最後にこれを聞いておくのを忘れていたっけ」

　顔中汗まみれで、しかしクラオスは小さく吐き捨てた。感情なんかない、全部空白のまま。ぐだぐだ時間をかけた駆け引きは無理だ。一秒でも早く嫁を手当てしなくてはならない。

　だから、あの老練な化け物を一言で沸騰させろ。

　目元の涙を親指で拭い、彼は抉えぐるように言った。

「何であんたが、そこまでして人間を滅ぼしたいのか。毎晩毎晩悪夢の中で、口にはできないほど苦痛や屈辱にまみれた記憶とでも戦っているとか？」

「……そちからでよいな？　まず首から下を奇麗に蒸発させ、転がる首が死を思い出して瞬まばたきを止める瞬間までたっぷりと、そこのダークエルフが細切れにされる場面を見せつけてくれよう。生きたまま、貴様に助けを求めるダークエルフの顔がぐずぐずに崩されるサマをな」

「あんたにゃ無理だよ」

　極限の疲労も、骨折らしきおぞましい体内の痛みも、今は気にしなかった。青ざめた唇で小さく呟つぶやき、クラオス・ノックバーンは両手を広げた。

「三質より『塩』を選択。魔法生物、爬は虫ちゆう類るい、トカゲ目、オオトカゲ科、変温動物。角形、芒ぼう星せいの角を数えるが如ごとく我は汝なんじの本質を捉えたり。角形は放出、芒ぼう星せいは集中、併せて力の管理の象徴なり。我は汝なんじを知る事で、我は汝なんじと同化せん……」

　青い瞳を左右非対称に細め、ホープエルフ様の怪け訝げんな顔があった。

　樹海にどんな動植物が根付こうが、最強生物決定戦に興味はない。そんな表情だ。生きているだけで伝説となっているホープエルフ相手に、今さら虎やライオンなど真っ当な生物を差し向けても何にもならない。ましてクラオスが使うのは本質から変わる変身ではなく、あくまでも表面上の見た目を誤魔化す擬態化だ。ドラゴンを真ま似ねたところで口から火を噴ける訳ではないし、天使に擬態しても大空を飛べる訳でもない。よほどの体格差があって相手を力任せに叩たたき潰つぶすような例外でもない限り、『擬態化して攻撃』はメリットがない。完全に間違っているが、完全な間違いを自信満々に取り出すのが解げせない。ロースヘラはそんな表情だった。

　気づくのに遅れている。そいつは僥ぎよう倖こう。屈かがんで【スレンダーさん】を抱き寄せたまま、指先で苔こけだらけの地面をなぞっていた事も。実は強敵の眼前でこれを用意するのが一番大変なのだ。三質を四属性で把握し、天と地を結べ。少年はズタボロのまま、それでも笑う。

　牙が辺りに散らばっているのだ。であれば、樹海の緑を押しのけるような、白くて巨大な異物がなくてはおかしい。つまりはある巨大極まりない頭蓋骨を視界に捉え、クラオス・ノックバーンは最後の呪文を解き放つ。

　巨竜ブラッシュゲイン。そう、ヤツの『体』を見据えながら。




「カムフライズ・デコレーション、我はここに汝となる」
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「あ」

　と、ここまできてようやくホープエルフ、ロースヘラの口が動いた。だけど決定的な瞬間をただ見送ってしまったのは事実。すでに正方形の陣の中で少年の体は擬態化を始めている。

　できるはずだ。

　今は無残な白骨をさらすだけになったとしても、かつて確かにその脚で大地を踏んで翼で空気を蓄え、口を開いて大きく吼えていた生物であるならば。

　だからクラオスは逃げ続けたのだ、ある少女と樹海の端から端まで、一〇キロも。

　できるはずだ。

　生きたサンプルが目の前になかったとしても、擬態化魔法は対象となる動植物の要点だけを押さえて想像力で全体像を強固に補正する。よって、化石から元の筋肉や目鼻立ちを復元するように、確かな思考の力があるならば。

　だからクラオスは観察する必要があったのだ。樹海に横たわる巨竜の骨、一つ一つを。

　できるはずだ。

　クラオス・ノックバーンの擬態化魔法・カムフライズはあらゆる動植物に対応している。それなら神話レベルだろうが何だろうが、十分に観察し、計算し、頭の中で思い描ければ、巨竜ブラッシュゲインになりきって大地を揺るがす事だって絶対に可能なはずだ……ッ!!!!!!







　その瞬間、線の細い少年の意識はどこかに飛んだ。目には見えない何かに触れた。

　塩、硫黄、水銀。物質の形成に関わる三質から選んだのは『塩』、つまりオリジナルの追究だ。そもそも骨しか残っていないブラッシュゲインを見てもオスメスが群れを成している気がしなかったから、というのもある。ホープエルフのロースヘラと同じく、あれは群れの中から突出し過ぎて世界に一体きりの存在になってしまった何かなのではないか、と。

　擬態化はあくまでも表面上の見た目を誤魔化すための魔法。頭の中まで作り替える訳ではない。つまり記憶や意思の継承はないはずだ。だがクラオスはメッセージを受け取っていた。

　疼うずくのだ。

　腹の一点から全身へ伝でん播ぱしていく、どうしようもない痛み。オリジナルを追究したために継承してしまった痛みの原因は、病に冒されているからだと少年の知識が答えを弾はじき出だしていた。そして死病に蝕むしばまれても、強きよう靭じん過すぎるが故にその竜にはなかなか最さい期ごが訪れない。己の体を毟り取る事もできない。いつまでもいつまでも、いっそ殺してくれと嘆いたところで。

　だから、だったのかもしれない。

　自分を殺してくれる誰かを捜すしかなかった。それだけの力があると信じて、敢あえて人間に暴虐を振るった。全面戦争を経て、その竜は最後の瞬間、人間達に体を貫かれて安あん堵どしていた。ダークエルフ達は竜の復活を阻止してきたが、それは竜にとっても幸いだった。死して安らぎを得たあの巨竜は、今さら痛みを含む復活など望んでもいないだろう。

（……済まないな、ブラッシュゲイン）

　痛みは、理解した。あれだけの巨竜が泣いて殺されるのを望んだほどだ。力を借りる間、その壮絶な痛みと苦しみはクラオスの精神を潰し続ける。人間にも起こり得る病かは不明。でも少年に耐えられないのは確定だ。その程度なら最強の巨竜がギブアップするはずもない。

　だけど、吞のみ込こむ事にした。

　条件を受け入れる。規格外の力を借り受けるのに、代償が一つもないのもおかしな話だ。

　それに。

　……たとえ無意味な独りよがりと分かっていても。きっとこの孤独な竜だって、痛みや恐怖を分かち合える誰かが欲しかったと思うから。

　この痛みの経験者となって、皆に語ろう。

　だから、頼む。

（今だけその力、僕に貸してくれ。理不尽な痛みから、大切な人を守るためにッ!!!!!!）







　そして。

　そうしてその存在は、『眼め』を開ける。

『やあ、ロースヘラ。竜の喉と舌で人間と同じ発音をするのは難しいようだ。でも人間もエルフもダークエルフも、あらゆる言語に精通したホープエルフ様のお耳にはきちんと届いてるって信じてる。ああそうさ、あんたはお利口過ぎる自分の頭を呪いたくなってる頃だろうな』

「あ、ああ」

　啞あ然ぜんとしていた。あれだけの力を誇っていたホープエルフがただただ訳も分からずこちらを見上げ、そんな自分を無理にでも𠮟しつ咤たするためにぶんぶんと首を横に振っていた。

　完全に子供の仕草だった。頭の王冠も逆に滑稽。

「いっ、いいや。いいや!!　Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．は貴様を殺すための剣。たとえ表面上を真ま似ねたところでわらわの敵では……!!」

　言いかけて、気づく。その剣は手元にない。

　そもそもだ。

『Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．はブラッシュゲインにトドメを刺した剣。きっとそれは事実なんだろうけど、逆に言おう。トドメ以外は？　当時の人間だって滅ぶか否かの瀬戸際のはずだったんだ、そりゃああらゆる国家のあらゆる人間がみんなで力を合わせて立ち向かったんじゃあないのか。つまり、Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．だけじゃなかった。他にも英傑なんかいくらでもいた。別にそれ一本で巨竜の全てを破壊できる訳じゃない。実際、あんたの剣はこいつの骨に弾はじかれてたろ』

　ぎくりと、小麦色の少女の体から剣を奪おうとしたロースヘラの指先までもが凍りつく。

　クラオス・ノックバーンがやっているのはあくまで表面上の擬態化だ。大顎を開いても竜のブレスは使えない。翼を羽ばたかせても大空は飛べない。

　だけど。

　体長一〇キロメートルの巨体と、見た目だけなら一二歳程度の金髪少女。これほどの体格差があれば、ただそれだけで絶対的な一撃と化す。力業の圧殺が、そのまま通じる。

『例の火事の魔法陣は最後の一筆がまだだったんだよな。ならあんたは怖くない』

　横倒しになっている【スレンダーさん】が、ぎゅっと身を縮めた。

　ただでさえ突き刺さっているＴ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．を両手と体で押さえ込むようにして。少年の勝算に、万に一つの傷さえ許さないとでも言うように。

　愛おしすぎて死ぬかと思ったが、まだだ。まずは残酷にならないといけない。

　すでに撤回のできない、最さい後ご通つう牒ちようを放て。

　いいや、死刑宣告を。




『よう神話サマ、ホープエルフご自慢の魔法はあといくつ残ってる？　だけどその一撃で僕を殺せなければ、あんたは確定で押し潰されるぞ。ぷちっとな？』




　暴風が、唸うなった。

　規格外の巨体がその筋肉を動かすだけで、それは歴然とした突風災害を生み出す。

『わわ、わわ……』

　最後の瞬間、青い瞳を揺らすホープエルフはこちらを見上げて何かを呟つぶやいていた。

　目尻に涙を浮かべ、奇妙な半笑いで震えながら。

　こぼれ出たのは、人間の言葉でもダークエルフの言葉でもなかった。

『……むそちわあすつ。ちいをほうけてをちけをねちれきりけす、るやるにたえ』




　まして。

『直撃』したホープエルフがどうなるかなど自明の理であった。
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　巨竜の影は幻のように消え去った。後に残された少年は、折れた肋ろつ骨こつの痛みも気にせず走り寄る。横倒しで地面に倒れた銀髪褐色のダークエルフの元へ。

『【スレンダーさん】……!!』

　叫んで駆け寄っても、彼女の動きは緩慢だった。ロースヘラが倒れた時点でＴ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．も動きを止めたのだろう。血まみれの両手は剣の柄から離れ、地面に投げ出されている。

　何か。

　血液と一緒にとても大切な何かがこぼれていくのが、医者でもないのに分かってしまう。上辺を取り繕うだけのカムフライズでは彼女を助けられない。世界を滅ぼす巨大な竜の力を手に入れたって。

『終わった？』

　彼女からは、それだけだった。

　クラオスは怖かった。だから何も言えなかった。頷うなずいて答えてしまったら、【スレンダーさん】は満足そうな顔を浮かべてこのまま瞳を閉じてしまいそうだったからだ。

　繫つなぎ止とめたい。どんな小さなものでも良いい、少女に未練を与えて現世に繫つなぎ止とめたい。

　思いつくのは一つしかなかった。

『結婚しよう……』

　自然とそうこぼれた。あれだけ樹海の中で七しち転てん八ばつ倒とうしていたのに、出る時は簡単に出てしまうものだ。彼はポケットの中から何かを取り出した。砕いた貝の破片を石で擦こすって丸めた上で、マッチ棒より細い木の枝を丸めて形を整えただけの簡素な指輪だった。

　ダークエルフの少女はちょっと驚いているようだった。

　クラオスはもうぐしゃぐしゃに泣いていた。涙と鼻水だらけで言う。

『頼む。頼むよ……。うええ、君がいない世界なんか信じられない。何でもする、この樹海で一生を終えたって構わない。だから、』

【スレンダーさん】は、そっと手を上げた。

　応えてくれた。クラオスの言葉の一体どこが琴線に触れたのだろう？　プロポーズを受け入れた恋人というよりは、悪夢に脅おびえる小さな子供をあやすような笑顔ではあったが。

　唇を嚙かんで、クラオスは震える手で指先を動かす。指輪を摘つまんで近づけていく。

　左手の薬指に、触れる。

　しかしそこで【スレンダーさん】のたおやかな手が、すっと落ちた。

　地面に落ちたまま、動かない。




　頭が焼き切れ、クラオス・ノックバーンは天を見上げて絶叫した。

　これが、フィールドワークの終わりだった。













終　章







　直角九〇度のお辞儀が待っていた。

　クラオス・ノックバーン、ダークエルフ達が支配する『不ふ出しゆつ樹じゆ海かい』より命からがら何とか王都まで帰還した。見慣れた石の建物、整備された道。乗り合いの馬車や尖とがったヒールの鳴らすカツコツという足音。帰ってきた。井戸のポンプでいくらでも飲み水を汲くみ、定食屋で小銭を払えば大盛りの料理がやってくる。そういう、いつもの日々がやっと戻ってきたのだ。

　そして白昼の往来、それも教会前で平謝りが待っていた。鎧よろいの女性騎士、エルゼーン・リヴザイが線の細い少年の腰より低い位置まで頭を下げているのだ。巨大過ぎるツイン縦ロールはすっかり地面についてしまっている。……やめてほしい、これ以上の極限状況は。ここからさらなる激変なんてカラダの方が物理的に耐えられそうにないというのに。

「ほんっとうに申し訳ないッ!!」

「……、」

　……多分だけどこれ、何も知らない周りのみんなからは平民と貴族の身分違いのナントカで、アホな坊ぼう主ずがやらかした身の程知らずの告白の末、由ゆい緒しよ正ただしいお嬢様から盛大にフラれていると勘違いされているんじゃないかなー？

　心配、驚きよう愕がく、好奇。行き交う人々からの視線は千差万別だった。王都は様々な地方から人が集まるので、人種や職業も様々だ。黒の喪服の集団はお葬式に用があるのだろうが、他にも通りを行き交う人達の中にはピエロ衣装や覆面、大きな麦わら帽子をすっぽり被かぶってつばで顔を隠す人影、靴底にバネを仕込んだおじさんなど、一見何をしている人なのか分からないのも多い。そして体の芯まで鍛え上げられた人は全く意に介していなかった。

　頭も上げずに鎧装備の女性騎士は叫ぶ。

「このエルゼーン・リヴザイ、知らず黒幕に手を貸したばかりか本来この身を挺ていして守るべき民である罪なき坊やを命の危険にさらすとは。不覚、まったくもって不覚!!　この借りは必ず返す。何でも言ってくれ坊や!!　私はこれを理由に嫁入りを求められても拒まないッ!!」

　時の流れから置き去りにされているのは自分だけなのか？　クラオスは石像みたいに突っ立ったままだった。息を吸って吐くだけで折れた肋ろつ骨こつがずきずき痛むが、今はとにかく、だ。

「……ええと、何でもしてくださるというのなら、とりあえず顔を上げてもらえます？　ほらすぐそこ、お葬式の会場ですし」

「君は……っ。本当に心の優しい人だ。このエルゼーン・リヴザイ、心の底から感服した。脱帽である。そうだ今すぐ結婚しよう!!!!!!」

　もう何を言っても、今日はお葬式をやってるっつってんのにチャペルへ引きずり込まれそうだ。それにクラオスとしても、王都に帰ってきたからにはやっておくべき事がある。

　クラオスが歩き出すと女性騎士もついてきた。追従、意外にも尽くす事に慣れた足取りだ。王に仕える関係か。あと一応あのエルゼーンも街中では巨大な槍やりは持ち歩かないらしい。ピローソード……『枕の下に隠す』護身用の（無駄に装飾の派手な）小さな剣を腰に下げた程度だが、あれでもかなりやるのだろう。歩行一つでもダークエルフとは違った意味で隙がない。

「どこへ向かうんだ坊や？」

「学校です」

　びくっとエルゼーンの肩と黄緑のクロワッサンが同時に震えた。あと網タイツやボンレスハムみたいにチェインメイルで強調された、年下らしからぬおっぱいも。つまりあんまり良いい思い出がないのだろう。普段、自分の方からあのド腐れ師匠に相談を持ちかけているくせに。

　お葬式の空気に当てられたのか、ちょっと会話がなくなるとそれだけでしんみりした空気が二人の間を漂う。それでも時間は前に進んでいるのだ。

　クラオスの学校は、国策で国全体の技術レベルを底上げするべく創設された魔法教育機関だ。よほどの肝いりか、広大な宮廷の敷しき地ちを切り分けその一角を校舎に貸し与えるほどだった。

　少年は詰め所の歩ほ哨しように学生証を見せながら、道を譲った。『解剖博士』やド腐れ師匠が在籍を許されているくらいの、変人だらけの学校だ。水晶球片手の女占い師さんや大きな麦わら帽子のつばで顔を覆った魔法使いの白ワンピ少女くらいなら珍しくもない。

「ああ失礼、お先にどうぞ」

「一応、王宮の敷しき地ちでもあるんだがな。密偵や刺客も怖いし、そういう横入りは控えてもらえるとありがたいんだが。第二の学生証たる制服だって無視して君達は私服ばっかりだし……」

　ゲートを潜ると、エルゼーンの顔色が変わった。誰に聞かれているかも分からない街中では話せない内容でも、城の敷しき地ち内ないなら違う。隣を歩く女性騎士は囁ささやくようにこう言った。

「……しかし君の博愛精神には驚かされる」

「何がですか？」

「ホープエルフのロースヘラだよ、まさか殺さず生け捕りとはね。……よく許せたものだ」

　硬い声には、硬い声で応じた。

「彼女が望んでいたのは、復ふく讐しゆうなんかじゃなかった。それだけです」

　殿も様もついていなかった。エルゼーンの頭の中でも、すでに世界を滅亡寸前まで導いた魔法犯罪者という引き出しに収めているらしい。クラオスは肩をすくめて、

「それに、あんなのでもウチじゃ国賓待遇でしょ。裁きの結果も待たず、現場判断で勝手に殺しちゃったら僕は国際テロリストになっちゃいますよ」

　実際、それをやってしまったのがレインブック卿きようの一件だ。ダークエルフ達は自分のルールでは正しい事をしたのだろうが、そのせいで人間の貴族達からいらない恨みを買った。

　そういう意味でも、手を打つ必要があったのだ。

　スカイブルーの瞳に呆れを乗せ、エルゼーンはそっと息を吐いて、

「……ま、君にロースヘラを引き渡してもらったおかげで我々ラストリゾートは何とか首の皮一枚で助かったといったところだがね。しかし、頭の王冠ごととは、あれはなあ……」

「僕が加減をしたのは、ダークエルフを守るためです。ヤツに感情移入したからじゃない」

　ここだけははっきりと言った。いっそ死なせてやった方が、などというのは巨竜ブラッシュゲインだけで間に合っている。外見を真ま似ねただけとはいえ、体長一〇キロの巨竜と見た目一二歳の金髪少女だ。原形を留とどめていただけでもコントロールを褒めてほしいくらいだった。

「ホープエルフのロースヘラが全ての黒幕。人間やダークエルフは彼女に踊らされていただけだった。そうやって主犯をスライドさせて、生きたままきちんとした裁きを受けさせれば、貴族達もダークエルフを攻撃する大義名分を保てなくなるでしょ？」

「策士にしては根っこが可か愛わいらしいな、結婚したい。ただ納得しない者もいるらしい」

「……見習い騎士のロインベルト、ですか」

　彼は失踪した。ホープエルフの陰謀が明らかになっても、知らず世界の存亡に関わっていた事を知っても、それでも主君レインブック卿きようの敵討ちにのみ集中する道を選んだ童顔の少年。

　通常と違い選択の時間は場所移動もあるから廊下も賑にぎやかだ。騎士は道を譲りながら、

「正直、今も樹海に留とどまっているとしたら、餓死しているだろう。いくら消費を抑えても少しずつ削られていくのは止められない」

「……生きて樹海を抜けているとしたら？」

「傷を癒やして牙を研いでいる、か。しかしそれもな。失踪という事は『家』にも帰っていないという事だ。騎士団とは『団』だよ、騎士道物語で描かれる孤高の英傑と違って、現実には組織や集団としての力がものを言う。武力も権力もな。単純なスペック勝負になった場合、人間とダークエルフでは使う魔法の質が違い過ぎる。ホープエルフや魔剣のせいで霞かすみがちだが、彼らも彼らで普通に規格外だ。個人としても、集団としてもな」

　ロインベルトの切っ先は、今どこの誰に向けられているのだろう、そしてそれは正しい行いなのか。赤の他人ではない、一度は命を助けてもらった身の上なのでこの結末は心苦しい。

　しかし今から追ったところで見つからない。二度と会える気もしなかった。チャイムで管理される扉の列を見ながらクラオスは思う。そちらの方がお互いのためかもしれなかった。

「なあ坊や、ロースヘラは何な故ぜあんな事をしでかしたのだろう」

「回復を待って、それを取り調べるのはあなた達の仕事でしょう？　一応は腕を信頼してホープエルフの身柄を預けたんです、始める前から泣きつかないでくださいよ」

　先入観は禁物だが、いくつかのピースは散らばっている気がする。

　何な故ぜ、ロースヘラは神話レベルの魔剣Ｔ．Ｅ．Ｏ．Ｄ．を隠し持っていたのか。人間を滅亡させるにせよ、巨竜ブラッシュゲインにこだわったのか。その辺りに何か執着心を感じられる。

　過去、人間達から酷ひどい目に遭わされてきたのでは。わざと挑発する意味で苦痛だの何だのと言ったが、どうもしっくりこなかった。ロースヘラの怒りには的外れに対する余裕が見えた。それよりも大きな揺らぎを見ている。ホープエルフが黒幕だと暴いた直後、クラオスと【スレンダーさん】が共に戦うと決めた時だ。ダークエルフは見捨てないと言い切った少年に、ロースヘラは本来の計画とは明らかに関係ない事にこだわった。彼女はこう返したのだ。

　是非とも、死の瞬間まで千切れぬ絆きずなを見せておくれ、学生？　と。

「案外、遠い昔の失恋とかかな」

「そいつはロマンチックな見方だが、実際に世界を滅ぼされかけた側としてはな……。しかもあの小さな見た目でドロドロの恋バナだといよいよ笑えないぞ」

　クラオス達は選択授業の研究室に向かった。書類だらけの小さな部屋には誰もいなかった。

　ただし、

「……やっぱりだ」

　窓の方を見て、線の細い少年は珍しく低い声で呟つぶやいた。武闘派の女性騎士がおろおろしていたが、戦闘のプロさえ小刻みに震える少年の肩に手を置くだけの度胸はなかったらしい。

「やっぱりあの野郎生きてやがった、ド腐れがァ!!」

　叫びに気づいたのか、大きな麦わら帽子を目深に被った少女が研究室の出入口から顔だけ出して首を傾かしげていた。窓には一面にでっかく妖しいルージュでこう書かれていたのだ。




『ひとまず生きて樹海を抜けた事は評価します。しかし一番弟子の行動には無駄が多い。あの樹海はダークエルフ達の所有地です。ホープエルフ相手の戦闘とはいえ人間のあなたが自分の命を食くい繫つなぐために破壊を許し、消費してよいものではありません。この点は猛省なさい。

　ホープエルフ、ロースヘラの戦う理由は分かりましたか？

　あなたが【スレンダーさん】と勝手に呼んでいる少女の本当の名前は？

　解答は最初からありました。適切に観察し、彼女達の言葉や行動を理解すれば自然と導き出せるはずです。

　答えられないなどと言うのであれば、フィールドワークの合格点はあげられません。




　追伸。机の上に、ダークエルフの皆さんにいただいたお土産があります。ドライフルーツの詰め合わせ。保存食ではありますが、早めに召し上がりなさい。残したらお仕置きです☆





生せい物ぶつ過か学がく宮廷学者　レイカ・キックプリーツ』






「ふ、」

　俯うつむいた。クラオスの体の震えが限界を迎えた。

　何だ？　こっちはあんなに死にかけ、嫁のために戦い、世界を滅亡から救って、肋ろつ骨こつを折って命からがら帰ってきて、なのに結局赤点扱いか!?　つまらない補習に追加のレポート。このへっとへとからさらに、理不尽極まりない罰ゲーム的な課題を黙々とこなさなくちゃならないのか!?　自分は『ダークエルフ達は巨竜ブラッシュゲインを復活させようとしています（ビシッ）』などと自信満々で空振り三振したくせに、大人の余裕で全部棚に上げて！

　……しかもあのド腐れ、一体どこから見ていた？　おばあちゃんのお菓子なドライフルーツに言及しているという事は、意外と近くにいたのかっ？　こう、天才は無駄に技術があるから手に負えないのだ。レイカ・キックプリーツ。ヤツは擬態化魔法なんか習得していないのに、一体どうやって僕達を追い回して『観察』を続けていたというんだ……？？？

　ああ、ああ。目に浮かぶ。

　近い未来、放課後の研究室だ。こっちが留年か否いなかの瀬せ戸と際ぎわで選択授業地獄に襲われているのを良いい事に、同じ机にお尻を乗せて長い脚を組み、余裕の表情でこちらを見下すあの女の笑顔が。ええー、ほんとに赤点回避したいんですかあ。ど・う・し・よ・っ・か・なあー？

　限界を迎えた我慢が、さらに一線を越えた。

「ふぬおォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!???」

　傷ついた肋ろつ骨こつなんてどうでも良かった。クラオスは学者用の机の脚を蹴り、本棚の側面の板に拳をぶち込んで、書類の束を片付けて教材を分類ごとにまとめ、はたきで埃ほこりを払って布巾で机を拭いていた。キレて大暴れしているはずなのに、気がつけば机も床もあれだけ書類が山積みされていた研究室がピカピカに磨き上げられている。書く方は簡単でも消す方は滅法大変な窓ガラスに描かれた口紅のメッセージも、クラオスの手にかかればあっという間に新品同様。怒りのパワーを家事に変えられる少年はとことん強い。

　チェインメイルのせいで網タイツやボンレスハムみたいに強調された（事に本人は全く気づいていない）胸の前で両手を組み、乙女の顔でエルゼーン・リヴザイが提案してきた。

「坊や今すぐ結婚しようッ!!　君に片付けてほしい部屋ならいくらでもあるんだ!!!!!!」

「はあー！　はあー……!!」

　肩を上下させて荒い呼吸を繰り返し、額の汗を手の甲で拭う。

　ちょっと冷静さを取り戻し、研究者らしく思考し、そしてクラオスは思い至る。

　……お土産。そう言えばお土産のドライフルーツと窓に書いてあった。つまりド腐れ師匠はダークエルフと交流を持っている。ヤツの目的はダークエルフ語の完全解読？　いいや自力で編へん纂さんした辞書を手に、実際にダークエルフとコンタクトを取って人類初の連絡窓口、交易玄関を築けるか試す事か!?　そのためにわざと樹海でトラブルを起こして静かな集落を揺さぶり、人間とダークエルフが互いに手を取り合わなくてはならない環境を整えた。つまり弟子の体に寄生虫疑惑アリ、助けるには煙で燻いぶさないといけないのも全部織り込み済みでっ！　その結果、初の交易商品が例のドライフルーツだ。あんの、はらぐろっ、ド腐れえエエっっっ!!

　言いたい事、やりたい事は山ほどある。

　だがひとまずこれだけは答えておかないといけない。

「うえっげふ、ぜえ、ぜえ。結婚なんてお断りします」

「ええっ!?」

「何でそこで驚くんですか年下。自分の歳としを冷静に考えてくださいよ」

「おや、何かおかしな話でも？　私も正確な話は知らないが、確かこの国の貴族特化法では伴侶として財産の相続権が認められる結婚可能年齢は一二か一三歳辺りからだったはずだが」

「執事でも側近でもいい、誰か一人でもおかしいって言ってやれよッ！　ちゃんと注意する優しさが足りないから貴族達はどんどんねじ曲がっていくんだ!!」

　何だその貴族限定の特殊ルールは。思わずクラオスは絶叫していた。おっぱいは大きいけど実は年下な女性騎士がやたらと結婚結婚うるさいのも、ひょっとしたらこういう認識の違いがあるのかもしれない。長い人生の中で、適齢期をどこに置いているかがズレているのだ。実年齢はＢＢＡでも心と体は乙女ばかりなダークエルフ達とは真逆の方向で。

　クラオス・ノックバーンは自分の手を持て余していた。左手の薬指を彩いろどるのは簡素極まりない手作りの指輪だ。いつまで経たってもこれを外すつもりはない。そういう意思表示なのか。

「そういう話は、冗談でもやめていただきたい。特に彼女の前では」

　そして、だ。

　彼は傍かたわらに立っていた人物の麦わら帽子を取り払った。

　研究室の出入口から顔だけ出す、割と正体不明な白ワンピ少女の大きな麦わら帽子を、だ。
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「人語は通じなくても、ニュアンスは嫁に伝わるみたいですので」

「ちょっ、なああ!?　どうしてダークエルフが生きてっ、樹海の外に出ているんだあ!?」




　何しろ相手は伝説の魔剣だ。それもクラオスを守るためにわざと刺され、逃げようとする刃を強引に体の中で押さえ込んでいたほど。普通に考えれば致命傷だろう。

　だけど神官系の【メガネさん】は、普通じゃない時にこそ真価を発揮する長老格だ。

　長命で医者いらずのダークエルフ達が、それでも万が一に遭遇した時にはどうするか。クラオスだってようく聞かされていた。

　そう、観察を怠ってはならない。一度はエルゼーンやロースヘラに惨ざん敗ぱいしたダークエルフ達だったけど、その後集落に行った時には痛々しく包帯を巻いたダークエルフなんて一人もいなかったではないか。つまりそれが長老たる【メガネさん】の真の実力だったのだ。

　頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうは回復系でも絶大。少年は外がい套とうやベルトで止血した少女を集落へ抱えていった。

　それに……。

【スレンダーさん】には無理を聞いてもらった。散々拝み倒し、嫌がってもじもじする（けど逃げない）嫁を何日も説得して、頭の中がすっからかんになるまで手を替え品を替えアプローチを繰り返した。途中、なんか意外とＢＢＡな【幼女さん】や世話好きな長老格の【メガネさん】に肩を叩たたかれ励まされたほどだ。よほど不ふ憫びんに見えたのか、他人の色恋話ほど美お味いしいものはないのか。ダークエルフの嗜し好こうがどっち寄りかは今後も継続して観察する必要ありだが。

　大切な人の命の恩人である以上、無む碍げにもできない。集落にアタックできるのは人生一度という事だが、無事に試練を終えたクラオスは自由に行き来できるようになったらしい。そうなると、今後も人間関係（？）に気を配らなくてはならない。

「ああ、ちくしょう」

　やはりド腐れとはいえ天才は天才。こういう嗅覚は人並み以上か。あの自信の塊が行方を晦くらまして逃げ回っているのだ、こちらの動きなど筒抜けに決まっている。

　舌打ちしてクラオスはこう吐き捨てた。

「……こういうリアクションを、あのド腐れ師匠にさせるつもりだったのになあ」







　りんごーん、という教会の鐘が鳴る。レインブック卿きようのお葬式もそろそろ終わるようだ。

　クラオス側の仕掛けは不発に終わったが、まあ、あのド腐れが『分が悪い』と感じて行方を晦くらましているのだ。押しても引いてもびくともしない唯我独尊系のクソ野郎が、自分以外の何かに予定を取り上げられ、右往左往している。今はそれだけで良しとしよう。

『うー、なれない……』

　独特の、というかわざと作った訛なまりに彩いろどられたダークエルフ語だった。

　お腹なかに傷痕はないはずだが、時折撫なでるような仕草を繰り返している。

【スレンダーさん】は石で造った道路や建物、何よりあまりに多くの人々に気後れしているようだ。ウサギ耳のフードの名残なのか。ちょっと隙を見せるとやたらと大きな麦わら帽子を頭からすっぽりと被かぶって、どこに出しても恥ずかしくない長い耳を隠そうとしてしまう。

　実際のところ、公的に魔法生物の権利を認めている国家は少ない。絵本で悪者として描かれる事もある。しかし民衆レベルで言えば、進んで危害を加えてくる市民も少ない。頭のおかしい動物虐待者や人身売買目的の誘拐犯などに気をつける必要はあるが、そこまで外れた犯罪者は人間達も警戒して然しかるべきだ。

　つまり、『解剖博士』みたいな例外中の例外をまず最初に目撃している【スレンダーさん】がびくびくするのも無理はないが、そこまで脅おびえる必要はない。普通の人が犯罪に巻き込まれるかもしれない確率、程度の警戒心を持っていれば普通に生活はできる。

　……普通に生活はできる、か。

　急に現実が襲ってきた。となると【スレンダーさん】がどこで寝泊まりするかも考えないといけない。いや、いけないのか？　クラオスは疑問だった。真面目にすればするほど『仕方がない。仕方がないのでっ！　じゃあウチに来なよ!!』が遠ざかっていく気がするのだが。

　ちなみにイヤリングはまだ返していない。

　指輪は交換したのに。

　クラオスがそうしようとするたびに【スレンダーさん】は首を横に振ってやんわりと拒否してしまうのだ。どうも、何かのおまじないのつもりなのかもしれない。左右二つのアクセサリが運命の二人を引き合わせる、だったか。

『くそう、ダークエルフの装備を剝はいで無防備な裸を見れば絶対結婚できるはずなのにい』

『なにそれ？』

　伝説は完全に否定された。言葉が通じるのも良よし悪あしだ。

『これからどうするの』

　聞き慣れない言葉に、大通りを歩く人達の何人かがこちらへ振り返っていた。ダークエルフからすれば意味不明な人間側の言葉に囲まれているのだから不安に思うかもしれない。

　だけど疑問のニュアンスは伝わってくる。見た目はクールなのにこちらへ伸びた褐色の指先は、ちょこんと彼の服を摑つかんでいる。カワイイ。困ったように眉を寄せていた。超カワイイ!!

『ゆっくり覚えれば良いさ、互いの言葉をね。それまでは僕が通訳するよ。あのド腐れだって一応は教職に就いてる、あいつに教えられて僕には無理なんて話があってたまるか……』

『？』

　小首を傾かしげていた。

　いっそ可か愛わいすぎて殺す気か。人を惚ほれさせる変な光線でも出すのか、この小娘は!?

『【スレンダーさん】、何か興味があるものは？　行きたい場所でも良いい。ダークエルフ達からは、外の世界を見て回って文化を吸収するように言われてきたんだろう？　だったら……』

『うん』

　ぴっ、と。ダークエルフの少女はクラオスの唇に人差し指を当ててきた。

　くらりと少年の頭が揺れた。

　最後まで生き残って、良かった。ほんっとうにッッッ!!!!!!

　もうダークエルフ研究は廃業しても良いかも。これからはもっと集中的に【スレンダーさん】研究の第一人者を目指すべきか。真剣にぐらつくクラオスだが、その時だった。

　彼女は息を吸って、吐いた。

　そして片目を瞑つむるとこう切り出してきた。

　次なる冒険は、きっと樹海を走り回ってホープエルフと戦うよりも刺激的だ。




『それなら、あなたの家が見てみたいかな』













あとがき







　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回は大自然魔法バトルダークエルフ付き！　魔法は使える、だけど決して万能じゃない。この『魔法』を使っていかにして自由を獲得していくか、で駆け引きを作っています。条件次第では自分の寿命や行動時間を削ってまで使うかどうかを決めなくてはならない。プラス、初心に帰って『こんなのあったら使ってみたい異能感』を強く意識してみました。

　このお話ではヒロイン、【スレンダーさん】との出会いに重きを置いています。

　憧れの存在を捜し求め、やっと見つけたと思ったら容赦なく襲撃を受け、広場で火ひ炙あぶり。さあ、あなたならどうする？　逃げるもよし、戦うもよし、選択はその人の自由。結果、最強の竜の復活を止めなくちゃならないと分かっていても虐殺に舵かじを切れず、相互理解に努め、女の子の背中をひたすら追いかけ続けたのが主人公クラオスとなります。本当に、筋金入りのダークエルフバカ、という訳ですね。解剖博士やド腐れ師匠を笑ってもいられません。

　異世界ファンタジーなのでとにかく自由。三六〇度どこにだって行けますが、まず自由を楽しむための準備をするのが大変です。自由に歩いた結果自由に死ぬのもあなたの自由！　という辺りで、自由を獲得するための代償を表現できたらなと。文章的には何をするにも各おの々おののキャラが自力でヒントを手に入れ予測を立てていかないといけないため（しかもクラオスにしてもダークエルフ達にしても、必死に組み立てた予測は必ずしも正解とも限らない）、普通に樹海を歩いているだけで伏線だらけになってしまいました。一方で、ダークエルフ集落や人間の騎士団など主人公にとっての脅威には窮屈な、自由を阻害するイメージを与えています。この広い樹海の中で本当に身動きが取れなくなった時が王手で、ゲームオーバーだと。さあ、読者の皆様は危険だらけの自由と窮屈で雁がん字じ搦がらめな安全、どちらに魅力を感じられましたか？




　言葉は通じない、名前も分からない。そんなダークエルフの少女と仲良くなるためにはどうしたら良いいか。主人公をフィールドワーク専門の学生とする事で、野生動物をウォッチする感覚でこのテーマに迫っています。それにしても、あの変態とこの変態は決して仲良くできないのか。自分の目で見たものしか信じないの究極系だった『解剖博士』をあれだけ非難している主人公が、一方では自分自身の『観察』に対しては何の疑問も持っていない辺りが良いい感じの『ねじれ』を作れたかなあ、と。人は自分の体臭には気づかない生き物なのです。

　彼の擬態化魔法・カムフライズ。やろうと思えば相当ゲスい方向（例えば子犬になりすまし、懐なついたふりをしてこちらを抱き上げてきたダークエルフのほっぺを舐なめ回まわすなど）にも持っていけるけど、本気でシリアスに寄せればあそこまでやれる。舞台全体を使った大おお仕じ掛かけを楽しんでいただけましたらと願っております。もしも自分がどんな動植物にもなれるとしたら、やっぱり美少女か最強生物かの二択ですよね！　また、常に均一なパフォーマンスを発揮するダークエルフの頂ちよう竜りゆう魔ま法ほうではなく、強大な力ほど扱い方次第では自滅の可能性もある、という諸もろ刃はの剣つるぎが味付けのポイントです。ちなみに牝ひん馬ばに化けての攪かく乱らん作さく戦せんについては、北欧神話にきちんとしたソースがあります。興味のある方はロキで検索☆　……そんな大雑把な作戦が成功したらこうなるって予測がつかなかったのか神、と思われる事間違いなしです。




　今回も特殊言語を作っていますが、ブラッドサインより難易度は易しいはず。書くものを用意した上で、一章のクラオスのカタカナ台詞とダークエルフ語の変換を参考にすればエルフ語もすぐ分かると思われます。読み解きについては一応二周目推奨。クラオスが死にかけ必死に観察していたあの時、あのダークエルフやこのホープエルフは一体何を考えていたのか。副音声的な楽しみ方もできるかも。真面目な顔してすげえー空回りしてるぞ、クラオス君☆

　……い、一応は入念にチェックをしていますが、所々でミスっているかもしれません。もしも見つけられた場合は、このダークエルフは訛なまりがあるなと温かく見守ってくだされば。




　ド腐れ師匠については序盤でちょこちょこ顔見せした他、終章で本人を出すかどうかすごく迷いましたが、置き手紙の方がより底知れなくておっかないかなと思って、ラストはあんな形にしています。『今回は主要なキャラは全員必ず一つは空回りする。なのに絶対ハッピーエンドになる』の法則により彼女も彼女で大物感を出しておきながら一番初め、そもそもの根本で盛大に間違っております。大物はやはり空回りのレベルも違う。人間の少年とダークエルフの少女の不器用な交流、という本題から外れるので都会の生活にページは割いていませんが、クラオスが普段学校でどういう風に振り回されているか、想像の助けになればと思います。




　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、浜はま村むらさんには感謝を。樹海、という特殊極まりない環境とダークエルフの可か愛わいらしさの共存は大変だったと思います。ありがとうございました！

　そして読者の皆様にも感謝。補給が最大の鍵となる一風変わった魔法バトルはいかが？　自分なりの魔法ありファンタジー樹海攻略法をパズルのように思い描いてもらえたら幸いです。




　それでは、今回はこの辺りで。




　いっそダークエルフに限らず、全員本名不明もアリだったかも？


鎌かま池ち和かず馬ま　
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